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欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念

― 

そ
の
定
義
と
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因 

―

杉　
　

木　
　

志　
　

帆

条
約
は
、
通
常
、
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
領
域
内
で
適
用
さ
れ
る
。
他
方
で
、
今
日
、
国
際
裁
判
所
や
条
約
履
行
監
視
機
関
、
学
説

で
は
、
国
際
人
権
条
約
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
部
分
的
に
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
認
識
を
受
け
入
れ
た
上
で
、

本
稿
で
は
、
国
際
人
権
条
約
の
な
か
で
も
欧
州
人
権
条
約
を
素
材
と
し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
が
何
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

欧
州
人
権
条
約
で
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
（ju

risdiction

）」
と
い
う
用
語
が
、
条
約
適
用
の
可
否
を
決
定
づ
け
る
「
敷
居
」
と
し
て
の
役
割
を
有
す
る
と
さ

れ
る
。
先
行
研
究
の
多
く
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
を
強
調
し
つ
つ
、
こ
の
文
脈
で
の
「
管
轄
」
概
念
が
、
国
際
法
学
上ju

risdiction

と
い
う
用
語
が
通
常
有

す
る
意
味

―
例
え
ば
、
国
家
管
轄
権

―
と
は
異
な
る
意
味
を
有
す
る
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
国

家
管
轄
権
概
念
と
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
（ju

risdiction

）」
概
念
と
が
、
い
か
な
る
点
で
な
に
ゆ
え
に
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
精
緻
に
検
討
さ
れ

て
き
た
と
は
い
い
難
い
。

本
稿
で
は
、
両
概
念
の
関
係
性
を
不
明
瞭
な
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
依
然
と
し
て
十
分
に
説

得
力
の
あ
る
理
論
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
原
因
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
ほ
か
対
ベ
ル
ギ
ー
ほ
か
事
件
欧
州
人
権
裁
判
所
受
理
可
能

性
決
定
を
検
討
の
出
発
点
と
し
て
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
に
は
分
析
視
角
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
二
つ

の
分
析
視
角
、
す
な
わ
ち
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と

を
設
定
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

つ
い
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
を
重
畳
的
に
用
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
分
析
し
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
「
管
轄
」

概
念
に
複
数
の
意
味
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
に
お
い
て
は
、
例
外
的

な
状
況
を
除
き
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
場
合
に
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効

的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
が
あ
る
。
こ
の
概
念
に
お
い
て
は
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
が
な
さ
れ
る
場
合
に
、
当
事
国
と
そ
の
地
域
に
所
在
す
る
者
や
財
産
を
有

論
文
要
旨
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目
次

は
じ
め
に

第
一
章　

分
析
視
角
設
定
の
必
要
性

　

第
一
節　
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
の
位
置
づ
け

　
　

一　

行
為
帰
属
の
問
題
と
の
区
別

　
　

二　

権
利
・
義
務
の
性
質
と
の
相
関
関
係
の
否
定

　

第
二
節　

国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
の
区
別

　
　

一　

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
概
要

　
　

二　

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論

す
る
者
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
第
三
に
、
当
事
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
に
お
い
て
は
、
国
際
法
上
一

定
の
地
域
が
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、当
事
国
と
そ
の
領
域
に
所
在
す
る
者
や
財
産
を
有
す
る
者
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
。

ま
た
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
そ
の
判
例
法
に
お
い
て
、
法
的
空
間
論
と
い
う
論
理
を
提
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
法
的
空
間
論
は
、
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
「
管
轄
」
概
念
と

は
異
な
る
独
自
の
意
味
を
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
与
え
る
論
理
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

当
事
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
属
地
主
義
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理

に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
属
地
主
義
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
の
一
つ
で
も
あ
る
。
当
事
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
国
家
管
轄
権
概

念
と
は
、
国
家
主
権
と
い
う
同
一
の
淵
源
か
ら
と
も
に
導
き
出
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
互
い
に
関
連
す
る
。
他
方
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念

と
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
離
れ
、
こ
れ
と
は
異
な
る
根
拠
に
基
づ
き
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用

を
認
め
る
も
の
と
い
え
る
。
国
家
管
轄
権
が
規
律
管
轄
権
と
執
行
管
轄
権
と
に
二
分
で
き
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
特
定
性
の
要
件
充
足
は
執
行
管
轄
権
に
、
地
域
に
対
す
る

物
理
的
支
配
の
確
立
は
規
律
管
轄
権
に
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
近
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
限
り
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
す

る
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
批
判
し
、
空
爆
被
害
者
の
人
権
保
障
に
優
位
性
を
与
え
る
立
場
か
ら
は
、
こ
う
し
た
近
似
性
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
欧
州
人
権
条

約
が
当
事
国
領
域
外
で
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
充
足
や
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
の
確
立
な
し
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
論
理
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
。
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
べ
き
か
は
、
国
際
人
権
法
体
系
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
よ
る
。
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第
三
節　

多
様
な
分
析
視
角
の
存
在

―
国
家
管
轄
権
概
念
を
例
と
し
て

―

　
　

一　

国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
二
つ
の
視
角

　
　

二　

二
つ
の
管
轄
（
権
）
概
念
の
相
違
を
分
析
す
る
た
め
の
仮
説

第
二
章　

分
析
視
角
の
提
示
と
そ
の
有
用
性

　

第
一
節　

ju
risdiction

観
念
に
対
す
る
分
析
視
角

　
　

一　

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角

　
　

二　

国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角

　
　

三　

共
通
す
る
分
析
視
角
・
相
違
す
る
分
析
視
角

　

第
二
節　

分
析
視
角
の
有
用
性

　
　

一　

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
再
評
価

　
　
　
　

1　
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
回
避

　
　
　
　

2　

分
析
視
角
の
併
用
に
よ
る
論
証
の
混
乱

　
　
　
　

3　

小
括

―
抽
象
的
な
共
通
点
を
提
示
す
る
意
義

―

　
　

二　

先
行
研
究
に
お
け
る
分
析
視
角
の
扱
い

第
三
章　
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
の
交
錯

　

第
一
節　

人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

　
　

一　
「
管
轄
」
の
定
義

―
権
力
及
び
支
配
と
は
何
か

―

　
　

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因

―
規
律
対
象
の
特
定
性

―

　
　
　
　

1　

付
随
的
損
害
に
伴
う
偶
発
性

　
　
　
　
（
1
）「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
関
す
る
諸
学
説

　
　
　
　
（
2
）
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
に
み
る
規
律
対
象
の
特
定
性
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2　

属
人
主
義
の
否
定

　
　
　
　

3　

例
外
的
な
状
況
に
お
け
る
特
定
性
の
要
件
の
解
除

　
　
　
　

4　

小
括

―
特
定
の
対
象
へ
の
規
律
と
執
行
管
轄
権
と
の
近
似

―

　

第
二
節　

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

　
　

一　
「
管
轄
」
の
定
義

―
支
配
対
象
は
何
か

―

　
　

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因

―
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
支
配

―

　
　
　
　

1　

特
定
性
の
要
件
の
解
除

　
　
　
　

2　

立
証
責
任
の
緩
和

　
　
　
　

3　

占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施

　
　
　
　

4　

小
括

―
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
補
完

―

　

第
三
節　

領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」

　
　

一　
「
管
轄
」
の
定
義

―
領
域
国
の
統
治
権
能

―

　
　

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠

―
属
地
主
義

―

　
　
　
　

1　

国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
の
関
連
性

　
　
　
　

2　

覆
る
こ
と
の
な
い
「
管
轄
」
の
推
定

　
　
　
　

3　

小
括

―
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
の
反
映

―

　

第
四
節　

法
的
空
間
と
し
て
の
「
管
轄
」

　
　

一　

法
的
空
間
と
定
義
可
能
か

　
　

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か

　
　
　
　

1　

法
的
空
間
論
の
射
程

　
　
　
　

2　

法
的
空
間
論
と
「
管
轄
」
の
推
定
論
と
の
整
合
性
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3　

法
的
空
間
論
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
独
自
性
は
あ
る
か

お
わ
り
に

　
　

一　

各
章
の
結
論

　
　

二　

国
家
管
轄
権
概
念
の
反
映

　
　

三　

条
約
適
用
の
領
域
性
原
理

―
原
則
と
修
正

―

は
じ
め
に

国
際
法
は
国
家
間
関
係
を
主
と
し
て
規
律
す
る
法
と
し
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
後
、
国
際
条
約
に
少
数
者
の
権
利
に
関
す
る
規
定
等
が
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
禍
を
経
て
人
権
条
約
が
地
域
的
・
普
遍
的
に
締
結
さ
れ
る
に
伴
い
、
国
際
法
の
規
律
対
象
に
は
人
の
権
利
保
障
に
関
す
る
問

題
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
、
人
の
権
利
保
障
に
関
す
る
問
題
を
国
際
法
体
系
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
問
い
は
、
国
際
法
学
が
直
面

す
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
問
題
は
、「
条
約
は
、
別
段
の
意
図
が
条
約
自
体
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
場
合
及
び

こ
の
意
図
が
他
の
方
法
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
各
当
事
国
を
そ
の
領
域
全
体
に
つ
い
て
拘
束
す
る
」
と
い
う
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
条

約
法
条
約（

1
））

第
二
九
条
の
規
定
に
一
部
反
映
さ
れ
て
い
る
、
条
約
適
用
に
お
け
る
領
域
性
原
理
の
再
考
を
促
す
可
能
性
の
あ
る
分
野
と
し
て
興
味
深
い
。
人
権
条
約
の
適

用
範
囲
に
関
す
る
問
題
は
、
国
際
法
体
系
に
お
い
て
国
際
人
権
保
障
の
実
効
性
を
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
ど
こ
ま
で
確
保
し
う
る
の
か
を
検
討
す
る
切
り
口
の
一
つ
で
あ
る

と
い
え
る
。

国
際
法
学
に
お
け
る
領
域
性
原
理
と
は
、「
国
家
主
権
が
排
他
的
に
作
用
す
る
領
域
を
相
互
に
空
間
的
に
区
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
権
の
衝
突
を
回
避
す
る
も
の
」
と

理
解
さ
れ
る（

2
）。

条
約
の
適
用
地
域
は
、
条
約
法
条
約
の
枠
組
み
に
則
れ
ば
、
当
事
国
の
意
思
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
意
思
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
確

認
も
で
き
な
い
場
合
は
、「
一
般
的
に
、
国
際
条
約
は
、
国
の
完
全
な
権
能
（
主
権
）
の
下
に
あ
る
領
域
全
体
に
つ
い
て
効
果
が
あ
る
」
の
で
あ
り
、「
言
い
換
え
れ
ば
、

条
約
の
空
間
的
適
用
範
囲
と
国
家
主
権
の
下
に
あ
る
領
域
的
範
囲
と
の
間
に
は
、
厳
格
な
同
一
性
が
あ
る
」
の
で
あ
る（

3
）。

南
極
条
約
や
武
力
紛
争
法
関
連
条
約
の
よ
う
に
、

当
事
国
領
域
以
外
の
空
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
条
約
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
「
別
段
の
意
図
」
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
条
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約
の
ほ
か
は
、
国
際
社
会
が
一
定
の
領
域
を
備
え
た
主
権
国
家
を
単
位
と
す
る
分
権
的
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
背
景
に
、
条
約
の
適
用
範
囲
は
原
則
と
し
て

当
事
国
領
域
の
内
か
外
か
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、国
の
活
動
は
現
実
に
は
自
国
領
域
内
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の
領
域
外
で
何
ら
か
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

あ
る
国
の
領
域
内
で
他
国
の
活
動
に
よ
る
影
響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
当
事
国
領
域
以
外
の
空
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提

と
は
し
な
い
条
約
は
、
こ
う
し
た
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
、
当
事
国
領
域
の
内
か
外
か
を
基
準
と
し
て
そ
の
適
用
範
囲
が
決
定
さ
れ
る
と
理
解
す
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
い
か
な
る
条
約
に
つ
い
て
も
潜
在
的
に
生
じ
う
る
が
、
条
約
法
条
約
の
起
草
時
、
国
際
法
委
員
会
は
「
条
約
の
領
域
外
適
用
に
関
す
る
法

に
つ
い
て
は
、
当
事
国
の
意
思
ま
た
は
当
事
国
の
意
思
に
関
す
る
推
定
の
観
点
か
ら
、
単
純
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
み
述
べ
、
こ
の
「
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
」

に
つ
い
て
は
立
場
を
明
確
に
し
な
か
っ
た（

4
）。

も
っ
と
も
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
議
論
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
地
域
に
お
け

る
分
離
壁
建
設
の
法
的
帰
結
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に（

5
）、

国
際
裁
判
所
や
国
際
人
権
条
約
の
履
行
監
視
機
関
は
、
国
が
自
国
領

域
外
の
地
域
を
占
領
す
る
場
合
、
そ
の
国
が
自
ら
の
締
結
す
る
国
際
人
権
条
約
上
の
義
務
を
当
該
支
配
地
域
に
お
い
て
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
示
し

て
い
る
。
国
際
人
権
条
約
に
つ
い
て
は
、
条
約
は
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
部
分
的
に
修
正
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
が
、
今
日
、
国
際
裁
判
所
や
条
約
履
行
監
視
機
関
、
学
説
に
お
い
て
広
ま
っ
て
い
る（

6
）。

こ
の
認
識
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
基
準
は
、
当
事
国
領
域
の
内
か
外
か
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
自
由
権
規
約（

7
））

の
よ
う
に
「
そ
の
領
域
内
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
」
者
に
対
し

て
条
約
上
の
権
利
を
保
障
す
る
よ
う
当
事
国
に
義
務
づ
け
る
条
約
の
場
合
は
、
こ
れ
を
加
重
要
件
を
課
す
も
の
と
解
釈
し
、
当
事
国
が
そ
の
領
域
内
に
い
る
者
に
対
し
て

の
み
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
解
が
導
き
出
さ
れ
る（

8
）。

ま
た
、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
（
欧
州
人
権

条
約（

9
））

の
よ
う
に
「
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る（

10
）」

者
に
対
し
て
条
約
上
の
権
利
を
保
障
す
る
よ
う
当
事
国
に
義
務
づ
け
る
条
約
の
場
合
に
も
、「
管
轄
」
は
当
事
国
領
域
に
限

定
さ
れ
な
い
と
理
解
さ
れ
る（

11
）。

さ
ら
に
は
、
学
説
上
で
は
、
条
約
起
草
の
段
階
か
ら
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
は
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
主
張（

12
）や

、
自
由
権
規
約

の
準
備
作
業
か
ら
は
当
事
国
が
自
由
権
規
約
の
基
準
か
ら
逸
脱
し
て
国
外
で
活
動
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
示
唆
は
み
い
だ
せ
な
い
と
の
主
張
も
な
さ
れ
る（

13
）。

と
り
わ
け
自
由

権
規
約
起
草
過
程
の
評
価
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
に
の
み
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
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は
な
い
と
の
認
識
は
、
議
論
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
仮
に
こ
の
認
識
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
は
、
何
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
学
説
上
で
は
様
々
な
見
解
が
主

張
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
理
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
複
数
の
主
要
な
国
際
人
権
条
約
に
設
け
ら

れ
て
い
る
、
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
一
般
的
に
定
め
る
規
定
に
お
い
て
、「
管
轄
（ju

risdiction
 / ju

ridiction
, com

péten
ce

）」
と
い
う
一
義
的
に
は
定
義
し
難

い
用
語
が
条
約
適
用
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。ju

risdiction

観
念
は
多
義
的
な
語
で
あ
り
、
文
脈
に
よ
っ
て
様
々
な
意
味
を
有
す
る
が
、
国
際
法

学
で
は
、
国
家
管
轄
権
（state ju

risdiction

）
や
裁
判
管
轄
権
、
す
な
わ
ち
特
定
の
事
件
を
審
理
す
る
裁
判
所
の
権
限
と
い
う
意
味（

14
）で

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ
る
。
他
方
で
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
づ
け
る
「
管
轄
」
概
念
に
は
、
上
述
の
意
味
と
は
異
な
る
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
の
見
解
が
学
説
上
強
く
主

張
さ
れ
て
い
る（

15
）。

こ
う
し
た
主
張
が
な
さ
れ
る
背
景
に
は
、
国
に
よ
り
害
を
受
け
た
者
は
被
害
発
生
地
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
な
わ
ち
、
国
際
法
に
お
い
て
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
意
味

で
の
管
轄
権
の
外
に
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
加
害
国
が
締
結
す
る
国
際
人
権
条
約
上
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
論
者
自
身
の
信
条
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
論
者
自
身
が
有
す
る
信
条
自
体
は
、
条
約
解
釈
の
考
慮
要
素
と
は
な
り
え
な
い
か
ら
、
学
説
上
で
は
、
自
ら
の
条
約
解
釈
が
適
当
で
あ
る
こ
と

を
示
す
証
拠
と
し
て
、
国
際
人
権
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
が
示
さ
れ
る（

16
）。

特
に
、
オ
ラ
ケ
ラ
シ
ュ
ビ
リ
の
主
張
は
特
徴
的
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
を
引
き
合
い
に
、
こ

の
条
約
が
人
類
に
対
す
る
客
観
的
義
務
を
当
事
国
に
課
す
も
の
だ
と
主
張
す
る（

17
）。

だ
が
、
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、
国
際
法
に
お
い
て
通
常
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の
管
轄
権
（ju

risdiction

）
概
念
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範

囲
を
決
定
づ
け
る
基
準
と
し
て
の
「
管
轄
（ju

risdiction

）」
概
念
と
が
、
い
か
な
る
点
で
な
に
ゆ
え
に
異
な
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
十
分
に
説
得
的
な
解
答

を
与
え
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
主
張
が
、
国
際
人
権
保
障
を
可
能
な
限
り
広
範
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
の
妥
当
性
を
主

た
る
根
拠
と
し
て
、
論
理
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
結
論
先
取
り
の
論
理
は
、
第
一
に
、
条
約
は
国
家
間
合
意
に
基
づ
く
と
い
う
条
約
法
条
約
が
採
用
す
る
論
理（

18
）、

す
な
わ
ち
、
そ
の
意
味
で
、
条
約

と
は
本
質
的
に
は
、
国
が
実
現
の
必
要
を
認
め
る
利
益
の
み
を
、
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
国
際
的
に
確
保
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
必
ず
し
も
国
際
人
権
保
障
の
実

現
が
最
優
先
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
論
理
と
の
間
の
整
合
性
を
い
か
に
維
持
す
る
の
か
と
い
う
点
で（

19
）、

説
得
性
が
低
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い（

20
）。

ま
た
、
第
二
に
、

国
際
法
体
系
全
体
と
の
整
合
性
を
い
か
に
確
保
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
国
際
人
権
法
分
野
の
独
自
性
を
強
調
す
る
以
外
の
積
極
的
な
解
答
を
得
る
こ
と
が
で
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き
ず
、
理
論
的
な
限
界
が
あ
る（

21
）。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
抱
え
る
限
界
を
で
き
る
限
り
克
服
し
つ
つ
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
ど
の
程
度
離
れ
た

基
準
に
基
づ
き
、
い
か
に
決
定
さ
れ
る
の
か
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
答
え
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
判

例
の
蓄
積
が
多
く
あ
る
欧
州
人
権
条
約
を
素
材
に
、
上
述
し
た
既
存
の
学
説
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
。
そ
れ
は
、
国
際
法
に
お
い
て
通
常
用
い
ら
れ
る
意

味
で
の
管
轄
権
概
念
と
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
「
管
轄
」
概
念
と
で
は
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
用
い
る
べ
き
分
析
視
角
が
異
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
検
討
こ
そ
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
上
で
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
二
〇
〇
一
年
の
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
ほ
か
対
ベ
ル
ギ
ー
ほ
か
事
件
欧
州
人
権
裁
判
所
決
定
（
バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定（

22
））

に
対
す
る
学
説
上
の
批
判
が
あ
る
。

そ
こ
で
、本
稿
で
は
、考
察
の
対
象
を
欧
州
人
権
条
約
に
絞
り
、欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
の
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
確
立
す
る
た
め
に
、

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
づ
け
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
適
切
な
分
析
視
角
が
何
か
を
提
示
す
る
。
つ
い
で
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
分
析
視
角
を
用
い
て
、
欧

州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
、
第
一
章
で
は
、
ま
ず
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
が
、
欧
州
人
権

条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
づ
け
る
概
念
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
と
る
こ
と
の
意
味
を
整
理
す
る
（
第
一
節
）。
つ
い
で
、バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
概
要
を
紹
介
し
た
後
、

学
説
上
で
展
開
さ
れ
て
き
た
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
の
意
義
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
（
第
二
節
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
、欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管

轄
」
概
念
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
分
析
視
角
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
第
三
節
）。
第
二
章
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を

定
め
る「
管
轄
」概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
が
二
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
、そ
れ
ら
が
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
の
か
を
整
理
す
る（
第

一
節
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
二
つ
の
分
析
視
角
を
用
い
て
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
再
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
学
説
上
で
は
分
析
視
角
が
明

示
的
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
二
節
）。

第
三
章
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
二
つ
の
分
析
視
角
が
、
ど
の
よ
う
に
交
錯
し
な
が
ら
、「
管
轄
」
概
念
の
明
確
化
に
貢

献
す
る
の
か
を
提
示
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
第
一
節
か
ら
第
四
節
ま
で
の
各
節
で
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構

築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
を
重
畳
的
に
用
い
て
、「
管
轄
」
概
念
の
意
味
内
容
を
よ
り
深
く
分
析
す
る
。
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
が
、

国
家
管
轄
権
概
念
を
い
か
な
る
点
で
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
お
け
る
領
域
性
原
理
を
再
考
し
、
欧
州
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人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
ど
の
よ
う
に
踏
ま
え
、
あ
る
い
は
こ
の
原
理
か
ら
ど
の
よ
う
に
離
れ
、
い
か
に
決
定
さ
れ
る
の
か
を
分
析
す
る
。

第
一
章　

分
析
視
角
設
定
の
必
要
性

欧
州
人
権
条
約
第
一
条
は
、「
締
約
国
は
、
そ
の
管
轄
の
下
（w

ith
in

 th
eir ju

risdiction
 / relevan

t de leu
r ju

ridiction （
23
））

に
あ
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
こ
の

条
約
の
第
一
節
に
定
義
す
る
権
利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
こ
か
ら
、国
家
管
轄
権
概
念
と
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
（
以
下
、

適
宜
、第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
な
ど
と
も
表
記
す
る
）
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
、条
約
上
の
権
利
保
障
の
対
象
と
な
る
者
の
範
囲
も
か
わ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
管
轄
」
概
念
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
敷
居
（th

resh
old

）」
と
し
て
の
役
割
を
有
す
る（

24
）。

第
一
条
の
「
管
轄
」
を
「
敷
居
」
概
念

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
の
決
定
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
前
提
を
と
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
第
一
節
で
は
、
予
備
的
考
察
と

し
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
の
決
定
に
関
係
す
る
論
点
を
整
理
し
、
本
稿
の
立
ち
位
置
を
明
確
化
す
る
。
つ
い
で
、
第
二
節
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
第
一
条

の
「
管
轄
」
概
念
と
が
、
互
い
に
完
全
に
断
絶
し
て
い
る
か
は
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
区
別
可
能
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
た
め
に
、
二
〇
〇
一

年
の
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
当
該
決
定
に
対
す
る
学
説
上
の
批
判
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
第
三
節
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概

念
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
際
に
は
、
こ
の
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
一
節　
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
の
位
置
づ
け

条
約
の
適
用
範
囲
は
、
当
該
条
約
に
そ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
定
め
る
一
般
的
な
規
定
が
あ
る
場
合
、
そ
の
規
定
の
解
釈
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
。
欧
州
人
権
条
約

第
一
条
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
が
「
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
」
者
に
対
し
て
、
条
約
上
の
権
利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
よ
う
一
般
的
に
定
め
る
。
こ
の
規
定
に
基

づ
き
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国（

25
）が

、
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
者
に
対
し
て
権
利
保
障
義
務
を
負
う
と
の
立
場
を
と
る
。
ま
た
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
と
い
う

用
語
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
敷
居
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る（

26
）。

こ
の
立
場
を
採
用
す
る
の
な
ら
ば
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
と
い
う

用
語
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
欧
州
人
権
条
約
上
、
権
利
保
障
の
対
象
と
な
る
者
の
範
囲
も
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
く
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
敷
居
概
念
と



52

し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
の
決
定
に
関
係
す
る
少
な
く
と
も
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、
態
度
決
定
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
第

一
に
、「
管
轄
」
行
使
の
問
題
と
行
為
帰
属
の
問
題
と
を
、
差
し
当
た
り
異
な
る
論
点
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
国
際
人
権
条
約
に
規
定
さ

れ
る
権
利
の
性
質
や
当
事
国
義
務
の
性
質
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、「
管
轄
」
が
あ
る
か
な
い
か
（all or 

n
oth

in
g

）
と
い
う
二
分
論
で
論
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
節
で
は
一
・
二
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
行
う
。

一　

行
為
帰
属
の
問
題
と
の
区
別

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、国
際
法
上
、複
数
の
論
点
が
関
係
す
る
。
例
え
ば
、本
章
第
二
節
で
詳
し
く
紹
介
す
る
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
で
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
空
爆
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
ら
が
、
空
爆
実
施
国
に
よ
り
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
欧
州
人
権
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
。
こ
の
申
立

の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
、
申
立
人
と
被
告
国
が
提
示
し
た
争
点
は
、
第
一
に
、
空
爆
の
死
傷
者
及
び
そ
の
遺
族
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
と
い
う
点
、
第

二
に
、
そ
も
そ
も
空
爆
行
為
は
被
告
国
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
点
、
第
三
に
、
申
立
人
は
被
告
国
国
内
で
利
用
可
能
な
効
果
的
救
済
措
置
を
尽
く
し
た
か
と
い
う
点
、
そ

し
て
第
四
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
本
件
を
検
討
す
る
権
限
を
国
際
法
上
有
す
る
か
と
い
う
争
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
一
の
論
点

に
つ
い
て
の
み
検
討
を
行
い
、
空
爆
の
死
傷
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、
そ
れ
を
理
由
に
そ
の
ほ
か
の
論
点
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
こ
と

な
く
、
本
件
の
受
理
可
能
性
を
否
定
し
た（

27
）。

そ
れ
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
な
ぜ
、
第
一
の
論
点
以
外
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
内
救
済
完
了
の
原
則
に
関
す
る
第
三
の
論
点
と
、

欧
州
人
権
裁
判
所
そ
れ
自
体
の
裁
判
管
轄
権
の
範
囲
に
関
す
る
第
四
の
論
点
は
、
差
し
当
た
り
国
際
裁
判
手
続
上
の
問
題
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適

用
範
囲
の
決
定
と
い
う
論
点
に
固
有
の
論
点
で
は
な
く
、
こ
の
論
点
を
論
ず
る
上
で
切
り
離
せ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
検
討
す
べ
き
は
、
第
二
の
論
点
、
す
な
わ
ち
空

爆
行
為
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ま
た
は
被
告
国
（
あ
る
い
は
両
方
）
に
帰
属
す
る
の
か
否
か
に
関
す
る
検
討
が
、
な
ぜ
回
避
可
能
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
点
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
、
二
〇
〇
七
年
の
ベ
ー
ラ
ミ
対
フ
ラ
ン
ス
事
件
お
よ
び
サ
ラ
マ
チ
対
フ
ラ
ン
ス
ほ
か
事
件
（
ベ
ー
ラ
ミ
お

よ
び
サ
ラ
マ
チ
事
件
）
受
理
可
能
性
決
定
で
採
用
し
た
論
理
構
成
が
参
考
に
な
る
。
当
該
事
件
は
、
国
連
コ
ソ
ボ
暫
定
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
）
が
暫
定
統
治
し
て

い
た
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
空
爆
の
際
に
投
下
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
不
発
弾
に
触
れ
て
死
傷
し
た
児
童
の
親
族
と
、Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
警
察
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
及
び
コ
ソ
ボ
治
安
維
持
部
隊
（
Ｋ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
の
施
設
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
被
告
国
に
よ
る
欧
州
人
権
条
約
違
反
を
申
し
立
て
た
事
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件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
を
判
断
す
る
際
、
ま
ず
、
行
為
主
体
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
、

問
題
と
な
る
行
為
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に
あ
た
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
コ
ソ
ボ
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
政
府
に
よ
り
通
常
行
使
さ
れ
る
公
権

力
を
行
使
す
る
国
際
部
隊
の
実
効
的
支
配
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
。
そ
の
上
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
問
題
と
な
る
行
為
の
帰
属
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
当

該
行
為
が
被
告
国
で
は
な
く
国
連
に
帰
属
す
る
と
判
断
す
る
。
以
上
の
考
察
を
経
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
申
立
の
受
理
可
能
性
を
否
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
欧

州
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
を
判
断
す
る
際
、
ま
ず
、
行
為
主
体
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
、
問
題
と
な
る
行
為
が
第
一
条
の
「
管

轄
」
行
使
に
あ
た
る
か
を
検
討
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
行
為
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に
あ
た
る
場
合
に
、
必
要
で
あ
れ
ば
当
該
行
為
が
被
告
国
に
帰
属

す
る
か
否
か
を
さ
ら
に
検
討
す
る
と
い
う
論
理
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
が
あ
る（

28
）。

同
様
の
こ
と
は
、
一
九
九
二
年
の
ド
ロ
ッ
ド
及
び
ヤ
ノ
ー
セ
ッ
ク
対
フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
ペ
イ
ン
事
件
判
決
（
ド
ロ
ッ
ド
事
件
判
決
）
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
当
該
事
件

の
申
立
人
は
、
ア
ン
ド
ラ
公
国
に
お
い
て
強
盗
罪
で
逮
捕
さ
れ
、
ア
ン
ド
ラ
公
国
の
国
内
裁
判
所
で
は
あ
る
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
ま
た
は
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

指
名
さ
れ
た
裁
判
官
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
刑
事
法
廷
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
申
立
人
は
、
第
六
条
に
規
定
さ
れ
る
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の

侵
害
を
主
張
す
る
。
こ
の
申
立
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ま
ず
第
一
条
の
「
管
轄
」
の
意
味
を
確
認
し
た
後
、
問
題
と
な
っ
た
裁
判
官
の
行
為
が
、
そ
れ
ぞ
れ

フ
ラ
ン
ス
ま
た
は
ス
ペ
イ
ン
に
帰
属
す
る
か
を
検
討
し
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る（

29
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
、
当
該
行
為
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る

か
と
い
う
論
点
と
、当
該
行
為
が
被
告
国
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
論
点
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
、上
記
の
判
例
に
例
示
さ
れ
る
と
お
り
、

問
題
と
な
る
事
例
の
特
徴
に
よ
っ
て
は
、
行
為
の
帰
属
問
題
に
立
ち
入
る
前
に
、
当
該
行
為
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
場

合
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
論
理
的
に
は
、
ま
ず
特
定
の
行
為
が
当
事
国
に
帰
属
す
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
当
事
国
の
当
該
行
為
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使

に
あ
た
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
方
が
、
よ
り
適
当
と
い
え
る（

30
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
為
帰
属
に
関
す
る
論
点
は
、「
管
轄
」
概
念
の
解
釈
如
何
に
影
響
を
与
え
る
論
点
で
は
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
当
事
国
の
公
務

員
が
権
限
踰
越
を
行
い
、
領
域
外
に
い
る
者
に
対
し
て
害
を
与
え
た
場
合
、
そ
の
者
の
行
為
が
仮
に
国
に
帰
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
当
該
国
の
「
管
轄
」
行
使
と
認
め
ら
れ

る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
当
該
公
務
員
の
行
為
が
国
に
帰
属
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
国
は
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、

逆
に
、
仮
に
当
該
公
務
員
の
行
為
が
国
に
帰
属
す
る
と
し
て
も
、
当
該
公
務
員
の
行
為
が
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使
と
認
め
ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
は
な
い
場
合
に
は
、
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そ
の
国
が
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
自
国
の
公
務
員
に
よ
る
権
限
踰
越
の
行
為
が
国
に
帰
属
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
づ
け
る
基
準
と
、
国

の
行
為
が
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
か
を
決
定
づ
け
る
基
準
と
は
、
融
合
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
両
者
は
区
別
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
解
の
下
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」

概
念
の
有
す
る
意
味
を
検
討
す
る
際
に
は
、
行
為
帰
属
の
問
題
と
は
区
別
し
て
論
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

空
爆
が
「
管
轄
」
行
使
に
該
当
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、空
爆
行
為
が
被
告
国
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、別
個
の
論
点
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

欧
州
人
権
裁
判
所
が
行
っ
た
と
お
り
、
前
者
に
つ
い
て
の
み
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
本
稿
第
三
章
で
示
す
と
お
り
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
に
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
人
に
対

す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
文
脈
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
の
問
題
と
行
為
帰
属
の
問
題
と
の
間
の
区
別
は
明
白
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
第

二
章
第
一
節
一
で
詳
し
く
紹
介
す
る
二
〇
〇
五
年
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
は
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
が
ケ
ニ
ア
の
空
港
に
お
い
て
ト
ル
コ
の
公
務
員
に
よ
り
逮
捕

さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
ト
ル
コ
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
に
対
し
て
行
使
し
た
「
管
轄
」
と
は
、
ま
さ
に
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

当
該
判
決
で
は
、
ト
ル
コ
の
公
務
員
の
行
為
が
ト
ル
コ
に
帰
属
す
る
こ
と
は
特
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
行
為
帰
属
の
問
題
が
、
何
が
「
管
轄
」

行
使
に
相
当
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
、
特
段
の
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る（

31
）。

ド
ロ
ッ
ド
事
件
判
決
に
つ
い
て
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
仮
に
ア
ン

ド
ラ
公
国
で
申
立
人
に
有
罪
判
決
を
下
し
た
裁
判
官
の
行
為
が
、
当
該
裁
判
官
を
派
遣
し
た
被
告
国
の
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
帰
属
す
る
と
評
価
し
え
た
の

で
あ
れ
ば
、
被
告
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
事
例
と
し
て
評
価
し
て
い
る
と
い
え
る（

32
）。

裁
判
官
が
特
定
の
者
に
対
し
て
判
決
を
下
す
行
為
は
、

ま
さ
に
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
例
と
い
え
る
。

ま
た
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
場
合
は
、
当
事
国
領
域
に
所
在
す
る
人
ま
た
は
財
産
に
つ
い
て
、
権
利
侵
害
が
発
生
し
た
こ
と
が
重
要
な
の

で
あ
っ
て
、そ
の
原
因
と
な
る
行
為
が
領
域
国
に
帰
属
す
る
の
か
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
他
方
で
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、

当
事
国
が
自
国
領
域
外
の
地
域
に
対
し
て
実
効
的
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
が
、
実
質
的
に
は
そ
の
地
域
で
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
非
国
家
主
体
へ
の
支
配
に
相
当
し
、
そ

の
非
国
家
主
体
の
行
為
が
当
該
国
に
帰
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る（

33
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
章
第
二
節
に
お
い

て
改
め
て
検
討
を
行
う
。
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二　

権
利
・
義
務
の
性
質
と
の
相
関
関
係
の
否
定

第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、「
管
轄
」
行
使
の
態
様
に
よ
っ
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
管
轄
」
行
使
の
態
様
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
立
場

に
つ
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
を
保
障
す
る
義
務
の
範
囲
が
、
実
際
に
行
使
さ
れ
た
支
配
の
程
度
と
比
例
す
る
よ
う
に
（proportion

ate to th
e level of 

con
trol

）
決
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
捉
え
て
い
る
と
整
理
す
る（

34
）。

他
方
、
こ
の
立
場
を
否
定
し
た
と
い
え
る
当
該
決
定
に
つ
い
て
は
、「
管
轄
」

が
及
ぶ
か
否
か
（all or n

oth
in

g

）
と
い
う
二
分
論
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、「
管
轄
」
概
念
を
捉
え
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る（

35
）。

「
管
轄
」
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、こ
の
敷
居
が
「
管
轄
」
行
使
の
程
度
に
よ
っ
て
上
下
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

む
し
ろ
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
敷
居
を
越
え
る
か
否
か
を
決
定
す
る
一
定
の
基
準
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
敷
居
を
設
け
る
意
味
が
失
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、

「
管
轄
」
概
念
を
「
管
轄
」
が
及
ぶ
か
否
か
と
い
う
二
分
論
（
オ
ー
ル
オ
ア
ナ
ッ
シ
ン
グ
）
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
主
張
の
否
定
は
、
二
分
論
と
し
て
「
管
轄
」
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
学
説
上
で
は
、
国
際
人
権
条
約
上
の
権
利
の
性
質
、
あ
る
い
は
消
極
的
義
務
・
積
極
的
義
務
と
い
っ
た
当
事
国
義
務
の
性
質
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用

範
囲
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、「
管
轄
」
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
意
味
を
上
記
の
よ
う
に
理
解

す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
敷
居
」
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
両
立
し
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
主
張
と
、
そ
の
ほ
か
の
関
連
す
る
学

説
を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る

の
か
を
検
討
す
る
。

支
配
の
程
度

―
す
な
わ
ち
「
管
轄
」
行
使
の
程
度

―
に
よ
っ
て
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
の
範
囲
が
か
わ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」

概
念
を
程
度
問
題
と
し
て
捉
え
る
立
場
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
は
、
被
告
国
政
府
機
関
の
行
為
と
人
権
侵
害
と
の
間
に
直
接
か
つ
即
時
の

連
関
が
あ
る
た
め
に
、
被
告
国
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
責
任
を
負
う
と
主
張
し
て
い
る（

36
）。

さ
ら
に
、
申
立
人
は
、
一
九
七
五
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
欧
州
人
権
委

員
会
決
定（

37
）に

お
い
て
も
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
可
変
的
ま
た
は
相
対
的
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る（

38
）。

こ
れ
ら
の
主
張
を
踏
ま
え
、

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
が
、
空
域
の
み
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
に
対
す
る
支
配
が
な
さ
れ
る
場
合
、
第
一
条
に
基
づ
く
義
務
も
ま
た
同
様
に
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限
定
的
な
も
の
で
あ
り
う
る
と
主
張
し
た
と
整
理
す
る（

39
）。

こ
こ
か
ら
、「
管
轄
」
概
念
を
程
度
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
と
い
っ
た
、
非
常
に
低
い
程
度
の
関
係
性
し
か
当
事
国
と
人
に
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
な
お
、
生
命
に
対
す
る
権
利
と
い
っ
た
「
管
轄
」
行
使
の
程
度
に
見
合
っ
た
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
障
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
で
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
は
、
欧
州
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
す
べ
て
の
権
利
を
、
空
爆
被
害
者
に
対
し
て
保
障

す
る
義
務
を
被
告
国
が
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
部
の
限
ら
れ
た
権
利
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
保
障
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
だ
と
自
ら
の
主
張
の
射
程
を

限
定
し
、
よ
り
説
得
的
な
主
張
と
な
る
よ
う
理
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
管
轄
」
概
念
を
程
度
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、「
管
轄
」
の
範
囲

と
当
事
国
義
務
の
範
囲
と
の
間
に
相
関
関
係
を
見
い
出
す
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
の
申
立
人
側
法
律
顧
問
を
務
め
た
ロ
ー
ソ
ン
は
、第
一
条
の「
管

轄
」
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
を
「
漸
進
的
（gradu

al

）」
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ぶ（

40
）。

こ
う
し
た
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
主
張
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
本
章
第
二
節
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
申
立
人
の
主
張
と
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る

当
事
国
の
義
務
が
「
領
域
外
で
の
問
題
と
な
る
行
為
の
特
殊
な
状
況
に
基
づ
い
て
、
分
割
及
び
調
整
さ
れ
（divided an

d tailored

）
う
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
批

判
し
、
こ
れ
を
支
持
し
な
い
と
述
べ
る（

41
）。

も
っ
と
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
の
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
「
権

利
は
『
分
割
及
び
調
整
さ
れ
』
う
る
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
か
ら
、
一
見
す
る
と
、
当
該
判
決
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
覆
し
た
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
で
は
、
当
事
国
が
第
一
条
に
基
づ
き
「
当
該
者
の
状
況
に
関
連
す
る
（relevan

t to th
e situ

ation
 of th

at in
dividu

al

）」
欧
州

人
権
条
約
上
の
権
利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
白
だ
と
い
う
文
脈
で
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
義
務
で
は
な
く
権
利
が
「
分
割
及
び
調
整
さ
れ
」
う
る

の
だ
と
整
理
さ
れ
る（

42
）。

こ
の
よ
う
に
、ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
は
、バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
は
異
な
る
文
脈
で
こ
の
表
現
を
用
い
て
お
り
、当
該
判
決
が
バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定
を
覆
し
た
と
は
い
い
難
い（

43
）。

ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
と
い
う
用
語
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
敷
居
」
と
し

て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
と
も
述
べ
る
が（

44
）、

こ
の
裁
判
所
の
立
場
は
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
が
「
分
割
及
び
調
整
さ
れ
」
う
る
こ
と
と
両
立
す
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
立
場
の
ほ
か
に
、
学
説
上
で
は
、
権
利
の
性
質
が
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
が
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
自
由
権
規
約
委
員
会
が
初
期
に
示
し
た
個
人
通
報
に
対
す
る
一
連
の
見
解
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
一
九
八
〇
年
代
中
頃
に
か
け
て
、
自
由
権
規
約

委
員
会
に
は
、
軍
事
政
権
下
の
ウ
ル
グ
ア
イ
が
国
外
に
い
る
自
国
民
の
旅
券
発
行
・
更
新
を
理
由
な
く
拒
絶
し
て
い
る
と
し
て
、
個
人
通
報
が
多
く
な
さ
れ
た（

45
）。

こ
う
し

た
一
連
の
通
報
を
検
討
す
る
な
か
で
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
自
由
権
規
約
第
一
二
条
二
項
に
規
定
さ
れ
る
、
自
国
を
含
む
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
自
由
に
離
れ
る
こ
と
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が
で
き
る
権
利
が
有
す
る
性
質
そ
の
も
の
を
理
由
と
し
て
、
自
由
権
規
約
第
二
条
一
項
が
、
第
一
二
条
二
項
に
基
づ
く
ウ
ル
グ
ア
イ
の
義
務
を
、
自
ら
の
領
域
内
に
い
る

市
民
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
よ
う
に
は
解
釈
さ
れ
え
な
い
と
の
立
場
を
繰
り
返
し
示
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
自
由
権
規
約
第
二
条
一
項
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条

と
同
様
に
、
規
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
一
般
的
規
定
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
解
釈
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
際
に
参
考
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
こ
の
立
場
を
、
自
由
権
規
約
第
一
選
択
議
定
書
第
一
条
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
申
立
人
が
通
報
時
に
ウ
ル
グ
ア
イ
の
領
域
外
に
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
に
ゆ
え
に
委
員
会
が
当
該
通
報
を
検
討
す
る
権
限
を
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
際
に
示
し
て
き
た
。
自
由
権
規
約
第
一
選
択
議
定

書
第
一
条
は
、「
規
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
と
な
る
も
の
は
、
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
個
人
で
あ
っ
て
規
約
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
権
利
の
右
の

締
約
国
に
よ
る
侵
害
の
被
害
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
か
ら
の
通
報
を
、
委
員
会
が
受
理
し
及
び
検
討
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
個
人

通
報
に
関
す
る
委
員
会
の
検
討
権
限
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
権
利
の
性
質
を
考
慮
し
た
自
由
権
規
約
第
二
条
一
項
の
解
釈
は
、
個
人
通
報
が
第
一
選
択
議
定
書
第
一
条

に
規
定
さ
れ
る
要
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
脈
で
の
議
論
が
、
な
ぜ
第
二
条
一
項
の

「
管
轄
」
解
釈
に
関
す
る
議
論
に
結
び
つ
く
の
か
を
、
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、自
由
権
規
約
委
員
会
の
立
場
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、一
九
八
三
年
の
リ
チ
ェ
テ
ン
ス
テ
ン
対
ウ
ル
グ
ア
イ
個
人
通
報
事
件
に
対
す
る
見
解
を
例
に
、

委
員
会
の
立
場
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
当
該
事
件
で
は
、
メ
キ
シ
コ
在
住
の
ウ
ル
グ
ア
イ
人
で
あ
る
申
立
人
が
、
既
に
発
行
さ
れ
て
い
た
旅
券
が
有
効
期
限
に
達
し
た

た
め
に
、
メ
キ
シ
コ
の
ウ
ル
グ
ア
イ
領
事
館
に
お
い
て
新
た
な
旅
券
の
発
効
を
申
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
な
理
由
が
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
旅
券
の
新
規
発

行
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
ウ
ル
グ
ア
イ
は
、
申
立
人
が
通
報
を
提
出
し
た
時
に
ウ
ル
グ
ア
イ
の
管
轄
の
外
に
い
た
た
め
に
、
当

該
個
人
通
報
が
自
由
権
規
約
第
一
選
択
議
定
書
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
権
規
約
委
員
会
が
当
該
通
報
を
受
理
し
、
検

討
す
る
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
た（

46
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
自
ら
が
当
該
個
人
通
報
を
扱
う
権
限
を
有
す
る
と
判
断
す
る
。
そ
の
際
、
委
員
会
は
ま
ず
、
選
択
議

定
書
第
一
条
が
、
関
係
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
個
人
で
あ
っ
て
、
規
約
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
権
利
の
当
該
国
に
よ
る
侵
害
の
被
害
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
に
適
用
さ

れ
る
と
述
べ
る
。
続
い
て
、
ウ
ル
グ
ア
イ
市
民
へ
の
旅
券
発
給
が
明
ら
か
に
ウ
ル
グ
ア
イ
当
局
の
管
轄
の
下
に
あ
る
事
項
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
当
該
者
が
ウ
ル
グ
ア
イ

の
「
管
轄
の
下
」
に
あ
る
と
認
め
る
。
そ
の
上
で
、
旅
券
が
、
自
由
権
規
約
第
一
二
条
二
項
が
要
求
す
る
よ
う
に
、
人
が
「
い
ず
れ
の
国
（
自
国
を
含
む
。）
か
ら
も
自
由

に
離
れ
る
こ
と
」
を
可
能
に
す
る
手
段
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
委
員
会
は
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
権
利
の
性
質
そ
の
も
の
（th

e very n
atu

re

）
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か
ら
、
外
国
に
居
住
す
る
市
民
の
場
合
、
第
一
二
条
二
項
が
居
住
国
と
国
籍
国
の
双
方
に
義
務
を
課
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
第
一
二
条

二
項
に
基
づ
く
ウ
ル
グ
ア
イ
の
義
務
が
、
自
ら
の
領
域
内
に
い
る
市
民
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
よ
う
に
は
、
自
由
権
規
約
第
二
条
一
項
を
解
釈
し
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
判
断
す
る（

47
）。

第
一
選
択
議
定
書
第
一
条
は
、
そ
の
規
定
ぶ
り
か
ら
、
第
一
に
、
個
人
通
報
の
申
立
人
が
当
時
国
の
管
轄
の
下
に
あ
り
、
か
つ
、
第
二
に
、
当
該
申
立
人
が
自
由
権
規

約
上
の
権
利
侵
害
の
被
害
者
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
自
由
権
規
約
委
員
会
が
当
該
通
報
を
検
討
す
る
権
限
を
有
す
る
と
定
め

て
い
る
と
い
え
る
。
申
立
人
が
自
国
の
管
轄
の
下
に
な
い
と
い
う
ウ
ル
グ
ア
イ
の
主
張
は
、
こ
の
う
ち
第
一
の
要
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

委
員
会
は
、
こ
の
ウ
ル
グ
ア
イ
の
主
張
を
退
け
た
上
で
、
申
立
人
が
第
二
の
要
件
、
す
な
わ
ち
、
ウ
ル
グ
ア
イ
に
よ
る
第
一
二
条
二
項
違
反
の
被
害
者
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
理
解
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、「
こ
の
権
利
の
性
質
そ
の
も
の
（th

e very 

n
atu

re

）
か
ら
、
外
国
に
居
住
す
る
市
民
の
場
合
、
第
一
二
条
二
項
が
居
住
国
と
国
籍
国
の
双
方
に
義
務
を
課
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
そ
れ
ゆ
え
に
規

約
第
二
条
一
項
が
、
第
一
二
条
二
項
に
基
づ
く
ウ
ル
グ
ア
イ
の
義
務
を
、
自
ら
の
領
域
内
に
い
る
市
民
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
よ
う
に
は
解
釈
さ
れ
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
」
と
い
う
委
員
会
の
解
釈
は
、
申
立
人
が
一
見
し
て
明
ら
か
に
権
利
侵
害
の
被
害
者
で
は
な
い
と
は
い
え
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
委
員
会
の

権
限
に
関
す
る
第
一
選
択
議
定
書
第
一
条
の
解
釈
の
文
脈
で
あ
り
な
が
ら
、
自
由
権
規
約
第
二
条
一
項
の
解
釈
に
も
踏
み
込
む
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
一
九
八
三
年
の
モ
ン
テ
ロ
対
ウ
ル
グ
ア
イ
個
人
通
報
事
件
に
対
す
る
自
由
権
規
約
委
員
会
の
見
解
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
事
件
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
西
ド
イ
ツ
在
住
の
ウ
ル
グ
ア
イ
人
が
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
旅
券
の
更
新
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
が
、
規
約
第
一
二
条
二
項
違
反
に
あ
た

る
と
判
断
し
た
。
そ
の
際
、
委
員
会
は
、
第
一
選
択
議
定
書
第
一
条
に
基
づ
き
自
ら
が
当
該
事
件
を
検
討
す
る
権
限
を
有
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
リ
チ
ェ
テ
ン
ス

テ
ン
事
件
に
対
す
る
見
解
と
ほ
ぼ
同
一
の
表
現
を
用
い
つ
つ
、
当
該
見
解
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
五
で
、
規
約
第
一
二
条
二
項
に
規
定
さ
れ
る
権
利
の
性
質
か
ら
、
規
約
第
二
条

一
項
が
第
一
二
条
二
項
に
基
づ
く
ウ
ル
グ
ア
イ
の
義
務
を
、
自
ら
の
領
域
内
に
い
る
市
民
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
よ
う
に
は
解
釈
さ
れ
え
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
委
員
会
は
、
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
五
を
参
照
し
つ
つ
、
再
度
、
権
利
の
性
質
か
ら
、
規
約
第
二
条
一
項
が
第
一
二
条
二
項
に
基
づ
く
ウ
ル
グ
ア
イ
の
義
務
を
自

ら
の
領
域
内
に
い
る
市
民
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
よ
う
に
は
解
釈
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
、
ウ
ル
グ
ア
イ
が
規
約
第
一
二
条
二
項
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断

す
る（

48
）。

こ
う
し
た
表
現
を
考
慮
す
る
と
、
規
約
第
一
二
条
二
項
に
規
定
さ
れ
る
権
利
の
性
質
か
ら
、
規
約
第
二
条
一
項
が
第
一
二
条
二
項
に
基
づ
く
ウ
ル
グ
ア
イ
の
義
務
を
自
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ら
の
領
域
内
に
い
る
市
民
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
よ
う
に
は
解
釈
さ
れ
え
な
い
と
い
う
自
由
権
規
約
委
員
会
の
立
場
は
、
単
に
第
一
選
択
議
定
書
第
一
条
に
基
づ
き

委
員
会
が
有
す
る
権
限
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
と
い
う
以
上
の
意
義
を
有
し
て
お
り
、
規
約
第
二
条
一
項
の
射
程
範
囲
そ
れ
自
体
を
も
明
確
に
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

自
由
権
規
約
委
員
会
が
示
し
た
こ
れ
ら
の
見
解
を
背
景
と
し
て
、
メ
ロ
ン
は
一
九
九
五
年
の
論
稿
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
自
由
権
規
約
に
検
討
の
中
心
を
置
き
つ
つ
、

国
際
人
権
条
約
当
事
国
の
国
家
機
関
が
「
自
国
領
域
外
に
い
る
人
に
対
し
て
力
（pow

er

）
ま
た
は
権
力
（au

th
ority

）
を
行
使
す
る
場
合
、
関
連
す
る
人
権
を
尊
重
す

る
国
の
義
務
は
継
続
す
る
と
い
う
推
定
が
働
く
」
と
述
べ
る
。
そ
の
際
、
彼
は
、
こ
の
推
定
が
「
特
定
の
権
利
の
性
質
や
内
容
ま
た
は
条
約
が
別
段
の
規
定
を
設
け
て
い

る
場
合
に
の
み
」
覆
さ
れ
る
と
説
明
す
る（

49
）。

こ
の
よ
う
に
、
メ
ロ
ン
は
、
権
利
の
性
質
に
よ
り
国
際
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
上
記
見
解
に
お
い
て
、
権
利
の
性
質
に
よ
り
自
由
権
規
約
の
領
域
外
適
用
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
メ
ロ
ン
の
立
場
は

委
員
会
の
立
場
と
は
一
線
を
画
す
る
。

ま
た
、グ
リ
ス
ル
は
、国
際
人
権
条
約
が
領
域
外
適
用
さ
れ
る
場
合
を
精
緻
に
分
類
し
て
お
り
、そ
の
な
か
で
「
保
障
さ
れ
る
権
利
の
性
質
を
理
由
と
す
る
領
域
外
適
用
」

と
い
う
分
類
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
、
権
利
の
性
質
を
根
拠
と
し
て
、
国
際
人
権
条
約
が
締
約
国
領
域
外
で
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
整
理
し
て
い
る
。

当
該
分
類
に
つ
い
て
、
彼
は
、
国
際
人
権
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
権
利
の
な
か
に
は
、
そ
の
領
域
外
適
用
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
当
該
権
利
か
ら
そ
の
実
質
の

す
べ
て
ま
た
は
一
部
を
奪
う
に
等
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
射
程
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
人
の
所
在
ま
た
は
移
動
に
関
係
に
関
す
る
権
利
が
、

そ
の
定
義
自
体
か
ら
、
国
の
領
域
の
外
に
い
る
者
に
よ
り
援
用
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
権
利
を
援
用
す
る
個
人
が
、
そ
の
者
が
た
と
え
国
の
領
域
の
外

に
い
る
と
し
て
も
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
、「
管
轄
」
観
念
を
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

こ
う
し
た
理
解
の
下
、
グ
リ
ス
ル
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
二
つ
に
分
類
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
所
在
地
を
決
定
し
、
ま
た
は
移
動
す
る
自
由
を

権
利
保
有
者
に
直
接
与
え
る
権
利
で
あ
り
、
例
え
ば
、
自
国
民
の
追
放
禁
止
や
、
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
離
れ
る
権
利
が
あ
る
と
説
明
す
る
。
つ
い
で
、
第
二
に
、
そ
れ
と

は
異
な
る
目
的
の
た
め
の
権
利
で
あ
る
が
、
そ
の
権
利
の
十
分
な
実
現
が
し
ば
し
ば
、
個
人
が
国
の
領
域
に
所
在
し
、
ま
た
は
赴
く
権
利
の
承
認
を
意
味
す
る
権
利
が
あ

る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
、
家
族
生
活
の
保
護
に
対
す
る
権
利
が
、
そ
の
権
利
保
有
者
に
対
し
て
、
一
定
の
条
件
の
下
、
近
い
親
族
と
同
一
の
国
に
所

在
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
述
べ
る（

50
）。

以
上
を
踏
ま
え
、
グ
リ
ス
ル
は
、
条
約
履
行
監
視
機
関
の
実
行
を
み
る
と
、
第
三
国
の
領
域
を
離
れ
る
権
利
、
国
の
領
域
へ
の
入
国
に
関
す
る
権
利
、
第
三
者
の
所
在
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ま
た
は
移
動
に
関
す
る
権
利
が
こ
れ
に
関
係
す
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
人
が
、
直
接
的
保
護
を
受
け
る
場
合
の
ほ
か
に
、
ゾ
ー
リ
ン
グ
事
件
判
決
を
参
照
し
つ
つ
、
反

射
的
保
護
を
も
受
け
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
国
の
領
域
へ
の
入
国
に
関
す
る
権
利
に
つ
い
て
い
え
ば
、
直
接
的
保
護
と
は
自
由
権
規
約
第
一
二
条

四
項
に
い
う
「
自
国
」
に
戻
る
権
利
に
基
づ
く
保
護
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
反
射
的
保
護
に
つ
い
て
は
、
国
際
人
権
法
は
外
国
人
に
対
し
て
、
国
の
領
域
に
入
り
、
居
住

す
る
権
利
そ
れ
自
体
は
与
え
て
い
な
い
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
入
国
拒
否
が
結
果
と
し
て
、
保
護
さ
れ
る
権
利
の
侵
害
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
国
の
領
域

に
入
る
権
利
が
外
国
人
に
対
し
て
認
め
ら
れ
う
る
た
め
、
こ
の
限
り
で
当
該
外
国
人
は
反
射
的
に
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
説
明
す
る（

51
）。

こ
の
よ
う
に
、
メ
ロ
ン
や
グ
リ
ス
ル
は
、
国
際
人
権
条
約
上
の
権
利
の
性
質
に
着
目
し
、
こ
れ
が
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
関
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

他
方
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
国
際
人
権
条
約
上
、
当
事
国
が
負
う
義
務
の
性
質
に
着
目
す
る
。
彼
は
、
国
際
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
当
事
国
の
義
務
を
消
極
的
義
務
と

積
極
的
義
務
に
区
分
す
る
。
そ
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
国
の
実
効
的
全
般
的
支
配
の
下
に
あ
る
地
域
に
限
定
さ
れ
る
が
、
前
者
の
人
権
を
尊
重
す
る
責
務
に
つ
い
て

は
い
か
な
る
領
域
的
制
限
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る（

52
）。

ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
も
ま
た
、
当
事
国
義
務
の
性
質
と
い
っ
た
、「
管
轄
」
概

念
と
は
異
な
る
考
慮
要
素
が
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
の
決
定
に
関
与
し
て
い
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
メ
ロ
ン
ら
と
近
い
立
場
を
と
る
と
評
価

で
き
る
。

「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
立
場
は
、
人
の
実
体
的
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
当
事
国
が
い
か
な
る
義
務
に
違
反
し
て
い
る
か
と
い
う
点

を
検
討
す
る
前
に
、
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
者
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
を
判
断
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
立
場
は
、
国
際
人
権
条
約
上
の
権

利
や
当
事
国
義
務
の
性
質
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
と
が
相
関
関
係
に
あ
る
と
い
う
立
場
と
は
、
整
合
的
に
理
解
で
き
な
い
。
実
際
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
消
極
的

義
務
に
つ
い
て
は
、
人
権
条
約
の
適
用
可
否
を
決
定
づ
け
る
敷
居
と
し
て
の
「
管
轄
」
基
準
を
設
け
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
て
い
る（

53
）。

ま
た
、
グ
リ
ス
ル
は
、
権
利
の
性

質
に
基
づ
く
国
際
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認
め
る
こ
と
が
、「
管
轄
」
基
準
を
不
用
な
も
の
と
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
権
利
の
保
有
者
を
当
事

国
の
「
管
轄
」
の
下
に
自
動
的
に
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
個
人
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
も
っ
と
も
、
グ
リ
ス
ル
自
身
は
、
こ
の
問
い
に
は
実
務
上
の
意
義
は
な
い
と
し
て
、
検
討
す

る
こ
と
を
避
け
て
い
る（

54
）。

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
よ
う
に
、「
管
轄
」
概
念
を
程
度
問
題
と
し
て
捉
え
る
立
場
も
ま
た
、「
管
轄
」
の
敷
居
を
非
常
に
低
く
す
る
こ
と
で
、
欧
州
人
権
条
約

の
適
用
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、「
管
轄
」
概
念
の
敷
居
を
非
常
に
低
く
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
な
お
、
当
事
国
の
行
為
と
人
が
被
っ
た
害
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と
の
間
に
直
接
的
な
因
果
関
係
が
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
仮
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
て
も
遠
い
場
合
と
を
区
別
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
適
用
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
立
場

と
も
説
明
可
能
で
あ
る（

55
）。

そ
れ
ゆ
え
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
立
場
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
て
い
な

い
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
、「
管
轄
」
概
念
の
「
敷
居
」
と
し
て
の
役
割
を
可
能
な
限
り
小
さ
く
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

ゴ
ン
デ
ク
は
、
い
く
つ
か
の
権
利
が
当
事
国
領
域
外
に
お
い
て
自
由
権
規
約
の
適
用
を
可
能
と
す
る
性
質
を
有
す
る
こ
と
は
、
自
由
権
規
約
が
全
体
と
し
て
人
に
適
用
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
国
が
人
に
対
し
て
行
使
す
る
権
力
の
程
度
と
比
例
す
る
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
評
価
す
る（

56
）。

こ
の
よ
う
に
、「
管
轄
」
を
程
度
問
題

と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
権
利
の
性
質
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
と
の
間
の
相
関
関
係
を
肯
定
す
る
こ
と
と
、
整
合
的
に
理
解
さ
れ
う
る
。

国
際
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
権
利
の
性
質
や
当
事
国
義
務
の
性
質
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
と
の
間
に
相
関
関
係
を
見
い
出
す
考
え
方
は
、「
管
轄
」
概
念
を

程
度
問
題
と
し
て
捉
え
る
立
場
で
あ
れ
、
権
利
・
義
務
の
性
質
と
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
関
連
性
を
見
い
出
す
立
場
で
あ
れ
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
欧
州

人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
の
意
味
を
持
た
せ
る
意
義
を
否
定
し
、
ま
た
は
矮
小
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
管
轄
」
概

念
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
国
際
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
権
利
の
性
質
や
当
事
国
義
務
の
性
質
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
と

の
間
に
相
関
関
係
を
見
い
出
す
考
え
方
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
一
定
の
基
準
で
あ
り
、
そ
の
基
準
を
満
た
す
場
合
に
の
み
、
人

が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、国
際
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
権
利
の
性
質
や
当
事
国
義
務
の
性
質
と
相
関
関
係
に
あ
る
と
理
解
す
べ
き
な
の
か
、そ
れ
と
も
、

「
管
轄
」
が
及
ぶ
か
否
か
の
二
分
論
で
理
解
す
べ
き
な
の
か
、
い
ず
れ
が
適
当
か
は
、
方
法
論
の
問
題
で
も
あ
り
、
一
概
に
は
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
事
象

に
つ
い
て
何
に
着
目
し
て
分
析
を
行
う
の
か
は
、
論
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」

概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
不
適
当
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

「
管
轄
」
概
念
を
程
度
問
題
と
し
て
捉
え
る
立
場
の
背
景
に
は
、
前
述
の
と
お
り
、
生
命
に
対
す
る
権
利
と
い
っ
た
特
定
の
権
利
に
つ
い
て
の
み
で
よ
い
か
ら
、
欧
州
人

権
裁
判
所
に
権
利
侵
害
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
側
の
要
望
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
「
敷
居
」
概
念
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
た
び
こ
の
敷
居
の
基
準
を
越
え
れ
ば
、
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
者
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
す
べ
て
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
意
味

す
る（

57
）。

こ
の
点
、
コ
ス
タ
は
、
特
定
の
状
況
に
お
け
る
国
外
で
の
人
権
基
準
の
適
用
及
び
違
反
に
関
す
る
判
断
が
、
少
な
く
と
も
特
定
の
権
利
に
関
し
て
は
な
さ
れ
る
一

方
で
、問
題
と
な
る
人
権
条
約
の
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
当
該
事
件
と
無
関
係
で
あ
っ
た
り
、当
該
事
件
に
適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
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コ
ス
タ
は
、
ゴ
ン
デ
ク
の
立
場
に
一
部
同
調
し
つ
つ
、
自
由
権
規
約
の
適
用
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ル
オ
ア
ナ
ッ
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
必
然
性
が
な
く
、
国
外
で

国
が
行
使
す
る
力
と
比
例
す
る
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
す
る（

58
）。

確
か
に
、あ
る
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
、欧
州
人
権
条
約
上
規
定
さ
れ
る
権
利
の
す
べ
て
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、こ
の
こ
と
が
、

第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
例
え
ば
、
空
爆
に
よ
り
殺
傷
さ

れ
た
者
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
差
し
当
た
り
、
第
二
条
に
規
定
さ
れ
る
生
命
に
対
す
る
権
利
へ
の
侵
害
で
あ
っ
て
、
第
一
二
条
に
規
定
さ
れ
る
婚
姻
の
権
利
へ
の

侵
害
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
の
敷
居
が
生
命
に
対
す
る
権
利
の
場
合
に
は
低
く
、
婚
姻
の
権
利
に
つ
い
て
は
高
い
こ
と
を

意
味
し
な
い
。
ま
た
、「
管
轄
」
が
生
命
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
の
み
行
使
さ
れ
て
お
り
、
婚
姻
の
権
利
に
つ
い
て
は
行
使
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
、
権
利
侵
害
を
訴
え
る
者
が
置
か
れ
た
状
況
に
関
係
す
る
権
利
が
生
命
に
対
す
る
権
利
な
の
で
あ
っ
て
、
婚
姻
の
権
利
は
差
し
当
た
り
関
係
が
な
い
が
ゆ

え
に
、後
者
の
権
利
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、同
様
に
、当
事
国
に
よ
る
空
爆
被
害
者
の
権
利
侵
害
が
問
題
と
な
る
状
況
で
あ
っ
て
も
、

挙
式
中
の
教
会
に
着
弾
し
た
事
例
で
あ
れ
ば
、
生
命
に
対
す
る
権
利
だ
け
で
な
く
、
婚
姻
の
権
利
に
つ
い
て
も
ま
た
、
そ
の
侵
害
が
問
題
と
な
り
う
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
が
適
切
で
あ
る
こ
と
は
、
国
内
法
に
お
け
る
法
の
あ
て
は
め
の
態
様
を
想
起
す
る
だ
け
で
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
国
内
裁
判
所
が
刑
事
法
廷
に
お

い
て
傷
害
事
件
の
審
理
を
行
う
場
合
、
国
内
裁
判
所
は
当
該
事
件
に
つ
い
て
刑
法
の
傷
害
罪
に
関
す
る
規
定
の
み
を
あ
て
は
め
、
窃
盗
罪
に
関
す
る
規
定
を
あ
て
は
め
る

こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
国
内
裁
判
所
が
刑
法
典
を
「
分
割
及
び
調
整
」
し
て
、
傷
害
罪
に
関
す
る
規
定
の
み
を
当
該
事
件
に
適
用
し
、
そ
れ
以
外
の
規
定

を
適
用
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
国
内
裁
判
所
は
自
ら
の
裁
判
管
轄
権
の
範
囲
内
で
、
刑
法
全
体
を
当
該
事
件
に
適
用
し
て
い
る
が
、
具
体
的
事
件
に
あ

て
は
め
る
の
は
、
当
該
事
件
で
問
題
と
な
る
事
実
と
関
係
す
る
法
律
の
規
定
（
こ
の
場
合
は
傷
害
罪
に
関
す
る
刑
法
上
の
規
定
）
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
と
理
解
す
る
の

が
適
当
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
当
事
国
が
「
当
該
者
の
状
況
に
関
連
す
る
」
欧
州
人
権
条
約
上
の
権

利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
白
だ
と
い
う
文
脈
で
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
義
務
で
は
な
く
権
利
が
「
分
割
及
び
調
整
さ
れ
」
う
る
の
だ
と
述
べ
る（

59
）。

こ
の
表
現
も
、
申
立
人
の
状
況
に
関
わ
る
権
利
に
つ
い
て
の
み
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
実
体
規
定
の
あ
て
は
め
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
単
に
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
権
利
の
性
質
と
相
関
関
係
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
自
由
権
規
約
第
一
二
条
に
規
定
さ
れ
る
移
動
の
自
由
、
と
り
わ
け
そ
の

四
項
に
規
定
さ
れ
る
「
自
国
に
戻
る
権
利
」
を
念
頭
に
お
く
と
、
一
見
す
る
と
説
得
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、
例
え
ば
、
自
国
の
領
域
外
に
い
る
者
が
、
自
国
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が
再
入
国
許
可
を
与
え
な
い
た
め
に
自
国
に
戻
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
者
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
場
合
、
そ
れ
は
当
該
国
が
そ
の
者

に
対
し
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
移
動
の
自
由
と
い
う
権
利
の
性
質
か
ら
自
動
的
に
そ
の
者
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
た
の
で
は
な
い
と

い
う
説
明
も
可
能
で
あ
る
。
同
様
に
、
軍
事
政
権
下
の
ウ
ル
グ
ア
イ
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
た
国
籍
国
に
よ
る
旅
券
更
新
の
拒
否
に
つ
い
て
も
、
当
該
国
が
そ
の
者
に
対

し
て
旅
券
更
新
拒
否
と
い
う
「
管
轄
」
の
行
使
を
行
っ
た
と
い
う
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
権
利
の
性
質
と
相
関
関
係
に
あ
る

と
い
う
考
え
方
は
、
理
論
上
必
然
的
に
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。

つ
い
で
、
国
際
人
権
条
約
の
当
事
国
は
い
か
な
る
領
域
的
制
限
も
な
し
に
権
利
尊
重
義
務
を
負
う
が
、
積
極
的
義
務
に
つ
い
て
は
実
効
的
支
配
の
及
ぶ
地
域
に
お
い
て

の
み
負
う
と
い
う
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
当
事
国
が
負
う
人
権
条
約
上
の
義
務
を
消
極
的
義
務
と
積
極
的
義
務
と
に
単
純
に
二
分
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が

疑
わ
れ
る（

60
）。

例
え
ば
、
空
爆
に
よ
り
人
を
殺
傷
す
る
こ
と
が
、
欧
州
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
で
も
な
お
、
空
爆
実

施
国
は
空
爆
を
行
っ
た
地
域
を
実
効
的
支
配
し
て
い
な
い
た
め
に
、
第
二
条
か
ら
生
じ
る
死
亡
状
況
に
関
す
る
調
査
義
務
は
負
わ
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
は
適
当
で
あ
ろ

う
か
。
学
説
上
、そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
理
解
す
る
こ
と
で
、

ひ
と
た
び
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
れ
ば
、
被
告
国
が
消
極
的
義
務
・
積
極
的
義
務
の
区
別
な
く
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
の
前
提
の
下
、
い
か

な
る
義
務
違
反
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
き
た
と
い
え
る（

61
）。

こ
う
し
た
裁
判
所
の
実
行
の
妥
当
性
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
説
得
性
が
、
消
極
的
義
務
・
積
極
的
義
務
二
分
論
に

あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
敷
居
」
概
念
と
み
な
す
と
い
う
前
提
に
立
ち（

62
）、「

管
轄
」
概
念
の
意
味

に
つ
い
て
、
以
下
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

第
二
節　

国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
の
区
別

本
節
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
が
区
別
可
能
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に

対
す
る
学
説
上
の
批
判
の
多
く
は
、
両
概
念
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
点
を
考
察
す
る
上
で
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
の
分

析
は
必
須
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
節
一
で
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
を
分
析
す
る
前
提
と
し
て
、
当
該
決
定
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
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節
二
で
は
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
の
分
析
を
行
う
。

一　

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
概
要

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
か
け
て
生
じ
た
コ
ソ
ボ
紛
争
を
受
け
て
、北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

の
加
盟
国
は
、
当
時
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
に
対
し
て
一
九
九
九
年
三
月
二
四
日
か
ら
六
月
八
日
の
間
、
空
爆
を
行
っ
た
。
こ
の
一
連
の
空
爆
作
戦
の
中
で
、

四
月
二
三
日
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
あ
る
セ
ル
ビ
ア
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
の
建
物
の
一
つ
が
空
爆
を
受
け
、
一
六
人
が
死
亡
、
一
六
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。
申
立
人
は
、
当

該
空
爆
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
市
民
の
遺
族
五
人
と
負
傷
し
た
市
民
一
人
で
あ
る
。
申
立
人
は
、
当
該
空
爆
に
参
加
し
た
ベ
ル
ギ
ー
、
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
一
七
ヵ

国
が
、
欧
州
人
権
条
約
第
二
条
、
第
一
○
条
、
第
一
三
条
に
そ
れ
ぞ
れ
違
反
し
た
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
本
章
第
一
節
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

空
爆
の
死
傷
者
及
び
そ
の
遺
族
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
と
い
う
争
点
を
も
っ
ぱ
ら
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
空
爆
の
死
傷
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に

は
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、
そ
れ
を
理
由
に
そ
の
ほ
か
の
争
点
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
本
件
の
受
理
可
能
性
を
否
定
し
た（

63
）。

「
管
轄
」
解
釈
に
関
す
る
裁
判
所
の
考
察
は
、
四
つ
の
段
階
に
区
別
さ
れ
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
考
察
の
出
発
点
と
し
て
、
第
一
段
階
の
考
察
に
お
い
て
、
適
用
可
能

な
解
釈
規
則
は
何
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
条
約
法
条
約
第
三
一
条
以
下
に
規
定
さ
れ
る
条
約
の
解
釈
規
則
に
照
ら
し
て（

64
）、

欧
州
人
権
条
約
が

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
自
身
の
立
場
を
改
め
て
確
認
す
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
第
二
段
階
の
考
察
で
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
用
語
（「
管
轄
」）
の
通
常
の
意
味
は
何
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
裁
判
所
は
、
第
一
条

の
関
連
す
る
用
語
の
「
通
常
の
意
味
」
に
つ
い
て
、「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
、
国
の
管
轄
権
に
関
す
る
権
能
が
主
と
し
て
領
域
的
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
。

そ
の
上
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
国
際
法
は
、
国
が
自
国
領
域
を
越
え
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
行
使
を
基
礎
づ
け
る
た
め

に
通
常
挙
げ
ら
れ
る
要
素
（
と
り
わ
け
、
国
籍
、
船
籍
、
外
交
及
び
領
事
関
係
、
効
果
、
保
護
、
受
動
的
属
人
性
、
普
遍
性
）
は
、
概
し
て
、
他
の
関
連
す
る
国
の
領
域

主
権
に
よ
り
限
定
さ
れ
、
か
つ
制
限
さ
れ
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
例
え
ば
在
外
自
国
民
に
対
し
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
国
の
権
能
が
他
国
の

領
域
的
権
能
に
服
す
る
こ
と
、
加
え
て
「
国
は
、
占
領
国
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
何
ら
か
の
点
で
自
ら
の
管
轄
権
を
そ
の
領
域
に
お
い
て
行
使
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
で
は
な
い
限
り
、
他
国
領
域
に
お
い
て
そ
の
国
の
同
意
、
要
請
、
黙
認
な
し
に
、
管
轄
権
を
実
際
に
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
も
確
認
す
る（

65
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、「
管
轄
権
の
そ
の
他
の
基
礎
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
各
事
例
特
有
の
状
況
に
お
け
る
特
別
な
正
当
化
が
必
要
と
さ
れ
る
」
こ
と
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を
指
摘
し
つ
つ
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
が
「
こ
の
通
常
か
つ
本
質
的
に
領
域
的
な
管
轄
権
観
念
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
結

論
を
導
き
出
す
。
そ
の
上
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
領
域
外
で
の
管
轄
行
使
の
例
外
性
に
つ
い
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
五
条
の
義
務
の
免
脱
に
関
す

る
国
家
実
行
や
、
条
約
の
準
備
作
業
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
と
述
べ
る（

66
）。

続
く
第
三
段
階
の
考
察
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、「
管
轄
」
行
使
を
構
成
す
る
と
認
め
ら
れ
る
領
域
外
の
行
為
は
何
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
欧
州
人
権

裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
、
本
質
的
に
領
域
的
な
管
轄
の
観
念
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
例
外
的
な
事
件
に
お
い
て
の
み
、
当
事
国
が
そ
の
領
域
外
で
実
施
し

ま
た
は
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
が
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
意
味
で
そ
れ
ら
の
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使
を
構
成
し
う
る
と
認
め
て
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の

上
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
で
は
、
当
該
裁
判
所
が
例
外
的
に
、
す
な
わ
ち
「
被
告
国
が
、
軍
事
占
領
の
結
果
に
よ
る
関
連
す
る
領
域
と
外
国
住
民
に
対
す
る
実

効
的
支
配
と
を
通
し
て
、
ま
た
は
他
国
領
域
の
政
府
の
同
意
、
要
請
、
黙
認
を
通
し
て
、
通
常
は
そ
の
領
域
の
政
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
べ
き
一
部
ま
た
は
す
べ
て
の
公

権
力
（pu

blic pow
ers

）
を
行
使
す
る
場
合
に
」、
当
事
国
が
領
域
外
に
お
い
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
認
め
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
加
え
て
、

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
に
よ
る
そ
の
領
域
外
で
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
た
例
に
は
、
外
国
に
お
け
る
当
事
国
の
外
交
ま
た
は
領
事
の
機
関
の
活
動
並
び
に

当
事
国
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
船
舶
及
び
航
空
機
上
で
の
活
動
に
関
連
す
る
事
件
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
状
況
で
は
、
慣
習
国

際
法
及
び
条
約
規
定
に
よ
り
、
関
連
す
る
国
に
よ
る
そ
の
領
域
外
で
の
「
管
轄
」
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
き
た
と
述
べ
る（

67
）。

以
上
を
踏
ま
え
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
、第
四
段
階
の
考
察
に
お
い
て
、本
件
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
か
れ
う
る
の
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
主
張
と
は
、
領
域
外
の
状
況
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
支
配
の
程
度
と
比
例
し
て
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
を
保
障
す
る
よ
う
に
、
第
一

条
に
お
け
る
積
極
的
義
務
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
他
方
、
被
告
国
政
府
の
主
張
と
は
、
こ
の
よ
う
な
申
立
人
の
主
張
が
「
管
轄
」
観
念
を
因
果
関
係
で

捉
え
る
考
え
方
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
条
の
適
切
な
解
釈
で
は
な
い
と
の
主
張
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
そ
し
て
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
主
張
と
は
、
当
事
国
に
帰

属
す
る
行
為
に
よ
り
悪
影
響
を
被
っ
た
者
は
誰
で
も
、
そ
の
行
為
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
場
所
、
ま
た
は
そ
の
行
為
の
結
果
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
な
ら
ば
世
界
中
ど
こ
で

あ
れ
、
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
主
張
に
等
し
い
と
評
価
す
る
。
そ
の
上
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
自
ら
が
、
申
立
人
の
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
第

一
条
と
適
合
的
で
な
い
と
す
る
被
告
国
の
主
張
に
同
意
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
る
と
認
め
る
。
そ
し
て
、
第
一
条
の
表
現
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
積
極
的
義
務
が
「
締

約
国
領
域
外
で
の
行
為
の
特
殊
な
状
況
に
基
づ
い
て
分
割
及
び
調
整
さ
れ
う
る
」
と
い
う
申
立
人
の
主
張
を
支
持
し
な
い
と
述
べ
る（

68
）。

加
え
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
と
は
本
質
的
に
地
域
的
な
文
脈
で
、
か
つ
、
特
に
全
当
事
国
の
法
的
空
間
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
多
数
国
間
条
約
で
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あ
る
と
要
約
す
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
は
明
ら
か
に
こ
の
法
的
空
間
内
に
は
入
ら
ず
、
欧
州
人
権
条
約
は
当
事
国
の
行
為
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
、

世
界
中
で
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
は
作
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
裁
判
所
が
い
ず
れ
か
の
条
約
当
事
国
の
「
管
轄
」
を
認
め
る
た
め
に
人

権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
回
避
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
理
由
を
援
用
し
た
の
は
、
問
題
と
な
る
領
域
が
特
殊
な
状
況
が
な
け
れ
ば
通
常
は
欧
州
人
権
条
約
の
射
程

内
に
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
本
件
で
訴
え
ら
れ
た
行
為
の
犠
牲
者
と
被
告
国
の
間
に
は
、
い
か
な
る
管

轄
の
連
関
（ju

risdiction
al lin

k

）
が
あ
る
と
も
い
え
な
い
と
結
論
づ
け
る（

69
）。

二　

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論

学
説
上
で
は
、
被
害
者
が
当
事
国
の
実
施
し
た
空
爆
に
よ
り
死
傷
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
加
害
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
な
い
と
い
う
裁
判
所
の
決
定
を
批
判
す

る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
批
判
を
展
開
す
る
論
者
の
な
か
に
は
、「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
概
念
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」

概
念
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
け
る
上
記
の
解
釈
を
批
判
す
る
者
が
あ
る
。
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所

が
「
二
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
る
管
轄
概
念
を
混
同
し
て
い
る
」
と
批
判
す
る
。
そ
の
上
で
、
確
か
に
、「
国
際
法
上
国
は
国
家
領
域
に
限
定
さ
れ
な
い
一
定
の
状
況
に
関
し

て
、
そ
の
『
管
轄
権
』
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
、
こ
の
こ
と
は
「
例
え
ば
、
文
民
を
目
標
と
し
た
空
爆
に
よ
り
生
じ
た
生
命
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
と
い
っ
た
、

一
定
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
つ
い
て
、
国
が
責
任
を
負
い
う
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル

は
「
こ
の
二
つ
の
混
同
は
、
前
者
の
意
味
で
『
管
轄
権
』
を
越
え
て
行
動
す
る
国
、
す
な
わ
ち
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
権
限
（pow

ers

）
を
越
え
て
行
動
す
る
国
は
、
こ

れ
ら
の
行
為
か
ら
生
じ
る
結
果
に
つ
い
て
、
締
結
し
た
条
約
上
の
責
任
を
負
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
矛
盾
し
た
結
果
を
導
く
こ
と
に
な
る
」
と
批
判
す
る
。
そ

し
て
、「
国
際
法
上
の
国
家
責
任
が
、
国
際
法
上
の
『
管
轄
権
』
の
範
囲
内
で
国
が
行
う
行
為
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
議
論
は
、
受
け
入
れ
が
た
い
」
と
述
べ
る（

70
）。

オ
ラ
ケ

ラ
シ
ュ
ビ
リ
、
ウ
ィ
ル
デ
、
ハ
ッ
ポ
ル
ド
と
い
っ
た
論
者
も
ま
た
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
人
権
侵
害
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
行
為
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
国
家
管

轄
権
の
行
使
で
は
な
い
場
合
、
当
事
国
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
理
解
し
、
そ
の
上
で
当
該
決
定
を
批
判
し
て
い
る（

71
）。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
示
さ
れ
た
第
一
条
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
「
通
常
か
つ
本

質
的
に
領
域
的
な
管
轄
権
観
念
を
反
映
す
る
」
と
い
う
解
釈
は（

72
）、

欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
国
家
管
轄
権
を
行
使
す
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
管

轄
権
行
使
の
対
象
と
な
っ
た
人
ま
た
は
事
象
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
学
説
上
で
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
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の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
て
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
は
、
当
事
国
に
よ
る
管
轄
権
の
行
使
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
と
、
第
一
条
に
規

定
さ
れ
る
意
味
で
の
「
管
轄
」
行
使
が
存
在
す
る
か
と
い
う
問
題
と
は
関
係
が
な
い
と
し
て
当
該
決
定
を
批
判
す
る
の
で
あ
る（

73
）。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
丹
念
に
再
検
討
す
る
と
、
実
際
に
は
欧
州
人
権
裁
判
所
が
当
該
決
定
に
お
い
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
「
国
際

公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
概
念
と
を
同
一
の
も
の
と
解
釈
し
た
と
は
い
い
難
い
こ
と
が
わ
か
る
。
本
節
一
で
概
観
し
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、
申
立
人
と
彼
ら
の
死
亡
し
た
親
族
と
が
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
意
味
で
の
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
際
、
四

つ
の
段
階
を
経
て
結
論
を
導
き
出
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
適
用
可
能
な
解
釈
規
則
は
何
か
、
第
二
に
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
用
語
（「
管
轄
」）
の
通
常
の
意
味
は

何
か
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
第
二
段
階
の
考
察
に
お
い
て
、「
管
轄
」
概
念
が
用
語
の
通
常
の
意
味

―
す
な
わ
ち
、
国
家
管
轄
権
概
念

―
を
有
す
る
も
の

と
解
釈
さ
れ
た
と
し
て
、
学
説
上
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
第
三
に
、「
管
轄
」
行
使
を
構
成
す
る
と
認
め
ら
れ
る
領
域
外
の
行
為
は
何
か
、
第
四
に
、
本
件
申

立
人
は
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
か
れ
う
る
の
か
と
い
う
四
つ
の
段
階
で
あ
る（

74
）。

論
理
の
流
れ
か
ら
は
、
一
見
す
る
と
、
第
二
段
階
の
考
察
に
お
い
て
得
ら
れ
た
「
管

轄
」
の
通
常
の
意
味
が
、
第
三
段
階
の
考
察
で
の
精
緻
化
を
経
て
、
第
四
段
階
で
の
第
一
条
の
本
件
事
実
へ
の
あ
て
は
め
の
際
に
反
映
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、

実
際
に
は
、
第
四
段
階
の
考
察
で
は
、
国
家
管
轄
権
と
い
う
意
味
で
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
適
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
代
り
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
主
と
し
て
、
第
一
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
被
告
国
政
府
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、
申
立
人
の
主
張
が
「
管
轄
」
の
「
因
果
関
係
」

観
念
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
条
と
適
合
的
で
は
な
い
と
い
う
主
張
に
同
意
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
欧
州
人
権
条
約
と
は
本
質
的
に
地
域
的

な
文
脈
で
、
か
つ
、
特
に
全
当
事
国
の
法
的
空
間
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
多
数
国
間
条
約
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
は
明
ら
か
に
こ
の
法
的
空
間
内
に
は

入
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
空
爆
の
被
害
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
結
論
づ
け
る（

75
）。

第
四
段
階
の
考
察
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
え
る
点
を
、
第
二
段
階
・

第
三
段
階
の
考
察
に
お
い
て
見
出
せ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
「
通
常
か
つ
本
質
的
に
領
域
的
な
観
念
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
例
外
的
な

場
合
に
の
み
、
自
国
領
域
外
で
の
当
事
国
の
行
為
が
第
一
条
の
意
味
で
の
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
く
ら
い
し
か
な
い（

76
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
が
「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
概
念
の
意
味
を
反
映
す
る
と
し
な
が
ら
も
、

両
概
念
が
完
全
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
は
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
で
紹
介
し
た
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論

の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
概
念
と
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」

概
念
と
を
混
同
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
管
轄
権
を
行
使
す
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
管
轄
権
行
使
の
対
象
と
な
っ
た
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人
ま
た
は
事
象
が
当
該
国
の
管
轄
の
下
に
置
か
れ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
当
該
決
定
の
正
確
な
理
解
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
の
立
場
は
、
当
該
決
定
で
両
概
念
の
混
同
が
生
じ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
管
轄
」
概
念
を
理
解
す
る

上
で
検
討
す
べ
き
、
重
要
な
論
点
を
提
示
し
て
い
る
。
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル
に
よ
る
批
判
は
、
第
一
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
二
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
る
管
轄
概
念
を
混

同
し
て
」
お
り
、
確
か
に
、「
国
際
法
上
国
は
国
家
領
域
に
限
定
さ
れ
な
い
一
定
の
状
況
に
関
し
て
、
そ
の
『
管
轄
権
』
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
、
こ
の
こ
と
は

「
例
え
ば
、
文
民
を
目
標
と
し
た
空
爆
に
よ
り
生
じ
た
生
命
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
と
い
っ
た
、
一
定
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
つ
い
て
、
国
が
責
任
を
負
い
う
る
か
と
い

う
こ
と
と
は
、ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
あ
る（

77
）。

こ
の
第
一
の
批
判
か
ら
は
、当
事
国
が
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
範
囲
を
決
定
づ
け
る
「
管
轄
」

概
念
と
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
の
か
、
と
い
う
論
点
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル
に
よ
る
批
判
は
、
第
二
に
、
両
概
念
の
混
同
の
結
果
生
じ
る
不
都
合
と
し
て
、「
こ
の
二
つ
の
混
同
は
、
前
者
の
意
味
で
『
管
轄
権
』
を
越
え

て
行
動
す
る
国
、
す
な
わ
ち
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
権
限
（pow

ers

）
を
越
え
て
行
動
す
る
国
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
か
ら
生
じ
る
結
果
に
つ
い
て
、
締
結
し
た
条
約
上
の

責
任
を
負
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
矛
盾
し
た
結
果
を
導
く
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
点
に
あ
る（

78
）。

こ
の
批
判
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
国
際
法

上
の
適
合
性
に
関
す
る
問
題
は
、
第
一
条
が
規
定
す
る
条
約
当
事
国
の
義
務
の
範
囲
に
関
す
る
問
題
と
は
理
論
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
確
か
に
、
両

者
の
問
題
が
理
論
上
関
係
す
べ
き
理
由
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ま
た
、現
実
的
に
も
、国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
国
家
管
轄
権
の
行
使
の
結
果
、人
が
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、

当
該
被
害
者
が
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
意
味
で
加
害
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
な
い
行
使
の
場
合
に
は
加
害
国
の
「
管
轄
」

の
下
に
は
な
い
と
い
う
結
論
は
、
受
け
入
れ
難
い（

79
）。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
の
主
張
は
、
当
該
決
定
に
対
す
る
適
切
な
批
判
で
あ
る
か
は
疑
問
が
あ
る
も
の
の
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
法
理

に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
分
析
す
べ
き
論
点
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
要
約
す
れ
ば
以
下
の
二
点
と
な
る
。
第
一
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定

め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
「
管
轄
」
概
念
は
、「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
概
念

―
そ
の
な
か
で
も
、
特
に
国
家
管
轄
権
概
念（

80
）

―
を
い
か
な
る
点
で
反
映
し
、

ま
た
こ
れ
と
相
違
す
る
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
国
家
管
轄
権
行
使
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」

が
及
ぶ
範
囲
と
、
何
ゆ
え
に
理
論
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
論
点
で
あ
る（

81
）。
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第
三
節　

多
様
な
分
析
視
角
の
存
在

―
国
家
管
轄
権
概
念
を
例
と
し
て

―

第
二
節
で
分
析
し
た
と
お
り
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
法
理
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
分
析
す
べ
き
二
つ
の
論
点
を
提
示
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
を
検
討
す
る
た
め
の
仮
説
を
提
示
す
る
た
め
に
、
本
節
一
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
分
析
視
角
が
存
在
す
る

こ
と
を
示
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
節
二
で
は
、
先
の
二
つ
の
論
点
を
分
析
す
る
た
め
の
仮
説
を
提
示
す
る
。

一　

国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
二
つ
の
視
角

第
二
節
で
挙
げ
た
二
つ
の
論
点
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
鍵
と
な
る
の
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
が
複
数
の
異
な
る
観
点

か
ら
分
析
さ
れ
、
分
類
さ
れ
う
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
国
際
法
学
の
体
系
書
に
お
け
る
国
家
管
轄
権
概
念
の
扱
わ
れ
方
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
と
ワ
ッ
ツ
は
、「
国
家
管
轄
権
と
は
、
本
質
的
に
は
、
行
為
や
出
来
事
の
帰
結
を
規
律
す
る
各
国
の
権
利
の
範
囲
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
国
家
管
轄
権
が
様
々
な
形
態
を
と
り
う
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
例
え
ば
国
内
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
を
通
し
て
、
ま
た
は
執

行
ま
た
は
行
政
の
活
動
に
よ
っ
て
、
行
為
を
規
律
す
る
と
説
明
す
る
。
続
い
て
、
属
地
的
管
轄
権
、
外
国
に
い
る
市
民
に
対
す
る
管
轄
権
、
外
国
に
所
在
す
る
外
国
人
に

対
す
る
管
轄
権
、
海
上
と
上
空
に
お
け
る
管
轄
権
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
う（

82
）。

ま
た
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
、
管
轄
権
と
は
主
権
の
一
側
面
で
あ
り
、
自
然
人
ま
た
は
法

人
の
行
為
を
規
律
す
る
国
の
国
際
法
上
の
権
能
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
管
轄
権
を
民
事
と
刑
事
に
区
別
し
た
上
で
、
と
り
わ
け
刑
事
管
轄
権
に
つ
い
て
、
属
地

主
義
、
属
人
主
義
、
受
動
的
属
人
主
義
、
保
護
主
義
、
普
遍
主
義
が
あ
る
と
説
明
す
る（

83
）。

あ
る
い
は
、
山
本
は
、
国
家
管
轄
権
と
は
「
国
家
が
そ
の
国
内
法
を
一
定
範
囲
の
人
、
財
産
ま
た
は
事
実
に
対
し
て
具
体
的
に
適
用
し
行
使
す
る
国
際
法
上
の
権
能
」

で
あ
る
と
定
義
す
る
。
そ
の
上
で
、
国
家
管
轄
権
に
は
そ
の
作
用
の
面
で
立
法
管
轄
権
、
執
行
管
轄
権
、
司
法
管
轄
権
の
三
つ
の
態
様
が
あ
る
と
述
べ
る
。
続
い
て
、
山

本
は
「
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
」
に
は
、
属
地
主
義
や
積
極
的
属
人
主
義
、
保
護
主
義
、
消
極
的
属
人
主
義
、
普
遍
主
義
が
あ
る
と
説
明
す
る（

84
）。

同
様
に
、
杉
原
は
、

国
家
管
轄
権
と
は
「
国
家
が
人
や
物
に
対
し
て
統
治
機
能
を
及
ぼ
す
権
限
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
属
地
主
義
や
属
人
主
義
な
ど
を
「
管
轄
権
行

使
の
根
拠
原
則
」
で
あ
る
と
理
解
す
る（

85
）。

こ
う
し
た
理
解
を
踏
ま
え
、
国
際
法
学
上
で
は
、
属
地
主
義
に
基
づ
き
国
が
有
す
る
国
家
管
轄
権
を
属
地
的
管
轄
権
、
属
人
主

義
に
基
づ
き
国
が
有
す
る
国
家
管
轄
権
を
属
人
的
管
轄
権
と
呼
称
す
る
こ
と
が
あ
る（

86
）。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
法
学
の
体
系
書
で
は
一
般
的
に
、
国
家
管
轄
権
概
念
を
説
明
す
る
際
、
ま
ず
初
め
に
、
国
家
管
轄
権
の
定
義
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
該
定
義
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の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
国
家
管
轄
権
概
念
が
、
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄
権
な
ど
の
よ
う
に
分
類
可
能
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
次
に
、
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
、

管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
な
ど
呼
称
は
様
々
で
あ
る
が
、
属
地
主
義
、
属
人
主
義
、
保
護
主
義
、
普
遍
主
義
な
ど
、
国
家
管
轄
権
行
使
が
何
を
根
拠
と
し
て
正
当
化
さ
れ

る
の
か
と
い
う
点
に
着
目
し
た
分
類
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄
権
と
い
っ
た
分
類
方
法
と
、
属
地
主
義
・
属
人
主
義
と
い
っ
た
分
類
方
法
と

で
は
何
が
異
な
り
、
ま
た
両
者
は
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
二
つ
の
分
類
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
観
点
か
ら
国
家
管
轄
権
概
念
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
山
本
や
杉
原
の
定
義
に
倣
え
ば
、
国

家
管
轄
権
と
は
国
が
有
す
る
一
定
の
権
能
な
い
し
権
限
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄
権
な
ど
の
分
類
は
、
こ
の
定
義
を
さ
ら
に
具
体
化
・
詳
細
化
し

た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
立
法
管
轄
権
と
は
、
国
家
管
轄
権
の
な
か
で
も
「
国
内
法
令
を
制
定
し
て
、
一
定
の
事
象
と
活
動
を
そ
の
適
用
の
対
象

と
し
、
合
法
性
の
有
無
を
認
定
す
る
権
限
」
な
ど
と
説
明
で
き
よ
う（

87
）。

他
方
、
属
地
主
義
・
属
人
主
義
と
い
っ
た
分
類
か
ら
は
、
国
家
管
轄
権
の
権
能
な
い
し
権
限
の
内

容
が
こ
れ
以
上
、
具
体
化
・
詳
細
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
こ
う
し
た
分
類
は
、
新
た
な
観
点
か
ら
国
家
管
轄
権
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
。
例
え
ば
、
国
家
管
轄
権
の
な
か
で
も
、
立
法
管
轄
権
や
司
法
管
轄
権
の
行
使
は
属
地
主
義
以
外
の
根
拠
原
則
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
う
る
が
、
執
行
管
轄
権

の
行
使
は
通
常
は
属
地
主
義
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
う
る
、
と
い
っ
た
説
明
が
可
能
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
国
家
管
轄
権
の
定
義
及
び
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄
権
と
い
っ

た
分
類
と
、
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
な
い
し
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
な
ど
と
さ
れ
る
属
地
主
義
・
属
人
主
義
と
い
っ
た
分
類
と
は
、
互
い
に
異
な
る
観
点
に
基
づ
き

な
さ
れ
た
分
析
の
結
果
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
こ
れ
ら
複
数
の
観
点
は
互
い
に
交
錯
し
な
が
ら
、
国
家
管
轄
権
概
念
の
意
味
を
重

層
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
以
上
の
よ
う
に
殊
更
に
説
明
を
加
え
ず
と
も
、
国
家
管
轄
権
概
念
が
こ
の
よ
う
に
複
数
の
異
な
る
観
点
か
ら
分
類
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

類
基
準
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
来
、
自
明
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
家
管
轄
権
概
念
を
分
析
す
る
た
め
の
観
点
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
際
法

学
の
体
系
書
で
は
、
特
別
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
例
外
的
に
、
寺
谷
は
、
体
系
書
の
国
家
管
轄
権
に
関
す
る
項
目
に
お
い
て
、「
管
轄
権
を
み
る
視

角
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
国
家
管
轄
権
の
諸
分
類
に
お
け
る
観
点
の
相
違
を
強
調
し
て
い
る
。
寺
谷
は
「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
と
し
て
、
第
一
に
「
管
轄
権
の
権
能
」

か
ら
、
国
家
管
轄
権
が
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄
権
な
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
う
る
と
説
明
す
る
。
次
い
で
、
第
二
に
、「
最
も
重
要
な
視
角
」
と
し
て
管
轄
権
が
行
使
さ

れ
る
と
き
の
根
拠
な
い
し
基
準
を
挙
げ
、「
適
用
基
準
の
種
類
に
は
、
一
般
に
、
属
地
主
義
、
属
人
主
義
（
能
動
的
属
人
主
義
、
国
籍
主
義
）、
受
動
的
属
人
主
義
、
保
護

主
義
、
普
遍
主
義
が
主
張
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
す
る（

88
）。

こ
の
よ
う
に
、
寺
谷
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
類
方
法
が
複
数
存
在
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、「
管
轄
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権
を
み
る
視
角
」
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
整
理
し
て
い
る
。
寺
谷
の
指
摘
の
重
要
性
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
り
、「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
が
異
な
る

こ
と
に
よ
り
、
一
方
で
は
国
家
管
轄
権
の
「
権
能
」
に
関
す
る
分
類
、
他
方
で
は
国
家
管
轄
権
が
「
行
使
さ
れ
る
と
き
の
根
拠
な
い
し
基
準
」
に
関
す
る
分
類
と
い
う
、

異
な
る
二
つ
の
分
類
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
た
点
に
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
が
少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
以
上
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
、ju

risdiction

観
念

―
国
家
管
轄
権
概
念
や
欧
州
人
権
条
約
第
一

条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
、
そ
の
他
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
管
轄
（
権
）
概
念
を
包
含
す
る
も
の
と
観
念
さ
れ
る

―
に
対
す
る
さ
ら
に
別
の
「
視
角
」
が
存
在

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、ju

risdiction

観
念
は
多
様
な
文
脈
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
複
数
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
寺
谷
が
紹
介
す
る
既
存
の
「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
以
外
の
視
角
がju

risdiction

観
念
に
つ
い
て
存
在
す
る
可
能
性
を
大
い
に
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
研
究
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
適
切
に
分
析
す
る
た
め
の
視
点
、
観
点
、
な
い
し
視
角
が
何
で
あ
る
の
か
を
探
究
し
た
い
。
そ

の
際
、
本
研
究
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、ju

risdiction

観
念
を
分
析
す
る
た
め
の
視
点
、
観
点
、
な
い
し
視
角
を
単
に
「
分
析
視
角
」
と
呼
称
す
る
。

二　

二
つ
の
管
轄
（
権
）
概
念
の
相
違
を
分
析
す
る
た
め
の
仮
説

そ
れ
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
概
念
を
分
析
す
る
上
で
、
如
何
な
る
意
義

を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
第
二
節
二
で
は
、
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
の
主
張
を
紹
介
し
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範

囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討
す
べ
き
論
点
が
二
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
い
か
な
る
点
で
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
し
、
ま
た
こ
れ
と
相
違
す
る
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
国
家
管
轄
権
行
使

が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
及
ぶ
範
囲
と
、
何
ゆ
え
に
理
論
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い

う
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
論
点
に
対
し
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
が
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分

析
視
角
と
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
の
か
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
解
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
背
景
に
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
そ
の
批
判
論
に
対
す
る
、
次
の
考
察
が
あ
る
。
上
記
第
二
の
論
点
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
第

二
節
二
で
は
、
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
が
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
国
際
法
上
の
適
合
性
に
関
す
る
問
題
は
、
欧
州
人
権

条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
当
事
国
義
務
の
範
囲
に
関
す
る
問
題
と
は
理
論
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。ju

risdiction

観
念
に
対
す
る
分
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析
視
角
が
複
数
あ
り
う
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、こ
の
立
場
は
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
用
い
たju

risdiction

観
念
に
対
す
る
「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
分
析
視
角
と
、

国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
づ
け
る
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
と
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
両
者
の
問
題
が
理
論
的
に
無
関
係
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
だ

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
第
二
節
一
で
み
た
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
解
釈
す
る
際
、
国
家
領
域
外
で
の
管
轄
権
行

使
を
「
基
礎
づ
け
る
た
め
に
通
常
挙
げ
ら
れ
る
要
素
（
と
り
わ
け
、
国
籍
、
船
籍
、
外
交
及
び
領
事
関
係
、
効
果
、
保
護
、
受
動
的
属
人
性
、
普
遍
性
）
は
、
概
し
て
、

他
の
関
連
す
る
国
の
領
域
主
権
に
よ
り
限
定
さ
れ
、
か
つ
制
限
さ
れ
る
」
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
」
や
「
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原

則
」
で
あ
り
、
寺
谷
が
整
理
す
る
「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
の
一
つ
、「
管
轄
権
が
行
使
さ
れ
る
と
き
の
根
拠
な
い
し
基
準
」
は
何
か
と
い
う
視
角
か
ら
み
た
管
轄
権
の
理

解
で
あ
る
と
い
え
る（

89
）。

だ
が
、
ド
・
シ
ュ
テ
ー
ル
ら
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
挙
げ
る
管
轄
権
行
使
を
基
礎
づ
け
る
た
め
の
要
素
、
す
な
わ
ち
国
家
管
轄
権
の
適
用
基

準
な
い
し
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
が
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準

な
い
し
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
は
何
か
と
い
う
既
存
の
視
角
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
「
管
轄
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
妥
当
と
は
い
え

な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
、「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権

概
念
、特
に
国
家
管
轄
権
概
念
と
は
何
ゆ
え
に
異
な
る
と
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
上
述
の
第
一
の
論
点
に
つ
い
て
は
、各
々
の
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
が
異
な
る
た
め
に
、

全
体
と
し
て
異
な
る
概
念
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、両
概
念
が
完
全
に
互
い
に
断
絶
し
て
い
る
と
ま
で
い
え
る
か
ど
う
か
は
、な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

以
上
の
仮
説
を
踏
ま
え
、
次
章
で
は
、ju

risdiction

観
念
が
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
「
管
轄
」
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
「
管
轄
」

概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
は
、
国
家
管
轄
権
に
対
す
る
既
存
の
分
析
視
角
と
は
、
い
か
な
る
点
で
異
な
る
の
か
を
検
討
す
る
。

第
二
章　

分
析
視
角
の
提
示
と
そ
の
有
用
性

第
一
章
で
示
し
た
問
題
意
識
の
下
、
本
章
第
一
節
で
は
、ju

risdiction

観
念
、
そ
の
な
か
で
も
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に

規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
が
、
い
か
な
る
点
で
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
を
検
討
す
る
。
続
い
て
、
第
二
節
で
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
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の
再
評
価
を
通
し
て
、「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
設
定
す
る
有
用
性
を
示
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
術
研
究
に
お
い
て
は
、ju

risdiction

観
念
に
対
す
る
分
析

視
角
を
設
定
す
る
こ
と
で
、「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
を
よ
り
精
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

第
一
節　

jurisdiction

観
念
に
対
す
る
分
析
視
角

そ
こ
で
、
本
節
一
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
を
例
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
ど
の
よ
う
な
分
析
視
角
の
下
、
解
釈
適
用
さ

れ
て
い
る
の
か
を
提
示
す
る
。
続
い
て
、
本
節
二
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
比
較
検
討
の
た
め
に
、
国
家

管
轄
権
概
念
に
対
す
る
既
存
の
分
析
視
角
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
改
め
て
整
理
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
節
三
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
国
際
人
権
条
約

の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
で
は
、
そ
の
分
析
視
角
に
い
か
な
る
相
違
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

一　

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角

第
一
章
第
三
節
で
述
べ
た
と
お
り
、ju

risdiction
観
念
に
対
す
る
分
析
視
角
が
複
数
あ
り
う
る
と
す
る
の
な
ら
ば
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
文
脈
で
用

い
ら
れ
る
「
管
轄
」
の
場
合
、
い
か
な
る
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
が
適
切
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
以
下
で
は
欧
州
人
権
裁
判
所

判
例
の
な
か
で
も
、
多
く
の
文
献
で
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
事
例
と
そ
の
判
決
内
容
が
比
較
的
簡
潔
な
二
〇
〇
五
年
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
対
ト
ル
コ
事
件
欧
州
人
権
裁

判
所
判
決
を
例
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
「
管
轄
」
に
対
す
る
適
切
な
分
析
視
角
が
何
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
は
、
ク
ル
ド
労
働
者
党
党
首
と
し
て
ト
ル
コ
に
お
い
て
武
装
闘
争
を
指
導
し
て
き
た
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
が
、
ケ
ニ
ア
国
内
の
ナ
イ
ロ
ビ
空
港
で
ト
ル
コ

当
局
に
よ
り
拘
束
さ
れ
、
ト
ル
コ
に
連
れ
戻
さ
れ
た
後
に
刑
事
裁
判
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
事
件
で
あ
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
判
決
に
お
い
て
、「
ケ
ニ
ア
の
公
務

員
に
よ
り
ト
ル
コ
の
公
務
員
に
引
き
渡
さ
れ
た
直
後
、
ト
ル
コ
が
そ
の
領
域
外
で
そ
の
権
力
（au

th
ority

）
を
行
使
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
は
実
効
的
に

（effectively

）
ト
ル
コ
の
権
力
の
下
に
お
か
れ
、
そ
れ
ゆ
え
条
約
第
一
条
の
目
的
に
お
け
る
当
該
国
の
『
管
轄
』
の
下
に
あ
っ
た
。
申
立
人
が
ト
ル
コ
の
公
務
員
に
よ
り

ト
ル
コ
へ
の
帰
国
を
身
体
的
に
強
制
さ
れ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
申
立
人
の
逮
捕
お
よ
び
ト
ル
コ
へ
の
帰
国
に
伴
い
、
申
立
人
が
彼
ら
の
権
力
及
び
支
配
（au

th
ority an

d 

con
trol

）
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
真
実
で
あ
る
」
と
述
べ
る（

90
）。

こ
こ
か
ら
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
す
る
際
、第
一
に
、人
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
は
、当
事
国
が
人
を
「
実
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効
的
に
」「
権
力
の
下
」
に
お
く
こ
と
、
ま
た
は
「
権
力
及
び
支
配
」
下
に
お
く
こ
と
と
同
義
で
あ
る
と
示
し
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
一

条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
を
、
国
の
実
効
的
な
権
力
、
あ
る
い
は
国
の
権
力
及
び
支
配
で
あ
る
と
定
義
づ
け
た
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
判

決
に
お
い
て
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
こ
の
「
管
轄
」
概
念
を
解
釈
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
す
る
際
、第
二
に
、オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
の
逮
捕
及
び
強
制
帰
国
と
い
う
ト
ル
コ
の
具
体
的
行
為
を
根
拠
に
、

ト
ル
コ
の
公
務
員
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
を
自
ら
の
権
力
及
び
支
配
の
下
に
お
い
た
と
認
め
る
。
前
述
の
検
討
か
ら
、
人
を
権
力
及
び
支
配
の
下
に
お
く
こ
と
と
は
、
第
一
条

の
意
味
で
の
「
管
轄
の
下
」
に
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ト
ル
コ
に
よ
る
上
述
の
行
為
が
当
該
国
に
よ
る
第
一
条
の
意

味
で
の
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
と
法
的
に
評
価
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
申
立
人
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
述
べ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
は
ト
ル
コ
国
籍
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
ト
ル
コ
国
籍
を
理
由
に
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
が
ト
ル
コ
の
属
人
的
管
轄
権
に
服
し
て
お
り
、
そ

れ
ゆ
え
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
の
説
明
が
可
能
な
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
当
該
事
件
で
は
、
ケ
ニ
ア
当
局
が
ト
ル
コ
公
務
員
に
よ
る
申
立
人
の
逮
捕
に
つ

い
て
関
知
し
て
お
ら
ず
、
ケ
ニ
ア
に
対
す
る
主
権
侵
害
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
他
方
で
、
ケ
ニ
ア
と
ト
ル
コ
の
間
で
は
国
際
紛
争
が
生
じ
て
お
ら
ず
、
ケ
ニ
ア
は
あ
る
時

点
で
ト
ル
コ
へ
の
申
立
人
の
引
渡
し
ま
た
は
そ
の
手
助
け
を
す
る
と
決
定
し
た
と
い
え
る
こ
と
も
、判
決
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る（

91
）。こ

れ
ら
の
指
摘
か
ら
、ト
ル
コ
の
オ
ジ
ャ

ラ
ン
氏
に
対
す
る
国
家
管
轄
権
行
使
が
国
際
法
に
適
合
す
る
も
の
か
否
か
を
論
じ
、
そ
の
帰
結
如
何
に
よ
っ
て
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
否

か
が
判
断
さ
れ
た
の
だ
と
の
説
明
も
、
可
能
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

だ
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
上
述
の
と
お
り
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
根
拠
と
し
て
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
の
国
籍
や
ケ
ニ
ア
政
府
の
事
前
の

同
意
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
、
ケ
ニ
ア
の
主
権
侵
害
の
有
無
に
関
す
る
検
討
は
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
の
逮
捕
と
収
容
が
、
欧
州
人
権
条

約
第
五
条
一
項
柱
書
に
規
定
さ
れ
る
「
法
律
で
定
め
る
手
続
」
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は

こ
れ
ま
で
、
実
際
の
事
例
に
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
を
あ
て
は
め
る
段
階
に
お
い
て
、
国
籍
や
領
域
国
の
同
意
の
有
無
を
基
準
に
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下

に
あ
る
か
否
か
を
判
断
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い（

92
）。

し
た
が
っ
て
、
当
該
事
件
判
決
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ト
ル
コ
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
を
逮
捕
し
強
制
的
に
帰
国

さ
せ
た
と
い
う
事
実
に
着
目
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
ト
ル
コ
が
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
判
断
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
、
判
決
の
適
切
な
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
考
慮
し
た
上
記
事
実
は
、
な
に
ゆ
え
に
「
管
轄
」
行
使
の
有
無
を
判
断
す
る
上
で
、
決
定
的
な
事

実
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
に
関
す
る
判
決
・
決
定
に
お
い
て
、
最
終
的
に
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
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る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
、
被
告
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
（ju

risdiction
al lin

k

）」
が
あ
る
か
否
か
を
し
ば
し
ば
確
認
し
て
き
た（

93
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人

権
裁
判
所
は
、
被
告
国
と
申
立
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
あ
る
と
い
え
る
場
合
に
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
い
え
る（

94
）。

こ

れ
を
踏
ま
え
る
と
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
の
場
合
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
の
身
体
拘
束
及
び
強
制
帰
国
と
い
う
ト
ル
コ
の
具
体
的
行
為
こ
そ
が
、
ト
ル
コ
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏

を
権
力
及
び
支
配
の
下
に
お
き
、ト
ル
コ
と
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
あ
る
証
拠
と
み
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、欧
州
人
権
条
約
の
「
管
轄
」

概
念
は
、
何
が
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
か

ら
も
、
検
討
さ
れ
う
る
と
い
え
る
。

「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
す
る
根
拠
を
導
き
出
す
た
め
の
分
析
視
角
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
分
析
視
角
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
ど
の
よ
う
に
離
れ
た
根
拠
に
基
づ
き
、
い
か
に
決
定
さ
れ
る
の
か
を
検

討
す
る
た
め
の
分
析
視
角
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
「
管
轄
」
概
念
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
分
析
視

角
が
存
在
す
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
で
あ
り
、
第
二
に
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か

と
い
う
分
析
視
角
で
あ
る
。

二　

国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角

本
節
一
で
示
し
た
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
二
つ
の
分
析
視
角
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
通
常
の
分
析
視
角
と
比
較

し
て
、
い
か
な
る
点
に
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。ju

risdiction

観
念
は
、
国
際
法
学
上
で
は
裁
判
管
轄
権
の
ほ
か
、
国
家
管
轄
権
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
文
脈
上
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
が
裁
判
管
轄
権
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
難
い
。
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
行
使
な
い
し
有
す
る

主
体
は
、司
法
機
関
に
限
定
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
で
は
、国
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
つ
い
て
、こ
れ
ら
が
「
管
轄
」

行
使
に
相
当
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。
国
家
管
轄
権
概
念
も
ま
た
、
立
法
・
行
政
・
司
法
分
野
に
お
け
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
管
轄
」

概
念
と
の
異
同
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
間
の
共
通
点
な
い
し
相

違
点
を
明
確
に
提
示
し
て
お
か
ね
ば
、
欧
州
人
権
条
約
の
「
管
轄
」
概
念
に
関
す
る
考
察
が
雑
駁
か
つ
曖
昧
に
な
り
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
が
受
け
た
批
判
と
同
様
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の
批
判
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
の
特
徴
を
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
比

較
対
象
と
し
て
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
章
第
三
節
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
し
て
は
、
寺
谷
が
整
理
す
る
よ
う
に
、
二
つ
の
「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
を
設
定
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、
本
稿
で
はju

risdiction

観
念
を
み
る
視
角
を
「
分
析
視
角
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
分
析
視
角
と
呼
ぼ
う
と
、

寺
谷
の
よ
う
に
「
管
轄
権
を
み
る
視
角
」
と
呼
ぼ
う
と
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
に
は
、
寺
谷
に
倣
っ
て
、

「
管
轄
権
の
権
能
」
と
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
と
、「
管
轄
権
が
行
使
さ
れ
る
と
き
の
根
拠
な
い
し
基
準
」
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
と
が
あ

る
と
し
て
よ
い
。
あ
る
い
は
、山
本
に
倣
っ
て
、前
者
に
つ
い
て
は
国
家
管
轄
権
の
作
用
の
面
で
の
態
様
に
は
い
か
な
る
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
分
析
視
角
、

後
者
に
つ
い
て
は
「
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
」
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
が
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
し
て
設
定
し
う
る
と
整
理
し
て
も
よ
い（

95
）。

た
だ
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
比
較
検
討
を
よ
り
容
易
に
す
る
と
い
う
目
的
に
限
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国

家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
既
存
の
視
角
を
用
い
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
最
適
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
本
章
第
一
節
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲

を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
は
二
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
の
分
析
視
角
は
、「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
で
あ
る
。

国
家
管
轄
権
の
権
能
な
い
し
作
用
と
は
何
か
と
い
っ
た
分
析
視
角
を
用
い
る
場
合
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
国
家
管
轄
権
の
定
義
が
確
立
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
こ
う
し
た
分
析
視
角
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
の
同
一
線
上
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
で
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲

を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
は
、
現
時
点
で
は
そ
の
定
義
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
さ
ら
に
「
管
轄
」
の
性
質
・
特
徴
ご
と
に
分
類
で
き
る
の
か
も
現
時
点
で
は
不
明

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
比
較
検
討
に
限
っ
て
は
、
よ
り
巨
視
的
な
分
析
視
角
を
設
定
し
、

国
家
管
轄
権
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
第
二
の
分
析
視
角
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
第
二
の
分
析
視
角
は
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
一
定
の
関
係
性
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
管
轄
権
が
行
使
さ
れ
る

と
き
の
根
拠
な
い
し
基
準
」
や
「
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
」
は
何
か
と
い
っ
た
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
視
角
の
う
ち
、
国
と
人
と
の
間
の
一
定
の
関
係
性
に
焦
点

を
絞
る
こ
と
が
可
能
な
視
角
を
、
本
稿
で
は
国
家
管
轄
権
に
対
す
る
分
析
視
角
と
し
て
採
用
し
た
い
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
「
管
轄
権
が
行
使
さ
れ
る
と
き
の
根
拠
な
い
し
基
準
」
や
「
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
本
質
的
に
は
、
国
と
人
・
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事
象
と
の
間
の
一
定
の
関
係
性
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
の
で（

96
）、

こ
こ
で
は
そ
の
確
認
を
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
属
地
主
義
（territorial prin

ciple

）
や
属

人
主
義
（person

al prin
ciple

）
の
原
語
で
あ
るprin

ciple

は
、
語
源
を
た
ど
る
と
起
源
や
根
拠
と
い
う
意
味
が
あ
る（

97
）。

国
家
管
轄
権
の
場
合
、
属
地
主
義
・
属
人
主

義
な
ど
の
根
拠
は
、
二
以
上
の
国
の
管
轄
権
が
競
合
し
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
、
国
が
自
ら
の
国
家
管
轄
権
行
使
を
正
当
化
す
る
た
め
に
依
拠
し
う
る
根
拠
と
位

置
づ
け
ら
れ
る（

98
）。

こ
の
根
拠
は
、
国
と
人
・
物
・
事
象
と
の
間
の
一
定
の
関
係
性
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

99
）。

例
え
ば
、
属
地
主
義
の
場
合
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
対
象

と
な
る
人
や
物
が
国
家
管
轄
権
を
行
使
す
る
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
と
い
う
関
係
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
属
人
主
義
の
場
合
、
国
が
人
に
国
籍
を
付
与
し
て
い
る

と
い
っ
た
関
係
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
比
較
の
た
め
に
、
国
家
管
轄
権
に
対

し
て
は
、
国
家
管
轄
権
の
行
使
国
（
主
体
）
と
国
家
管
轄
権
行
使
の
対
象
（
客
体
）
と
の
間
に
い
か
な
る
関
係
性
が
あ
れ
ば
、
国
家
管
轄
権
行
使
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か

と
い
う
視
点
を
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
概
念
を
比
較
検
討
す
る
た
め
に
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
つ
い
て
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の

正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。

上
記
の
整
理
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
比
較
を
行
う
に
際
し
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
は
、
第
一
に
、
国

家
管
轄
権
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
え
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い

う
分
析
視
角
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
え
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
家
管
轄
権
に
対
す
る
こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
は
、
既
存
の
学
説
で
用
い
ら
れ
る
表
現
を
本

稿
の
目
的
に
資
す
る
た
め
に
調
整
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
新
規
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

三　

共
通
す
る
分
析
視
角
・
相
違
す
る
分
析
視
角

第
一
章
第
二
節
二
で
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
が
国
家
管
轄
権
概
念
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
を
混
同
し
た
と
批
判
す
る
バ

ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
の
主
張
を
紹
介
し
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討
す
べ
き
論
点
が
二
つ
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
続
い
て
、
第
一
章
第
三
節
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
で
は
、
そ
の
分
析
視
角
に
相
違
が

あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
相
違
が
上
記
の
論
点
を
検
討
す
る
上
で
鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
。
本
章
第
一
節
一
・
二
に
お
け
る
整
理
を
終
え

た
今
、
両
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
設
定
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
第
三
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
は
「
管
轄
の
連
関
」
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
、
こ



78

れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
は
互
い
に
交
錯
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
見
す
る
と
、「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
を
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築

要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
は
別
に
設
定
す
る
意
義
が
不
明
瞭
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
国
家
管
轄
権
概
念
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
る
と
、
こ
の
概
念
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
国
家
管
轄
権
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
は
、
議
論
の
明
確
化
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

確
か
に
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
つ
い
て
も
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
の
み
か
ら
定
義
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
分
析
視
角
か
ら
の
み
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
と
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
は
、
例
え
ば
、
属
地
主
義
・
属
人
主
義
等
の
国
家
管
轄
権
の
正
当
化
根
拠
に
基
づ
き
行
使
さ

れ
る
国
の
権
能
と
い
っ
た
定
義
づ
け
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
定
義
づ
け
は
煩
雑
で
あ
り
、
国
家
管
轄
権
概
念
の
本
質
に
つ
い
て
も
十
分
に
説
明
す
る

定
義
と
は
い
え
な
い
。
国
家
管
轄
権
と
は
「
国
家
が
そ
の
国
内
法
を
一
定
範
囲
の
人
、
財
産
ま
た
は
事
実
に
対
し
て
具
体
的
に
適
用
し
行
使
す
る
国
際
法
上
の
権
能（
100
）」

で

あ
る
と
い
っ
た
国
家
管
轄
権
概
念
の
本
質
を
明
確
か
つ
簡
潔
に
表
す
こ
と
の
で
き
る
定
義
を
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
は
別
に
設

け
る
か
ら
こ
そ
、
国
家
管
轄
権
概
念
の
有
す
る
意
味
は
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
く
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」

概
念
に
つ
い
て
も
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
は
別
に
、
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
を
別
途
設
け
る
こ
と
は
、「
管
轄
」

概
念
の
明
確
化
を
行
う
上
で
、
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
一
方
の
分
析
視
角
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
お
り
、
他
方
の
分

析
視
角
に
つ
い
て
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
第
一
の
分
析
視
角
と
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対

す
る
第
一
の
分
析
視
角
は
、
と
も
にju

risdiction

観
念
を
文
脈
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
析

視
角
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
、
双
方
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
、
共
通
の
分
析
視
角
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
共
通
す
る
分
析
視
角
か

ら
得
ら
れ
た
帰
結

―
国
家
管
轄
権
概
念
の
定
義
と
「
管
轄
」
概
念
の
定
義

―
と
は
比
較
検
討
可
能
で
あ
り
、
両
者
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
並
列
に
並
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
第
二
の
分
析
視
角
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
第
二
の
分
析
視
角
は
、「
管
轄
の
連
関
」

構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
第
二
の
分
析
視
角
と
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視

角
で
あ
る
。
両
者
の
間
で
は
、
分
析
視
角
と
し
て
の
表
現
が
異
な
っ
て
お
り
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
異
な
る
分
析
視
角
か
ら
得
ら
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れ
た
帰
結
ど
う
し
を
単
純
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
点
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
点
と

の
間
の
相
違
点
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
両
者
の
分
析
視
角
が
異
な
る
と
い
う
点
を
念
頭
に
お
い
た
議
論
を
し
な
い
限
り
、
か
み
合
わ
な
い
も
の
と
な
る
。

「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
は
と
も
に
、
第
一
章
第
三
節
で
導
き
出
し
た
、

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
検
討
す
る
上
で
考
察
す
べ
き
二
つ
の
論
点
と
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
。
第
一
の
論
点
と
は
、
欧
州
人
権
条
約

の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
「
管
轄
」
概
念
は
、
い
か
な
る
点
で
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
し
、
ま
た
こ
れ
と
相
違
す
る
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
こ

の
第
一
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
間
の
異

同
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
後
述
の
よ
う
に
、
第
三
章
で
は
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
ご
と
に
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
第
二
の
論
点
と
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
及
ぶ
範
囲
と
、
何
ゆ
え
に

理
論
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、
国
家
管

轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
の
間
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
に
起
因
す
る
と
い
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
両
者
の
分
析
視

角
の
相
違
が
な
ぜ
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
理
解
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
重
要
性
を
持
つ
の
か
を
検
討
し
た
い
。

国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
の
間
に
は
、
具
体
的
に
は
い
か
な
る
点
で
相

違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
分
析
視
角
の
相
違
点
は
、第
一
に
、国
の
行
為
がju

risdiction

（
国
家
管
轄
権
な
い
し
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」）

の
行
使
に
該
当
す
る
か
と
い
う
観
点
を
分
析
視
角
に
取
り
入
れ
る
か
否
か
に
あ
る
。
国
家
管
轄
権
は
主
権
の
一
側
面
で
あ
る
と
さ
れ
、
国
は
自
ら
が
国
際
法
上
有
す
る
権

利
な
い
し
権
限
に
基
づ
き
、
国
家
管
轄
権
を
行
使
す
る（
101
）。

し
た
が
っ
て
、
通
常
は
、
国
の
行
為
が
、
そ
も
そ
も
国
家
管
轄
権
の
行
使
に
相
当
す
る
の
か
と
い
う
点
は
問
題

と
な
ら
な
い
。
他
方
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
は
、
国
際
人
権
条
約
の
解
釈
適
用
と
い
う
特
定
の
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、

こ
の
文
脈
を
離
れ
て
、
国
の
行
為
が
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
意
味
で
の
「
管
轄
」
に
相
当
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
国
の
行
為
が
第

一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
か
ど
う
か
が
自
明
で
は
な
い
以
上
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
分
析
す
る
際
に
は
、
当
事
国
の
行
為
が
「
管
轄
」
行
使
に
あ
た
る
の
か

と
い
う
問
題
こ
そ
が
検
討
す
べ
き
事
項
と
な
る
。

つ
い
で
、
両
者
の
分
析
視
角
の
相
違
点
は
、
第
二
に
、
国
の
行
為
が
国
際
法
上
正
当
化
可
能
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
あ
る
。
個
別
具
体
的

な
国
家
管
轄
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
国
際
法
上
正
当
化
可
能
か
否
か
が
問
題
と
な
る
の
は
、
国
家
管
轄
権
の
競
合
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
が
問
題
と
な
る
場
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合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
国
家
管
轄
権
の
行
使
国
は
他
国
に
対
す
る
対
抗
力
の
観
点
か
ら
、
自
ら
の
国
家
管
轄
権
行
使
が
国
際
法
上
正
当
化
可
能
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
競

合
す
る
他
国
の
権
利
に
優
位
す
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る（
102
）。

こ
こ
か
ら
、
何
が
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
と
な
り
え
る
の
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
て
議
論

を
行
う
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
場
合
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
行
為
で
あ
る
と
い
っ
た
国
家
管
轄

権
行
使
の
正
当
化
根
拠
を
持
ち
出
し
て
、
他
国
と
の
関
係
で
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
を
配
分
す
べ
き
必
然
性
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
解
釈
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
こ
う
し
た
国
家
間
に
お
け
る
権
限
配
分
の
必
要
を
考
慮
す
べ
き
必
然

性
が
な
い
、
あ
る
い
は
、
む
し
ろ
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ド
シ
ュ
テ
ー
ル
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
一
九
七
一
年
の
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
勧
告
的
意
見
に
お
い

て
「
主
権
ま
た
は
権
原
の
正
当
性
で
は
な
く
、
地
域
の
物
理
的
支
配
こ
そ
が
、
他
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
（S

tate liability

）
の
基
礎
で
あ
る
」

と
述
べ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
ド
シ
ュ
テ
ー
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
に
本
稿
第
三
章
で
検
討
す
る
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
欧
州
人

権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
よ
う
に
み
え
る
。
他
方
で
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
や
、
領
域
国
の
統
治
権
能

と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
現
の
射
程
の
外
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
む
し
ろ
、
そ
の
直
前
で
示
さ
れ
た
「
南
ア
フ
リ
カ
が
当
該
領
域
を
統
治

す
る
い
か
な
る
権
原
も
も
は
や
有
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
、
南
ア
フ
リ
カ
が
、
当
該
領
域
に
関
す
る
権
限
（pow

ers

）
行
使
に
つ
い
て
、
他
国
に
対
す
る
国

際
法
上
の
義
務
及
び
責
任
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
説
明
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
一
節
は
、
他
国
に
対
す
る
義
務
違
反
の
文
脈
で
述
べ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
そ
の
直
前
に
「
南
ア
フ
リ
カ
は
ま
た
、
国
際
義
務
ま
た
は
ナ
ミ
ビ
ア
人
民
の
権
利
に
関
す
る
い
か
な
る
違
反
に
つ
い
て

も
責
任
を
負
い
続
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
先
の
一
節
が
他
国
に
対
す
る
義
務
違
反
だ
け
で
な
く
、
人
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
文
脈
に
お
い
て
も
妥
当
し
な

い
理
由
は
な
い（
103
）。

こ
の
よ
う
に
、
人
の
権
利
保
障
の
文
脈
で
は
、
国
が
問
題
と
な
る
地
域
を
統
治
す
る
権
原
な
い
し
権
限
を
有
し
て
い
る
か
否
か
は
、
当
該
国
が
国
際
法

上
負
う
義
務
の
範
囲
と
は
関
係
が
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
管
轄
権
の
権
限
配
分
と
い
う
考
え
方
で
は
、
国
家
管
轄
権
の
競
合
が
国
際
法
上
調
整
す
べ
き
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
国
際
人
権
保
障

の
文
脈
で
は
、「
管
轄
」
の
競
合
は
回
避
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
人
権
と
は
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
人
間
の
尊
厳
の
観
念
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
規
範
的
価
値
観
が
存
在
す
る（
104
）。

こ
の
価
値
観
に
基
づ
け
ば
、
人
権
は
国
境
の
内
外
を
問
わ
ず
、
実
質
的
に
保
障
さ
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
で
あ
り
、
実
際
に
人

権
侵
害
が
生
じ
ず
、ま
た
人
権
侵
害
が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
効
果
的
な
権
利
救
済
が
な
さ
れ
る
た
め
の
制
度
こ
そ
が
国
際
的
に
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
人
の
権
利
保
障
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
際
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
は
、
仮
に
す
べ
て
の
関
連
す
る
国
が
そ
の
者
に
対
す
る
権
利
保
障
義
務
を
負
う
と
考
え



欧州人権条約の適用範囲を定める「管轄」概念

81

て
も
差
支
え
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
あ
る
国
が
あ
る
者
へ
の
権
利
保
障
義
務
を
国
際
人
権
条
約
上
負
っ
て
い
る
こ
と
と
、
他
国
も
ま
た
当
該
者
に
対
し
て
国
際
人
権
条
約

上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
こ
と
と
は
相
反
せ
ず
、
両
立
す
る
と
い
え
る（
105
）。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念

に
対
し
て
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
る
と
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
な
い
国
家
管
轄
権
の
行
使
は
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に

は
相
当
し
な
い
と
い
う
不
合
理
な
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
人
間
の
尊
厳
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
、
国
家
管
轄
権

概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
は
異
な
る
も
の
に
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
正
当
化
す
る
の
で
あ
る（
106
）。

以
上
の
理
由
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
解
釈
す
る
際
、
本
節
一
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
ト
ル
コ
の
行
為
が

ケ
ニ
ア
の
主
権
を
侵
害
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
ま
っ
た
く
考
慮
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る（
107
）。

ま
た
、
ト
ル
コ
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
北
部
へ
の
侵
入
・
占
領
に
関
す
る
一
連

の
判
決
・
決
定
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
解
釈
の
際
に
、
ト
ル
コ
の
行
為
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
管
轄
権
の
行
使
で
あ
る
か
否
か
が
一
切
検
討
さ
れ
て
い
な
い（
108
）。

こ
う
し
た
欧
州
人
権
裁
判
所
の
態
度
は
、
国
の
行
為
が
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
か
を
判
断
す
る
際
、
当
該
国
の
行
為
が
国
際

法
上
正
当
化
可
能
な
行
為
か
否
か
と
い
う
観
点
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
分
析
す
る
者
は
、
当
事

国
の
行
為
が
国
際
法
上
正
当
化
可
能
な
行
為
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、当
該
行
為
が
「
管
轄
」

の
行
使
に
相
当
す
る
と
み
な
す
と
い
う
態
度
決
定
を
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
で
は
、
用
い
ら
れ
る
文
脈
が
異
な
る
た
め
に
、
分
析
視
角
に
取
り
入
れ

る
べ
き
観
点
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視

角
と
の
間
に
は
、
単
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
以
上
の
違
い
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
の
相
違
が
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
で
指

摘
さ
れ
た
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
の
相
違
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
学
術
研
究
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」

概
念
を
分
析
す
る
際
は
、
こ
の
相
違
を
十
分
に
認
識
し
、
か
つ
、
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
が
批
判
を
受
け
た
よ
う
に
、

国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
例
え
ば
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
っ
た
分
析
視
角
か
ら
の
検
討
が
、
第
一
条

の
「
管
轄
」
概
念
を
解
釈
す
る
際
に
必
要
な
の
か
と
い
っ
た
疑
問
を
持
た
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概

念
を
分
析
す
る
際
に
は
、
分
析
視
角
を
明
示
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
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第
二
節　

分
析
視
角
の
有
用
性

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
を
分
析
し
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
際
に
は
、「
管
轄
」
の
定
義
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
の
間
の
相
違
を
踏
ま
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
節
一
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
が
い
か
に
有
用
か
に
つ
い
て
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
再
評
価

を
行
う
こ
と
で
示
す
。
つ
い
で
、
本
節
二
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
説
上
で
は
、
こ
う
し
た
分
析
視
角
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

一　

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
再
評
価

第
一
章
第
二
節
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討
す
べ
き
論
点
が
二
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、

本
章
第
一
節
で
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
の
相
違
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る

分
析
視
角
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
方
向
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
、
手
始
め
に
、
本
節
一
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
視
角
を
手
が
か
り
と
し
て
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
素
材
に
、
先
の
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

そ
し
て
、
当
該
決
定
に
お
い
て
、
第
一
に
、「
管
轄
」
概
念
の
定
義
が
回
避
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
1
）、
第
二
に
、
分
析
視
角
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
決
定
の
理
由
づ
け

で
な
さ
れ
た
論
証
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
（
2
）。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
分
析
視
角
の
有
用
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
再

評
価
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、小
括
と
し
て
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
な
に
ゆ
え
に
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、「
管
轄
」
の
定
義
回
避
と
分
析
視
角
の
併
用
を
行
っ

た
の
か
を
考
察
す
る
（
3
）。

1　
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
回
避

ま
ず
、ju

risdiction

観
念
を
文
脈
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
再
検
討
す
る
。
こ
の
分
析
視
角
を
用
い
て

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
分
析
す
る
と
、
実
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
決
定
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
を
定
義
づ
け
て

い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
確
か
に
、
第
一
章
第
二
節
一
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
国
が
自
国
領
域
を
越
え
て
「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権

を
行
使
す
る
際
に
は
、「
こ
の
よ
う
な
行
使
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
通
常
挙
げ
ら
れ
る
要
素
（
と
り
わ
け
、
国
籍
、
船
籍
、
外
交
及
び
領
事
関
係
、
効
果
、
保
護
、
受
動
的

属
人
性
、
普
遍
性
）
は
、
概
し
て
、
他
の
関
連
す
る
国
の
領
域
主
権
に
よ
り
限
定
さ
れ
、
か
つ
制
限
さ
れ
」
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
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概
念
と
は
主
と
し
て
領
域
的
な
権
能
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
他
方
で
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
本
質
的
に
領
域
的

な
管
轄
権
観
念
を
反
映
す
る
」
と
し
か
述
べ
て
お
ら
ず
、
い
か
な
る
点
で
ど
の
程
度
、
そ
の
反
映
が
な
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い（
109
）。

ま
た
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
そ
の
判
例
法
に
お
い
て
当
該
裁
判
所
が
例
外
的
に
、
す
な
わ
ち
「
被
告
国
が
、
軍
事
占
領
の
結
果
に
よ
る
関
連
す
る
領
域
と
外
国
住
民

に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
を
通
し
て
、
ま
た
は
他
国
領
域
の
政
府
の
同
意
、
要
請
、
黙
認
を
通
し
て
、
通
常
は
そ
の
領
域
の
政
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
べ
き
一
部
ま
た
は

す
べ
て
の
公
権
力
（pu

blic pow
ers

）
を
行
使
す
る
場
合
に
」、当
事
国
が
領
域
外
に
お
い
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
認
め
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
確
認
す
る
。

さ
ら
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
に
よ
る
そ
の
領
域
外
で
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
た
例
に
は
、
外
国
に
お
け
る
当
事
国
の
外
交
ま
た
は
領
事
機
関
の
活
動

並
び
に
当
事
国
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
船
舶
及
び
航
空
機
上
で
の
活
動
に
関
連
す
る
事
件
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
状
況
で
は
、

慣
習
国
際
法
及
び
条
約
規
定
に
よ
り
、
関
連
す
る
国
に
よ
る
そ
の
領
域
外
で
の
管
轄
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
き
た
と
述
べ
る
。
た
だ
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら

の
記
述
を
あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
法
の
要
約
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
通
常
は
そ
の
領
域

の
政
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
べ
き
公
権
力
と
同
義
で
あ
る
と
ま
で
は
述
べ
て
い
な
い（
110
）。

も
ち
ろ
ん
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
上
記
の
意
味
で
の
公
権
力
と
同
義
と
な
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
、

公
権
力
と
し
て
の
「
管
轄
」
こ
そ
が
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
の
網
羅
的
か
つ
排
他
的
な
唯
一
の
定
義
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
も
い
い
難
い
。
実
際
、
欧

州
人
権
委
員
会
や
欧
州
人
権
裁
判
所
は
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
以
前
・
以
後
を
問
わ
ず
、
当
事
国
が
自
国
領
域
外
で
人
の
身
体
を
拘
束
す
る
事
例
に
つ
い
て
、
被
告
国

が
通
常
は
領
域
国
が
行
使
す
る
公
権
力
を
行
使
し
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
そ
の
公
権
力
行
使
が
占
領
の
場
合
を
除
き
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
管
轄
権
の
行
使
で
あ
る
か

否
か
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
申
立
人
が
置
か
れ
る
と
の
判
断
を
下
し
て
き
た（
111
）。

加
え
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決

定
に
お
い
て
、
本
件
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
際
に
も
、
申
立
人
が
主
張
す
る
「
管
轄
」
概
念
の
理
解
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
根

拠
に
判
断
を
下
し
て
お
り
、
空
爆
が
公
権
力
の
行
使
に
相
当
す
る
か
と
い
っ
た
判
断
基
準
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（
112
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
み
る
と
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、
一
見
す
る
と
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
が
、
国
籍
、
船
籍
、
外
交
及
び
領
事
関
係
、
効
果
、
保
護
、
受
動
的
属
人
性
、
普
遍
性
に
基
礎
づ
け

ら
れ
て
行
使
さ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
国
家
管
轄
権
概
念
で
あ
る
と
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
せ
か
け
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
こ
の
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
づ
け
を
回

避
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
章
第
二
節
で
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
を
踏
ま
え
て
二
つ
の
論
点
を
導
き
出
し
た
。
そ
の
一
つ
目
は
、
欧
州
人
権
条
約
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の
適
用
範
囲
を
定
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
い
か
な
る
点
で
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
し
、
ま
た
こ
れ
と
相
違
す
る
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
っ
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
管
轄
」
の
定
義
づ
け
を
回
避
し
て
お
り
、
こ
の
論
点
に
は
正
面
か
ら
答
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州

人
権
裁
判
所
が
両
概
念
を
混
同
し
た
と
す
る
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
者
の
主
張
は
不
正
確
で
あ
り
、
む
し
ろ
裁
判
所
は
両
概
念
を
混
同
し
た
よ
う
に
も
読
め
る

曖
昧
な
態
度
に
終
始
し
た
と
評
価
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
の
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
ほ
か
対
英
国
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
第
一
条
の
下
で
の
国
の
管
轄
に
関
す
る
権
能
は
、
主
と

し
て
領
域
的
で
あ
る
」
と
し
て
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
国
家
機
関
の
権
力
及
び
支
配
が
確
立
す
る
場
合
や
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
確
立
す

る
場
合
に
、
当
事
国
に
よ
る
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
が
、
当
事
国
領
域
外
で
も
判
例
上
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
明
示
す
る（
113
）。

こ
こ
か
ら
、
当
該
判
決
で
は
、「
管
轄
」

概
念
の
定
義
に
つ
い
て
、「
国
家
機
関
の
権
力
及
び
支
配
」
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や
、「
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
」
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、「
国
家
機
関
の
権
力
及
び
支
配
」
や
「
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
」
の
実
質
的
内
容

―
す
な
わ
ち
、
当
事
国
と
人
と
の
間

に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
要
因
は
何
か

―
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る（
114
）。

そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」

概
念
が
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
い
か
な
る
点
で
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
の
か
と
い
う
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
か
ら
生
じ
る
疑
問
は
今
日
な
お
、
解
消
さ
れ
て
は
い
な

い
と
い
え
る
。

2　

分
析
視
角
の
併
用
に
よ
る
論
証
の
混
乱

さ
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
第
二
の
分
析
視
角
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
で
あ
る
。
ま
た
、

国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
第
二
の
分
析
視
角
と
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
視
角
の
相
違
を
念
頭
に
置

く
と
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
次
の
よ
う
に
再
評
価
さ
れ
る
。

欧
州
人
権
裁
判
所
が
条
約
法
条
約
第
三
一
条
に
照
ら
し
て
、欧
州
人
権
条
約
を
解
釈
す
る
と
の
立
場
を
と
る
以
上
、当
該
裁
判
所
が
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、

第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
の
通
常
の
意
味
を
探
究
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
、「
管
轄
権
の
そ
の
他
の
基
礎
が

例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
各
事
例
特
有
の
状
況
に
お
け
る
特
別
な
正
当
化
が
必
要
と
さ
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
が
「
こ
の
通
常
か
つ
本
質

的
に
領
域
的
な
管
轄
権
観
念
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
こ
と
も
、
な
ん
ら
問
題
が
な
い
。
だ
が
、
そ
の
過
程
で
、
国

際
法
上
、
国
家
領
域
外
で
の
管
轄
権
行
使
を
「
基
礎
づ
け
る
た
め
に
通
常
挙
げ
ら
れ
る
要
素
（
と
り
わ
け
、
国
籍
、
船
籍
、
外
交
及
び
領
事
関
係
、
効
果
、
保
護
、
受
動
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的
属
人
性
、
普
遍
性
）
は
、
概
し
て
、
他
の
関
連
す
る
国
の
領
域
主
権
に
よ
り
限
定
さ
れ
、
か
つ
制
限
さ
れ
る
」
こ
と
に
言
及
し
た
際
に
は
、
こ
の
こ
と
が
第
一
条
の
「
管

轄
」
概
念
を
解
釈
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
な
に
ゆ
え
に
持
つ
の
か
を
、
よ
り
丁
寧
に
説
明
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る（
115
）。

こ
の
抜
粋
部
分
そ
れ
自
体
は
、
国
際
法
学
上
な
ん
ら
問
題
の
な
い
記
述
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
記
述
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角

か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
対
す
る
適
切
な
分
析
視
角
、
す
な
わ
ち
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か

ら
み
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
者
の
分
析
視
角
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
帰
結
は
、「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
後
者
の
分
析
視
角
の
結
果
得
ら
れ
た
帰
結
と
は
、
論
理

的
に
結
び
つ
か
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
管
轄
権
の
そ
の
他
の
基
礎
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
各
事
例
特
有
の
状
況
に
お
け
る
特

別
な
正
当
化
が
必
要
と
さ
れ
る
」
こ
と
と
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
「
こ
の
通
常
か
つ
本
質
的
に
領
域
的
な
管
轄
権
観
念
を
反
映
す
る
」
こ
と
と
を
論
理

的
に
繋
げ
る
裁
判
所
の
論
証
が
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
と
み
ら
れ
て
し
ま
い
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
が
噴
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
分
析
視
角
を
併
用
す
る
こ
と
自
体
は
、
条
約
法
条
約
第
三
一
条
一
項
に
照
ら
し
て
妥
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
問
題
な
の
は
、
欧
州
人
権
裁

判
所
が
、
一
方
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
帰
結
と
、
他
方
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
帰
結
と
が
い
か
な
る
点
で
ど
の
程
度
、
関

連
す
る
の
か
を
丁
寧
に
説
明
し
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
が
生
じ
た
原
因
は
、
こ
の
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
第
一
章
第
二
節
で
は
、
バ
ン

コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
を
踏
ま
え
て
二
つ
の
論
点
を
導
き
出
し
た
が
、
そ
の
二
つ
目
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
欧

州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
及
ぶ
範
囲
と
、
何
ゆ
え
に
理
論
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
論
点
で
あ
っ
た
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
こ
の
第
二
の

論
点
に
つ
い
て
も
ま
た
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
回
答
を
回
避
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3　

小
括

―
抽
象
的
な
共
通
点
を
提
示
す
る
意
義

―

こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
、「
管
轄
」
概
念
の
定
義
づ
け
を
回
避
し
て
お
り
、
分
析
視
角
を
併
用
す
る
こ
と
で
混
乱
を
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
不
明
瞭
な
決
定
を
下
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
決
定
の
要
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定

め
る
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
の
共
通
点
が
、
主
と
し
て
領
域
的
で
あ
る
が
、
例
外
的
な
場
合
に
は
、
領
域
外
で
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る（
116
）。

こ
の
共
通
点
は
非
常
に
抽
象
的
で
あ
り
、
い
か
な
る
場
合
に
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
当
事
国
領
域
外
で
行
使
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
の
か
、
に
つ
い
て

は
何
ら
の
具
体
的
な
指
針
も
与
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
共
通
点
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
間
に
あ
る
こ
と
は
、
両
概
念
が
同
一
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い（
117
）。

む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
共
通
点
を
除
い
て
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
は
異
な
る
そ
れ
独
自
の
意
味
を
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有
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
そ
の
用
語
の
通
常
の
意

味
と
は
異
な
る
独
自
の
意
味
を
有
す
る
余
地
を
認
め
て
い
る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
両
概
念
が
互
い
に
完
全
に
断
絶
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
こ
れ
ら
両
概
念
の
微
妙

な
距
離
感
を
整
理
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
条
約
法
条
約
第
三
一
条
以
下
に
規
定
さ
れ
る
条
約
解
釈
規
則
と
整
合
的
な
条
約
解
釈
を
行
う
必

要
性
も
考
慮
し
つ
つ（
118
）、

敢
え
て
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
を
併
用
し
、

抽
象
的
で
そ
れ
自
体
は
何
ら
の
解
釈
指
針
と
も
な
ら
な
い
両
概
念
の
共
通
点
を
導
き
出
し
た
と
も
い
え
る（
119
）。

国
際
裁
判
所
に
お
い
て
さ
え
、
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
明
確
化
が
回
避
さ
れ
る
原
因
は
、ju

risdiction

観
念
の
多
義
性
と
、
こ
の
概
念
が
扱
わ

れ
る
文
脈
の
多
様
さ
、
そ
れ
に
伴
う
複
数
の
分
析
視
角
の
存
在
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
管
轄
」
概
念
の
明
確
化
回
避
と
い
う
裁
判
所
の
曖
昧
な
態
度
は
、
紛
争
解
決
機

能
を
有
し
、
将
来
の
紛
争
解
決
に
お
い
て
適
切
な
条
約
解
釈
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
解
釈
の
幅
を
一
定
程
度
確
保
す
る
必
要
の
あ
る
機
関
に
と
っ
て
は
、
穏
当
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
だ
が
、
学
術
研
究
に
お
い
て
は
、
分
析
視
角
を
設
定
す
る
こ
と
で
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
よ
り
精
緻
な
分
析
が
可
能
に
な
り
、
適
当
で
な
い
分
析
視
角

を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
を
も
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
と
り
た
い
。
分
析
視
角
の
明
記
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」

概
念
を
分
析
す
る
上
で
必
須
と
い
え
る
。

二　

先
行
研
究
に
お
け
る
分
析
視
角
の
扱
い

先
行
研
究
の
な
か
に
は
、
明
示
的
に
分
析
視
角
を
設
定
し
た
上
で
、
欧
州
人
権
条
約
や
そ
の
他
の
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
分
析
を
行
う
も

の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
人
権
の
普
遍
性
と
実
効
性
と
の
間
の
均
衡
を
と
る
解
釈
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、

国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
「
第
三
モ
デ
ル
」
に
よ
り
適
切
に
解
釈
さ
れ
る
と
主
張
す
る（
120
）。

彼
の
議
論
は
説
得
的
だ
が
、
こ
の
分
析
視
角
は

ju
risdiction

観
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
い
う
よ
り
は
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
裁
判
所
の
と
る
べ
き
政
策
を

示
す
た
め
の
分
析
視
角
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
の
関
係
性
に
つ
い

て
は
、
そ
の
相
違
点
の
み
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（
121
）。

ま
た
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、「
第
三
モ
デ
ル
」
を
提
唱
す
る
前
に
、
人
権
裁
判
所
や
条
約
体
が
人
的
モ
デ
ル
（P

erson
al M

odel

）
と
空
間
的
モ
デ
ル
（S

patial 

M
odel

）
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
条
約
履
行
監
視
機
関
が
、
何
を
も
っ
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て
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
か
を
特
定
す
る
た
め
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
事
例
の
詳
細
な
分
類
を
通
し
て
、

履
行
監
視
機
関
の
判
断
の
不
十
分
さ
を
示
す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
の
関
心
は
「
第
三
モ
デ
ル
」
の
提
唱
、す
な
わ
ち
、バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定
の
よ
う
に
、
人
権
裁
判
所
や
条
約
体
で
は
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
否
定
さ
れ
て
き
た
事
例
に
お
い
て
も
、
一
定
の
条
件
下
で
は
人
権
条
約
が
適
用
さ
れ

る
べ
き
と
い
う
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る（
122
）。

こ
こ
か
ら
、
彼
の
問
題
関
心
の
中
心
は
、
人
権
条
約
履
行
監
視
機
関
が
何
を
も
っ
て
当
事
国
と
人
と
の
間

に
「
管
轄
の
連
関
」
が
あ
る
と
捉
え
て
き
た
の
か
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
は
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
国
際
人
権
条

約
が
適
用
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
結
果
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
作
業

―
す
な
わ
ち
事
例
の
分
類
と
分
析

―
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ベ
ッ
ソ
ン
も
ま
た
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
を
分
析
す
る
際
、
明
確
に
分
析
視
角
を
設
定
す
る
。
そ
れ
は
、
何
が
「
事
実
上
の
政
治
的

か
つ
法
的
権
威
」
に
該
当
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
で
あ
る
。
彼
女
は
、
政
治
理
論
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」

と
は
、「
事
実
上
の
政
治
的
か
つ
法
的
権
威
（de facto political an

d legal au
th

ority

）」
と
し
て
理
解
す
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
の
事
実

上
の
政
治
的
か
つ
法
的
権
威
と
は
、
い
ま
だ
正
統
で
は
な
い
が
、
正
統
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
そ
れ
に
従
属
す
る
者
に
よ
り
正
統
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
、
事
実
上
の
政
治
的
か
つ
法
的
権
威
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ッ
ソ
ン
は
「
管
轄
」
を
正
統
性
（legitim

acy

）
の
主
張
と
と
も
に

行
使
さ
れ
る
権
威
と
し
て
理
解
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
女
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
の
敷
居
ま
た
は
境
界
基
準
が
国
家
管
轄
権
に
存
し
て
い
る
と
主
張
し
て
お
り
、「
管

轄
」
概
念
を
国
家
管
轄
権
概
念
と
同
一
視
し
て
い
る（
123
）。

ま
た
、
ベ
ッ
ソ
ン
は
、
事
実
上
の
権
威
た
る
「
管
轄
」
と
は
、
立
法
、
執
行
、
ま
た
は
司
法
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
効
的
、
全
般
的
か
つ
規
範
的
な
力
ま
た
は
支
配
で
あ
り
、
単
な
る
強
制
ま
た
は
力
の
行
使
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、「
管
轄
」

概
念
は
、
従
属
下
に
あ
る
者
（su

bjects

）
に
行
為
理
由
（reason

s for action
）
を
課
す
こ
と
や
、
指
示
等
を
通
し
て
そ
の
遵
守
の
た
め
の
要
求
を
す
る
こ
と
に
関
係

し
て
お
り
、
規
範
的
な
側
面
を
有
す
る
と
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
、「
管
轄
」
の
構
成
要
素
に
は
、
実
効
的
力
（effective pow

er

）、
全
般
的
支
配
（overall con

trol

）、

規
範
的
指
導
（n

orm
ative gu

idan
ce

）
の
三
つ
が
あ
る
と
主
張
す
る（
124
）。

ベ
ッ
ソ
ン
は
、
人
権
が
権
利
保
有
者
と
義
務
保
有
者
と
の
間
の
規
範
的
な
関
係
性
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
管
轄
」
と
は
従
属
す
る
者
（su

bject

）
と
権
威
保
有
者

（au
th

ority

）
と
の
間
の
関
係
性
で
あ
る
と
理
解
す
る（
125
）。

こ
こ
か
ら
、
彼
女
は
、
当
事
国
に
よ
る
「
事
実
上
の
政
治
的
か
つ
法
的
権
威
」
の
行
使
が
、
当
事
国
と
人
と
の

間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
整
理
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
に
基
づ
き
分
析
視
角
を
設
定
す
る
研
究
は
類
を
見
な
い
も
の
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で
あ
り
、
ベ
ッ
ソ
ン
は
当
事
国
と
人
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
が
ど
の
よ
う
な
理
論
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
る
の
か
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
ベ
ッ

ソ
ン
は
人
権
を
政
治
的
か
つ
制
度
的
な
概
念
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
民
主
主
義
的
観
点
か
ら
、
事
実
上
の
政
治
的
か
つ
法
的
権
威
に
服
す
る
者
と
、
政
治
的

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
有
す
る
者
と
を
関
連
づ
け
る（
126
）。

だ
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
解
釈
の
文
脈
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
考
え
方
を
ま
っ
た
く
採
用

し
て
お
ら
ず
、「
事
実
上
の
政
治
的
か
つ
法
的
権
威
」
と
し
て
「
管
轄
」
概
念
を
定
義
づ
け
る
必
然
性
が
み
え
な
い
。

ま
た
、
キ
ン
グ
は
、
自
由
権
規
約
と
欧
州
人
権
条
約
を
中
心
に
検
討
し
つ
つ
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
と
は
、
第
一
に
、
領
域
に
対
す
る
支

配
か
ら
生
じ
る
、
国
が
（
国
際
法
上
）
合
法
に
行
動
す
る
権
能
、
第
二
に
、
非
領
域
的
要
素
に
基
づ
き
、
国
が
合
法
に
行
動
す
る
権
能
、
第
三
に
、
国
際
法
に
適
合
し
な
い
、

個
々
の
人
ま
た
は
財
産
に
影
響
を
与
え
る
国
の
行
動
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
三
つ
の
分
類

―
「
領
域
に
基
づ
く
管
轄
」、「
非

領
域
的
要
素
に
基
づ
く
管
轄
」、「
事
実
上
の
関
係
性
に
基
づ
く
『
管
轄
』」

―
ご
と
に
、
異
な
る
義
務
が
国
に
課
さ
れ
る
と
説
明
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

キ
ン
グ
の
立
場
は
、「
管
轄
」
を
定
義
し
分
類
す
る
と
い
う
点
で
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
視
角
を
用
い
て
い
る
と
い
え
る
。
他

方
で
、
彼
は
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
な
い
。
そ
の
代
り
に
、「
管
轄
」
の
定
義
ご
と
に
、
当
事
国
が
負
う
義
務
の
程
度
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
試
み
る（
127
）。

こ
の
よ
う
に
、
キ
ン
グ
は
、
当
事
国
が
行
使
す
る
「
管
轄
」
の
程
度
と
当
該
国
が
人
権
条
約
上
負
う
権
利
保
障
義
務
の
程
度
と
が
相
関
関
係
に
あ
る

と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
ず
、
当
事
国
義
務
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
分
析

視
角
を
用
い
て
い
る
と
い
え
る
。

だ
が
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
の
及
ぶ
範
囲
と
、
当
事
国
が
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
者
に
対
し
て
負
う
義
務
の

内
容
と
が
本
当
に
相
関
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
が
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築

す
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、「
事
実
上
の
関
係
性
に
基
づ
く
『
管
轄
』」
に
つ
い
て
は
、
国
の
行
為
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
者
が
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
因
果

関
係
に
よ
る
と
明
記
し
て
い
る
も
の
の
、「
領
域
に
基
づ
く
管
轄
」
と
「
非
領
域
的
要
素
に
基
づ
く
管
轄
」
に
つ
い
て
は
十
分
に
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

と
り
わ
け
「
非
領
域
的
要
素
に
基
づ
く
管
轄
」
に
関
す
る
彼
の
考
察
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
キ
ン
グ
は
、
一
方
で
、
外
国
に
い
る
す
べ
て
の
国
民
は
国
籍
国
の
「
管
轄
」

の
下
に
お
か
れ
る
と
主
張
す
る
。
他
方
で
、
彼
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
二
重
国
籍
の
児
童
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
所
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
公
的
教
育
機
関
へ
の

入
学
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
、
二
〇
〇
二
年
の
ジ
ョ
ン
テ
ィ
オ
ム
ほ
か
対
フ
ラ
ン
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
二
重
国
籍
の
児
童
の
入
学

に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
に
制
限
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
二
重
国
籍
の
児
童
が
フ
ラ
ン
ス
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
無
批
判
に
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受
け
入
れ
て
い
る（
128
）。

ジ
ョ
ン
テ
ィ
オ
ム
事
件
は
特
殊
な
事
例
で
は
な
く
、
一
般
的
に
、
領
域
国
政
府
は
、
自
国
領
域
内
に
所
在
す
る
重
国
籍
者
に
対
す
る
政
策
を
、
重
複

す
る
国
籍
国
の
同
意
な
く
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
国
民
は
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
か
れ
る
と
い
う
キ
ン
グ
の
理
解
と
、
ジ
ョ
ン
テ
ィ
オ
ム

事
件
判
決
が
両
立
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
矛
盾
が
看
過
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
焦
点
を
絞
っ
た
適
切
な

分
析
視
角
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
ミ
ラ
ー
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
で
は
、
国
の
物
理
的
領
域
と
の
強
固
な
繋
が
り
が
あ
る
場
合
に
領
域
外
で
の
「
管
轄
」
が
認
め
ら
れ
て
き
た
と
主
張

す
る
。
こ
の
分
析
視
角
に
基
づ
き
、
彼
女
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
を
、「
実
効
的
支
配
」
に
関
す
る
事
例
、
外
交
も
し
く
は
領
事
関
係
に
関
す
る
事
例
、「
領
域
外

的
効
果
」
が
生
じ
る
事
例
、
退
去
強
制
ま
た
は
引
渡
し
に
関
す
る
事
例
の
四
つ
に
分
類
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
国
が
何
ら
か
の
形
態
の
機
能
的
主
権
を
行
使
し
て
い
る

と
主
張
す
る
。
彼
女
の
主
張
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
の
申
立
人
側
法
律
顧
問
を
務
め
た
ロ
ー
ソ
ン
ら
の
主
張（
129
）、

す
な
わ
ち
、
彼
女
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
欧
州
人
権
条
約

第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
と
は
「
支
配
が
責
任
を
伴
う
」
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、国
の
領
域
外
的
行
為
と
個
人
の
権
利
侵
害
と
の
間
に
「
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
」

が
あ
る
場
合
に
「
管
轄
」
が
及
ぶ
と
い
う
主
張
へ
の
批
判
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
他
方
で
、
外
交
も
し
く
は
領
事
関
係
に
関
す
る
事
例
の
な
か
に
、

拘
禁
施
設
で
の
拘
束
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
も
含
め
る
な
ど
、
事
例
の
分
類
方
法
に
は
疑
問
が
残
る
。
さ
ら
に
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
人

に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
の
行
使
の
文
脈
で
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
を
認
め
て
き
た
事
例
に
つ
い
て
、
あ
え
て
当
事
国
領
域
と
の
関
連
性
を
読
み
込
む
こ
と
は
不
可
能
で

は
な
い
と
し
て
も
、
な
ぜ
彼
女
が
こ
の
読
み
方
を
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
の
適
切
な
理
解
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い（
130
）。

以
上
の
よ
う
に
、
明
示
的
に
分
析
視
角
を
設
定
す
る
先
行
研
究
で
は
、「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因

は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
の
組
み
合
わ
せ
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
見
当
た
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
論
者
の
問
題
関
心
は
、
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
の

明
確
化
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
何
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
の
か
に
関
心
が
な
い
は
ず
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
問
題
関
心
が
、
当
事
国
の
義
務
の
範
囲
が
ど
こ

ま
で
か
と
い
う
問
題
関
心
や
、
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
適
切
な
理
論
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
関
心
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
こ
こ
で
は
詳
細
な
紹
介
は
し
な
い
が
、
検
討
す
べ
き
事
例
が
膨
大
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
事
例
の
分
類
手
法
を
提
示
し
た
上
で
、
こ
の
分
類
を
い
か
に
正
確
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
注
力
す
る
先
行
研
究
も
多
い（
131
）。

そ
の
結
果
、
先
行
研
究
の
多
く
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
一
点
に
限
っ
て
は
、

焦
点
が
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
上
記
以
外
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
一
般
的
に
述
べ
れ
ば
、
多
く
の
先
行
研
究
で
は
分
析
視
角
を
特
に
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
条
約
起
草
過
程
の
分
析
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や
判
決
・
決
定
の
事
例
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
人
権
条
約
が
適
用
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
現
状
分
析
と
批
判
、
人
権
条
約
の
望
ま
し

い
適
用
範
囲
を
提
示
す
る
た
め
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
な
か
に
は
、
た
と
え
分
析
視
角
が
明
示
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

何
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
焦
点
を
絞
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
学
説
の
多
く
は
、
特
に
権
力
及
び
支

配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
整
理
で
き
る
た
め（
132
）、

別
途
、
第
三
章
第
一
節
に
お
い
て
学
説
整
理
を
行
う
。

さ
て
、
分
析
視
角
を
設
定
せ
ず
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
点
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
点
に
分
析
の
焦
点
を
絞
ら
な
い
こ

と
は
、
結
果
的
に
、
論
者
の
真
意
が
不
明
瞭
に
な
る
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
元
欧
州
人
権
裁
判
所
判
事
の
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
は
辞
書
を
参
照
し
つ
つ
、

管
轄
と
い
う
用
語
の
通
常
の
意
味
と
は
、
一
般
的
に
、
力
（pow

er

）
ま
た
は
権
力
（au

th
ority

）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
の

下
に
あ
る
」
と
は
、
当
事
国
の
「
権
力
（au

th
ority

）
の
下
に
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
「
権
力
」
と
は
、
被
害
者
に
対
し
て
国
が

自
ら
の
意
思
を
押
し
つ
け
る
力
（pow

er to im
pose its w

ill

）
で
あ
る
と
説
明
す
る（
133
）。

ル
ー
ケ
イ
デ
ス
は
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら（
134
）、

彼

は
空
爆
に
よ
る
人
の
殺
傷
が
、
当
事
国
に
よ
る
権
力
行
使
や
人
に
対
す
る
意
思
の
押
し
つ
け
に
相
当
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ

事
件
決
定
を
擁
護
す
る
立
場
も
ま
た
、
権
力
と
い
っ
た
用
語
や
国
の
意
思
の
押
し
つ
け
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
相
当
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
妥

当
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
例
え
ば
、
欧
州
人
権
裁
判
所
事
務
官
の
オ
ゥ
ボ
イ
ル
は
、
一
九
七
五
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
決
定
に
お
い
て
、
人
ま
た
は
財
産
に
対
す

る
当
事
国
機
関
の
「
権
力
及
び
支
配
」
が
確
か
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
。
他
方
で
、
彼
は
、
欧
州
人
権
委
員
会
が
「
管
轄
」
解
釈
を
非
常
に
慎
重
に
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
七
五
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
決
定
と
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
の
間
に
は
整
合
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る（
135
）。

さ
ら
に
、
第

三
章
第
一
節
二
の
1
（
1
）
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
は
、
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
が
い
う
と
こ
ろ
の
国
の
意
思
を
課
す
こ
と
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
、
む
し
ろ

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
擁
護
す
る
論
拠
と
し
て
評
価
す
る（
136
）。

加
え
て
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
べ
き
か
を
十
分
に
検
討
し
な
い
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
、

こ
の
概
念
が
国
家
管
轄
権
概
念
と
は
関
連
し
な
い
と
い
う
前
提
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
。
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
つ

い
て
研
究
す
る
者
以
外
に
と
っ
て
は
、
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
は
異
な
る
分
析
視
角
を

用
い
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
の
多
く
が
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
分

析
す
る
際
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
関
連
性
に
十
分
に
着
目
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
先
行
研
究
で
は
、
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両
概
念
が
い
か
に
異
な
る
概
念
か
を
提
示
す
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る（
137
）。

そ
れ
ゆ
え
に
、
別
個
の
概
念
と
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て

異
な
る
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
と
が
い
か
な
る
点

で
相
違
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
性
が
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
も
っ
ぱ
ら
両
概
念
の
相
違
の
み
を
指
摘
し
、
そ
の
関
連
性
に
は
着
目
し
な
い
態
度
は
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
分
析
と
し
て

偏
り
が
あ
る
と
い
え
る
。
実
際
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
で
、
両
者
が
根
底
で
は
繋
が
り
を
有
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い（
138
）。

た
だ
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
自
身
の
提
唱
す
る
「
第
三

モ
デ
ル
」
に
お
い
て
、
こ
れ
が
国
家
管
轄
権
概
念
が
有
す
る
意
味
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
位
置
づ
け
て
お
ら
ず
、
結
局
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
国
際
人
権
条
約
の

適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
が
い
か
な
る
点
で
ど
の
程
度
、
繋
が
り
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る（
139
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
研
究
で
は
、
両
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分

析
視
角
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
べ
き
か
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
に
何
ら

か
の
共
通
点
が
あ
る
の
か
を
探
り
、「
管
轄
」
概
念
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
理
論
上
の
土
台
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、「
管
轄
」

の
定
義
が
複
数
存
在
す
る
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
な
る
当
事
国
と
人
と
の
間
の
関
係
性
に
焦
点
を
絞

る
こ
と
で
、
議
論
の
錯
綜
を
避
け
、
精
緻
な
分
析
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
で
は
不
明
瞭
な
ま
ま
回
答
が
回
避
さ
れ
た
点

―
す
な
わ
ち
、
欧

州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
は
何
か
と
い
う
点
と
、「
管
轄
」
概
念
が
国
家
管
轄
権
概
念
の
有
す
る
意
味
を
反
映
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
態

様
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
点

―
に
つ
い
て
の
探
究
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
い
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
は
、
条
約
は
当
事
国
の
領
域
で
あ

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
が
ど
の
よ
う
に
離
れ
た
基
準
に
基
づ
き
、
い
か
に
決
定
さ
れ

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。

第
三
章　
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
の
交
錯

第
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
し
て
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、
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「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
い
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
は
、
互
い
に
別
個
の
も
の
と
は
い
え
、

独
立
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
の
意
味
を

検
討
す
る
場
合
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
得
ら
れ
た
帰
結
か
ら
、
何
ら
か
の
答
え
を
導
き
出
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
で
、「
管
轄

の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
の
な
か
に
は
、「
管
轄
」
概
念
が
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
分
析
視
角
は
、
本
質
的
に
は
こ
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義

す
る
か
と
い
う
問
題
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
視
角
は
互
い
に
交
錯
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
を
重
畳
的
に
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
視
角
は
、

ど
の
よ
う
に
重
畳
的
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
検
討
す
る
上
で
考
慮
す
べ
き
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
が
、

複
数
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る（
140
）。

本
章
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」（
第
一
節
）、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と

し
て
の
「
管
轄
」（
第
二
節
）、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」（
第
三
節
）
の
三
つ
の
定
義
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
ご
と
に
、
当
事

国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
が
何
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
法
的
空
間
と
し
て
も
捉

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
に
示
し
た
三
つ
の
定
義
に
加
え
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
法
的
空
間
と
し
て
も
定
義
す
る
意
義
が
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
（
第
四
節
）。

第
一
節　

人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
は
多
義
的
で
あ
り
、
複
数
の
意
味
を
有
す
る
。「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
み
る
と
、
欧
州

人
権
委
員
会
は
そ
の
初
期
か
ら
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
を
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
言
い
換
え
て
き
た
。
欧
州
人

権
裁
判
所
も
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
て
お
り
、「
管
轄
」
概
念
の
定
義
の
一
つ
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
が
、
何
を
も
っ
て
人
に
対
す
る
権
力

及
び
支
配
が
行
使
さ
れ
た
と
い
え
る
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
り
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
も
併
用
し
つ
つ
、
こ
こ
で
の
「
管
轄
」
の
意
味
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
一
で
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
権
力
や
支
配
と
い
っ
た
定
義
の
不
明
瞭
さ
に
つ
い

て
指
摘
す
る
。
つ
い
で
、
本
節
二
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
の
内
容
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
判
例

や
学
説
を
挙
げ
つ
つ
検
討
す
る
。
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一　
「
管
轄
」
の
定
義

―
権
力
及
び
支
配
と
は
何
か

―

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
は
、
第
一
に
、
当
事
国
が
人
に
対
し
て
行
使
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
定
義
さ
れ
う
る
。
例
え
ば
、
第
二
章

第
一
節
一
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、「
ケ
ニ
ア
の
公
務
員
に
よ
り
ト
ル
コ
の
公
務
員
に
引
き
渡
さ
れ
た
直
後
、
た
と

え
ト
ル
コ
が
そ
の
領
域
外
で
そ
の
権
力
（au

th
ority

）
を
行
使
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
は
実
効
的
に
（effectively

）
ト
ル
コ
の
権
力
の
下
に
お
か
れ
、
そ
れ

ゆ
え
条
約
第
一
条
の
目
的
に
お
け
る
当
該
国
の
『
管
轄
』
の
下
に
あ
っ
た
。
申
立
人
が
ト
ル
コ
の
公
務
員
に
よ
り
ト
ル
コ
へ
の
帰
国
を
身
体
的
に
強
制
さ
れ
た
こ
と
、
な

ら
び
に
申
立
人
の
逮
捕
お
よ
び
ト
ル
コ
へ
の
帰
国
に
伴
い
、
申
立
人
が
ト
ル
コ
の
公
務
員
の
権
力
及
び
支
配
（au

th
ority an

d con
trol

）
に
あ
っ
た
こ
と
は
真
実
で

あ
る（
141
）」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
人
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
権
力
、
ま
た
は
権
力
及
び
支
配
を
意
味

す
る
と
定
義
で
き
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
九
年
の
ア
ル
サ
ド
ー
ン
お
よ
び
マ
フ
デ
ィ
対
英
国
事
件
決
定
（
ア
ル
サ
ド
ー
ン
事
件
決
定
）
に
お
い
て
、
米
国
・
英
国
に
よ
る

占
領
下
に
あ
っ
た
イ
ラ
ク
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
、
英
国
が
管
理
す
る
現
地
の
施
設
に
収
容
さ
れ
た
者
が
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
る
。
そ
の
際
、
欧
州
人
権

裁
判
所
は
、
そ
の
施
設
に
収
容
さ
れ
た
者
に
対
す
る
英
国
の
事
実
上
の
支
配
が
、
後
に
連
合
暫
定
施
政
当
局
第
一
七
号
命
令
に
よ
り
、
法
的
な
裏
付
け
を
得
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
そ
し
て
、
英
国
が
「
問
題
の
施
設
に
対
し
て
、
事
実
上
、
後
に
法
的
に
完
全
か
つ
排
他
的
支
配
を
行
使
し
た
」
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ

て
い
た
者
が
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
。

こ
こ
か
ら
、
一
見
す
る
と
、
当
事
国
が
収
容
施
設
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
、
当
事
国
と
そ
の
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要

因
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
、「
管
轄
」
が
当
事
国
に
よ
る
建
物
、
航
空
機
、
船
舶
に
対
す
る

支
配
の
み
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
人
に
対
す
る
物
理
的
力
（ph

ysical pow
er

）
及
び
支
配
の
行
使
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ

う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
身
体
の
支
配
が
法
的
な
権
限
行
使
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
、
事
実
上
の
支
配
に
留
ま
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
拘
束
を
受
け
た

者
は
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
と
い
え
る（
142
）。

し
た
が
っ
て
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
ほ
か
に
、
別
途
、
施
設

に
対
す
る
支
配
と
い
っ
た
「
管
轄
」
概
念
を
定
義
す
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
。

な
お
、
人
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
定
義
す
る
必
然
性
は
な
く
、「
権
力
及
び
支

配
」
以
外
の
用
語
を
用
い
て
定
義
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
他
の
用
語
を
用
い
る
場
合
で
も
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
の
よ
う
な
事
例
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
「
管
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轄
」
概
念
の
定
義
は
、「
行
使
（
す
る
）（exercise

）」
と
い
う
名
詞
な
い
し
動
詞
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
用
語
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「
管
轄
」
と
は
、
当
事
国
領
域
と
い
っ
た
空
間
的
範
囲
で
も
、
国
が
保
有
す
る
こ
と
を
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
能
そ
れ
自
体
で
も
な
く（
143
）、

国

が
行
使
す
る
何
か
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
の
場
合
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
ト
ル
コ
が
そ
の
領
域
外
で
そ
の
権
力
を
行
使
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、

「
管
轄
」
と
同
義
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
権
力
（au

th
ority

）
は
、「
行
使
す
る
」
と
い
う
動
詞
を
伴
っ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
直
接
的
な
表
現
で
は
、
欧
州
人
権
裁

判
所
は
そ
の
判
例
法
に
お
い
て
、
一
貫
し
て
「
管
轄
の
行
使
（exercise of ju

risdiction

）」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る（
144
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範

囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
は
、本
章
第
三
節
で
後
述
す
る
場
合
を
除
き
、「
行
使
（
す
る
）」
と
い
う
名
詞
な
い
し
動
詞
と
と
も
に
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ

て
、「
管
轄
」
概
念
の
言
い
換
え
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
語
句
も
ま
た
、
国
が
「
行
使
」
す
る
何
か
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
適
切
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
語
句

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
権
力
及
び
支
配
と
い
う
表
現
は
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
管
轄
」
概
念
を
定
義
づ
け
る
表
現
と
し
て
、
差
し
当
た
り
適
当
な
表

現
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
事
国
が
行
使
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
「
管
轄
」
概
念
を
定
義
し
た
と
し
て
も
、
権
力
及
び
支
配
と
い
う
用
語
は
、「
管
轄
」
と
い
う
用
語
と
同

程
度
か
そ
れ
以
上
に
抽
象
的
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
具
体
性
に
欠
け
る
。
ま
た
、
学
説
上
で
も
当
事
国
が
人
に
対
し
て
行
使
す
る
「
管
轄
」
は
、
本
稿
と
同
様
に
欧
州

人
権
裁
判
所
の
表
現
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
支
配
（con

trol

）
や
権
力
（au

th
ority

）
な
ど
と
定
義
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
力
（pow

er

）
と
定
義
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
に
与
え
る
意
味
は
、
論
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
同
一
の
用
語
に
異
な
る
意
味
が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る（
145
）。

こ
の
よ
う
に
、
学
説
上
で
は
、
権
力
及
び
支
配
な
ど
の
用
語
は
、
論
者
に
よ
っ
て
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
者
が

誰
か
を
確
定
し
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
「
管
轄
」
と
言
い
換
え
可
能
な
用
語
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
内
容
、

す
な
わ
ち
、
何
を
も
っ
て
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
と
い
え
る
の
か
と
い
う
点
に
ま
で
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
管
轄
の
連

関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
の
分
析
を
中
心
と
し
た
作
業
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因

―
規
律
対
象
の
特
定
性

―

本
節
一
で
述
べ
た
と
お
り
、
人
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
「
管
轄
」
を
権
力
及
び
支
配
と
定
義
づ
け
た
と
こ
ろ
で
、
国
際
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
の

意
味
を
明
ら
か
に
し
た
と
は
、
到
底
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
か
と
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い
う
分
析
視
角
を
用
い
る
場
合
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
要
因
が
何
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
、
同
時
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
節
二
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要

因
が
何
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
1
で
は
学
説
整
理
を
し
た
上
で
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
他
の
判
例
と
を
比
較
し
つ
つ
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
空
爆
の
被
害
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
理
由
が
、規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
つ
い
で
、

2
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
で
は
、
当
事
国
の
国
籍
を
人
が
保
有
す
る
だ
け
で
は
、
こ
の
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
そ
の
者
が
「
管
轄
」
の
下

に
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
3
で
は
、
当
事
国
に
よ
る
一
定
以
上
の
軍
事
的
関
与
が
あ
る
場
合
、
例
外
的
に
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
実
質

的
に
解
除
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
以
上
を
踏
ま
え
、
4
で
は
小
括
と
し
て
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性

の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
要
件
の
充
足
が
執
行
管
轄
権
の
行
使
に
近
似
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

1　

付
随
的
損
害
に
伴
う
偶
発
性

欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
に
関
し
て
、
学
説
上
最
も
見
解
の
相
違
が
顕
著
で
あ
る
の
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、
何

が
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
要
因
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
1
で
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
関
す
る
諸

学
説
を
整
理
し
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
と
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
2
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
の
な
か
で
も
、
人
に
対
す
る
権

力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る
事
例
を
い
く
つ
か
分
析
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
、
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
の

事
実
の
う
ち
、
何
を
も
っ
て
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
が
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
1
）「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
関
す
る
諸
学
説

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、
申
立
人
の
主
張
と
は
第
一
条
の
「
管
轄
」
の
「
因
果
関
係
（cau

se-an
d-effect

）」
観
念
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、こ
れ
を
退
け
た（
146
）。

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
申
立
人
の
主
張
と
は
、被
告
国
政
府
機
関
の
行
為
と
人
権
侵
害
と
の
間
に
「
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
」

が
あ
る
た
め
に
、
申
立
人
は
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（
147
）。

同
様
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
申
立
人
の
法
律
顧
問
を
務
め
た
ロ
ー
ソ
ン
も

ま
た
、
自
ら
の
論
稿
の
な
か
で
、
国
の
自
国
領
域
外
で
の
行
為
と
申
し
立
て
ら
れ
た
権
利
侵
害
と
の
間
に
「
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
」
が
あ
る
場
合
、
権
利
侵
害
を
主
張

す
る
者
は
第
一
条
の
意
味
で
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
加
え
て
、
ロ
ー
ソ
ン
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
は
漸
進
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ

ち
当
事
国
が
そ
の
国
境
の
外
で
人
の
権
利
お
よ
び
自
由
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
度
が
、
そ
の
よ
う
な
保
障
を
行
う
自
ら
の
能
力
に
相
応
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
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チ
に
基
づ
き
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る（
148
）。

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
申
立
人
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
関
す
る
自
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
、
被
告
国
政
府
の
行
為
と
人
権
侵
害
と
の
間
に
は
、

明
確
な
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
149
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
整
理
す
る
よ
う
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
申
立
人
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築

要
因
と
な
る
当
事
国
と
人
と
の
間
の
関
係
性
を
、
両
者
の
間
に
「
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
」
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
当
事
国
の
行
為
と
人
に
生
じ
た
害
と
の
間
に
因

果
関
係
が
あ
る
こ
と
と
捉
え
る
立
場
（
因
果
関
係
説
）
を
と
る
と
い
え
る（
150
）。

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
当
事
国
の
行
為
と
人
に
生
じ
た
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、

当
該
国
に
よ
る
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
に
相
当
す
る
と
理
解
す
る
と
、
当
事
国
が
欧
州
人
権
条
約
上
負
う
権
利
保
障
義
務
の
範
囲
が
、
際
限
な
く
拡
大
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
理
論
上
の
不
合
理
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
ソ
ン
は
、
漸
進
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、
当
事
国
が
負
う
義
務
の
範
囲
が
そ
の
能
力
に
相
応

す
る
と
主
張
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
説
上
、「
管
轄
」
概
念
に
関
す
る
因
果
関
係
説
が
採
用
さ
れ
る
場
合
、
当
事
国
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
の
漸
進
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
当
然
に
採
用
さ
れ
る

場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
が
提
唱
す
る
「
第
三
モ
デ
ル
」
で
は
、
国
際
人
権
条
約
に
お
い
て
当
事
国
が
負
う
人
権
保
障
義
務

―
こ
こ
で
は
、
積
極
的
義

務
を
意
味
す
る

―
が
、
国
の
実
効
的
全
般
的
支
配
の
下
に
あ
る
地
域
に
限
定
さ
れ
る
が
、
人
権
を
尊
重
す
る
責
務
は
い
か
な
る
領
域
的
制
限
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
彼
自
身
は
明
示
的
に
は
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
消
極
的
義
務
に
つ
い
て
は
因
果
関
係
説
に
近
い
立
場
を

採
用
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
人
権
条
約
当
事
国
の
権
利
保
障
義
務
を
性
質
ご
と
に
区
別
し
、
一
部
の
義
務
に
つ
い
て
の
み
因
果
関
係
説
に
近
い
立
場
を
採
用

す
る
こ
と
は
、
ロ
ー
ソ
ン
の
い
う
漸
進
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
近
似
し
た
考
え
方
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（
151
）。

他
方
で
、
今
日
に
お
い
て
も
、
因
果
関
係
説
を
否
定
す
る
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
は
、
覆
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る（
152
）。

そ
れ
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
何

を
根
拠
と
し
て
、当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
と
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
を
理
解
す
る
上
で
参
考
と
な
る
の
が
、

ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
の
主
張
で
あ
る
。
彼
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
と
は
、「
行
為
を
規
律
す
る
力
（pow

er to prescribe con
du

ct

）」
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
身
体
拘
束
の
事
例
を
挙
げ
つ
つ
、
個
人
が
国
が
課
し
た
指
示
に
従
う
こ
と
を
実
効
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
物
理
的
な

行
為
は
規
範
的
内
容
を
有
す
る
と
説
明
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
は
、
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
の
立
場
を
参
照
し
つ
つ
、
国
の
意
思
（w

ill

）
を
個
人
に
押
し

つ
け
る
こ
と
が
国
の
権
力
（au

th
ority

）
行
使
に
相
当
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、行
為
の
規
律
（prescription

 of con
du

ct

）
と
は
目
的
遂
行
的
（pu

rpose-driven

）

で
あ
り
、
国
家
権
力
が
特
定
の
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
理
解
の
下
、
彼
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
で
は
Ｎ
Ａ
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Ｔ
Ｏ
軍
が
被
害
者
に
対
し
て
、
意
図
的
に
特
定
の
行
為
を
強
制
し
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
な
ぜ
当
該
事
件
で
は
欧
州
人
権
条
約
が
領
域
外
適
用
さ
れ
な
か
っ

た
か
を
説
明
す
る（
153
）。

グ
リ
ス
ル
も
ま
た
、
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
と
同
様
の
立
場
を
と
る
と
評
価
で
き
る
。
グ
リ
ス
ル
は
、
二
〇
〇
七
年
の
パ
ッ
ド
ほ
か
対
ト
ル
コ
事
件
と
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件

と
の
間
に
、
事
実
関
係
で
相
違
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
パ
ッ
ド
事
件
決
定
で
は
、
イ
ラ
ン
か
ト
ル
コ
の
い
ず
れ
か
の
領
域
で
、
ト
ル
コ
が
テ
ロ
リ
ス
ト
掃
討
作
戦
の

過
程
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
射
殺
し
た
者
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た（
154
）。

し
た
が
っ
て
、
一
見
す
る
と
、
空
域
か
ら
の
殺
害
と
い
う
点
で
、

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
と
類
似
す
る
よ
う
に
み
え
る（
155
）。

だ
が
、
グ
リ
ス
ル
は
、
一
方
で
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
の
死
傷
者
は
空
爆
に
よ
る
付
随
的
損
害
で
あ
る
こ
と
、
他
方
で
、

パ
ッ
ド
事
件
で
は
殺
害
が
意
図
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
相
違
が
、
パ
ッ
ド
事
件
決
定
で
は
殺
害
さ
れ
た
者
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ

る
と
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
と
主
張
す
る（
156
）。

こ
の
よ
う
に
、国
の
意
思
を
人
に
押
し
つ
け
る
こ
と
が
、欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
規
定
す
る
「
管
轄
」
行
使
に
あ
た
る
と
の
立
場
が
、学
説
上
で
は
主
張
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
国
の
意
思
を
押
し
つ
け
る
と
い
う
要
素
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
議
論
に
曖
昧
さ
を
残
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー

が
依
拠
す
る
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
自
身
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
欧
州
人
権
条
約
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
た
め
に
、
国
の
意
思
を
押
し
つ
け

る
こ
と
こ
そ
が
実
際
の
権
力
（au

th
ority

）
行
使
で
あ
り
、「
管
轄
」
行
使
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ

事
件
申
立
人
の
主
張
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
当
事
国
の
行
為
と
人
が
被
っ
た
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、
国
の
意
思
を
押
し
つ
け
た
こ
と
に
あ
た
る

と
の
理
解
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
と
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
の
立
場
に
は
、
実
際
に
は
乖
離
が
あ
る（
157
）。

加
え
て
、
国
の
意
思
を
基
準
と
し
て
、

第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
が
な
さ
れ
た
か
否
か
を
決
定
す
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
何
を
根
拠
に
国
の
意
思
を
発
見
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も
国
の
意
思
を
観
念

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
と
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
や
グ
リ
ス
ル
の
立
場
と
の
間
の
決
定
的
な
相
違
点
は
、
当
事
国
の
行
為
と
人
が
被
っ
た
害
と
の
間
に
偶
発
性
が
介
在
し

て
い
て
も
な
お
、
害
を
被
っ
た
者
が
加
害
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
偶
発
性
は
、
身
体
拘
束

の
場
合
の
よ
う
に
国
が
特
定
の
者
に
対
し
て
具
体
的
な
権
力
を
行
使
す
る
場
合
に
は
生
じ
な
い
が
、
軍
事
目
標
と
い
っ
た
特
定
の
対
象
へ
の
攻
撃
に
伴
い
殺
傷
さ
れ
た
者

―
す
な
わ
ち
、
付
随
的
損
害
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
者

―
に
つ
い
て
は
、
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
事
国
が
法
的
な
い
し
事
実
上
、
特
定
の
者
に
対
し
て

行
為
の
規
律
を
課
す
と
い
う
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
（
以
下
、
特
定
性
の
要
件
と
も
呼
称
）
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
か
否
か
が
、
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
や
グ
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リ
ス
ル
の
立
場
の
特
徴
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

以
上
の
学
説
と
は
様
相
を
異
に
す
る
の
が
、
ミ
ラ
ー
の
立
場
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー
は
、
領
域
外
「
管
轄
」
の
基
礎
が
支
配
で
は
な
く
、
領
域
性
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
彼
女
は
、
例
え
ば
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
の
よ
う
に
当
事
国
が
自
国
領
域
外
で
人
を
逮
捕
す
る
場
合
、
こ
れ
を
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

が
行
使
さ
れ
た
事
例
と
は
評
価
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
当
事
国
の
行
為
が
事
前
ま
た
は
事
後
に
「
個
人
が
そ
の
国
の
領
域
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
と
直
接
的
に
関
連

づ
け
ら
れ
て
お
り
」、
そ
れ
ゆ
え
当
事
国
が
「
人
を
施
設
に
収
容
し
、
退
去
を
強
制
す
る
条
件
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
」
事
例
で
あ
る
と
評
価
す
る（
158
）。

確
か
に
、
人
の
逮
捕

が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
者
が
最
終
的
に
被
告
国
領
域
に
連
行
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
や
欧
州
人
権
委
員
会
の
判
決
ま
た
は
決
定
そ

れ
自
体
に
は
、
領
域
と
の
繋
が
り
を
特
に
重
視
す
る
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
章
第
一
節
一
で
行
っ
た
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
の
分
析
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、

裁
判
所
や
委
員
会
は
む
し
ろ
、
当
事
国
の
公
務
員
へ
の
申
立
人
の
引
渡
し
な
ど
を
通
し
て
、
人
に
対
す
る
権
力
や
支
配
が
行
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
管
轄
の
連
関
」
構

築
要
因
と
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る（
159
）。

ま
た
、
ミ
ラ
ー
は
、
自
国
領
域
外
に
お
け
る
人
の
収
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
大
使
館
・
領
事
館
の
業
務
に
関
す
る
事
例
と
類
似
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
当
事
国
が
「
自
国
民
﹇
や
自
国
領
域
外
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
﹈
に
つ
い
て
行
政
上
の
義
務
を
負
い
続
け
て
お
り
」、
そ
れ
ゆ
え
、
当
事
国

は
「
自
国
領
域
外
の
大
使
館
﹇
な
い
し
施
設
﹈
の
所
在
す
る
土
地
に
対
し
て
機
能
的
支
配
を
有
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る
（
角
括
弧
内
は
筆
者
の
加
筆
に
よ
る
）

（
160
）。

も
っ
と

も
、
当
事
国
が
、
大
使
館
・
領
事
館
や
そ
の
他
の
当
事
国
が
管
理
す
る
施
設
の
所
在
す
る
土
地
に
対
し
て
、
領
域
的
な
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
、

欧
州
人
権
裁
判
所
や
欧
州
人
権
委
員
会
が
そ
の
判
決
お
よ
び
決
定
に
お
い
て
用
い
て
い
る
表
現
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い（
161
）。

し
た
が
っ
て
、
ミ
ラ
ー
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
件
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
事
実
を
独
自
の
観
点
か
ら
再
評
価
す
る
こ
と
で
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
が
領
域
性
で
あ
り
、
一
定
の
領
域
な
い
し
一
定
の
区

画
の
土
地
に
所
在
す
る
者
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
論
理
を
導
き
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
少
数
な
が
ら
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
国
家
管
轄
権
概
念
と
同
一
視
す
る
学
説
も
あ
る（
162
）。

た
だ
し
、
欧
州
人
権
裁
判
所
自
身
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」

概
念
が
国
家
管
轄
権
概
念
と
同
一
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
っ
て
は
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
学
説
の
紹
介
は
行
わ
な
い
。

（
2
）
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
に
み
る
規
律
対
象
の
特
定
性

こ
う
し
た
学
説
上
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
に
欧
州
人
権
裁
判
所
や
欧
州
人
権
委
員
会
の
判
決
お
よ
び
決
定
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
欧
州
人
権
裁
判
所
や
欧
州
人

権
委
員
会
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認
め
た
事
例
は
多
岐
に
渡
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
を
根
拠
に
領
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域
外
適
用
が
認
め
ら
れ
た
代
表
的
な
事
例
と
し
て
、
当
事
国
が
自
国
領
域
外
で
人
を
逮
捕
す
る
場
合
、
自
国
領
域
外
の
施
設
に
人
を
収
容
す
る
場
合
、
船
舶
の
航
行
を
当

事
国
が
阻
止
す
る
場
合
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
多
少
の
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
被
告
国
が
逮
捕
さ
れ
た
者
や
収
容
さ
れ
た
者
、
船
舶

の
乗
員
・
乗
客
に
対
し
て
権
力
や
支
配
を
行
使
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
ら
の
者
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た（
163
）。

こ
れ
ら
の
事
例
の

間
に
は
、
相
違
点
も
あ
れ
ば
類
似
点
も
あ
る
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
事
例
に
共
通
す
る
要
因
を
捉
え
て
、
そ
の
要
因
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
当

事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
た
と
判
断
し
た
と
仮
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
場
合
、こ
れ
ら
の
事
例
の
共
通
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
事
国
が
人
を
逮
捕
す
る
場
合
と
、
人
を
収
容
施
設
に
収
容
す
る
場
合
と
で
は
、
と
も
に
人
の
身
体
を
拘
束
し
て
い
る
と
い
う
点
が
共
通
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
逮

捕
ま
た
は
収
容
が
国
内
法
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
事
実
上
身
体
を
拘
束
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
法
的
な
権
限
を
人
に
対
し
て
行
使
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
も
っ
と
も
、
欧
州
人
権
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
身
体
拘
束
が
国
内
法
に
則
っ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
事
例
に
お
い
て
も
、
被
告
国
に
よ
る
身
体
拘
束
を
理
由
に
、

欧
州
人
権
条
約
の
被
告
国
領
域
外
で
の
適
用
を
認
め
て
き
た（
164
）。

つ
い
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
が
公
海
上
で
船
舶
の
運
航
を
妨
害
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
船
舶
の
乗
員
や
乗
客
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
を

認
め
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
ほ
か
対
フ
ラ
ン
ス
事
件
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
が
公
海
上
で
ウ
ィ
ナ
ー
号
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
船
籍
）
の
運
行
を
麻
薬
密

売
の
疑
い
で
停
止
さ
せ
、
当
該
船
舶
に
乗
船
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
ま
で
曳
航
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
の
ヒ
ル
シ
・
ジ
ャ
マ
ほ
か
対
イ
タ
リ
ア

事
件
（
ヒ
ル
シ
事
件
）
で
は
、
イ
タ
リ
ア
が
公
海
に
て
移
民
約
二
〇
〇
名
を
乗
せ
た
船
舶
（
イ
タ
リ
ア
船
籍
）
の
運
航
を
停
止
さ
せ
た
後
、
移
民
を
イ
タ
リ
ア
海
軍
の
船

舶
に
乗
せ
換
え
、
リ
ビ
ア
ま
で
移
送
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た（
165
）。

欧
州
人
権
裁
判
所
は
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
船
舶
の
乗
員
な
い
し
乗
客
が
被
告
国
の
「
管
轄
」

の
下
に
あ
る
と
の
判
決
を
下
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
判
決
で
は
何
が
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ヒ
ル
シ
事
件
の
場
合
、
移
民
船
の
運
航
を
妨
げ
た
国
と
当
該
移
民
船
の
船
籍
は
、
と
も
に
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
航
海
法
第
四
条
は
、
公
海
上
の

イ
タ
リ
ア
船
籍
の
船
舶
が
、
他
国
の
主
権
の
下
に
は
な
い
場
合
、
当
該
船
舶
が
イ
タ
リ
ア
領
域
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
旨
を
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
を
踏
ま
え
つ
つ
、
欧

州
人
権
裁
判
所
は
、
本
件
が
「
イ
タ
リ
ア
に
よ
る
管
轄
の
領
域
外
的
行
使
の
事
例
に
相
当
す
る
」
と
評
価
す
る（
166
）。

こ
こ
か
ら
、
ヒ
ル
シ
事
件
判
決
で
は
、
イ
タ
リ
ア
が
自

国
船
籍
の
移
民
船
と
そ
の
乗
客
に
対
し
て
、
国
家
管
轄
権
を
行
使
し
た
の
だ
と
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
他
方
で
、
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
に
本
件
を
「
管

轄
の
領
域
外
的
行
使
」
が
な
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
と
評
価
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
。
そ
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
必
要
最
小
限
の
支
配
を

イ
タ
リ
ア
当
局
が
行
使
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
理
由
に
イ
タ
リ
ア
が
申
立
人
の
運
命
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
は
い
え
な
い
と
す
る
イ
タ
リ
ア
政
府
の
主
張
に
は
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賛
成
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
国
の
船
舶
へ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
の
乗
船
と
進
路
変
更
が
問
題
と
な
っ
た
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
事
件
判
決
に
つ
い
て
、「
フ
ラ
ン

ス
が
、
ウ
ィ
ナ
ー
号
と
そ
の
乗
員
に
対
し
て
行
使
す
る
、
継
続
か
つ
途
切
れ
な
い
、
少
な
く
と
も
事
実
上
の
支
配
が
あ
っ
た
の
か
」
が
検
討
さ
れ
た
の
だ
と
評
価
す
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
イ
タ
リ
ア
軍
の
当
該
船
舶
へ
の
乗
船
と
リ
ビ
ア
当
局
へ
の
申
立
人
の
引
渡
し
と
の
間
、
ヒ
ル
シ
事
件
の
「
申
立
人
が
、
継
続
し
た
、

か
つ
排
他
的
な
、
法
的
か
つ
事
実
上
の
イ
タ
リ
ア
当
局
の
支
配
の
下
に
あ
っ
た
」
と
判
断
す
る（
167
）。

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
事
件
で
は
、
ウ
ィ
ナ
ー
号
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
と
ウ
ィ
ナ
ー
号
の
乗
員
と
を
載
せ
た
ま
ま
、
フ
ラ
ン
ス
の
港
へ
の
進
路
変
更
を
強
制
さ
れ
た
。
こ
こ

か
ら
、
領
域
外
「
管
轄
」
の
基
礎
が
支
配
で
は
な
く
領
域
性
で
あ
る
と
主
張
す
る
上
述
の
ミ
ラ
ー
の
立
場
を
採
用
す
る
の
な
ら
ば
、
当
該
事
件
で
は
、
乗
員
が
最
終
的
に

フ
ラ
ン
ス
に
連
れ
ら
れ
た
こ
と
が
、
被
告
国
と
申
立
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ヒ
ル

シ
事
件
の
場
合
に
は
、
船
籍
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ヒ
ル
シ
事
件
判
決
と
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
事
件
判
決
と
の
間
に
、
継
続
し
た
「
事
実
上
の
支
配
」
が
少
な
く
と
も
行
使
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
を
見
い
出
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る（
168
）。

こ
の
共
通
点
は
、
ミ
ラ
ー
の
よ
う
な
立
場
を
採
用
す
る
の
な
ら
ば
、
決
し
て
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
あ
く
ま
で
、

領
域
性
で
は
な
く
、
人
に
対
す
る
支
配
の
行
使
こ
そ
が
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
仮
に
、
ヒ
ル
シ
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
事
実
の
う
ち
、
移
民
船
の
船
籍
が
イ
タ
リ
ア
で
は
な
く
第
三
国
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
イ
タ
リ
ア
は
移
民
船
に
乗
船
し
て
い

た
者
に
対
し
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
節
一
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
、「
管
轄
」
が
当
事
国
に
よ
る
建
物
、
航
空
機
、
船
舶
に
対
す
る
支
配

の
み
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
人
に
対
す
る
物
理
的
力
及
び
支
配
の
行
使
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ

事
件
判
決
や
ヒ
ル
シ
事
件
判
決
に
お
い
て
も
ま
た
、
被
告
国
が
船
舶
に
対
し
て
支
配
を
行
使
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
船
舶
の
乗
員
・
乗
客
に
対
し
て
支
配
を
行
使
し
た
こ

と
こ
そ
が
、
当
該
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
る
決
定
的
要
因
で
あ
る
と
い
え
る（
169
）。

そ
れ
で
は
、
当
事
国
が
人
を
逮
捕
す
る
場
合
と
、
人
を
収
容
施
設
に
収
容
す
る
場
合
、
当
事
国
が
船
舶
の
運
航
を
妨
害
す
る
場
合
と
で
は
何
が
共
通
し
て
お
り
、
そ
の

共
通
の
要
因
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
を
逮
捕
す
る
場
合
と
人
を
収
容
施
設
に
収

容
す
る
場
合
と
で
は
、
人
の
身
体
に
少
な
く
と
も
事
実
上
、
当
事
国
の
権
力
及
び
支
配
が
及
ぶ
と
い
う
点
が
共
通
す
る
こ
と
は
、
先
の
検
討
で
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、

船
舶
の
運
航
を
阻
止
す
る
場
合
に
も
、
逮
捕
や
収
容
施
設
へ
の
収
容
と
同
程
度
に
、
乗
員
・
乗
客
の
身
体
が
当
事
国
に
よ
り
事
実
上
の
権
力
及
び
支
配
の
下
に
あ
る
と
い
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え
る
だ
ろ
う
か
。
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
事
件
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
が
ウ
ィ
ナ
ー
号
に
乗
船
し
た
後
に
発
砲
し
、
乗
員
一
名
が
被
弾
、
後
に
死
亡
し
て
い
る
。
残
り
の

乗
員
は
ウ
ィ
ナ
ー
号
の
一
画
に
留
め
置
か
れ
、
軍
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
上
陸
後
、
警
察
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
死
亡
し
た
者
の
遺
族
は
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ

フ
事
件
の
申
立
人
で
は
な
く
、
当
該
事
件
の
申
立
人
が
置
か
れ
た
状
況
は
、
当
事
国
が
人
を
逮
捕
・
収
容
す
る
事
例
と
多
く
の
点
で
共
通
す
る（
170
）。

他
方
、
ヒ
ル
シ
事
件
の
場
合
、
船
舶
に
乗
船
し
て
い
た
移
民
は
、
イ
タ
リ
ア
海
軍
の
船
舶
に
移
さ
れ
、
リ
ビ
ア
ま
で
移
送
さ
れ
た
。
移
送
の
間
、
移
民
は
身
元
確
認
を

受
け
な
か
っ
た
が
、身
元
を
証
明
す
る
書
類
を
含
む
所
持
品
は
没
収
さ
れ
た
。
ま
た
、リ
ビ
ア
到
着
後
、移
民
は
リ
ビ
ア
当
局
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
国
が
人
を
逮
捕
し
、

ま
た
は
収
容
施
設
へ
収
容
す
る
場
合
、
そ
の
国
は
対
象
者
の
氏
名
や
身
体
的
特
徴
等
を
記
録
す
る
な
ど
、
身
元
確
認
を
行
う
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
だ
が
、
ヒ
ル
シ
事
件

の
場
合
、
イ
タ
リ
ア
は
、
移
民
の
所
持
品
を
没
収
し
た
と
は
い
え
、
約
二
〇
〇
名
い
た
移
民
一
人
一
人
の
名
前
や
身
元
に
つ
い
て
は
把
握
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
問
題

と
な
っ
た
移
民
船
は
イ
タ
リ
ア
の
海
岸
に
接
岸
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。移
民
は
リ
ビ
ア
へ
の
移
送
に
よ
り
、イ
タ
リ
ア
へ
の
上
陸
を
事
実
上
阻
ま
れ
た
が
、

こ
の
事
実
を
も
っ
て
、
移
民
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
、
逮
捕
や
収
容
の
事
例
と
同
様
の
身
体
拘
束
を
受
け
た
と
評
価
す
べ
き
な
の
か
は
、
定
か
で
は
な
い（
171
）。

む
し
ろ
当
該
事
実
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
ヒ
ル
シ
事
件
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
が
船
舶
の
乗
客
で
あ
っ
た
移
民
に
対
し
て
、
事
実
上
、
移
動
の
制
約
を
課
し
、
当

該
移
民
の
行
為
を
規
律
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
事
実
上
の
支
配
（d

e facto con
trol

）」
で
あ
る
と
い
え
る（
172
）。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
は
身
元
の
特
定
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
移
民
一
人
一
人
を
余
す
こ
と
な
く
リ
ビ
ア
に
連
行
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
、
特
定
の
身
元
不
明
人
に
対
し
て
、

事
実
上
の
支
配
を
行
使
し
た
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
上
記
（
1
）
で
述
べ
た
、
当
事
国
が
法
的
な
い
し
事
実
上
、
特
定
の
者
に
対
し
て
行
為
の
規
律
を
課
す
と
い
う
規

律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
、
ヒ
ル
シ
事
件
に
お
い
て
は
満
た
さ
れ
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
様
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
や
欧
州
人
権
委
員
会
の
判
決
お
よ
び
決
定
に
お
い
て
、
非
逮
捕
者
・
被
収
容
者
が
、
逮
捕
・
収
容
を
行
っ
た
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る

と
判
断
さ
れ
て
き
た
理
由
は
、
彼
ら
が
当
該
国
か
ら
、
少
な
く
と
も
事
実
上
の
支
配

―
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
ら
の
行
為
に
対
す
る
事
実
上
の
規
律

―
を
受
け
て
い
た

か
ら
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
全
体
と
し
て
分
析
す
る
と
、
当
事
国
が
少
な
く
と
も
事
実
上
、
特
定
の
者
の
行
為
を
規
律

す
る
場
合

―
す
な
わ
ち
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
場
合

―
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
そ
の
者
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
評
価
し
て
き

た
と
整
理
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
の
逮
捕
や
収
容
・
船
舶
の
運
航
妨
害
が
問
題
と
な
っ
た
判
決
お
よ
び
決
定
と
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
の
間
の
整
合
性

も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
は
、
空
爆
の
死
傷
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
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理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
を
保
障
す
る
義
務
の
範
囲
が
、
実
際
に
行
使
さ
れ
た
支
配
の
程
度
と
比
例
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
代
替
的
に
、
第
二
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
作
戦
空
域
に
対
す
る
支
配
は
ほ
と
ん
ど
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
領
域
へ
の
ト
ル
コ
の
支
配
と
同
程
度
に
完
全
な
も
の
で
あ
る
が
、

（
空
域
の
み
と
い
う
）
限
ら
れ
た
範
囲
に
対
す
る
支
配
が
な
さ
れ
る
場
合
、第
一
条
に
基
づ
く
義
務
も
ま
た
同
様
に
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
う
る
と
主
張
す
る（
173
）。

こ
の
う
ち
、

前
者
の
主
張
は
、
空
爆
に
よ
る
申
立
人
の
死
傷
が
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
の
行
使
に
相
当
し
て
お
り（
174
）、

そ
の
「
管
轄
」
の
行
使
の
程
度
に
よ
っ

て
、
義
務
の
範
囲
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
整
理
で
き
る
。
ま
た
、
後
者
の
主
張
は
、
本
章
第
二
節
で
扱
う
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
、
限
定
的
に
せ
よ
、

空
域
に
関
し
て
も
想
定
し
う
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
整
理
で
き
る
。

前
者
の
主
張
に
つ
い
て
い
え
ば
、
確
か
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
は
、
被
告
国
の
実
施
し
た
空
爆
に
よ
り
死
傷
し
て
お
り
、
被
告
国
の
行
為
と
申
立
人
が
受
け
た

害
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
因
果
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
と
、
国
が
特
定
の
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も
同
じ

で
は
な
い（
175
）。

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
空
爆
の
場
合
、
軍
事
目
標
は
放
送
局
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
空
爆
に
よ
り
死
傷
し
た
者
は
、

国
営
放
送
を
行
う
た
め
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
軍
人
で
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
彼
ら
が
「
自
発
的
な
人
間
の
盾
」
と
し
て
軍
事
目
標
と
さ
れ
た
放
送
局
で
の
勤
務

を
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
行
為
は
敵
対
行
為
へ
の
直
接
参
加
と
は
み
な
さ
れ
な
い（
176
）。

こ
の
よ
う
に
、
軍
事
目
標
主
義
に
従
え
ば
、
放
送
局
で
勤
務
す
る
放
送
ス
タ
ッ

フ
は
軍
事
目
標
で
は
あ
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
空
爆
国
は
、
特
定
の
放
送
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
殺
害
・
負
傷
さ
せ
る
た
め
に
、
空
爆
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
と
法
的
に
整

理
で
き
る
。
彼
ら
が
被
っ
た
害
は
、
あ
く
ま
で
空
爆
に
伴
う
付
随
的
損
害
で
あ
り
、
空
爆
の
実
施
と
い
う
被
告
国
の
行
為
と
、
空
爆
に
よ
る
人
の
死
傷
と
い
う
結
果
と
の

間
に
は
、
厳
然
と
し
て
、
偶
然
性
・
不
確
実
性
が
存
在
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
空
爆
国
は
自
ら
の
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
て
、
申
立
人
の
「
運
命
（fate （
177
））」

を

決
定
づ
け
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
に
お
い
て
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
は
満
た
さ
れ
な
い
と
い
え
る
。
付
随
的
損
害
は
国
際

人
道
法
上
一
定
の
条
件
の
下
で
許
容
さ
れ
る
が
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
、
こ
の
国
際
人
権
保
障
の
空
白（
178
）を

欧
州
人
権
条
約
に
よ
っ
て
も
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
示
し
た
と
い
え
る
。

他
方
で
、
人
の
逮
捕
が
問
題
と
な
っ
た
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
の
場
合
、
被
告
国
は
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
自
身
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
へ
の
帰
国
を
強
制
し
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
の
行

為
を
規
律
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、二
〇
一
四
年
の
ハ
ッ
サ
ン
対
英
国
事
件
判
決
で
は
、英
米
両
国
に
よ
る
占
領
に
至
る
前
の
イ
ラ
ク
に
お
い
て
英
国
軍
に
よ
り
拘
束
さ
れ
、

施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
た
ハ
ッ
サ
ン
氏
が
、
拘
束
さ
れ
て
い
た
期
間
、
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
当
該
事
件
に
お
い
て
、
英
国
は
、
ハ
ッ
サ
ン
氏

を
収
容
下
に
お
く
こ
と
で
、
や
は
り
彼
の
行
為
を
規
律
し
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
ル
シ
事
件
の
場
合
、
イ
タ
リ
ア
は
確
か
に
移
民
一
人
一
人
の
身
元
確
認
を
行
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わ
な
か
っ
た
が
、
約
二
〇
〇
名
い
た
移
民
に
対
し
て
、
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
リ
ビ
ア
へ
の
移
送
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
が
約
二
〇
〇
名
い
た
移
民

全
体
に
対
し
て
、
と
い
う
よ
り
も
移
民
船
の
乗
客
で
あ
っ
た
移
民
一
人
一
人
に
対
し
て
、
行
動
の
制
約
を
課
し
、
事
実
上
の
規
律
を
課
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
含
む
一
連
の
判
決
・
決
定
を
評
価
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
、
そ
の
先
例
や
後
続
判
例
と
の
間
の
一

貫
性
は
維
持
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
に
一
貫
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
、
付
随
的
損
害
を
許
容

す
る
よ
う
に
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
を
解
釈
す
べ
き
理
由
に
は
な
ら
な
い
。国
際
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
は
、こ
う
し
た
判
例
の
一
貫
性
は
破
棄
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
は
、
実
際
に
は
先
例
や
後
続
判
例
と
整
合
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
説
上
で
は
先
例
と
合
致
せ
ず
、
ま
た

後
続
判
例
に
よ
り
覆
さ
れ
た
と
、
複
数
の
論
者
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る（
179
）。

2　

属
人
主
義
の
否
定

ま
た
、
学
説
上
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の（
180
）、

人
が
当
事
国
の
国
籍
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
は
い
い

難
い
点
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
国
籍
は
、
属
人
主
義
に
基
づ
き
、
国
家
管
轄
権
の
行
使
を
国
際
法
上
正
当
化
す
る
根
拠
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
お
よ
び
欧
州
人
権
委
員
会
の
判
決
・
決
定
で
は
、
最
初
期
の
決
定
を
除
き（
181
）、

国
籍
の
み
を
理
由
と
し
て
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事
例
は
な
い
。

国
籍
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
な
り
う
る
の
か
を
検
討
す
る
上
で
、特
に
参
考
と
な
る
の
が
、ジ
ョ
ン
テ
ィ
オ
ム
事
件
判
決
で
あ
る
。
当
該
事
件
で
は
、ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
二
重
国
籍
を
有
す
る
児
童
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
公
的
教
育
機
関
に
よ
り
就
学
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
欧
州

人
権
条
約
お
よ
び
そ
の
第
一
議
定
書
上
の
権
利
侵
害
に
当
た
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
本
件
就
学
拒
否
が
生
じ
た
経
緯
を
分
析

す
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
当
局
が
、
あ
く
ま
で
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
の
一
九
六
二
年
の
文
化
協
力
に
関
す
る
合
意
に
基
づ
き
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
二
重
国
籍

の
児
童
に
つ
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
の
公
的
教
育
機
関
で
の
就
学
を
認
め
て
お
り
、ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
領
域
に
お
い
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、

一
九
八
八
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
同
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
二
重
国
籍
の
児
童
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
的
教
育
機
関
で
の
就
学
を
禁
止
す
る
決
定
を
一
方
的
に
行
っ
た

結
果
、
申
立
人
の
子
の
就
学
が
フ
ラ
ン
ス
に
よ
り
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
就
学
拒
否
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
帰
属

す
る
決
定
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
、
問
題
の
状
況
が
フ
ラ
ン
ス
に
帰
責
し
え
な
い
と
判
断
す
る
。
そ
し
て
、
本
件
申
立
に
つ
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
第
三
五
条
三
項
お
よ
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び
四
項
に
基
づ
き
、
申
立
が
条
約
の
規
定
と
両
立
し
な
い
と
し
て
申
立
を
却
下
す
る（
182
）。

欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
判
決
に
お
い
て
、
二
重
国
籍
の
児
童
が
フ
ラ
ン
ス
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
は
明
示
的
に
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
欧
州
人
権
裁

判
所
が
、
仮
に
当
該
児
童
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
申
立

の
却
下
と
い
う
結
論
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
申
立
が
条
約
の
規
定
と
両
立
し
な
い
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
実
体
的
権
利
の
侵
害
は
な
か
っ
た

と
い
っ
た
理
由
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
就
学
拒
否
を
引
き
起
こ
し
た
決
定
が
フ
ラ
ン
ス
に
は
帰
責
し
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
裁
判
所
の
態
度
は
、

一
九
七
五
年
の
ヘ
ス
対
英
国
事
件
欧
州
人
権
委
員
会
決
定
を
想
起
さ
せ
る
。
当
該
事
件
で
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
に
お
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
、
ド
イ
ツ

の
シ
ュ
パ
ン
ダ
ウ
刑
務
所
に
て
服
役
を
し
て
い
る
ヘ
ス
氏
が
、
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
欧
州
人
権
委
員

会
は
、
当
該
刑
務
所
が
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
ロ
シ
ア
の
四
ヵ
国
に
よ
る
全
会
一
致
に
よ
り
、
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ス
氏
の
収
容
の

継
続
に
関
す
る
責
任
が
四
ヵ
国
共
同
で
行
使
さ
れ
て
お
り
、
英
国
は
共
同
責
任
の
一
部
を
担
う
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ュ
パ
ン
ダ
ウ
刑
務
所
の
運
営
及
び
管
理
は
、

英
国
の
「
管
轄
の
下
」
に
あ
る
問
題
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
る（
183
）。

ジ
ョ
ン
テ
ィ
オ
ム
事
件
判
決
と
ヘ
ス
事
件
決
定
と
で
は
、
被
告
国
は
自
国
に
決
定
権
限
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
と
い
う

点
が
共
通
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、被
告
国
は
自
ら
の
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
て
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
い
う
と
こ
ろ
の
、申
立
人
の
「
運

命
」
を
決
定
づ
け
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ジ
ョ
ン
テ
ィ
オ
ム
事
件
判
決
と
ヘ
ス
事
件
決
定
で
は
、
実
質
的
に
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に

は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
え
る
。
属
人
主
義
が
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ジ
ョ

ン
テ
ィ
オ
ム
事
件
判
決
に
お
い
て
、
二
重
国
籍
の
児
童
が
フ
ラ
ン
ス
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
明
示
的
に
述
べ
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
キ

ン
グ
は
、
第
二
章
第
二
節
二
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
外
国
に
い
る
す
べ
て
の
国
民
は
国
籍
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
籍
を
付
与
さ

れ
た
者
は
、
国
籍
を
保
有
し
て
い
る
間
、
常
に
自
国
に
よ
り
自
ら
の
「
運
命
」
を
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（
184
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
上
、
国
籍
の
保
有
そ
れ
自
体
は
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
は
な
く
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
の
行
使
と
は
み
な
さ
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
に
お
い
て
ト
ル
コ
が
自
国
の
刑
事
法
を
ケ
ニ
ア
に
い
る
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
に
適
用
し
た
よ
う
に
、
欧
州
人
権
条
約
当

事
国
が
、
自
国
民
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
特
定
の
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
は
当
然
あ
り
う
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
国
籍
は
国
家
管
轄
権
行
使

の
正
当
化
根
拠
で
あ
っ
て
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
は
な
い
。
そ
し
て
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
国
籍
の
保
有
で
は
な
く
、
当
事
国
が
特
定
の
者
に
対
し
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て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
た
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
架
空
の
事
例
と
し
て
、
仮
に
欧
州
人
権
条
約
当
事
国
が
在
外
自
国
民
の
国
籍
を
剥
奪
し
た
場
合
、
当
該

国
が
特
定
の
者
の
国
籍
を
剥
奪
す
る
と
い
う
法
執
行
活
動
を
行
っ
た
時
点
で
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
国
は

特
定
の
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
た
と
い
え
、当
事
国
と
そ
の
者
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、国
籍
の
付
与
・

剥
奪
如
何
の
決
定
は
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
国
の
行
為
だ
が
、
人
が
あ
る
国
の
国
籍
を
保
有
す
る
こ
と
自
体
は
、
当
該
国
籍
国
が
そ
の
者
に
対
し
て
、
例
え
ば
逮
捕
・

拘
束
事
例
と
同
様
に
、
継
続
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

も
っ
と
も
、
本
章
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
欧
州
人
権
条
約
当
事
国
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
国
領
域
内
に
所
在
す
る

者
ま
た
は
財
産
を
所
有
す
る
者
を
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
く
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
国
の
自
国
民
は
自
国
領
域
内
に
い
る
限
り
、
常
に
当
該
国
の
「
管
轄
」

の
下
に
あ
る
と
い
え
、
属
人
主
義
に
基
づ
き
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
し
な
く
と
も
、
欧
州
人
権
条
約
の
実
施
に
お
い
て
実
際
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、

自
国
領
域
外
に
い
る
者
が
自
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
当
該
国
籍
国
が
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
権
力
及
び
支
配
を
そ
の
者
に

対
し
て
行
使
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
は
、
属
人
主
義
は
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
と
さ

れ
る
。
だ
が
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
は
、
属
人
主
義
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

3　

例
外
的
な
状
況
に
お
け
る
特
定
性
の
要
件
の
解
除

本
章
第
二
節
で
論
じ
る
よ
う
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
場
合
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
は
充
足
さ
れ
る
必
要
が
な
い
。
こ
れ

に
加
え
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
規
律
対
象
の
特
定
性

の
要
件
が
解
除
さ
れ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
立
場
が
初
め
て
示
さ
れ
た
の
は
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
第
三
申
立
人
の
事
例
で
あ
る
。

ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
は
、
米
国
・
英
国
占
領
下
に
あ
っ
た
イ
ラ
ク
に
お
い
て
、
六
名
の
民
間
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
三
申
立
人
の
親
族
以
外

の
者
に
つ
い
て
は
、死
亡
時
に
収
容
施
設
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
か
、ま
た
は
、収
容
施
設
外
で
は
あ
っ
て
も
英
国
兵
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
状
況
で
あ
っ
た
。

他
方
、
第
三
申
立
人
の
親
族
は
、
英
国
兵
と
ゲ
リ
ラ
活
動
を
行
う
者
と
の
間
の
銃
撃
戦
の
最
中
、
流
れ
弾
に
あ
た
り
死
亡
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
第
三
申
立
人
の
親
族
は
、

英
国
兵
に
狙
撃
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
英
国
兵
の
発
砲
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
は
、
英
国
は

第
三
申
立
人
の
親
族
の
死
亡
に
つ
い
て
規
律
し
た
と
は
い
え
ず
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
三

申
立
人
も
含
め
た
す
べ
て
の
申
立
人
の
親
族
が
、
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
英
国
が
米
国
と
と
も
に
イ
ラ
ク
に
お
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い
て
、
主
権
を
有
す
る
政
府
が
通
常
は
行
使
す
る
公
権
力
の
一
部
の
行
使
を
引
き
受
け
た
と
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
英
国
が
イ
ラ
ク
南
東
部
の
治
安
維
持
に
つ
い
て
権
力

及
び
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
、
特
に
強
調
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
英
国
が
「
こ
の
よ
う
な
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
」、
バ
ス
ラ
に
お
い
て

治
安
維
持
活
動
に
従
事
す
る
自
国
の
兵
士
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
治
安
維
持
活
動
の
最
中
に
殺
害
さ
れ
た
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
た
と
評
価
す
る
。
そ

し
て
、
殺
害
さ
れ
た
者
（
第
三
申
立
人
の
親
族
を
含
む
）
と
英
国
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
確
立
し
て
い
る
と
判
断
す
る（
185
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
規

律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
さ
ず
と
も
、
英
国
が
第
三
申
立
人
に
対
し
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
評
価
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
の
特
徴
に
着
目
し
、
ス
ジ
ュ
ド
ロ
は
当
該
判
決
を
、
人
に
影
響
を
与
え
る
現
実
的
な
可
能
性
こ
そ
が
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
相

当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
事
例
と
評
価
す
る（
186
）。

仮
に
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
余
地
が
当
該
判
決
に
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
射
程
は
か
な
り
限
定
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
該
判
決
に
お
け
る
特
定
性
の
要
件
の
解
除
は
「
例
外
的
な
状
況
」、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
英
国
が
治
安
維
持
活
動
に
つ
い
て
権
力
及
び
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
、
ま

た
、
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
治
安
維
持
活
動
の
最
中
に
事
件
が
生
じ
た
と
い
う
、
英
国
の
当
該
事
件
へ
の
関
与
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
認
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
は
、
当
事
国
が
人
に
影
響
を
与
え
る
現
実
的
な
可
能
性
が
あ
れ
ば
常
に
、
特
定
性
の
要
件
の
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
ま
で
は
示
し

て
い
な
い（
187
）。

そ
れ
で
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
解
除
さ
れ
る
「
例
外
的
な
状
況
」
と
は
、
当
事
国
が
占
領
国
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、外
国
領
域
を
占
領
下
に
お
く
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
の
み
で
も
解
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
検
討
の
参
考
に
な
る
の
が
、二
〇
一
四
年
の
ジ
ャ

ロ
ー
ド
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
判
決
で
あ
る
。
当
該
事
件
で
は
、
米
国
と
英
国
の
占
領
下
に
あ
っ
た
イ
ラ
ク
に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
夜
間
に
検
問
所
を
突
破
し
よ
う

と
し
た
民
間
人
の
車
両
が
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
ま
た
は
イ
ラ
ク
民
間
防
衛
隊
の
兵
士
に
よ
り
銃
撃
を
受
け
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
が
死
亡
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

軍
は
当
時
、
安
保
理
決
議
一
四
八
三（
188
）に

基
づ
き
組
織
さ
れ
た
多
国
籍
軍
で
あ
る
イ
ラ
ク
平
和
安
定
化
部
隊
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
英
国
軍
の
指
揮
下
に
あ
る
多
国

籍
区
東
南
部
、
ア
ル
ム
サ
ナ
州
に
駐
留
し
、
イ
ラ
ク
民
間
防
衛
隊
と
と
も
に
当
該
検
問
所
を
護
衛
し
て
い
た（
189
）。

欧
州
人
権
裁
判
所
は
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
、「
特
殊
な
事
実
上
の
文
脈
と
国
際
法
の
関
連
規
則
」
を
考
慮
し
つ
つ
、
欧
州
人
権
条
約
の
「
管
轄
」
が
確
立
す

る
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
他
の
参
加
国
を
排
除
し
て
、
こ
の
地
域
で
の
治
安
確
保
に
つ
い
て
責
任
を
引
き
受
け
て
お
り
、
そ
こ
で
の
派
遣
部
隊
に
対
し

て
完
全
な
指
揮
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
裁
判
所
は
、
事
実
関
係
を
こ
れ
以
上
明
瞭
化
す
る
こ
と
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
が
イ
ラ
ク
平
和
安
定

化
部
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
限
度
内
で
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
お
り
、
検
問
所
を
通
過
す
る
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
認
め
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
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自
ら
が
認
め
る
と
お
り
、
欧
州
人
権
条
約
に
お
け
る
「
管
轄
」
の
確
立
に
お
い
て
、「
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
第
四
二
条
の
意
味
で
の
『
占
領
国
』
の
地
位
や
、
そ
の
欠
如
は
、

そ
れ
自
体
で
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
る（
190
）。

ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
は
、
検
問
所
を
護
衛
す
る
兵
士
が
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
に
対
し
て
発
砲
し
た
事
件
で
あ
り
、
国
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
が
特
定
の
対
象
に
向
か
っ
て
い

る
と
い
う
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
事
件
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
解
除
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
。
当
該
判
決
の
意
義
は
、
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
も
当
事
国
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
だ
が
、

当
該
事
件
を
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
事
件
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
状
況
で
あ
れ
、
こ
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
の
な
ら
ば
人
に
対
す
る
権
力
及

び
支
配
が
行
使
さ
れ
た
と
い
え
る
の
だ
か
ら
、
取
り
立
て
て
当
該
判
決
に
着
目
す
る
必
要
性
は
な
い
。

他
方
で
、
ド
ッ
ト
ウ
ィ
ラ
ー
は
、
物
理
的
な
行
為
が
規
範
的
内
容
を
有
す
る
と
述
べ
て
い
る（
191
）。

こ
こ
か
ら
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
た
め
に
は
、

国
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
が
特
定
の
対
象
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
形
式
的
要
件
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
質
的
要

件
を
も
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
仮
定
す
る
。
例
え
ば
、
当
事
国
の
兵
士
が
不
審
者
の
通
行
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
銃
口
を
特
定
の
者
に
対
し
て
向
け
て
発
砲
し

た
が
、
銃
弾
が
そ
の
者
に
当
た
ら
ず
、
そ
の
不
審
者
が
逃
げ
お
お
せ
た
場
合
、
未
遂
状
態
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
は
、

評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仮
に
未
遂
状
態
で
は
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す
る
た
め
の
実
質
的
要
件
と
は
、
未
遂
で
は
な
く
既
遂
、
す
な
わ
ち
、
実
際
に
物
理
的
な
力
が
人
に
及
ぶ
こ

と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
で
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
実
質
的
に
も
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
た
め
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
兵
が
銃
口
を
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
に
向
け
て
発
砲
し
た
と
い
う
形
式
的
要
件
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
が
検
問
所
の
兵
士
の
銃
弾
に
被
弾
し
、
か
つ
当

該
兵
士
の
発
砲
行
為
が
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
当
該
事
件
で
は
、
誰
が
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
を
殺
害
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
は
イ
ラ
ク
民
間
防
衛
隊
の
兵
士
が
発
砲
し
た
銃
弾
に
被
弾
し

て
死
亡
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
判
決
で
は
、
イ
ラ
ク
民
間
防
衛
隊
が
オ
ラ
ン
ダ
軍
将
校
の
監
視
下
に
あ
り
、
従
属
し
て
い
た
こ
と
が
、
イ

ラ
ク
民
間
防
衛
隊
の
兵
士
の
行
為
の
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
属
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
瞭
な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る（
192
）。

そ
れ
ゆ
え
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件

を
充
足
す
る
上
で
、
仮
に
実
質
的
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
事
件
で
は
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
実
質
的
に
は
充
足
さ
れ

て
い
な
い
事
例
と
評
価
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
判
決
で
、
オ
ラ
ン
ダ
が
検
問
所
を
通
過
す
る
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
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配
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
と
同
様
、第
一
に
、オ
ラ
ン
ダ
が
問
題
の
地
域
の
治
安
確
保
に
つ
い
て
責
任
を
引
き
受
け
て
お
り
、

そ
こ
で
の
派
遣
部
隊
に
対
し
て
完
全
な
指
揮
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
治
安
確
保
の
た
め
の
活
動
の
最
中
に
事
件
が
生
じ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
当
該
事
件
へ

の
関
与
が
明
白
で
あ
る
こ
と
と
い
う
、
極
め
て
「
例
外
的
な
状
況
」
に
お
い
て
、
特
定
性
の
要
件
の
解
除
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
評
価
で
き
る
。

欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
の
充
足
に
お
い
て
、
国
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
が
特
定
の
対
象
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
形
式
的
要

件
だ
け
で
な
く
、
未
遂
で
は
な
く
既
遂
、
す
な
わ
ち
、
実
際
に
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
質
的
要
件
の
充
足
を
も
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ

き
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
逮
捕
・
拘
束
・
船
舶
の
航
行
妨
害
と
い
っ
た
典
型
的
な
事
例
か
ら
、
ド
ロ
ッ
ド
事
件
の
よ
う
な
裁
判
官
に
よ
る
司
法
管
轄
権
の
行
使

と
い
っ
た
事
例
、そ
し
て
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
に
お
け
る
空
爆
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
と
い
う
事
例
に
至
る
ま
で
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
当
事
国
に
よ
る
第
一
条
の
「
管
轄
」

行
使
の
有
無
を
検
討
し
た
事
例
で
は
、
一
つ
と
し
て
、
当
事
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使
未
遂
と
い
う
も
の
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
は
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
未
遂
事
件

に
は
、
例
え
ば
特
定
の
者
を
制
止
さ
せ
る
た
め
に
発
砲
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偶
然
に
も
そ
の
者
が
被
弾
せ
ず
、
逃
げ
お
お
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
偶
発
性
の

要
素
が
介
在
す
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
国
は
、
権
力
及
び
支
配
の
行
使
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
場
合
に
は
、
特
定
の
者
に
対
す
る
「
運

命
」
を
決
定
づ
け
て
は
い
な
い
と
い
え
る（
193
）。

そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
実
際
に
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
質
的
要
件
を
も
充
足
し
て
こ
そ
、
規

律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
架
空
の
事
例
と
し
て
、
当
事
国
が
特
定
の
者
に
つ
い
て
、
刑
法
上
の
罪
を
犯
し
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
国
際
的
に
指
名
手
配
を
行
っ
た
が
、
指
名
手
配
を

さ
れ
た
者
は
、
当
該
国
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
例
に
お
い
て
、
指
名
手
配
を
受
け
た
者
が
、
こ
の
指
名
手
配
が
適
正
手
続
に
則
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
逮
捕
さ
れ
れ
ば
拷
問
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
当
該
国
の
領
域
外
で
身
を
隠
し
な
が
ら
欧
州
人
権
条
約
違
反
を
訴
え
た
場
合
、
こ
の

者
は
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
こ
の
者
が
、
そ
の
指
名
手
配
を
受
け
た
が
ゆ
え
に
身
を
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
当
該
国
が
単
な
る
影
響
以
上
の
支
配
を
そ
の
者
に
対
し
て
行
使
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
事
例
を
扱
っ
た
こ
と
が

な
い
た
め
、
判
例
法
が
ど
う
で
あ
る
か
を
本
稿
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
特
定
の
者
に
対
す
る
「
運
命
」
を
決
定
づ
け
る
こ
と
を
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件

と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、や
は
り
こ
の
場
合
も
、指
名
手
配
を
受
け
た
者
は
、逮
捕
さ
れ
刑
事
裁
判
を
受
け
よ
と
い
う
当
事
国
の
規
律
に
は
服
し
て
お
ら
ず
、当
事
国
の
「
管

轄
」
の
下
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
指
名
手
配
を
受
け
た
者
の
な
か
に
は
、
指
名
手
配
を
行
っ
た
国
と
は
異
な
る
第
三
国
で
、
身
を
隠
す
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

者
も
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
不
確
実
性
が
存
在
す
る
以
上
、
当
該
者
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
オ
ジ
ャ
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ラ
ン
事
件
の
申
立
人
で
す
ら
、身
体
拘
束
と
同
時
に
、ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
か
れ
た
と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
り
、身
体
拘
束
以
前
に
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」

の
下
に
あ
っ
た
と
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い（
194
）。

こ
こ
か
ら
、
物
理
的
な
行
為
の
人
へ
の
強
制
は
、
そ
の
者
の
「
運
命
」
を
決
定
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
が
オ
ラ
ン
ダ
に
そ
の
行
為
が
帰
属
す
る
兵
士
の
銃
弾
に
確
か
に
被
弾
し
、

実
際
に
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
質
的
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
厳
密
に
確
認
し
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
規
律
対

象
の
特
定
性
の
要
件
の
充
足
の
代
わ
り
に
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
オ
ラ
ン
ダ
が
問
題
の
地
域
の
治
安
確

保
に
つ
い
て
責
任
を
引
き
受
け
て
お
り
、
そ
こ
で
の
派
遣
部
隊
に
対
し
て
完
全
な
指
揮
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
治
安
確
保
の
た
め
の
活
動
の
最
中
に
事
件
が

生
じ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
当
該
事
件
へ
の
関
与
が
明
白
で
あ
る
こ
と
と
い
う
、
極
め
て
「
例
外
的
な
状
況
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
に
対
す
る
権
力

及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
な
さ
れ
た
と
判
断
し
た
と
い
え
る
。

ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
や
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
は
、
イ
ラ
ク
占
領
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
に
つ
い
て
分
析

を
行
う
が
、こ
の
意
味
で
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
典
型
例
も
ま
た
、占
領
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管

轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
る
状
況
と
、
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
ず
と
も
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
る
状
況
と
は
、
限
り
な
く

近
似
し
て
い
る
。
な
ぜ
類
似
の
事
例
に
お
い
て
、
一
方
で
は
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
文
脈
で
説
明
さ
れ
、
他
方
で
は
地
域
に
対
す
る
実

効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
文
脈
で
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
判
決
の
場
合
は
単
純
に
、欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
で
は
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
典
型
例
が
占
領
で
あ
る
と
い
え
る
が
、オ
ラ
ン
ダ
が
米
国
・

英
国
と
同
じ
占
領
国
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
の
か
議
論
の
余
地
が
あ
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
部
隊
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
行
使
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
と
い

う
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い（
195
）。

他
方
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
で
は
、
英
国
が
占
領
国
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の

行
使
が
あ
る
と
評
価
し
て
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
行
使
国
の

実
効
的
支
配
下
に
あ
る
地
域
に
所
在
す
る
不
特
定
多
数
の
者
・
財
産
が
、
行
使
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る（
196
）。

欧
州
人
権
裁
判
所
に
は
、

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
域
外
で
当
事
国
に
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
が
一
般
的
に
生
じ
る
と
認
め
る
こ
と
に
躊
躇
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る（
197
）。

こ
う
し
た
躊
躇
が
、
欧
州
人
権

条
約
が
「
欧
州
公
序
の
憲
法
文
書
」
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
が
想
定
可
能
で
あ
る
こ
と
の
強
調
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
る（
198
）。

た
だ
し
、
第
三
章
第
四
節
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二
の
1
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
法
的
空
間
論
は
、
当
事
国
が
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
的
空
間
外
で
の
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
を
排
除
す
る
論

理
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
一
時
的
な
軍
事
作
戦
の
実
施
に
お
い
て
、
当
事
国
が
人
の
死
亡
に
関
与
し
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
上
、
特
定
性
の

要
件
の
解
除
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
イ
ッ
サ
ほ
か
対
ト
ル
コ
事
件
で
は
、
イ
ラ
ク
領
内
に
お
い
て
死
亡
し
た
者
が
、
一
時
的
に
イ
ラ
ク
領
内

に
侵
入
し
、
軍
事
作
戦
を
実
施
し
た
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
の
か
が
争
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
親
族
が
ト
ル
コ
の
関
与

に
よ
り
死
亡
し
た
の
か
事
実
関
係
が
不
明
瞭
で
あ
る
と
し
て
申
立
を
却
下
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
当
該
決
定
で
は
、
死
亡
し
た
者
が
ト
ル
コ
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
と
い
っ
た
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
事
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ル
コ
が
申
立
人
の
親
族
の
死
亡
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
事
実
も

な
い
こ
と
、さ
ら
に
は
一
時
的
な
軍
事
活
動
が
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
の
解
除
に
お
い
て
、治
安
維
持
活
動
と
同
等
の
意
義
を
有
す
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

申
立
人
の
親
族
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る（
199
）。

4　

小
括

―
特
定
の
対
象
へ
の
規
律
と
執
行
管
轄
権
と
の
近
似

―

以
上
の
検
討
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
し
て
解
釈
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
、
欧
州
人
権

裁
判
所
の
判
例
上
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
当
事
国
が
一
定
の
地
域
に
つ
い
て
治

安
維
持
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
か
つ
、
当
事
国
の
事
件
へ
の
関
与
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
例
外
的
な
状
況
の
場
合
に
は
、
特
定
性
の
要
件
が
解
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
は
、
当
事
国
が
人
を
害
す
る
場
合
、
ま
っ
た
く
無
制
限
に
、
い
か
な
る
者
で
も
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
、
当
事
国
の
行
為
に

条
約
上
の
規
制
が
及
ぶ
と
い
う
結
論
を
回
避
す
る
た
め
の
制
限
的
条
件
と
し
て
の
役
割
を
有
す
る
と
い
え
る
。
第
二
章
第
一
節
一
で
述
べ
た
と
お
り
、「
管
轄
の
連
関
」
構

築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
は
、
人
が
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

―
す
な
わ
ち
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決

定
す
る
基
準

―
を
導
き
出
す
た
め
の
分
析
視
角
で
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
人
に
対
す
る
権
力

及
び
支
配
と
し
て
解
釈
す
る
場
合
、
欧
州
人
権
条
約
は
、
条
約
が
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
離
れ
、

規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す
る
か
と
い
う
基
準
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
と
い
え
る
。

こ
の
特
定
性
の
要
件
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
を
一
部
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
の
間
で
一
貫
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
以
上
に
、
国
際
法
上
の
理
論
的
背
景
を
有
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
国
家
管
轄
権
の
分
類
方
法
は
様
々
で
あ
り
、
一
般
的
で
あ
る
の
は
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄
権
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の
三
分
類
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一
章
第
三
節
一
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
他
方
で
、
米
国
法
律
協
会
に
よ
る
『
米
国
対
外
関
係
法
に
関
す
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第

二
版
』
で
は
、
国
家
管
轄
権
は
、
規
律
管
轄
権
（ju

risdiction
 to prescribe

）
と
執
行
管
轄
権
（ju

risdiction
 to en

force

）
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

規
律
管
轄
権
と
は
「
法
規
則
を
定
立
す
る
国
際
法
上
の
国
の
能
力
」
で
あ
り
、
立
法
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
か
、
行
政
府
の
他
の
部
門
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
か
は
問
わ

な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
執
行
管
轄
権
と
は
「
法
規
則
を
執
行
す
る
国
際
法
上
の
国
の
能
力
」
で
あ
り
、
司
法
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
か
、
行
政
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る

か
は
問
わ
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
二
版
』
で
は
、
規
律
管
轄
権
行
使
の
例
と
し
て
、
刑
法
典
ま
た
は
商
法
典
の
制
定
や
、
税
に
関
す
る
行
政

規
制
の
制
定
、
貨
幣
取
引
を
規
制
す
る
法
令
の
制
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
執
行
管
轄
権
行
使
の
例
と
し
て
、
逮
捕
、
刑
事
ま
た
は
民
事
裁
判
、
裁
判
所
に
よ
る
判

決
の
執
行
手
続
、
税
関
職
員
に
よ
る
禁
制
品
の
没
収
が
挙
げ
ら
れ
る（
200
）。

こ
の
国
家
管
轄
権
の
二
分
類
論
は
、
管
轄
権
の
行
使
が
規
範
の
定
立
に
相
当
す
る
か
、
具
体
的
な

事
例
へ
の
規
範
の
あ
て
は
め
に
相
当
す
る
か
の
区
別
に
基
づ
く
と
い
え
、
論
理
的
に
明
快
な
分
類
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
意
味
で
の
規
律
管
轄
権
の
行
使
と
は
、
不
特

定
多
数
の
者
に
関
す
る
抽
象
的
な
法
規
則
の
定
立
と
い
え
る
。
他
方
、
執
行
管
轄
権
の
行
使
と
は
、
ま
さ
に
法
を
特
定
の
人
・
物
・
事
象
に
当
て
は
め
て
、
特
定
の
対
象

を
具
体
的
に
規
律
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
執
行
管
轄
権
の
行
使
は
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
た
め
に
、
規
律
対
象
の

特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
よ
う
求
め
る
考
え
方
と
非
常
に
親
和
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
国
家
管
轄
権
の
行
使
と
は
、
通
常
、
国
内
法
に
基
づ
い
た
統
治
行
為
で
あ
り
、
国
が
法
的
な
支
配
を
支
配
対
象
に
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、

人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
の
充
足
は
、
事
実
上
、
国
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
が
特
定
の
対
象
に

向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
は
、
国
内
法
や
国
際
法
に
基
づ
く
法
的
な
行
使
で
あ
る
必
要
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
国
が
法
的
な
い
し
事
実
上
の
支
配
を
特
定
の
支
配
対
象
に
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
201
）。

第
二
節　

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

さ
て
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
、第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
い
っ
た
表
現
で
言
い
換
え
る
こ
と
が
あ
る
。
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
は
、

国
際
法
上
、
い
く
つ
か
の
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
の
言
い
換
え
と
し
て
の
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
に
つ

い
て
も
、
と
り
わ
け
行
為
帰
属
論
の
観
点
か
ら
理
解
す
る
の
か
否
か
で
、
見
解
の
対
立
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
一
で
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
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分
析
視
角
か
ら
、
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
の
解
釈
に
関
す
る
見
解
の
対
立
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
本
節
二
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角

か
ら
、人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
異
な
り
、規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
支
配
で
あ
っ
て
も
、当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管

轄
の
連
関
」
の
構
築
を
認
め
る
点
に
こ
そ
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一　
「
管
轄
」
の
定
義

―
支
配
対
象
は
何
か

―

第
一
節
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
が
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
定
義
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
実
際
、
欧
州
人
権
委
員

会
は
一
九
七
五
年
以
降
一
貫
し
て
、当
事
国
が
人
に
対
し
て
権
力
や
支
配
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認
め
て
き
た
。オ
ジ
ャ

ラ
ン
事
件
判
決
や
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
立
場
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る（
202
）。

他
方
で
、

一
九
九
五
年
の
ロ
イ
ジ
ド
ウ
対
ト
ル
コ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
以
降
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
新
た
に
、
実
効
的
支
配
と
い
う
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
先

駆
と
な
っ
た
上
記
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
の
責
任
が
、
合
法
ま
た
は
違
法
な
軍
事
活
動
の
結
果
と
し
て
「
当
該
国
が
そ
の
国
家
領
域
外
に
お
い

て
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
（effective con

trol of an
 area

）
を
行
使
す
る
場
合
」
に
生
じ
う
る
と
述
べ
る（
203
）。

ま
た
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
本

案
判
決
や
二
〇
〇
一
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
に
対
す
る
実
効
的
全
般
的
支
配
（effective overall con

trol

）
が
行
使
さ
れ
る

場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
支
配
が
「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
の
政
策
お
よ
び
活
動
に
関
す
る
ト
ル
コ
の
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
と
述
べ
る（
204
）。

実
効
的
全
般
的
支
配
が
、

実
効
的
支
配
と
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
の
か
は
判
然
と
せ
ず
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
表
現
を
相
互
互
換
的
に
用
い
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る（
205
）。

他
方
で
、
実

効
的
全
般
的
支
配
と
い
う
用
語
は
、
上
記
の
二
判
決
に
お
い
て
本
案
の
検
討
を
行
う
際
、
被
告
国
の
ト
ル
コ
が
「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
の
行
為
に
つ
い
て
、

責
任
を
負
う
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
と
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
本
案
判
決
お
よ
び
キ
プ
ロ
ス
対

ト
ル
コ
事
件
判
決
と
で
は
、
前
者
で
は
第
一
条
の
意
味
で
の
「
管
轄
」
の
下
に
申
立
人
が
い
る
か
を
解
釈
を
す
る
点
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
被
告
国
ト

ル
コ
の
責
任
の
範
囲
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
互
い
の
文
脈
が
異
な
る（
206
）。

こ
こ
か
ら
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
の
解
釈
に
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
を
行
う
場
合
に
は
、
実
効

的
支
配
と
い
う
表
現
を
主
と
し
て
用
い
る
方
が
、
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
も
ま
た
、
権
力
及
び
支
配
と
い
う
用
語
と
同
様
、「
行
使
（
す
る
）」
と
い
う
語
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
と
権
力

及
び
支
配
と
い
う
用
語
と
の
互
換
性
は
否
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
用
語
を
使
い
分
け
て
き
た
。
そ
の
使
い
分
け
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の
基
準
は
、
当
事
国
が
「
管
轄
」
を
行
使
す
る
対
象
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
当
事
国
が
人
に
対
し
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
場
合
、

欧
州
人
権
委
員
会
や
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、「
管
轄
」
概
念
の
言
い
換
え
と
し
て
権
力
及
び
支
配
、
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
す
る
用
語
を
用
い
て
い
る（
207
）。

他
方
、
当
事
国
が
地

域
に
対
し
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
場
合
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、「
管
轄
」
概
念
の
言
い
換
え
と
し
て
実
効
的
支
配
、
な
い
し
実
効
的
全
般
的

支
配
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る（
208
）。

そ
れ
で
は
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、国
際
法
学
上
、ど
の
よ
う
な
論
理
を
内
包
す
る
概
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
は
国
際
法
学
上
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
国
と
土
地
と
の
間
の
関
係
を
確
定
す
る
と
い

う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
領
域
取
得
の
文
脈
で
は
、
先
占
や
時
効
が
土
地
の
実
効
的
占
有
に
主
と
し
て
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
実
効
的
支
配
の
主
権
的
行
使

に
よ
り
な
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
る（
209
）。

ま
た
、
国
家
性
の
要
件
に
関
す
る
文
脈
で
は
、「
政
府
」
に
よ
る
一
定
の
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
が
、
国
家
性
の
認
定
に

有
利
に
働
く
と
さ
れ
る（
210
）。

さ
ら
に
、
実
効
的
支
配
概
念
は
、
占
領
の
要
件
と
し
て
の
事
実
上
の
権
力
と
同
義
の
概
念
と
し
て
も
理
解
さ
れ
て
い
る（
211
）。

つ
い
で
、
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
は
、
国
と
非
国
家
主
体
と
の
間
の
行
為
帰
属
関
係
を
確
定
す
る
と
い
う
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
て
き
た
。
一
九
八
六
年
の
ニ
カ
ラ
グ

ア
対
米
国
事
件
国
際
司
法
裁
判
所
本
案
判
決
に
お
い
て
、国
際
司
法
裁
判
所
は
、米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
反
政
府
組
織
コ
ン
ト
ラ
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

コ
ン
ト
ラ
が
米
国
の
代
理
と
し
て
活
動
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
コ
ン
ト
ラ
の
構
成
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為
が
米
国
の
法

的
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
主
張
さ
れ
て
い
る
違
反
が
犯
さ
れ
た
過
程
に
お
い
て
、
当
該
国
が
軍
事
的
ま
た
は
準
軍
事
的
活
動
へ
の
実
効
的
支
配
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
、
原
則
と
し
て
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る（
212
）。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
当
該
判
決
に
お
い
て
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
家
へ
の
帰

属
の
可
否
を
決
定
す
る
基
準
と
し
て
、
国
が
非
国
家
主
体
の
行
為
に
対
し
て
実
効
的
支
配
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
国
連
の
国

際
法
委
員
会
は
二
〇
〇
一
年
に
国
家
責
任
条
文
を
採
択
し
た
が
、
そ
の
第
八
条
に
は
、「
人
又
は
人
の
集
団
の
行
為
は
、
当
該
の
者
又
は
集
団
が
そ
の
行
為
を
遂
行
す
る
際

に
事
実
上
そ
の
国
の
指
示
に
基
づ
き
又
は
そ
の
国
の
指
揮
若
し
く
は
支
配
の
下
に
行
動
し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
際
法
上
国
の
行
為
と
み
な
す（
213
）」

と
の
規
定
が
あ
る
。
こ

こ
で
の
国
の
「
支
配
」
と
は
、
国
家
責
任
条
文
に
付
さ
れ
た
コ
メ
ン
タ
リ
ー
か
ら
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
。
ま
た
、

国
際
法
委
員
会
は
、「
人
ま
た
は
集
団
が
国
の
実
効
的
支
配
の
下
で
行
動
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
特
定
の
指
示
が
無
視
さ
れ
た
と
し
て
も
、
帰
属
の
条
件
は
依
然
と

し
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
明
し
て
い
る（
214
）。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
法
学
上
一
般
的
に
、
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
は
少
な
く
と
も
上
記
二
つ
の
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
他
方
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
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に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
は
、
国
際
法
学
上
の
上
記
二
つ
の
文
脈
と
は
異
な
る
文
脈
、
す
な
わ
ち
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
行
使
の
一
形
態
と
し
て
の
実
効
的
支
配
の
解
釈
に
持
ち
込
む
こ
と
が
適
切
か
ど
う
か
は
議

論
の
余
地
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
が
用
い
る
実
効
的
支
配
と
い
う
語
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
者
が
、
国
際
法
学
上
の
上
記
二
つ
の
文
脈
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
実
効
的
支
配
に
基
づ
く
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
、
国
際
法
学
上
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
整
理
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
排
除
さ
れ
な
い
。

判
例
・
学
説
上
で
は
、
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
が
国
際
法
学
上
用
い
ら
れ
る
際
の
文
脈
が
二
つ
あ
る
こ
と
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
ゆ
え
と
み
え
る
が
、
欧
州
人
権
裁
判

所
の
判
例
が
示
す
実
効
的
支
配
の
解
釈
に
つ
い
て
、
や
は
り
二
つ
の
立
場
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
国
と
土
地
と
の
間
の
関
係
を
確
定
す
る
と
い
う
文

脈
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
は
、
自
国
の
実
効
的
支
配
の
下
に
あ
る
地
域
に
所
在
す
る
者
を
、
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
く
と
理
解
す
る
立
場

で
あ
る
。
例
え
ば
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
、
同
本
案
判
決
、
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ト
ル
コ
に
よ
る
キ
プ
ロ

ス
北
部
の
占
領
に
つ
い
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配（
215
）や

キ
プ
ロ
ス
北
部
に
対
す
る
実
効
的
全
般
的
支
配
の
確
立
を
認
め
た（
216
）。

最
近
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
チ
ラ
ゴ
フ

ほ
か
対
ア
ル
メ
ニ
ア
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
内
に
あ
る
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
対
し
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
実
効
的
支
配
を

行
使
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る（
217
）。

こ
れ
ら
の
判
決
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
で
は
、
実
効
的
支
配
の
対
象
は
一
定
の
地
域
で
あ
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
実
効
的

支
配
の
確
立
如
何
を
判
断
す
る
際
、
当
事
国
と
そ
の
領
域
外
に
所
在
す
る
土
地
と
の
間
の
関
係
性
に
着
目
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
と
同
日
に
判
決
が
下
さ
れ
た
サ
ル
グ
シ
ャ
ン
対
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
事
件
判
決
で
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
域
に
あ
る
グ
リ
ス
タ
ン
村

へ
の
帰
還
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
者
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
グ
リ
ス
タ
ン
村
の
両
側
で
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍
と
、

ア
ル
メ
ニ
ア
軍
お
よ
び
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
軍
と
が
対
峙
し
て
お
り
、
グ
リ
ス
タ
ン
村
は
緩
衝
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
ユ
ド
ゥ
キ
ブ
ス
カ
裁
判
官
は
、
そ

の
個
別
意
見
に
お
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
内
に
あ
る
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
実
効
的
支
配
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
村
は
、
当
該
村
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の

行
使
を
根
拠
と
し
て
は
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、ハ
ジ
エ
フ
裁
判
官
は
反
対
意
見
に
お
い
て
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
実
効
的
支
配
し
て
い
な
い
村
は
、当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
の
立
場
を
示
し
て
い
る（
218
）。

こ
の
よ
う
に
、両
裁
判
官
の
意
見
に
お
い
て
も
、

実
効
的
支
配
は
一
定
の
土
地
を
対
象
と
し
た
支
配
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

学
説
上
で
は
、ド
シ
ュ
テ
ー
ル
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
淵
源
を
示
す
も
の
と
し
て
、一
九
七
一
年
の
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
を
挙
げ
る
。
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そ
し
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
「
主
権
ま
た
は
権
原
の
正
当
性
で
は
な
く
、
地
域
の
物
理
的
支
配
（ph

ysical con
trol of a territory

）
こ
そ
が
、
他
国
に
影
響
を
及
ぼ

す
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
の
基
礎
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
ド
シ
ュ
テ
ー
ル
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
に
お
い
て
、

こ
の
国
際
司
法
裁
判
所
の
立
場
に
依
拠
し
た
の
だ
と
評
価
す
る（
219
）。

ま
た
、
ミ
ラ
ー
は
、
領
域
外
「
管
轄
」
の
基
礎
が
支
配
で
は
な
く
、
領
域
性
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ

て
お
り
、
一
九
七
五
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
決
定
に
つ
い
て
、
ト
ル
コ
が
地
域
に
対
す
る
機
能
的
支
配
（fu

n
ction

al con
trol

）
を
確
立
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、

欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
認
め
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
ト
ル
コ
が
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
っ
て
直
接
的
に
欧
州
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ

る
権
利
行
使
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
、当
該
決
定
に
お
い
て
、欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
認
め
ら
れ
た
根
拠
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、ミ
ラ
ー
は
「
北

キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
の
行
為
の
ト
ル
コ
へ
の
帰
属
と
い
う
文
脈
で
は
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
に
関
す
る
一
連
の
判
決
を
論
じ
て
は
い
な
い（
220
）。

他
方
、
第
二
に
、
国
と
非
国
家
主
体
と
の
間
の
行
為
帰
属
関
係
を
確
定
す
る
と
い
う
文
脈
か
ら
、
自
国
領
域
外
の
土
地
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
当
事
国
が
行
使
す
る

こ
と
は
、
実
質
的
に
は
、
そ
の
土
地
を
支
配
す
る
非
国
家
主
体
に
対
し
て
、
当
該
国
が
実
効
的
支
配
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
捉
え
る
立
場
が
あ
る（
221
）。

そ
の

背
景
に
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
用
い
る
曖
昧
な
表
現
が
あ
る
。
例
え
ば
、
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
北
キ
プ
ロ
ス
に
対
す
る
実
効

的
全
般
的
支
配
を
考
慮
す
る
と
、
ト
ル
コ
の
責
任
は
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
に
い
る
自
国
の
兵
士
ま
た
は
公
務
員
の
行
為
に
限
定
さ
れ
え
ず
、
ト
ル
コ
軍
お
よ
び
そ
の
他
の
支

援
に
よ
り
存
続
す
る
現
地
の
行
政
機
関
の
行
為
に
よ
っ
て
も
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る（
222
）。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
の
イ
ラ
シ
ュ
ク
ほ
か
対
モ
ル
ド
バ
及
び
ロ
シ
ア
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
モ
ル
ド
バ
領
内
で
独
立
を
宣
言
す
る
「
沿
ド
ニ
エ

ス
ト
ル
共
和
国
」
が
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
的
、
経
済
的
、
財
政
的
か
つ
政
治
的
支
援
に
よ
り
存
続
」
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
「
実
効
的
権
力
（effective au

th
ority

）

の
下
」
や
「
決
定
的
な
影
響
の
下
」
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る（
223
）。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
二
年
の
カ
タ
ン
ほ
か
対
モ
ル
ド
バ
及
び
ロ
シ
ア
事
件
判
決
で
は
、
欧
州
人

権
裁
判
所
は
、「
ロ
シ
ア
が
『
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
』
の
政
権
に
対
し
て
実
効
的
支
配
と
決
定
的
影
響
を
行
使
し
た
」
と
評
価
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
申
立
人
は
ロ
シ
ア
の

「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
す
る（
224
）。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
や
カ
タ
ン
事
件
判
決
で
は
、
当
事
国
が
他
の
当
事
国
に
所
在
す
る
者
を
「
管
轄
」
の
下
に
お
く
の
か
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、

地
域
0

0

に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
い
う
表
現
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
カ
タ
ン
事
件
判
決
で
は
、
文
言
上
は
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
対
す
る
実
効
的
支
配

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
非
国
家
主
体
に
対
す
る
当
事
国
の
実
効
的
支
配
に
よ
り
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
当
事
国
へ
の
帰
属
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
読
め
る
。

こ
こ
か
ら
、
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
、
ト
ル
コ
に
よ
る
北
キ
プ
ロ
ス
地
域
へ
の
実
効
的
支
配
の
行
使
に
つ
い
て
も
、
実
質
的
に
は
、
ト
ル
コ
に
よ
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る
「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
と
い
う
非
国
家
主
体
へ
の
実
効
的
支
配
の
行
使
を
意
味
す
る
の
だ
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
。

ま
た
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
で
は
、
被
告
国
の
ア
ル
メ
ニ
ア
に
よ
る
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
や
カ
タ
ン
事
件
判
決
と
は
異
な
り
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
は
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
と
同
様
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
文
言
上

は
明
確
に
認
め
ら
れ
た
事
例
と
い
え
る
。
た
だ
、
当
該
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
、
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
初
期
か
ら
、「
ナ
ゴ
ル

ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
に
対
し
て
「
重
要
か
つ
決
定
的
な
影
響
を
有
し
て
き
た
」
こ
と
、
ま
た
、
両
者
が
実
質
的
に
す
べ
て
の
重
要
な
事
項
に
お
い
て
「
高
度
に
統
合

さ
れ
て
（h

igh
ly in

tegrated

）」
お
り
、
こ
の
状
況
が
今
日
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
ナ
ゴ
ル
ノ
・

カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
と
そ
の
政
権
は
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
軍
事
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
そ
の
他
の
支
援
に
よ
り
存
続
し
て
」
い
る
と
述
べ
、
結
果
的
に
、

ア
ル
メ
ニ
ア
は
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
行
使
し
て
い
る
と
判
断
す
る（
225
）。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
判
決
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
よ

る
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
確
立
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
に
対
し
て
有
す
る
影
響
力
と
同
一

視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

も
っ
と
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
カ
タ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
方
で
「
ロ
シ
ア
は
『
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
』
政
権
に
対
し
て
、
実
効
的
支

配
お
よ
び
決
定
的
な
影
響
を
行
使
し
た
」
と
評
価
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
で
、「
条
約
第
一
条
の
下
で
の
『
管
轄
』
の
存
在
が
確
立
す
る
基
準
（test for 

establish
in

g

）
は
、
国
際
法
上
の
国
際
違
法
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
が
確
立
す
る
基
準
と
同
一
視
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
政
府
が
ロ
シ
ア
の
国
の
機
関
と
し
て
み
な
さ
れ
な
い
限
り
、
ロ
シ
ア
政
府
が
実
効
的
支
配
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
ロ
シ
ア
の
主
張
を

退
け
る（
226
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
カ
タ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
当
該
地
域
を
支
配
す
る
非
国
家
主
体
に
対
す
る
行
為
帰

属
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
行
為
帰
属
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
、
二
〇
一
四
年

の
ジ
ャ
ロ
ー
ド
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
判
決
や
二
〇
一
六
年
の
モ
ザ
ー
対
モ
ル
ド
バ
及
び
ロ
シ
ア
事
件
判
決
に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り（
227
）、

欧
州
人
権
裁
判
所
は
今
日
、
地

域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
を
、
非
国
家
主
体
に
対
す
る
支
配
で
は
な
く
、
文
言
ど
お
り
、
地
域
に
対
す
る
支
配
と
し
て
用
い
て
い
る
と
い
え
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
欧
州
人
権
裁
判
所
の
態
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
メ
ニ
ア
出
身
の
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
は
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
の
反
対
意
見
に
お
い
て
、「
管
轄

は
行
為
帰
属
な
し
に
確
立
し
え
な
い
」
と
主
張
す
る（
228
）。

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
は
、
一
定
の
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
定
義
さ
れ

る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
非
国
家
主
体
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
定
義
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
議
論
が
続
い
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て
い
る
と
い
え
る
。「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
は
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る
。
こ
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と

で
、
上
記
の
意
見
対
立
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
が
、
当
事
国
自
ら
が
人
・
財
産
の
所
在
す
る
地
域
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
理
解
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

当
該
地
域
を
支
配
す
る
非
国
家
主
体
の
行
為
が
当
事
国
に
帰
属
す
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
、
を
め
ぐ
る
対
立
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因

―
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
支
配

―

そ
こ
で
、
本
節
二
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
つ
つ
、
行
為
帰
属
の
文
脈
で
欧
州
人
権
裁
判
所
の
一
連
の
判
例
を
捉
え
る
こ
と

が
理
論
上
、
不
適
切
と
い
う
べ
き
な
の
か
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
1
で
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
定
義
す
る
意
義
が
特
性

性
の
要
件
の
解
除
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
申
立
人
側
の
立
証
責
任
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
2
で
は
、
こ
の
立
証
責
任
の
緩
和
を
、
行
為
帰

属
の
文
脈
で
捉
え
て
は
な
ら
な
い
決
定
的
な
理
由
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
つ
い
で
、
3
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
地
上
軍
に
よ
る
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活

動
の
実
施
が
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
は
判
断
を
回
避
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
4
で
は

小
括
と
し
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
が
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
補
完
す
る
意
義
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
。

1　

特
定
性
の
要
件
の
解
除

実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
る
か
は
、
こ
の
語
が
依
然
と
し
て
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え

な
い
。
そ
こ
で
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
が
有
す
る
意
味
を
検
討
す
る
。

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
は
、三
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
第
一
に
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
、

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
確
立
を
文
言
上
は
明
確
に
認
め
た
判
例
で
あ
り
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
と
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
が
あ
る（
229
）。

ま
た
、
第
二
に
、

実
効
的
全
般
的
支
配
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
た
判
例
で
あ
り
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
本
案
判
決
と
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
が
こ
れ
に
あ
た
る（
230
）。

本
節
一
で
紹
介
し

た
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
判
決
で
は
、
被
告
国
ト
ル
コ
の
責
任
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
文
脈
で
実
効
的
全
般
的
支
配
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
第
一
条

の
意
味
で
の
「
管
轄
」
の
下
に
申
立
人
が
い
る
か
を
解
釈
を
す
る
点
に
検
討
の
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
い
で
、
第
三
に
、
非
国
家
主
体
に
対
す
る
実

効
的
支
配
と
い
う
表
現
、
ま
た
は
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
表
現
を
用
い
る
判
例
で
あ
り
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
や
カ
タ
ン
事
件
判
決
、
モ
ザ
ー
事
件
判
決
が
こ
れ
に
あ
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た
る（
231
）。

こ
こ
か
ら
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
認
め
ら
れ
た
典
型
例
と
は
、
第
一
の
分
類
で
挙
げ
た
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
や
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
の

事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
国
際
社
会
に
お
い
て
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
や
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
は
、
占
領
下
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た（
232
）。

ま
た
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決

定
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
そ
の
判
例
法
上
、「
被
告
国
が
、
軍
事
占
領
の
結
果
に
よ
る
関
連
す
る
領
域
と
外
国
住
民
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
を
通
し
て
、（
中
略
）

通
常
は
そ
の
領
域
の
政
府
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
べ
き
一
部
ま
た
は
す
べ
て
の
公
権
力
（pu

blic pow
ers

）
を
行
使
す
る
場
合
に
」、
当
事
国
が
領
域
外
に
お
い
て
「
管
轄
」

を
行
使
し
た
と
認
め
て
き
た
と
述
べ
る（
233
）。

こ
こ
か
ら
、
当
事
国
に
よ
る
自
国
領
域
以
外
の
地
域
の
占
領
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
認
め
ら
れ
る
典
型
例
で
あ
る

と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
い
ず
れ
も
、「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
や
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
と
い
う
非
国
家
主
体
が
関
与
し
て
い

る
。地

域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
「
管
轄
」
を
定
義
す
る
場
合
、
当
事
国
の
国
家
機
関
が
他
国
領
域
を
占
領
し
て
い
る
と
事
実
認
定
し
て
も
、
問
題
と
な
る
地
域
を

実
効
的
支
配
す
る
非
国
家
主
体
の
行
為
が
当
事
国
に
帰
属
す
る
と
事
実
認
定
し
て
も
、
こ
こ
で
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
当
事
国
が
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
所

在
す
る
地
域
を
占
領
下
に
お
い
て
い
る
こ
と
と
い
え
る
。
本
章
第
一
節
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
は
複
数
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の

一
つ
が
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と

し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
も
解
釈
す
る
必
要
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
章
第
一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
で
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
定
義
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
、

当
事
国
が
法
的
な
い
し
事
実
上
、
特
定
の
者
に
対
し
て
規
律
を
課
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、「
管
轄
の
連
関
」
が

構
築
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
「
管
轄
」
を
定
義
す
る
場
合
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
は
満

た
さ
れ
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
や
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
で
は
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
や
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
周
辺
地
域
に
所
在
す
る
自
ら
の
財
産
に
、

申
立
人
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ス
権
侵
害
は
、
被
告
国
が
申
立
人
を
対
象
と
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
し
た

結
果
、
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
よ
り
一
般
的
に
、
問
題
と
な
る
地
域
へ
の
当
事
国
の
軍
事
的
関
与
と
、
当
事
国
か
ら
軍
事
的
、
経
済
的
、
そ
の
他
の
支
援

を
受
け
た
非
国
家
主
体
の
活
動
が
、
申
立
人
を
含
む
当
該
地
域
の
元
住
民
ら
に
よ
る
自
ら
の
財
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
て
い
る
と
い
え
る（
234
）。

実
際
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件

判
決
に
お
い
て
も
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、
被
告
国
が
申
立
人
の
財
産
そ
れ
自
体
を
対
象
に
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
か
ど
う
か
は
、
ま
っ
た
く
検
討
さ
れ
て
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い
な
い
が
、
申
立
人
は
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る（
235
）。

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
け
る
特
定
性
の
要
件
の
解
除
は
、
先
の
判
例
の
分
類
で
第
三
番
目
に
挙
げ
た
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
に
お

い
て
、
な
ぜ
非
国
家
主
体
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
連
想
さ
せ
る
表
現
が
用
い
ら
れ
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
を
も
説

明
し
う
る
。
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
の
反
対
意
見
に
お
い
て
、
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
は
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
を
分
析
し
、
当
該
事
件
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
全
般
的
支

配
の
事
例
で
は
な
く
、
国
家
機
関
の
権
力
（S

tate agen
t au

th
ority

）
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
に
よ
る
事
例
の
区
別
は
お
そ
ら
く
、

ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
判
例
法
の
要
約
、
す
な
わ
ち
、「
国
家
機
関
の
権
力
及
び
支
配
」
や
「
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
」
が
あ
る
場
合
に
、
例

外
的
に
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
説
明
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
236
）。

ま
た
、
本
稿
で
の
議
論
に
則
れ
ば
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決

で
示
さ
れ
た
区
別
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
る
場
合
と
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
る
場

合
と
に
概
ね
対
応
す
る
。

こ
う
し
た
理
解
の
下
、
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
は
、
ロ
シ
ア
が
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
対
す
る
支
援
ま
た
は
援
助
に
対
す
る
国
家
責
任
を
ロ
シ
ア
が
負
う
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
の
責
任
が
、
こ
う
し
た
「
特
定
の
行
為
（specific acts

）」
に
つ
い
て
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
ロ
シ

ア
当
局
の
行
為
と
そ
の
後
の
被
害
者
の
待
遇
と
の
間
に
因
果
関
係
（cau

sal lin
k

）
が
あ
る
こ
と
も
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
述
べ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
グ
ル
ミ
ャ
ン

裁
判
官
は
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
責
任
は
、
申
立
人
の
拘
束
に
関
す
る
ロ
シ
ア
軍
の
直
接
的
関
与
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
機
関
へ
の
申
立
人
の
引
渡
し
と

申
立
人
の
運
命
に
関
す
る
認
識
（kn
ow

ledge

）、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
へ
の
支
援
と
い
う
三
つ
の
要
因
が
累
積
し
て
生
じ
た
も
の
だ
と
、
最
終
的
に
整
理
す
る（
237
）。

上
記
の
主
張
を
行
う
際
、
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
は
国
家
責
任
条
文
第
一
六
条
ａ
を
参
照
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家
責
任
条
文
第
四
条
に
規
定
さ
れ
る
国
の
機
関
の
行

為
に
関
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
国
の
機
関
が
非
国
家
主
体
へ
支
援
ま
た
は
援
助
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
国
が
い
か
な
る
責
任
を
負
う
の
か
を
検
討
す
る
。
た
だ
、
第
一
六

条
は
、
国
が
他
の
国
に
対
し
て
支
援
ま
た
は
援
助
を
行
う
場
合
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
非
国
家
主
体
へ
の
支
援
ま
た
は
援
助
に
関

す
る
規
定
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
非
国
家
主
体
へ
の
支
援
ま
た
は
援
助
は
、
国
家
責
任
条
文
第
八
条
に
規
定
さ
れ
る
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
へ
の
帰
属
の
文
脈
で
理
解

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
イ
ラ
シ
ュ
ク

事
件
判
決
は
、
国
家
機
関
の
権
力

―
す
な
わ
ち
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配

―
と
し
て
の
「
管
轄
」
の
行
使
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
の
結
論

は
そ
の
ま
ま
に
、
そ
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
の
意
見
と
は
反
対
に
、
申
立
人
の
身
体
拘
束
と
い
う
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
の
行
為
が
ロ
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シ
ア
に
帰
属
す
る
と
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
評
価
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
判
決
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
で
は
、
四
名
の
申
立
人
の
う
ち
、
三
名
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
軍
の
施
設
に
拘
禁
さ
れ
た
期
間
が
あ
っ
た
が
、
第
四
申
立
人
に
つ
い
て
は
そ
の

よ
う
な
事
実
が
確
認
で
き
な
い（
238
）。

し
た
が
っ
て
、
行
為
帰
属
論
を
介
さ
ず
に
、
ロ
シ
ア
軍
自
ら
が
申
立
人
の
拘
束
に
直
接
的
に
関
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、
申
立
人
が
ロ
シ

ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
四
申
立
人
が
ロ
シ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
チ

ラ
ゴ
フ
事
件
と
は
異
な
り
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
で
は
す
べ
て
の
申
立
人
に
つ
い
て
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
形
で
、「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
よ
る

身
体
拘
束
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
で
は
、
仮
に
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
の
行
為
が
ロ
シ
ア
に
帰
属
す
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
律
対
象

の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
事
例
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
と
は
、
特
定
性
の
要
件
を
解
除
せ
ず
と
も
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
に
基

づ
き
、
申
立
人
が
ロ
シ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
例
と
評
価
で
き
る
。
モ
ザ
ー
事
件
も
、「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
よ
る
申
立

人
の
拘
束
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
申
立
人
の
拘
禁
と
待
遇
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
当
局
が
直
接
的
に
関
与
し
た
証
拠
は
な
い
。
ま
た
、
カ
タ
ン
事
件
で
は
、「
沿

ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
が
学
校
教
育
に
お
い
て
ラ
テ
ン
文
字
で
は
な
く
キ
リ
ル
文
字
を
用
い
る
よ
う
学
校
側
に
強
制
し
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
複
数
の
学
校
が
「
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
当
局
に
よ
り
閉
鎖
や
移
転
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
当
該
事
件
で
も
、
ロ
シ
ア
が
学
校
の
閉
鎖
・
移
転
に
直
接
的
に
関
与
し
た
と

の
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ザ
ー
事
件
や
カ
タ
ン
事
件
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
が
「
実
効
的
支
配
と
決
定
的
な
影
響
を
『
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共

和
国
』
当
局
に
対
し
て
行
使
」
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
仮
に
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
の
行
為
が
ロ
シ
ア
に
帰
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
律
対
象
の
特

定
性
の
要
件
を
満
た
し
う
る
事
例
と
評
価
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
239
）。

こ
れ
に
対
し
て
、「
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
た
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
（
先
決
的
抗
弁
判
決
）
や
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
で
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
非
国
家
主
体
の
行
為
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
、
カ
タ
ン
事
件
判
決
、
モ
ザ
ー
事
件
判
決
が
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
文
脈
に

お
い
て
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
へ
の
帰
属
を
認
め
た
判
決
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
ま
で
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
実
際
、
本
節
一
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

欧
州
人
権
裁
判
所
自
身
は
、「
管
轄
」
確
立
基
準
が
国
家
責
任
の
確
立
基
準
と
同
一
視
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
行
為

帰
属
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る（
240
）。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
と
整
理
可

能
な
判
例
の
な
か
に
は
、
非
国
家
主
体
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
判
例
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
う
し
た
判
例
が
、
実
際
に
は
、
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非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
を
介
し
た
上
で
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
被
告
国
に
よ
り
行
使
さ
れ
た
事
例
と
し
て
評
価
可
能
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
。

む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
判
例
と
は
対
照
的
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
た
典
型
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
チ
ラ
ゴ

フ
事
件
で
は
、
グ
ル
ミ
ャ
ン
裁
判
官
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
申
立
人
が
彼
ら
の
財
産
を
喪
失
し
た
こ
と
に
関
す
る
、
ア
ル
メ
ニ
ア
軍
の
関
与
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
直
接

的
な
証
明
も
欠
如
」
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
241
）。

こ
の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
や
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決

的
抗
弁
判
決
に
お
い
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
に
明
示
的
に
依
拠
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
認
め
ら
れ
た
典
型
例
で
あ
る
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
や
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
で
は
、
非
国
家
主
体
の
行
為

の
国
へ
の
帰
属
を
介
し
て
も
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
可
能
性
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
、
人
に
対
す
る
権
力

及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
は
別
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
も
解
釈
す
る
意
義
は
、
特
定
性
の
要
件
の
解
除
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
確
立
し
て
い
れ
ば
、
当
該
地
域
に
所
在
す
る
者
や
財
産
の
所
有
者
と
い
っ
た
不
特
定
多
数
の
者
が
全
体
と
し
て
、
実
効
的
支

配
を
行
使
す
る
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
は
、
そ
の
支
配
地
域
に
い
る
者
に
対
す
る
間
接
的
な
支

配
で
あ
る
と
い
え
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
の
行
使
に
よ
る
直
接
的
な
支
配
と
は
区
別
さ
れ
る
。

2　

立
証
責
任
の
緩
和

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、
特
定
性
の
要
件
の
充
足
が
要
求
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
当
事
国
に
よ
っ
て
権
利
侵
害

を
受
け
た
と
主
張
す
る
者
が
、
自
ら
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
立
証
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
。
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
の
申
立
人
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
ナ
ゴ
ル
ノ
・

カ
ラ
バ
フ
周
辺
地
域
を
実
効
的
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
る
際
、
そ
の
立
証
基
準
に
つ
い
て
「
ア
ル
メ
ニ
ア
が
問
題
の
地
域
に
対
し
て
管
轄
を
有
す
る
と
い
う
事
実

上
の
推
定
が
あ
る
」
た
め
、「
合
理
的
な
疑
い
を
越
え
な
い
」
と
い
う
基
準
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る（
242
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
国
際
司
法

裁
判
所
が
下
し
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
六
四
段
落（
243
）を

挙
げ
つ
つ
、
政
府
高
官
の
発
言
が
、
証
拠
と
し
て
の
格
別
の
価
値
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
ア
ル
メ
ニ
ア
の
首
相
が
防
衛
省
幹
部
に
対
し
て
行
っ
た
発
言
を
要
約
し
つ
つ
、
首
相
が
「
ア
ル
メ
ニ
ア
の
外
交
政
策
の
目
標
が
、『
我
々
の
軍
隊
』
に
よ

り
達
成
さ
れ
る
勝
利
と
し
て
の
（「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
の
）
法
的
な
（
国
家
）
承
認
を
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
戦
争
に
お
い
て
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
括
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弧
内
は
筆
者
の
加
筆
に
よ
る
）
と
宣
言
し
て
い
る
の
だ
と
評
価
し
、
こ
の
発
言
を
重
要
視
す
る（
244
）。

だ
が
、
政
治
家
の
発
言
に
証
拠
と
し
て
の
価
値
を
ど
こ
ま
で
置
く
の
か
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
に
挙
げ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
六
四
段
落

に
続
く
六
五
段
落
で
も
、国
際
司
法
裁
判
所
は
、こ
の
よ
う
な
発
言
が
、被
告
国
ま
た
は
原
告
国
の
権
威
者
（au

th
ority

）
に
よ
り
な
さ
れ
た
公
式
の
発
言
か
ど
う
か
、「
慎

重
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ェ
メ
ル
裁
判
官
が
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
の
個
別
・
反
対
意
見
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欧
州
人

権
裁
判
所
は
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
こ
の
六
五
段
落
に
つ
い
て
は
参
照
を
し
て
い
な
い（
245
）。

ア
ル
メ
ニ
ア
の
首
相
の
上
記
発
言
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
な
か
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
六
五
段
落
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
信
頼
性
は
公
式
声
明
よ
り
も
劣
る
。
ま
た
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件

判
決
で
抜
粋
さ
れ
て
い
る
ア
ル
メ
ニ
ア
の
首
相
の
発
言
を
読
む
限
り
、
こ
の
発
言
が
「
我
々
の
軍
隊
」
に
よ
り
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
の
国
家
承
認
を
獲
得

す
る
と
ま
で
言
い
切
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
な
い（
246
）。

欧
州
人
権
裁
判
所
に
よ
る
関
連
情
報
の
検
討
は
、
一
見
す
る
と
、
ジ
ェ
メ
ル
裁
判
官
が
述
べ
る
よ
う
に
「
公

平
と
慎
重
の
原
則
に
し
た
が
っ
た
よ
う
に
は
み
え
な
い
」
の
で
あ
る（
247
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
事
件
に
お
い
て
、
申
立
人
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
際
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
ナ
ゴ
ル
ノ
・

カ
ラ
バ
フ
周
辺
地
域
を
実
効
的
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
申
立
人
側
が
証
明
す
る
た
め
の
立
証
基
準
を
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
第
六
四－

六
五
段
落
で
示
さ
れ
る
立

証
基
準
よ
り
も
緩
和
し
て
い
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
立
証
責
任
の
緩
和
は
、
必
ず
し
も
否
定
的
に
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
際
人
権
保
障
を
よ

り
実
効
的
に
確
保
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
ジ
ュ
メ
ル
裁
判
官
の
い
う
「
公
平
と
慎
重
の
原
則
」
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
六
五
段
落
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該
判
決
で
の
公
平
と
は
、
原
告
国
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
出
廷
を
拒
否
し
た
被
告
国
米
国
と
の
間
の
公
平
を
意
味
す
る
。
確
か
に
、
国
際
司

法
裁
判
所
に
は
、「
当
事
者
ど
う
し
の
平
等
を
確
保
す
る
基
本
的
な
責
務
」
が
あ
る
だ
ろ
う（
248
）。

だ
が
、
加
害
国
と
さ
れ
る
国
と
比
べ
て
、
情
報
収
集
能
力
に
お
い
て
、
圧
倒

的
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
が
、
当
該
国
と
平
等
な
立
場
に
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
国
家
間
の
法
的
紛
争
で
は
な
く
、
国
と
人
と
の
間
の
法
的
紛
争
を
扱
う
人

権
裁
判
所
と
し
て
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
、事
実
認
定
に
つ
い
て
申
立
人
側
の
立
証
基
準
を
緩
和
し
た
こ
と
に
は
、一
定
の
必
要
性
が
あ
る
。

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
際
、特
定
性
の
要
件
は
満
た
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
以
上
の
よ
う
に
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
際
、
立
証
責
任
の
緩
和
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
た
び
被
告
国
が
自
国

領
域
外
の
地
域
を
実
効
的
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
申
立
人
は
、
実
効
的
支
配
下
に
あ
る
当
該
地
域
に
所
在
す
る
不
特
定
多
数
の
者
・
財
産
の
な
か
に
、

自
ら
ま
た
は
自
ら
の
財
産
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で（
249
）、

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
に
基
づ
き
、
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
を
証
明
す
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る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
や
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
の
い
か
な
る
個

別
具
体
的
な
行
為
が
特
定
の
財
産
に
対
す
る
権
利

―
す
な
わ
ち
、
申
立
人
の
財
産
権

―
を
侵
害
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
裁

判
所
が
、
非
国
家
主
体
の
個
別
具
体
的
な
行
為
を
取
り
上
げ
、
そ
の
行
為
が
被
告
国
に
帰
属
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
本
案
判
決
に
お
い
て
、被
告
国
が
非
国
家
主
体
の
「
政
策
や
活
動
に
対
し
て
詳
細
な
支
配
を
実
際
に
行
使
し
て
い
る
」

か
ど
う
か
を
決
定
す
る
必
要
は
な
い
と
の
立
場
を
示
し
て
お
り
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
や
カ
タ
ン
事
件
判
決
、
モ
ザ
ー
事
件
判
決
も
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る（
250
）。

そ
れ
で
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
け
る
こ
う
し
た
立
証
責
任
の
緩
和
は
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
の
文
脈
で
説

明
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、こ
う
し
た
行
為
帰
属
の
論
理
を
介
在
さ
せ
ず
に
、当
事
国
の
国
家
機
関
の
行
為
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

行
使
に
あ
た
る
か
と
い
う
文
脈
で
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
一
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
一
方
で
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
へ
の
帰
属

の
文
脈
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
み
え
る
表
現
を
そ
の
判
例
の
な
か
で
用
い
つ
つ
も
、
他
方
で
、
カ
タ
ン
事
件
判
決
や
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
「
条
約
第
一
条

の
下
で
の
『
管
轄
』
の
存
在
が
確
立
す
る
基
準
は
、
国
際
法
上
の
国
際
違
法
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
が
確
立
す
る
基
準
と
同
一
視
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」
と

明
示
的
に
述
べ
る（
251
）。

こ
こ
か
ら
、
裁
判
所
の
明
示
的
な
立
場
に
従
い
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
、
行
為
帰
属
の
文
脈
で
理
解
す
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
こ
と
は
穏
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
文
脈
で
判
例
を
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
明
示
的
な
支
持
が
あ
る
と
い
う
観
点
の
み
か

ら
単
純
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
対
立
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
を
認
め
る
基
準
を
さ
ら
に

緩
和
す
べ
き
か
、
こ
の
行
為
帰
属
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
な
く
、
別
の
論
理
で
同
じ
法
的
帰
結
を
導
く
べ
き
か
否
か
と
い
う
、
学
問
上
の
態
度
決
定
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
問
題
設
定
と
し
て
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
、
行
為
帰
属
論
で
説
明
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
い

を
立
て
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
理
由
を
見
い
出
す
こ
と
は
案
外
に
難
し
い
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本

案
判
決
六
四－

六
五
段
落
は
、
コ
ン
ト
ラ
の
行
為
が
米
国
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
行
為
帰
属
の
文
脈
で
な
さ
れ
て
い
る（
252
）。

こ
こ
か
ら
、
六
四
段
落
を
参
照
す
る
欧
州
人
権

裁
判
所
の
立
場
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
際
、
そ
の
立
証
基
準
が
行
為
帰
属
に
お
け

る
立
証
基
準
と
実
質
的
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い（
253
）。

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
行
為
帰
属
の
文
脈
で
説
明
し
よ
う
と
場
合
、
特
定
性
の
要
件
の
解
除
は
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
家
へ
の
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帰
属
を
認
め
る
基
準
の
緩
和
に
繋
が
る
。
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
は
、
当
事
国
が
法
的
な
い
し
事
実
上
、
特
定
の
者
の
行
為
を
規
律
す
る
場
合
に
充
足
さ
れ
る
。
非

国
家
主
体
が
個
別
具
体
的
な
行
為
に
よ
り
人
に
害
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
行
為
が
欧
州
人
権
条
約
当
事
国
に
帰
属
す
る
と
い
え
る
の
な
ら
ば
、
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す

る
形
で
、
当
該
国
は
そ
の
被
害
者
に
対
し
て
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
い
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
に
つ
い
て
「
一
定
の
独
立
性

を
持
っ
た
反
政
府
武
装
組
織
が
展
開
す
る
軍
事
的
お
よ
び
準
軍
事
的
作
戦
の
過
程
で
実
行
さ
れ
る
国
際
法
違
反
行
為
が
当
該
組
織
を
支
援
す
る
国
家
に
帰
属
す
る
た
め
に

は
、
国
家
が
そ
の
個
別
違
法
行
為
を
『
指
揮
ま
た
は
強
制
し
た
』
と
い
え
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
個
別
行
為
自
体
で
は
な
い
が
、
原
則
と
し
て
『
軍
事
的
ま
た
は
準
軍
事

的
作
戦
に
対
す
る
実
効
的
支
配
』
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
立
場
が
示
さ
れ
た
判
決
と
評
価
す
る（
254
）。

こ
の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
非
国
家
主
体
が
行
っ
た

特
定
の
個
別
具
体
的
な
行
為
が
国
に
帰
属
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
国
が
当
該
行
為
を
「
指
揮
ま
た
は
強
制
し
た
」
と
い
え
る
か
と
い
う
、
非
常
に
高
い
程
度
の
行
為
帰

属
基
準
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

仮
に
、
こ
れ
よ
り
も
低
い
基
準
の
行
為
帰
属
基
準
が
採
用
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
関
係
性
が
よ
り
曖
昧
に
な
り
、
当
事
国
が
特
定
の
者
を
標
的
と

し
て
権
力
ま
た
は
支
配
を
行
使
す
る
と
い
う
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
支
配
形
態
と
は
合
致
し
な
く
な
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
が
イ
ラ
シ
ュ

ク
事
件
判
決
に
お
い
て
、人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
と
明
示
的
に
認
め
な
か
っ
た
理
由
は
、ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
に
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
が
申
立
人
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
認
め
て
し
ま
え
ば
、「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」

の
行
為
が
ロ
シ
ア
に
帰
属
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
ロ
シ
ア
が
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
対
し
て
「
決
定
的
な
影
響
」
を
有
す
る
と
い
う
表

現
で
あ
れ
ば
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
ロ
シ
ア
へ
の
帰
属
を
認
め
た
の
か
否
か
を
曖
昧
な
ま
ま
と
す
る
こ
と
が
で
き
る（
255
）。

こ
こ
か
ら
、
特
定
性
の
要
件
の
充
足
、
す
な
わ
ち
厳
格
な
行
為
帰
属
基
準
の
下
で
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
者
が
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
る
た
め
の
論
理
を
内
包
す
る
概
念
が
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管

轄
」
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
意
義
は
、
特
定
性
の
要
件
の
充
足
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
は
な
ら
な
い

点
に
あ
る
。
仮
に
こ
の
こ
と
を
行
為
帰
属
の
観
点
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
ば
、
特
定
性
の
要
件
の
充
足
を
可
能
と
す
る
行
為
帰
属
基
準

―
す
な
わ
ち
、
非
国

家
主
体
が
行
っ
た
個
別
具
体
的
な
行
為
が
国
に
帰
属
す
る
か
を
決
定
す
る
た
め
の
高
い
行
為
帰
属
基
準

―
を
採
用
せ
ず
に
す
む
点
に
こ
そ
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支

配
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
評
価
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
こ
と
は
、
申
立
人
が
低
い
程
度
の
立
証
責
任
し
か
負
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
ど
う
か
を
検
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討
す
る
際
、
不
合
理
な
ほ
ど
高
い
立
証
基
準
が
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
へ
の
帰
属
基
準
を
緩
和
す
る
と
い
う
論
理
も
、
非
国
家
主
体
に

関
す
る
行
為
帰
属
論
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
、
当
事
国
自
ら
の
国
家
機
関
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
行
使
す
る
と
い
う
論
理
も
、
申
立
人
を
益
す
る
と
い
う

点
で
、
同
一
の
法
的
効
果
を
導
き
出
す
。
こ
の
法
的
効
果
の
発
生
を
い
ず
れ
の
論
理
で
説
明
す
る
か
は
、
論
者
の
選
択
に
任
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

3　

占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
明
示
的
な
立
場
に
則
れ
ば
、
一
定
の
地
域
を
対
象
と
し
た
一
定
程
度
以
上
の
支
配
で

あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
仮
に
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
対
象
が
、
実
質
的
に
は
非
国
家
主
体
で
あ
る
と
い
え
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
地
域
に

対
す
る
実
効
的
支
配
が
、
常
に
非
国
家
主
体
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
依
然
と
し
て
、
地
域
に
対
す

る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
が
、
そ
の
文
言
ど
お
り
、
地
域
を
対
象
と
し
た
支
配
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
状
況
は
存
在
し
う
る
だ
ろ
う
。
本
節
二
の
1
で
は
、

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
典
型
例
は
占
領
で
あ
る
と
整
理
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施
で
は
、
そ
の
軍
事
活
動
が
行
わ
れ
た
地
域
の

住
民
と
当
事
国
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
ず
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
確
立
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定

で
は
、
占
領
に
至
ら
な
い
空
か
ら
の
攻
撃
で
は
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
し
な
い
と
の
判
断
が
既
に
下
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る（
256
）。

そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、

占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
が
地
上
軍
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

占
領
は
、
実
効
的
支
配
概
念
と
密
接
に
関
係
す
る
。
例
え
ば
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
で
は
、
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
第
四
二
条
を
引
き
つ
つ
、
国
が
事
実
上
の
権
力
を
一
地

方
に
対
し
て
行
使
す
る
場
合
に
、
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
の
意
味
で
の
占
領
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
「
事
実
上
の
権
力
要
件
は
、
実
効
的
支
配

要
件
の
類
義
語
で
あ
る
と
広
く
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
著
名
な
学
術
書
を
挙
げ
つ
つ
、「
外
国
軍
隊
の
物
理
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
占
領
の
必

要
条
件
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
占
領
は
『
地
上
軍
』
な
し
に
は
想
定
で
き
ず
、
海
域
ま
た
は
空
域
の
封
鎖
を
通
し
た
海
域
ま
た
は
空
域
の
支
配
は
十
分
で
は
な
い
」
と
述

べ
る（
257
）。

空
域
の
支
配
が
占
領
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、
被
告
国
ら
に
よ
る
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
上
空
の
制

空
権
の
掌
握
が
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
で
あ
る
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る（
258
）。

そ
れ
で
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
け
る
実
効
的
支
配
概
念
は
、
占
領
状
態
が
確
立
し
て
い
る
か
否
か
を
決
定
づ
け
る
要
件
と
し

て
の
実
効
的
支
配
概
念
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
第
一
節
二
の
3
で
挙
げ
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ジ
ャ
ロ
ー
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧

州
人
権
条
約
に
お
け
る
「
管
轄
」
の
確
立
に
つ
い
て
、「
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
第
四
二
条
の
意
味
で
の
『
占
領
国
』
の
地
位
や
、
そ
の
欠
如
は
、
そ
れ
自
体
で
は
決
定
的
な
も
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の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
表
現
は
、
被
告
国
の
オ
ラ
ン
ダ
が
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
を
は
じ
め
と
す
る
検
問
所
を
通
過
す
る
者
に
対
し
て
、
権
力
及
び
支

配
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
文
脈
で
述
べ
ら
れ
て
い
る（
259
）。

こ
こ
か
ら
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
も
、

占
領
国
の
地
位
が
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
と
は
軽
々
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
二
〇
一
四
年
の
ハ
ッ
サ
ン
対
英
国
事
件
判
決
で
は
、
英
米
両
国
に
よ
る
占
領
に
至
る
前
の
イ
ラ
ク
に
お
い
て
英
国
軍
に
よ
り
拘
束
さ
れ
た
者
が
、
拘
束
さ
れ
て

い
た
期
間
、
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
判
決
で
は
、
ハ
ッ
サ
ン
氏
が
「
英
国
軍
兵
士
の
物
理
的
な
力
お
よ
び
支
配
の
下
に
あ
っ
た
」

た
め
、
英
国
が
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
表
現
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ハ
ッ
サ
ン
事
件
判
決
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配

と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
事
例
と
評
価
し
て
よ
い
。
他
方
、
当
該
判
決
に
お
い
て
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
当
該
事
件

で
は
関
連
す
る
期
間
に
、
英
国
が
地
域
に
つ
い
て
の
実
効
的
支
配
を
行
っ
て
い
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
占
領
に
至
ら
な
い

軍
事
活
動
の
実
施
で
あ
っ
て
も
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
は
、
ハ
ッ
サ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
も
不
明
瞭
な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る（
260
）。

も
っ
と
も
、
二
〇
〇
四
年
の
イ
ッ
サ
対
ト
ル
コ
事
件
決
定
は
、
ト
ル
コ
が
そ
の
軍
事
活
動
の
結
果
と
し
て
、
イ
ラ
ク
北
部
の
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
「
一
時
的
に
、
実

効
的
全
般
的
支
配
を
行
使
し
た
」と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、仮
に
そ
の
よ
う
に
判
断
を
下
す
十
分
な
事
実
上
の
根
拠
が
あ
る
の
な
ら
ば
、

関
連
す
る
時
点
で
、
被
害
者
が
特
定
の
地
域
に
お
い
て
、
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
が
論
理
的
に
導
き
出
さ
れ
る
と
述
べ
る（
261
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判

所
は
、
欧
州
人
権
条
約
当
事
国
が
「
一
時
的
に
」
実
効
的
全
般
的
支
配
を
行
使
す
る
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
し
、
イ
ッ
サ
事
件
決
定
で
は
、

申
立
人
の
親
族
が
殺
害
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
関
連
す
る
時
に
、
ト
ル
コ
軍
が
軍
事
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
人
権
裁
判

所
は
当
該
決
定
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
事
例
へ
の
あ
て
は
め
の
段
階
で
は
、
一
時
的
に
地
域
に
対
す
る
実
効
的
全
般
的
支
配
が
確
立
し
う
る
か
、
ま
た
、

ど
の
程
度
の
軍
事
活
動
で
地
域
に
対
す
る
実
効
的
全
般
的
支
配
が
確
立
し
う
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
切
検
討
し
て
い
な
い（
262
）。

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
、
合
法
ま
た
は
違
法
な
軍
事
活
動
の
結
果
、
行
使
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
の
立
場
を
一
貫

し
て
と
る
。
そ
し
て
、
当
事
国
が
実
効
的
支
配
の
下
に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
権
利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
義
務
は
、
当
事
国
自
ら
の
軍

隊
を
通
し
て
直
接
的
に
か
、
従
属
す
る
地
方
の
統
治
機
構
を
通
し
て
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
支
配
の
事
実
か
ら
生
じ
る
の
だ
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
実
効
的
支

配
が
存
在
す
る
か
を
決
定
す
る
際
に
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
国
の
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
さ
や
、
そ
の
軍
隊
が
従
属
す
る
統
治
機
構
に
対
し
て
経
済
的
お
よ
び
政
治

的
支
援
を
提
供
し
、
当
該
地
域
に
対
す
る
影
響
や
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
要
素
が
考
慮
さ
れ
う
る
と
説
明
す
る（
263
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
軍
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事
活
動
に
よ
っ
て
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
行
使
さ
れ
る
と
述
べ
て
お
り
、
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
が
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行

使
に
相
当
す
る
可
能
性
を
排
除
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、
実
際
の
事
例
を
み
る
か
ぎ
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施
で
あ
っ

て
も
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
す
る
と
の
判
断
を
示
し
て
は
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

対
照
的
に
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
土
地
を
対
象
と
し
た
「
管
轄
」
行
使（
264
）の

認
定
に
あ
た
り
、
よ
り
柔
軟
な
立
場
を
と
る
。
二
〇
一
〇
年
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ア
イ
サ
ラ
・

モ
リ
ナ
、
エ
ク
ア
ド
ル
対
コ
ロ
ン
ビ
ア
事
件
（
モ
リ
ナ
事
件
）
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
隣
国
エ
ク
ア
ド
ル
に
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍
の
野
営
地
を
空
爆
し
、
そ
の
後
、

数
時
間
程
度
当
該
野
営
地
を
探
索
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
モ
リ
ナ
氏
は
錠
前
師
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
攻
撃
お
よ
び
探
索
の
直
後
か
ら
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
軍
事
作
戦
の
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
野
営
地
に
あ
っ
た
遺
体
を
い
く
つ
か
持
ち
去
っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
モ
リ
ナ
氏
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
当
該
事
件
に
お
い
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
モ
リ
ナ
氏
が
、
米
州
人
権
条
約
第
一
条
一
項
の
意
味
で
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
は
な
い
と
主
張

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
争
い
の
な
い
事
実
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
捜
索
の
間
、
野
営
地
に
留
ま
り
、「
野
営
地
内
の
生
存
者
、
死
亡
し
た
者

の
遺
体
、
物
を
そ
の
支
配
下
に
お
い
た
」
と
い
え
る
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
「
攻
撃
を
行
っ
た
場
所
（th

e area attacked

）
に
対
し
て
領
域
外
管
轄

を
行
使
し
た
」
と
結
論
づ
け
る（
265
）。

当
該
事
件
で
は
、
モ
リ
ナ
氏
が
い
か
な
る
経
緯
で
殺
害
さ
れ
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
瞭
な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
リ
ナ
氏
が
、
殺
害
さ
れ
た
時
点
で
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
か
も
ま
た
、
定
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
モ
リ
ナ
氏
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
よ
る
軍
事
作
戦
の
前
に
何
者
か
に
よ
っ
て
野
営

地
内
で
殺
害
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。こ
こ
か
ら
、規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
か
と
い
う
観
点
か
ら
当
該
事
件
に
つ
い
て
分
析
す
る
の
な
ら
ば
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
よ
る
軍
事
活
動
と
モ
リ
ナ
氏
の
死
亡
と
の
間
に
は
、
偶
発
性
が
介
在
し
て
お
り
、
本
件
事
実
か
ら
は
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
証
明
さ

れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
最
終
的
に
、
モ
リ
ナ
氏
の
遺
体
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
よ
り
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の

遺
体
持
ち
去
り
の
事
実
を
根
拠
に
、
逮
捕
の
事
例
と
同
様
に
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
モ
リ
ナ
氏
に
対
し
て
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て

の
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
で
は
な
く
、
場
所
に
対
す
る
領
域
外
管
轄
が
行
使
さ
れ
た
こ

と
を
根
拠
に
、
自
ら
が
当
該
事
件
を
審
理
す
る
権
限
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
る（
266
）。

こ
の
米
州
人
権
委
員
会
の
判
断
は
、
モ
リ
ナ
氏
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
「
野
営
地
内
の

生
存
者
、
死
亡
し
た
者
の
遺
体
、
物
」
が
全
体
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
死
亡
の
経
緯
を
問
わ
ず
、
米
州
人
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権
条
約
第
一
条
一
項
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
事
実
関
係
が
不
明

瞭
で
あ
り
偶
発
性
が
介
在
す
る
事
例
で
あ
っ
て
も
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
軍
が
数
時
間
程
度
、
一
時
的
に
野
営
地
を
支
配
下
に
お
い
た
事
実
を
も
っ
て
、
場
所
に
対
す
る
「
管
轄
」

行
使
を
認
め
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
と
必
ず
し
も
評
価
し
難

い
事
例
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
米
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認
め
て
い
る
と
い
え
る
。

他
方
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
土
地
を
対
象
と
し
た
「
管
轄
」
行
使
の
認
定
を
よ
り
厳
格
に
行
う
。
そ
し
て
、
占
領
と
い
っ
た
非
常
に
高
い
程
度
の
実
効
的
支
配
が
、

キ
プ
ロ
ス
北
部
の
よ
う
に
、
場
所
で
は
な
く
地
域
と
い
え
る
ほ
ど
広
範
な
範
囲
の
土
地
に
対
し
て
行
使
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認

め
て
き
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
よ
り
柔
軟
に
行
う
た
め
に
、
本
章
第
一
節
二
の
3
で
述
べ
た
よ
う
に
、
人
に
対
す

る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
文
脈
に
お
い
て
、
例
外
的
な
状
況
に
お
け
る
特
定
性
の
要
件
の
解
除
を
認
め
て
い
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
が
地
域
に
対
す

る
実
効
的
支
配
基
準
の
緩
和
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
軍
事
活
動
を
行
う
当
事
国
が
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
行
使
し
た
と
認
め

て
し
ま
う
と
、
占
領
に
至
ら
な
い
不
安
定
な
状
況
の
な
か
で
も
、
当
該
国
が
そ
の
地
域
に
所
在
す
る
不
特
定
多
数
の
者
に
対
し
て
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を

負
う
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る（
267
）。

そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
の
行
為
と
人
が
被
る
害
と
の
間
に
偶
発
性
が
存
在
し
て
も
な
お
、
軍
事
活
動
を
行
う
当
事
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使
が
あ

る
と
い
え
る
状
況
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
際
、
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
す
る
と
い
う
論
理
を
採
用
し
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
る
条
件
の
緩
和
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
軍
事

活
動
を
行
う
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
不
特
定
多
数
の
者
が
お
か
れ
る
と
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
特
定
の
者
に
つ
い
て
は
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
る

こ
と
が
で
き
る（
268
）。

4　

小
括

―
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
補
完

―

地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
補
完
す
る
役
割
を
有
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地

域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
が
提
示
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
、
す
な
わ
ち
、
長
ら
く
欧
州
人
権
条
約
の
主
要
な
履
行
監
視
機
関
で
あ
っ
た
欧
州
人
権

委
員
会
が
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
は
な
く
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
依
拠
し
て
欧
州
人
権
条
約
の

領
域
外
適
用
を
認
め
て
き
た
こ
と
に
も
、
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
一
九
九
五
年
の
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
委
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員
会
の
立
場
か
ら
離
れ
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
初
め
て
採
用
し
た（
269
）。

そ
の
背
景
に
は
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
夫
人
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」

の
下
に
あ
る
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
し
て
要
求
さ
れ
る
特
定
性
の

要
件
の
充
足
が
、
当
該
事
件
で
は
解
除
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
、
人
に
対

す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
別
に
確
立
す
る
意
義
は
ま
さ
に
、
こ
の
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の

「
管
轄
」
概
念
は
、
特
定
性
の
要
件
を
解
除
す
る
た
め
の
例
外
的
な
概
念
と
い
え
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
補
完
す
る
役
割
を
有
す
る
に

過
ぎ
な
い
。

人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
補
完
す
る
た
め
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
の
構
築
に

お
い
て
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
解
除
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
、
自
ら
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
を
申
立
人
が
証
明
す
る
際
、
そ
の

立
証
責
任
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
立
証
責
任
の
緩
和
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
実
質
的
に
は
非
国
家
主
体
の
行
為
の
当
事
国
へ
の
帰
属
に
相

当
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
行
為
帰
属
基
準
の
緩
和
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
う
る
。
も
っ
と
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
自
身
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
、
非
国
家

主
体
の
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
に
相
当
す
る
と
の
立
場
を
採
っ
て
は
い
な
い（
270
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、

ひ
と
た
び
問
題
の
地
域
に
対
し
て
当
事
国
が
実
効
的
支
配
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
れ
ば
、
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
者
は
自
ら
の
身
体
ま
た
は
財
産
が
当
該
領

域
に
所
在
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
で
、当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

概
念
に
お
い
て
は
、
人
の
身
体
ま
た
は
財
産
が
当
事
国
の
実
効
的
支
配
す
る
地
域
に
所
在
す
る
と
い
う
関
係
性
さ
え
あ
れ
ば
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」

が
構
築
さ
れ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
結
論
の
先
取
り
と
な
る
が
、
本
章
第
三
節
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
し
て
の

意
味
を
も
有
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
は
、
そ
の
国
の
領
域
内
に
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
所
在
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
と
い
う
文
脈
に
限
っ
て
は
、
当
事
国
が
実
効

的
支
配
下
に
お
い
た
地
域
が
あ
た
か
も
当
該
国
の
領
域
で
あ
る
か
の
よ
う
に
擬
制
す
る
と
い
う
、
重
要
な
法
的
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
何
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
仮
に
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
す

る
と
考
え
る
の
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
実
効
的
支
配
と
は
、
武
力
紛
争
法
上
、
占
領
の
要
件
と
さ
れ
る
実
効
的
支
配
基
準
よ
り
も
低
い
程
度
の
支
配
で
あ
る
と
い
え
る
。
欧

州
人
権
裁
判
所
は
、
そ
の
可
能
性
を
排
除
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ハ
ッ
サ
ン
対
英
国
事
件
判
決
で
は
、
英
米
両
国
に
よ
る
占
領
に
至
る
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前
の
イ
ラ
ク
に
お
い
て
英
国
軍
に
よ
り
拘
束
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、「
英
国
軍
兵
士
の
物
理
的
な
力
お
よ
び
支
配
の
下
に
あ
っ
た
」
た
め
、
英
国
が
「
管
轄
」
を
行
使
し
た

と
判
断
す
る（
271
）。

こ
こ
か
ら
、
表
現
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ハ
ッ
サ
ン
事
件
判
決
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
事
例
と
評

価
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
占
領
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
の
実
施
の
場
合
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
基
準
で
は
な
く
、
人
に
対
す
る
権
力
及

び
支
配
基
準
に
基
づ
き
、
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
者
が
可
能
な
限
り
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
よ
う
、
論
理
を
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
場
合
、
当
事
国
に
よ

る
自
国
領
域
外
の
地
域
の
占
領
が
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
す
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
高
い
程
度
の
実
効
的
支
配
が
地

域
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
場
合
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
は
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
た
特
定
性
の
要
件
の

充
足
が
、
解
除
さ
れ
る
と
い
え
る
。
こ
の
要
件
解
除
が
許
容
さ
れ
る
背
景
に
は
、
一
九
七
一
年
の
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
国
際
司
法

裁
判
所
が
「
主
権
ま
た
は
権
原
の
正
当
性
で
は
な
く
、
地
域
の
物
理
的
支
配
（ph

ysical con
trol of a territory

）
こ
そ
が
、
他
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
の

国
家
責
任
の
基
礎
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
、
ド
シ
ュ
テ
ー
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
の
責
任
は
地
域
（territory

）
の
物
理
的
支
配
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
か
ら
の
よ
う
に
み
え
る（
272
）。

実
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
が
実
効
的
支
配
の
下
に
お
く
地
域
に
つ
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
権

利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
義
務
は
、
こ
の
よ
う
な
支
配
の
事
実
か
ら
生
じ
る
の
だ
と
説
明
し
て
い
る（
273
）。

事
実
と
い
う
表
現
に
は
、
物
理
的
な
力
の
行
使
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
見
す
る
と
物
理
的
支
配
と
は
、
軍
事
的
支
配
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
で
は
南
ア
フ
リ
カ
が
軍
事
面
だ
け
で
な
く
、

行
政
面
で
も
ナ
ミ
ビ
ア
を
事
実
上
統
治
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
同
様
に
、「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
や
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」、「
ナ
ゴ
ル
ノ
・

カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
を
通
し
た
当
事
国
に
よ
る
実
効
的
支
配
も
ま
た
、
軍
事
面
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
は
こ
う
し
た
意
味

で
の
物
理
的
支
配
で
あ
り
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
と
は
当
事
国
が
自
国
領
域
外
の
地
域
に
対
し
て
物
理
的
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、こ
の
事
実
と
し
て
の
物
理
的
支
配
は
、国
家
管
轄
権
概
念
を
い
く
ら
か
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の「
管

轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
当
事
国
に
よ
る
個
人
の
行
為
へ
の
規
律
が
、
事
実
上
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
に
相
当
す
る
と
整
理
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
特
定
の
者
に
対
し

て
国
の
物
理
的
な
行
為
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
事
実
上
、
そ
の
者
に
何
が
命
令
さ
れ
て
い
る
の
か
、
規
律
内
容
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、
地
域
に
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対
す
る
物
理
的
支
配
に
は
、
特
定
の
者
に
対
す
る
支
配
と
い
う
要
件
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
国
家
管
轄
権
を
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
本
章

第
一
節
二
の
4
で
述
べ
た
国
家
管
轄
権
の
二
分
類
論
に
お
け
る
規
律
管
轄
権
の
行
使
に
近
似
す
る
も
の
と
し
て
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
が
一
般
的
に
何
ら
か
の
法

規
則
を
事
実
上
制
定
す
る
こ
と
に
相
当
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
や
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」、「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
立
法
機
関
が
備
わ
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
規
律
管
轄
権
の
行
使
に
類
似
す
る
法
規
則
の
制
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
こ
う
し
た
「
独
立
国
家
」
に
よ
る
法
規
則
の
制
定
は
、
当
該
地
域
を
実
効
的
支
配
し
て
い
る
条
約
当
事
国
に
よ
る
規
律
管
轄
権
の
行
為
と
近
似
す
る
と
評
価
し

て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
非
国
家
主
体
の
行
為
の
国
へ
の
帰
属
の
問
題
が
生
ず
る
。
そ
し
て
、
仮
に
欧
州
人
権
裁
判
所
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
問
題
を
行

為
帰
属
論
の
文
脈
で
捉
え
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
当
事
国
が
非
国
家
主
体
の
政
策
や
活
動
に
「
決
定
的
な
影
響
」
を
及
ぼ
す
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
当
該
地
域
に

お
け
る
規
律
管
轄
権
の
行
使
に
近
似
す
る
と
い
え
る
の
か
、
難
し
い
評
価
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
規
律
管
轄
権
に
近
似
す
る
状
況
を
非
常
に
広
く
捉
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
の
確
立
、
す
な
わ
ち
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
を
、
規
律
管
轄
権
の
行
使
に
近
似
す
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
は
な
い
。

さ
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
に
基
づ
く
条
約
適
用
が
物
理
的
支
配
に
基
づ
く
条
約
適
用
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の

条
約
適
用
は
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
当
事
国
領
域
で
の
適
用
と
当
事
国
領
域
外
で
の
適
用
、
二
つ
の
場
合
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
当
事
国
領
域
で
の
適
用
に
つ
い
て
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
の
確
立
が
条
約
適
用
の
根
拠
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
仮
に
当
事
国
が
反

乱
団
体
等
の
活
動
に
よ
り
自
国
領
域
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
実
効
的
支
配

―
す
な
わ
ち
、
物
理
的
支
配

―
を
喪
失
し
た
場
合
、
欧
州
人
権
条
約
は
当
該
地
域
に
は
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（
274
）。

他
方
で
、
本
稿
で
は
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
、
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
条
約
を
適
用
す
る
原
理
と
理
解
し
て

い
る（
275
）。

こ
こ
か
ら
、
こ
の
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
厳
格
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
事
国
は
、
仮
に
自
国
領
域
の
一
部
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
て
い
た

と
し
て
も
、
当
該
地
域
が
自
国
領
域
の
一
部
で
あ
る
限
り
、
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
た
地
域
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
解
釈
す
る
場
合
、
欧
州
人
権

条
約
の
適
用
は
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
乖
離
す
る
と
い
え
る
。

当
事
国
領
域
外
で
の
適
用
の
場
合
も
、当
然
な
が
ら
、当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
条
約
を
適
用
す
る
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
。
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こ
の
乖
離
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
補
完
す
る
た
め
の
乖
離
で
あ
る
と
い
え
る
。
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

概
念
に
お
い
て
は
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
が
確
立
す
る
こ
と
を
条
件
に
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
お
い
て
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
解
除
さ
れ
る
と
い

え
る
。
そ
の
結
果
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
者
に
つ
い
て
も
、

当
事
国
の
実
効
的
支
配
下
に
あ
る
地
域
に
所
在
し
て
い
る
、
な
い
し
財
産
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
、

欧
州
人
権
条
約
上
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

第
三
節　

領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」

欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
解
釈
が
問
題
と
な
る
典
型
例
は
、欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
領
域
外
で
の
適
用
が
問
題
と
な
る
事
例
で
あ
る
。
他
方
で
、当
事
国
は
、

反
乱
団
体
に
よ
る
軍
事
活
動
や
他
国
の
軍
隊
の
侵
入
に
よ
り
、
自
国
領
域
内
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
喪
失
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
実
効
的
支
配

の
喪
失
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
、
領
域
国
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
の
か
否
か
も
ま
た
、
問
題
と
な
り
う
る
。
そ
こ
で
、「
管
轄
」

を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、本
節
一
で
は
、二
〇
〇
四
年
の
ア
サ
ニ
ゼ
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
事
件
判
決
に
お
い
て
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
第
一
条
の
「
管

轄
」
を
領
域
国
の
「
権
能
及
び
支
配
」
と
解
釈
し
た
こ
と
が
、
実
質
的
に
は
領
域
国
が
自
国
領
域
に
お
い
て
統
治
権
能
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

つ
い
で
、
本
節
二
で
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
属
地
主
義
が
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
理
論
的

根
拠
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一　
「
管
轄
」
の
定
義

―
領
域
国
の
統
治
権
能

―

欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
の
な
か
に
は
、「
管
轄
」
を
権
力
及
び
支
配
な
い
し
実
効
的
支
配
の
よ
う
に
定
義
す
る
と
、
意
味
が
通
ら
な
く
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
う

し
た
事
例
に
お
い
て
は
、当
事
国
が
人
や
地
域
に
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、人
は
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

当
事
国
は
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
も
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
も
行
使
す
る
こ
と
な
く
、
人
を
自
ら
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
く
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
第

一
条
の
「
管
轄
」
は
、「
管
轄
」
行
使
な
き
「
管
轄
」
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。
こ
う
し
た
「
管
轄
」
は
、当
事
国
の
権
能
（com

peten
ce

）
と
定
義
可
能
な
意
味
を
持
つ
。

こ
れ
は
、
国
際
法
上
当
然
に
領
域
国
が
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
権
限
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
で
の
第
一
条
の
「
管
轄
」
は
、「
管
轄
」
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よ
り
は
む
し
ろ
管
轄
権
と
和
訳
す
る
方
が
よ
り
適
切
と
い
え
る
語
意
を
有
す
る
。

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、二
〇
〇
四
年
の
ア
サ
ニ
ゼ
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
事
件
判
決
を
分
析
し
た
い
。
当
該
事
件
は
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
構
成
す
る
自
治
共
和
国
の
一
つ
、

ア
ジ
ャ
リ
ア
自
治
共
和
国
で
服
役
中
の
申
立
人
に
対
す
る
権
利
侵
害
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
事
件
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

ア
最
高
裁
判
所
に
は
ア
ジ
ャ
リ
ア
自
治
共
和
国
の
高
等
裁
判
所
の
判
断
を
覆
す
権
限
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
ジ
ャ
リ
ア
自
治
共
和
国
自
体
も
分
離
独
立
を
希
求
せ
ず
に

中
央
の
司
法
当
局
へ
の
協
力
を
拒
ん
で
い
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ジ
ャ
リ
ア
自
治
共
和
国
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
領

域
の
一
部
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
「
権
能
及
び
支
配
（com

peten
ce an

d con
trol

）」
に
服
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
「
権

能
の
推
定
（presu

m
ption

 of com
peten

ce

）」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
権
利
侵
害
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
事
実
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る

と
認
め
る（
276
）。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
は
、
自
治
政
府
内
に
い
る
者
が
中
央
政
府
の
「
管
轄
」
の
下
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
解
釈
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、「
管
轄
」
は
「
権
能
及
び
支
配
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
う
る
。

条
約
法
条
約
第
二
九
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
通
常
、
条
約
は
当
事
国
を
そ
の
領
域
全
体
に
つ
い
て
拘
束
す
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
当
事
国
領
域
内
で
の
条

約
適
用
が
問
題
と
な
っ
た
ア
サ
ニ
ゼ
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
「
管
轄
」
の
意
味
は
、
こ
れ
こ
そ
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
有
す
る
通
常
の
意
味
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
加
え
て
、ア
サ
ニ
ゼ
事
件
の
事
実
関
係
を
考
慮
す
る
と
、こ
こ
で
の
「
権
能
及
び
支
配
」
概
念
と
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
間
の
強
い
関
連
性
が
疑
わ
れ
る
。

ア
ジ
ャ
リ
ア
自
治
共
和
国
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
の
「
権
能
及
び
支
配
」
に
服
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
の
統
治
権
能
に
服
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と

同
義
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
国
家
管
轄
権
は
主
権
の
一
側
面
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
国
が
自
国
領
域
に
つ
い
て
有
す
る
統
治
権
能
と
も
言
い
換
え
ら

れ
る（
277
）。

こ
こ
か
ら
、
ア
サ
ニ
ゼ
事
件
判
決
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
領
域
国
の
有
す
る
統
治
権
能
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
と
解
釈
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。

な
お
、
欧
州
人
権
委
員
会
は
、
一
九
九
一
年
の
ア
ン
対
キ
プ
ロ
ス
事
件
決
定
に
お
い
て
、
キ
プ
ロ
ス
の
権
力
（au

th
ority

）
が
キ
プ
ロ
ス
南
部
に
事
実
上
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、
キ
プ
ロ
ス
は
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
で
の
反
乱
団
体
の
行
為
に
つ
い
て
第
一
条
に
基
づ
く
責
任
を
負
わ
な
い
と
判
断
し
て
い
る（
278
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州

人
権
委
員
会
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
領
域
国
の
統
治
権
能
と
は
解
釈
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ア
サ
ニ
ゼ
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
欧
州
人
権
裁
判
所
の
解
釈
は
、
欧
州
人

権
委
員
会
の
従
来
の
「
管
轄
」
解
釈
を
変
更
し
、
新
た
な
意
味
を
付
け
加
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
領
域
国
の
統
治
権
能
と
定
義
す
る
場
合
、そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
は
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
の
格
好
の
切
り
口
を
提
示
す
る
。
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二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠

―
属
地
主
義

―

本
節
二
で
は
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、
何

が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
節
二
の
1
で
は
国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
に
は
、

と
も
に
属
地
主
義
に
基
づ
く
と
い
う
点
で
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
提
示
す
る
。
つ
い
で
、本
節
二
の
2
で
は
、欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
で
「
管
轄
」

の
推
定
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
属
地
主
義
を
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
取
り
込
む
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

1　

国
家
管
轄
権
概
念
と
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
の
関
連
性

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
以
降
、
繰
り
返
し
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
が
主
と
し
て
領
域
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。

今
日
に
お
い
て
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
「
第
一
条
の
下
で
の
国
の
管
轄
に
関
す
る
権
能
（S

tate’s ju
risdiction

al 

com
peten

ce

）
は
、
主
と
し
て
領
域
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（
279
）。

こ
の
一
文
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
行
使
が
問
題
と
な
る
事
例
の
多
く
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
問
題
と
な
る
事
例

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
の
よ
う
に
、
被
告
国
に
よ
る
国
家
管
轄
権
の
行
使
が
国
際
法
上
正
当
化
さ
れ
る
と
は
お
よ
そ
い
え
な
い
事
例
も
含
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
事
例
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
を
国
家
管
轄
権
概
念
と
解
釈
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
説
上
で
は
両
概
念

の
齟
齬
を
め
ぐ
り
、バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
議
論
が
こ
れ
ま
で
生
じ
て
き
た
。こ
の
両
概
念
の
齟
齬
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
、

以
下
で
は
、
第
二
章
第
一
節
一
・
二
で
提
示
し
たju

risdiction
観
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

第
一
章
第
二
節
二
で
述
べ
た
と
お
り
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
と
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
の
理
論
的
な
関
連
性
を
否
定

す
る
立
場
で
あ
る
。
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
等
を
考
慮
す
る
と（
280
）、

確
か
に
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
や
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
定
義
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念

と
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
間
の
理
論
的
関
連
性
は
、
疑
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方
で
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
定
義
さ
れ
る
「
管
轄
」
の
場
合
、
国
家
管

轄
権
概
念
と
の
理
論
的
な
繋
が
り
が
存
在
す
る
可
能
性
は
否
定
し
難
い
。
そ
こ
で
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
定
義
さ
れ
る
場
合
に
、
国
家
管

轄
権
概
念
と
の
理
論
的
関
連
性
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
を
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
て
考
察
す
る
。

そ
の
際
、
最
も
疑
問
で
あ
る
の
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
「
管
轄
」
を
定
義
す
る
場
合
、
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
な
い
し
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
の
一
つ

と
さ
れ
る（
281
）属

地
主
義
（territorial prin

ciple

）
が
ど
の
よ
う
に
「
管
轄
」
の
解
釈
に
関
与
し
て
く
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
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件
判
決
に
お
い
て
、「
第
一
条
に
お
け
る
国
の
管
轄
に
関
す
る
権
能
が
、
主
と
し
て
領
域
的
で
あ
る
」
こ
と
を
、
属
地
主
義
（territorial prin

ciple

）
と
呼
ぶ（
282
）。

こ
の
文

脈
で
の
属
地
主
義
は
、
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
な
い
し
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
の
一
つ
と
さ
れ
る
属
地
主
義
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
な
い
し
管
轄
権
行
使
の
根
拠
原
則
の
一
つ
と
さ
れ
る
属
地
主
義
は
、
本
稿
の
整
理
で
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う

分
析
視
角
か
ら
国
家
管
轄
権
概
念
を
分
析
し
た
際
に
得
ら
れ
る
帰
結
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
第
二
章
第
一
節
三
で
は
、
こ
の
分
析
視
角
を
第
一
条
の
「
管
轄
」
概

念
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。
そ
の
結
論
は
今
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分

析
視
角
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
交
錯
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

2　

覆
る
こ
と
の
な
い
「
管
轄
」
の
推
定

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ア
サ
ニ
ゼ
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
権
能
の
推
定
論
が
、
そ
の
後
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、「
管
轄
」
の
推
定
論
と
し
て
展
開

し
て
い
く
過
程
を
分
析
し
た
い
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
の
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
で
あ
る
。
当
該
事
件
で
は
、
モ
ル
ド
バ
国
内
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の

軍
事
的
・
財
政
的
支
援
等
の
下
で
独
立
を
宣
言
し
、
存
続
し
て
い
る
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
の
裁
判
所
に
お
い
て
「
有
罪
判
決
」
を
受
け
た
申
立
人
が
、
モ
ル
ド

バ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
が
争
わ
れ
た
。

こ
の
問
題
の
検
討
に
あ
た
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
ま
ず
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
参
照
し
つ
つ
、
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
、
条
約
第
一
条
に
お
け
る
「
管
轄
の

下
に
あ
る
」
と
い
う
表
現
と
は
、
国
の
管
轄
的
権
能
が
主
と
し
て
領
域
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、「
管

轄
が
通
常
は
国
の
領
域
全
体
に
行
使
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
」
こ
と
を
も
意
味
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、「
こ
の
推
定
は
、
と
り
わ
け
国
が
、
自
国
領
域
の
一

部
に
お
い
て
、
自
ら
の
権
力
行
使
を
阻
害
さ
れ
て
い
る
場
合
と
い
っ
た
、
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
は
限
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
る（
283
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州

人
権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
領
域
で
は
須
ら
く
、
領
域
国
が
「
管
轄
」
を
行
使
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
と
の
立
場
を
と
る
。
こ
の
よ
う
に
当
事
国
領
域

に
お
い
て
「
管
轄
」
の
推
定
が
働
く
こ
と
は
、
二
〇
一
二
年
の
カ
タ
ン
事
件
判
決
や
二
〇
一
五
年
の
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
対
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
も
踏
襲

さ
れ
て
い
る（
284
）。

こ
う
し
た
推
定
は
、
国
が
領
域
主
権
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
導
き
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る（
285
）。

そ
し
て
、
推
定
0

0

と
い
う
以
上
、
こ
の
「
管
轄
」
の
推
定
は
、
一
定
の
状
況

下
で
は
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
こ
の
推
定
が
覆
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
立
場
を
分
析
す

る
限
り
、
こ
の
推
定
が
覆
る
こ
と
は
ま
ず
も
っ
て
な
い
。
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
の
場
合
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
モ
ル
ド
バ
が
「
そ
の
領
域
の
う
ち
、『
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
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ル
共
和
国
』
の
実
効
的
支
配
の
下
に
あ
る
一
部
地
域
に
対
し
て
は
、
権
力
（au

th
ority

）
を
行
使
し
て
い
な
い
」
と
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
人
権

裁
判
所
は
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
て
も
、
申
立
人
に
欧
州
人
権
条
約
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
、

国
際
法
に
従
い
最
大
限
と
る
こ
と
の
で
き
る
外
交
的
、経
済
的
、司
法
的
ま
た
は
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
積
極
的
義
務
を
、モ
ル
ド
バ
は
依
然
と
し
て
第
一
条
の
下
で
負
う
」

と
述
べ
る（
286
）。

こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
当
事
国
が
一
部
領
域
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
て
い
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
当
該
領
域
に
い
る
者
が
当
該
国
の
「
管
轄
」

の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
で
は
、
領
域
国
が
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
た
地
域
に
つ
い
て
も
な
お
、
そ
の
地
域
が
当
該
領
域
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
断
は
、

何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
カ
タ
ン
事
件
判
決
は
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
と
同
様
、「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
域
内
で
の
権
利
侵
害
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ

る
。
当
該
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
に
言
及
し
て
お
り
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
で
は
モ
ル
ド
バ
が
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
地
域
に
つ
い

て
実
効
的
支
配
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
モ
ル
ド
バ
が
領
域
国
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
に
所
在
す
る
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
の
申
立
人

が
モ
ル
ド
バ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
と
評
価
し
て
い
る（
287
）。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
実
効
的
支
配
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
領
域

国
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
そ
の
領
域
国
が
人
を
自
ら
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
根
拠
、
す
な
わ
ち
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
の
立

場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
二
〇
一
五
年
の
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
事
件
で
は
、
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
伴
い
、
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
領
域
内
の
グ
リ
ス
タ
ン
村
の
財
産
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
申
立
人
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
か
ど
う
か
が
争

わ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
特
徴
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍
と
ア
ル
メ
ニ
ア
軍
が
グ
リ
ス
タ
ン
村
を
は
さ
ん
で
対
峙
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
国
が
当
該
村
を
実
効
的
支
配
し

て
い
る
の
か
事
実
認
定
が
困
難
な
点
に
あ
る
。
裁
判
所
は
こ
の
点
を
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
他
国
軍
隊
等
に
よ
っ
て
「
国
が
そ
の
領
域
の
一
部
に
対
す
る
権
力
行
使
を
阻

害
さ
れ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
国
は
条
約
第
一
条
の
意
味
の
管
轄
を
有
す
る
こ
と
を
や
め
な
い
」
と
だ
け
述
べ
、
本
件
で
も
「
管
轄
」
の
推
定
を
肯
定
し
た（
288
）。

だ
が
、
法
廷
内
で
は
こ
の
判
断
に
対
し
て
異
論
が
出
て
い
た
。
ハ
ジ
エ
フ
裁
判
官
は
そ
の
反
対
意
見
に
お
い
て
、「
ど
ち
ら
の
対
立
す
る
当
事
国
も
、
こ
の
村
に
実
効
的

支
配
を
有
し
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
」
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
ハ
ジ
エ
フ
裁
判
官
は
、
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
が
、
事
実
上
の
「
緩
衝
地
帯
」
に
対
す
る
実
効
的
支
配

の
問
題
に
つ
い
て
裁
判
所
に
回
答
を
迫
っ
た
初
め
て
の
事
件
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、「
実
効
的
支
配
が
当
事
国
の
一
方
に
帰
す
る
と
し
た
、
事
実
に
反
す
る
結

論
は
、
国
際
法
に
依
拠
し
て
お
ら
ず
、『
実
効
的
』
支
配
の
概
念
そ
れ
自
体
と
矛
盾
す
る
」
と
述
べ
る（
289
）。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ジ
エ
フ
裁
判
官
の
立
場
は
、「
管
轄
」
を
地
域
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に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
と
同
義
で
あ
る
と
捉
え
る
立
場
で
あ
る
と
い
え
、そ
れ
ゆ
え
に
、実
効
的
支
配
な
き
地
域
に
は
「
管
轄
」
な
し
と
の
立
場
を
と
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
反
対
意
見
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、本
件
に
お
い
て
「
管
轄
」
の
推
定
を
肯
定
し
た
多
数
意
見
判
決
は
、地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
は
異
な
る
意
味
を
、

第
一
条
の
「
管
轄
」
に
与
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
れ
で
は
、
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
与
え
ら
れ
た
意
味
は
何
で
あ
る
の
か
。
当
該
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
グ

リ
ス
タ
ン
村
が
「
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
（in

tern
ation

ally recogn
ised

）
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
域
」
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、「
管
轄
」
の
推
定
を

適
用
す
る
と
述
べ
る（
290
）。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、
カ
タ
ン
事
件
判
決
同
様
、
実
効
的
支
配
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
領
域

国
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、そ
の
領
域
国
が
人
を
自
ら
の「
管
轄
」の
下
に
お
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
根
拠
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ

て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
文
脈
に
お
け
る
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
人
権
侵
害
発
生
地
の
領
域
国
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
当
事
国
と
人
と
の

間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
要
因
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
何
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
で
は
、
ア
サ
ニ
ゼ
事
件
判
決
で
示
さ
れ

た
権
能
の
推
定
論
（presu

m
ption

 of com
peten

ce
）
が
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
「
管
轄
」
の
推
定
論
（presu

m
ption

 of ju
risdiction

）
と
言
い
換

え
ら
れ
る
と
整
理
さ
れ
て
い
る（
291
）。

こ
れ
ら
の
判
決
を
踏
ま
え
る
と
、
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
た
地
域
に
対
し
て
領
域
国
が
有
す
る
「
管
轄
」
の
推
定
と
は
、
自
治
政
府
の

治
め
る
地
域
に
対
す
る
中
央
政
府
の
「
権
能
の
推
定
」
と
同
一
線
上
の
論
理
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
文
脈
で
の
「
管
轄
」
と
は
、
当
事
国
が
実
効
的

に
支
配
し
て
い
る
物
理
的
な
空
間
と
い
う
よ
り
は
、
一
定
の
空
間
に
お
い
て
領
域
国
が
有
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
権
能
と
理
解
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
領
域
国
の
実
効
的
支
配
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
は
非
国
家
主
体
が
実
効
的
支
配
を
行
う
地
域
に
つ
い
て
も
「
管
轄
」
の
推
定

が
覆
ら
な
い
理
由
は
、
そ
の
地
域
が
「
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
」
当
事
国
領
域
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
領
域
国
が
当
該
地
域
に
つ
い
て
統
治
行
為
を
行
う
権
能
を
国
際
法
上

依
然
と
し
て
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
管
轄
」
の
推
定
は
、
仮
に
領
域
国
が
自
国
領
域
の
一
部
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
失
っ
て
い
る
と
し
て

も
、
ま
ず
も
っ
て
覆
る
こ
と
が
な
い
。
わ
ず
か
に
、
当
事
国
領
域
内
に
お
い
て
新
独
立
国
が
成
立
し
、
問
題
の
地
域
が
も
は
や
当
事
国
領
域
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
え
る

場
合
に
の
み
、「
管
轄
」
の
推
定
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
が
自
国
領
域
に
つ
い
て
統
治
権
能
を
有
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
領
域
国
に
よ
る
実
効
的
支
配
の
行
使
な
き
「
管
轄
」
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
属
地
主
義
は
、
国
際
法
上
一
定
の
地
域
が
国
の
領
域
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
国
家
管
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轄
権
の
行
使
を
正
当
化
す
る
。「
管
轄
」
の
推
定
も
ま
た
、
国
際
法
上
一
定
の
地
域
が
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
地
域
に
所
在
す
る
人

ま
た
は
財
産
が
領
域
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
こ
こ
か
ら
、「
管
轄
」
の
推
定
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
属
地
主
義
と
同

一
の
淵
源
を
持
つ
論
理
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
属
地
主
義
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
欧
州
人
権
条
約

の
適
用
範
囲
を
定
め
る
文
脈
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
関
す
る
文
脈
で
は
、
人

ま
た
は
そ
の
財
産
が
当
事
国
の
自
国
領
域
に
所
在
す
る
こ
と
が
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
異
な
り
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄

の
連
関
」
を
構
築
す
る
た
め
に
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
が
グ
リ
ス
タ
ン
村
に
あ
る
申
立
人
の
財
産
に
つ
い
て
、
没
収
と
い
っ
た
特
定
の
財
産
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
行
動
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
が

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
の
イ
サ
エ
ヴ
ァ
対
ロ
シ
ア
事
件
判
決
で
は
、
第
二
次
チ
ェ

チ
ェ
ン
紛
争
の
際
に
ロ
シ
ア
が
自
国
領
内
で
実
施
し
た
空
爆
に
よ
り
死
傷
し
た
文
民
が
、
疑
い
な
く
ロ
シ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（
292
）。

こ
の
よ
う
に
、「
管
轄
」
を
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
定
義
す
る
場
合
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根

拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
交
錯
す
る
。
そ
の
交
錯
点
に
は
属
地
主
義
が
あ
り
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
理
解
さ
れ
る
属
地
主
義
は
、
当
事
国
と
人

と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
理
論
的
根
拠
と
も
な
る
。
他
方
、
本
章
第
一
節
二
の
2
で
述
べ
た
と
お
り
、
属
人
主
義
に
つ
い
て
は
、「
管
轄
」
に
対
す
る
分
析

視
角
と
国
家
管
轄
権
に
対
す
る
分
析
視
角
と
が
互
い
に
交
錯
す
る
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
欧
州
人
権
条
約
は
い
わ
ゆ
る
植
民
地
条
項
を
有
し
て
お
り
、
第
五
六
条
一
項
は
、
当
事
国
が
「
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
地
域
の
全
部
又
は

一
部
に
つ
い
て
（
中
略
）
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る（
293
）。

こ
こ
か
ら
、
二
〇
一
二
年
の
チ
ャ
ゴ
ス
島
住
民
対
英
国
事
件
決
定

に
お
い
て
、
英
国
は
、
上
記
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
海
外
領
土
・
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
の
元
住
民
が
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
意
味
で
の
自
国
の
「
管
轄
」
の

下
に
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
五
六
条
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
効
力
あ
る
規
定
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ

れ
以
外
の
「
管
轄
」
の
基
礎
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
の
住
民
が
英
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る（
294
）。

そ
の
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
海
外
領
土
が
当
事
国
の
実
効
的
支
配
の
下
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
第
五
六
条
の
問
題
と
を
挙
げ
、
両
者
が
異
な
る
問
題
で
あ
る
と

整
理
す
る（
295
）。

確
か
に
、
本
章
第
二
節
で
挙
げ
た
判
決
お
よ
び
決
定
を
み
る
限
り
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
の
有
無
は
、
も
っ
ぱ
ら
当
事
国
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が
統
治
権
能
を
有
さ
な
い
地
域
に
お
い
て
の
み
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
、
当
事
国
の
海
外
領
土
に
つ
い
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
文
脈
で
理
解
す
る

こ
と
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
適
切
で
は
な
い
と
い
え
る
。
植
民
地
条
項
の
存
続
は
、
当
事
国
が
第
五
六
条
一
項
に
規
定
さ
れ
る
宣
言
を
行
わ
な
い

場
合
、
当
事
国
が
自
ら
の
海
外
領
土
に
つ
い
て
統
治
権
能
を
有
す
る
こ
と
が
、
当
事
国
で
あ
る
本
国
と
海
外
領
土
の
住
民
ら
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る

要
因
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
制
度
の
維
持
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
に
基
づ
き
、「
管
轄
の
連
関
」
が
構

築
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
制
度
で
も
同
時
に
あ
る
。
他
方
で
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
に
基
づ
き
、「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
可

能
性
は
否
定
さ
れ
な
い
。

3　

小
括

―
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
の
反
映

―

以
上
の
こ
と
か
ら
、
属
地
主
義
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
根
拠
で
も
あ
り
、
か
つ
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
理
論
的
根
拠
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
と
完
全
に
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
章
第
二
節
二
の
4
で
は
、
地
域
に
対

す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
は
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
の
確
立
を
根
拠
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原

理
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
い
え
る
こ
と
を
示
し
た
。
他
方
で
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
た
と
え
当
事
国
が
実
効
的
支
配
を
自
国
領
域
の
一
部

に
つ
い
て
喪
失
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
該
地
域
が
そ
の
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
が
依
然
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
条
約
適
用

の
領
域
性
原
理
を
完
全
に
反
映
し
た
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
属
地
主
義
が
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
理
論
的
根
拠
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
、

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
で
は
、領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、属
地
主
義
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠
で
あ
る
こ
と
は
、こ
の
「
管
轄
」
概
念
が
、

国
家
管
轄
権
概
念
の
有
す
る
意
味
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
第
一
節
二
の
4
で
述
べ
た
国
家
管
轄
権
の
二
分
類
論
に
基
づ
け
ば
、
国
家
管

轄
権
は
規
律
管
轄
権
と
執
行
管
轄
権
に
分
類
可
能
で
あ
る
。
他
方
で
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
は
、
領
域
国
が
規
律
管
轄
権
や
執
行
管
轄
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
な
の
で
は
な
く
、
国
が
領
域
国
と
し
て
こ
う
し
た
管
轄
権
を
行
使
す
る
権
能
を
有
す
る
こ
と
自
体
が
「
管
轄
の
連
関
」
構

築
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
や
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
と
は
異
な
り
、

「
管
轄
」
行
使
が
規
律
管
轄
権
や
執
行
管
轄
権
に
相
当
す
る
か
と
い
う
問
題
設
定
を
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
国
が
国
家
管
轄
権
を
行
使
す
る
権
能
を
有
す
る
淵
源
と
関
わ
り
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
国
家
管
轄
権
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は
主
権
の
一
側
面
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
国
は
自
ら
が
国
際
法
上
有
す
る
権
利
な
い
し
権
限
に
基
づ
き
、
国
家
管
轄
権
を
行
使
す
る
権
能
を
有
す
る（
296
）。

こ
の
こ
と
は
、
欧
州

人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
文
脈
で
は
、
当
事
国
が
領
域
国
と
し
て
自
国
領
域
内
を
「
管
轄
」
の
下
に
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
領
域

国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
間
の
関
係
性
は
、
前
者
が
後
者
の
有
す
る
意
味
を
反
映
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
国
家
主
権
と
い
う
同

一
の
淵
源
か
ら
と
も
に
導
き
出
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
互
い
に
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。

第
四
節　

法
的
空
間
と
し
て
の
「
管
轄
」

欧
州
人
権
裁
判
所
は
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
解
釈
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
法
的
空
間
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
一
見
す
る
と
第
一
条
の
「
管
轄
」
は
法
的
空
間
と

し
て
も
定
義
可
能
な
よ
う
に
も
み
え
る
。
他
方
で
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
解
釈
す
る
際
、法
的
空
間
論
を
補
足
的
な
考
察
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、「
管
轄
」
を
法
的
空
間
と
し
て
も
定
義
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
節
一
で
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義

す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、「
管
轄
」
を
法
的
空
間
と
定
義
可
能
な
の
か
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
す
る
。
つ
い
で
、
本
節
二
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何

か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
法
的
空
間
論
で
は
何
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
を
法
的
空
間

と
し
て
定
義
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

一　

法
的
空
間
と
定
義
可
能
か

「
法
的
空
間
（legal space / espace ju

rid
iqu

e

）」
と
い
う
用
語
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
、
し
ば
し

ば
言
及
す
る
表
現
で
あ
る（
297
）。

こ
の
表
現
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
で
、
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
当
該
決
定
に
お

い
て
、法
的
空
間
と
い
う
表
現
を
用
い
つ
つ
、空
爆
の
被
害
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
際
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
、欧
州
人
権
条
約
が
「
欧

州
公
序
の
憲
法
的
文
書
」
と
し
て
の
特
別
の
性
格
を
有
す
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
欧
州
人
権
条
約
が
本
質
的
に
地
域
的
な
文
脈
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
全
当
事
国
の
法

的
空
間
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
多
数
国
間
条
約
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
が
こ
の
法
的
空
間
内
に
は
入
ら
な
い
こ
と
を
確

認
し
つ
つ
、
問
題
と
な
る
領
域
が
通
常
は
欧
州
人
権
条
約
の
射
程
内
に
あ
る
場
合
に
の
み
、「
管
轄
」
の
確
立
に
資
す
る
よ
う
に
欧
州
人
権
裁
判
所
は
人
権
保
障
の
空
隙
ま

た
は
空
白
を
回
避
し
た
い
と
い
う
希
求
に
こ
れ
ま
で
依
拠
し
て
き
た
と
述
べ
る（
298
）。
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こ
の
よ
う
に
、
法
的
空
間
と
い
う
表
現
を
用
い
て
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
を
「
欧
州
公
序
の
憲

法
的
文
書
」
で
あ
り
、
全
当
事
国
の
「
法
的
空
間
」
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
多
数
国
間
条
約
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
論
と
は
、

当
事
国
す
べ
て
の
国
家
領
域
を
総
体
と
し
て
捉
え
、
欧
州
と
い
う
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
理
解
す
る
考
え
方
で
あ
る
と
定
義
で
き
る
。
ま
た
、
法
的
空
間
と
い
う
表
現
に
は
、

欧
州
が
複
数
の
主
権
国
家
に
よ
り
領
域
的
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
捨
象
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
れ
で
は
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

単
純
に
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
、
す
な
わ
ち
、
全
当
事
国
領
域
の
総
体
と
も
定
義
可
能
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
適
当
だ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
、
管
轄
と
い
う
用
語
は
、
管
轄
権
が
及
ぶ
範
囲
と
い
う
意
味
も
有
す
る（
299
）。「

管
轄
」
を
一
定
の
空
間
と
捉
え
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と
は
、
一
見
す
る
限
り
で
は

い
え
な
い
。
だ
が
、「
管
轄
」
を
法
的
空
間
と
定
義
す
る
場
合
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
は
、
人
が
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
に
所

在
す
る
こ
と
自
体
が
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
適
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

二　
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か

そ
こ
で
、
本
節
二
で
は
、
法
的
空
間
論
に
お
い
て
、
何
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
節
二
の
1
で
法
的
空
間

論
の
射
程
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
後
、
本
節
二
の
2
に
お
い
て
、
法
的
空
間
論
と
「
管
轄
」
の
推
定
論
と
の
間
に
い
か
に
整
合
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
検

討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
法
的
空
間
論
の
意
義
を
提
示
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
節
二
の
3
で
は
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
法
的

空
間
論
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
の
実
質
的
な
内
容
が
何
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
法
的
空
間
論
で
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
他
の
「
管
轄
」

の
定
義
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
重
複
す
る
と
い
え
る
こ
と
を
示
す
。

1　

法
的
空
間
論
の
射
程

人
が
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
に
所
在
す
る
こ
と
が
、「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
に
な
る
の
か
を
検
討
す
る
上
で
、
前
提
と
し
て
明
確
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
上
で
、
法
的
空
間
が
い
か
な
る
内
容
を
有
す
る
も
の
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
バ
ン

コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
以
降
、学
説
上
で
は
、当
該
決
定
が
、欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
外
で
の
適
用
を
排
除
し
た
と
の
批
判
が
多
数
み
ら
れ
た（
300
）。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
は
、

二
〇
一
一
年
の
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
法
的
空
間
論
で
は
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
、
欧
州
評
議
会
加
盟
国
の
領
域
外
で
は
決
し
て
存
在
し



142

え
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
と
示
さ
れ
た
こ
と
は（
301
）、

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
克
服
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
実
際
に
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
で
用
い
ら
れ
た
論
理
は
よ
り
慎
重
で
あ
り
、
法
的
空
間
内
で
は
人
権
保
障
の
空
白
回
避
の
た
め
に
欧
州
人
権
条
約
を
適

用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
法
的
空
間
外
で
は
そ
の
よ
う
な
考
慮
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
実
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
特
に
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ

事
件
決
定
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
決
定
の
前
後
一
貫
し
て
、
国
が
人
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
欧
州

人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認
め
て
き
た（
302
）。

ま
た
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
法
的
空
間
に
言
及
す
る
際
は
、
常
に
そ
れ
よ
り
も
先
に
、
第
一
条
の
意
味
で
の
「
管
轄
」
が

行
使
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
言
及
し
て
き
た（
303
）。

そ
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
法
的
空
間
外
で
申
立
人
に
害
が
生
じ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
被
告
国
に
よ
る
「
管
轄
」
行
使

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
外
で
の
適
用
を
否
定
し
た
事
例
は
存
在
し
な
い
。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
法
的
空
間
外0

で
の
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
可
否
に
つ
い
て
は
、
法
的
空
間
の
内
外
如
何
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
被
告
国
が
「
管
轄
」

を
行
使
し
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
決
定
し
て
き
た
と
い
え
る
。
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
が
示
し
た
よ
う
に
、
法
的
空
間
外
で
は
「
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
回

避
す
べ
き
」
で
あ
る
と
い
う
要
請
は
、
欧
州
人
権
条
約
か
ら
は
導
き
出
さ
れ
な
い（
304
）。

だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
法
的
空
間
外
に
お
い
て
、
人
や
地
域
に
対
す
る
当
事
国
の
「
管

轄
」
行
使
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
そ
の
「
管
轄
」
行
使
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
法
的
効
果
を
生
む
わ
け
で
は
な
い（
305
）。

し
た
が
っ
て
、
法
的
空
間
を
考
慮
す
る
意
義
は
、
法
的
空
間
外
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
的
空
間
内0

で
の
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
こ
そ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
理
解
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
の
な
か
で
、「
人
権
保
障
制
度
の
遺
憾
な
空
白
」
を
キ
プ
ロ
ス
北
部
で
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た

二
〇
〇
一
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
と
、バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
と
を
区
別
し
、両
事
件
で
は
状
況
が
異
な
る
と
強
調
し
た
こ
と
と
も
合
致
す
る（
306
）。

す
な
わ
ち
、

法
的
空
間
論
の
意
義
と
は
、欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
内
で
は
、人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
回
避
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
管

轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
る
際
、
検
討
す
べ
き
点
は
、
人
が
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
に
所
在
し
な
い

0

0

0

こ
と
が
、「
管
轄
の
連
関
」
の
構

築
を
否
定
す
る
要
因
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
検
討
す
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
も
、
人
が
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
に
所
在
す
る
0

0

こ
と
が
、「
管
轄
の
連
関
」

を
構
築
さ
せ
る
要
因
に
な
る
の
か
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
法
的
空
間
論
と
は
、
全
当
事
国
の
法
的
空
間
内
で
生
じ
た
事
象
に
つ
い
て
は
、「
管
轄
」

の
確
立
に
資
す
る
よ
う
に
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
回
避
の
希
求
に
依
拠
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
法
的
空
間
外
で
は
そ
の
必
要
が
な
い
と
い
う
欧
州
人
権
裁
判
所

の
論
理
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

2　

法
的
空
間
論
と
「
管
轄
」
の
推
定
論
と
の
整
合
性
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法
的
空
間
論
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
内
で
は
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
回
避
の
希
求
に
依
拠
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
と
理
解
す
る

場
合
、
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
法
的
空
間
論
と
「
管
轄
」
の
推
定
論
と

の
間
の
整
合
性
は
、
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
条
約
は
、「
管
轄
」
の
推
定
に
よ
っ
て
、
当
事
国
領
域

内
に
お
い
て
ま
ず
間
違
い
な
く
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
法
的
空
間
内
、
す
な
わ
ち
当
事
国
領
域
内
で
は
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
が
法
的
に
生
じ
る
余
地
は

な
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
法
的
空
間
論
に
言
及
し
続
け
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
で
あ
る
領
域
国
が
、
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
て
い
る
一
部
地
域
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
論
拠
と
し
て
、

欧
州
人
権
裁
判
所
が
「
管
轄
」
の
推
定
論
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
領
域
国
に
は
い
か
な
る
状
況
に
せ
よ
、
自
国

領
域
全
体
に
つ
い
て
統
治
権
能
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
管
轄
」
の
推
定
が
覆
さ
れ
る
こ
と
は
実
際
上
あ
り
え
な
い
。
他
方
、
法
的
空
間
論
と
は
、
人
権
保
障
の
空
隙

ま
た
は
空
白
回
避
の
希
求
と
い
う
、
権
利
保
障
さ
れ
る
べ
き
者
の
法
益
を
実
質
的
に
保
護
す
る
た
め
の
論
理
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
管
轄
」
の
推
定
論
と
法
的
空
間
論
と

は
、
論
理
の
淵
源
、
す
な
わ
ち
、
国
が
有
す
る
権
能
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
回
避
す
る
必
要
性
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の

か
と
い
う
点
が
異
な
っ
て
お
り
、
両
者
が
互
い
に
別
個
独
立
し
た
論
理
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
管
轄
」
の
推
定
論
と
の
こ
う
し
た
違
い
を
念
頭
に
お
く
と
、
法
的
空
間
論
の
意
義
は
、「
管
轄
」
の
推
定
に
基
づ
き
形
式
的
に
保
障
さ
れ
る
地
域
住
民
の
権
利
が
、
実

質
的
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
か
を
問
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
な
ら
ば
、法
的
空
間
内
の
地
域
に
つ
い
て
領
域
国
の「
管
轄
」

の
推
定
が
あ
る
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
、
当
該
地
域
に
お
い
て
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
の

場
合
、
申
立
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
状
態
を
実
質
的
に
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
な
国
は
、「
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
」
の
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ト
ル
コ

で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、仮
に
申
立
人
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
な
い
と
す
れ
ば
、本
件
申
立
人
は
キ
プ
ロ
ス
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
法
的
空
間
論
の
意
義
と
は
、
法
的
空
間
内
で
は
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
に
陥
っ
た
者
が
、

そ
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る
能
力
を
実
質
的
に
有
す
る
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
も
置
か
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
307
）。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
的
空
間
論
と
は
、
人
が
、
自
ら
の
身
体
ま
た
は
財
産
が
一
当
事
国
の
領
域
と
い
う
物
理
的
空
間
に
所
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
に
関
す
る
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
解
消
す
る
実
質
的
能
力
を
有
す
る
い
か
な
る
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
も
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ

と
い
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
一
当
事
国
の
領
域
に
所
在
す
る
こ
と
は
、
領
域
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
潜
在
的
に
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全
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
も
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
「
潜
在
的
に
」
と
の
条
件
が
つ
く
理
由
は
、
領
域
国
以
外
の
国
と
人
と
の

間
に
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
が
真
に
構
築
さ
れ
る
に
は
、
一
定
の
引
き
金
条
件
が
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を

解
消
す
る
実
質
的
能
力
を
領
域
国
以
外
の
当
事
国
が
有
す
る
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
こ
の
引
き
金
条
件
は
、
法
的
空
間
論
が
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る

能
力
を
有
す
る
国
に
権
利
保
障
義
務
を
負
わ
せ
る
論
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
。

こ
の
引
き
金
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
、
領
域
国
以
外
の
当
事
国
と
人
と
の
間
に
は
「
管
轄
の
連
関
」
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
人
ま
た
は
そ

の
財
産
が
法
的
空
間
に
所
在
す
る
だ
け
で
は
、そ
の
者
と
欧
州
人
権
条
約
の
各
当
事
国
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、単
純
に
、

第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
は
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
に
定
義
し
て
し
ま
う
と
、
当
事
国
は
欧
州
人
権
条
約
の
全

当
事
国
領
域
（
法
的
空
間
）
内
に
い
る
者
に
対
し
て
、
自
動
的
に
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

3　

法
的
空
間
論
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
独
自
性
は
あ
る
か

そ
れ
で
は
、
法
的
空
間
論
は
、「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
二
つ
の
分
析
視
角
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
法
的
空
間
論
の
根
幹
は
、
法
的
空
間
内

で
は
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
回
避
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
は
、
人
ま
た

は
そ
の
財
産
が
欧
州
人
権
条
約
の
全
当
事
国
領
域
の
総
体
に
所
在
し
、
か
つ
、
特
定
の
当
事
国
が
法
的
空
間
論
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
能
力

―
す
な
わ
ち
、

そ
の
者
に
関
す
る
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る
能
力

―
を
実
質
的
に
有
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
人
と
当
該
国
と
の
間
に
、
法
的
空
間
論
に
基
づ
く
「
管
轄
の

連
関
」
を
構
築
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
が
な
い
限
り
、
法
的
空
間
論
を
根
拠
に
、
人
が
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と

い
う
判
断
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。

通
常
、
領
域
国
は
そ
の
統
治
権
能
に
基
づ
き
、
自
国
領
域
全
体
に
つ
い
て
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
が
生
じ
な
い
よ
う
に
欧
州
人
権
条
約
を
適
切
に
運
用
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
領
域
国
こ
そ
が
、
領
域
内
に
所
在
す
る
人
ま
た
は
そ
の
財
産
に
関
す
る
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る
能
力
を
実
質
的
に
有
す
る
国
で
あ
り
、

法
的
空
間
論
に
基
づ
く
そ
れ
以
上
の
検
討
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
統
治
権
能
を
有
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
領
域
国
が
自
国
領
域
の
一
部
に
つ
い
て
実

効
的
支
配
を
喪
失
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
二
つ
の
側
面
か
ら
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
領
域
国
が
、
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
た
自
国
領
域

の
一
部
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
か
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
領
域
国
が
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
た
一
部
地

域
に
つ
い
て
、
領
域
国
以
外
の
国
が
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
か
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
三
節
二
に
お
い
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
領
域
国

が
一
部
地
域
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
管
轄
」
の
推
定
に
基
づ
き
、
当
該
地
域
に
所
在
す
る
人
が
領
域
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
実
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
保
障
の
空
白
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
域
内
に
所
在
す
る
グ
リ
ス
タ
ン
村
に
つ
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
欧
州
人
権
条
約
上
の
義
務
が
制
限
さ
れ
る
例
外
的
な
状
況
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
と
述
べ
る（
308
）。

こ
こ
か
ら
、「
管
轄
」
の
推
定
が
ま
ず
も
っ
て
覆
る
こ
と
の
な
い
根
元
的
理
由
は
、
法
的
空
間
論
に
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
の
な
ら
ば
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
さ
ら
に
法
的
空
間
と
し
て
の
「
管

轄
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
述
べ
る
意
義
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
法
的
空
間
論
は
、
第
二
の
側
面
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
と
お
り
、
法
的
空
間
論
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
内

で
は
、
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
が
生
じ
た
地
域
の
領
域
国
以
外
0

0

の
当
事
国
が
、
そ
の
空
隙
・
空
白
を
回
避
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
帰
結
を
導
き
出
す
論
理
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
二
〇
〇
一
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
に
お
い
て
、「
人
権
保

障
制
度
の
遺
憾
な
空
白
」
を
キ
プ
ロ
ス
北
部
で
回
避
す
る
必
要
性
に
言
及
し
つ
つ
、
申
立
ら
れ
た
問
題
が
ト
ル
コ
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
も
確

認
で
き
る（
309
）。

た
だ
、
領
域
国
以
外
の
国
が
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る
能
力
を
実
質
的
に
有
す
る
状
態
と
は
、
そ
の
国
が
当
該
地
域
に
対
し
て
実
効
的
支
配
を
行
使
す

る
場
合
か
、
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
す
る
場
合
し
か
想
定
し
難
い
。
領
域
国
以
外
の
国
が
、
問
題
と
な
る
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支

配
も
、権
利
侵
害
を
主
張
す
る
者
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
も
行
使
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、な
お
、人
を
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
置
く
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
は
、

お
よ
そ
不
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
当
事
国
が
人
や
地
域
に
及
ぼ
す
一
定
程
度
以
上
の
高
い
影
響
力
を
、「
支
配
（con

trol

）」
と
い
う
語

を
用
い
て
、
他
の
よ
り
低
い
程
度
の
影
響
力
と
区
別
す
る
意
味
が
な
く
な
る（
310
）。

そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
領
域
国
以
外
の
国
が
法
的
空
間
論
に
基
づ
き
欧
州
人
権
条
約
上

の
権
利
保
障
義
務
を
負
う
場
合
の
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因

―
す
な
わ
ち
、
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
法
的
空
間
内
に
所
在
し
、
か
つ
、
領
域
国
以
外
の
当
事
国
が
そ

の
者
に
関
す
る
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る
能
力
を
実
質
的
に
有
す
る
こ
と

―
と
は
、
当
事
国
が
人
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
行

使
す
る
こ
と
や
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
と
重
複
す
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
法
的
空
間
論
が
採
用
す
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
人

に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
や
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
重
複
し
て
お
り
、
法
的
空
間
論
の
独
自
性
は
捨
象
さ
れ
る
と
い
え
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
判
例
の
論
理
構
成
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
法
的
空
間
論
に
言
及
す
る
際
、
必
ず
先
に
、
第
一
条
の

意
味
で
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
か
と
い
う
点
を
検
討
し
て
き
た（
311
）。

法
的
空
間
論
は
、
そ
こ
で
の
検
討
で
導
き
出
さ
れ
た
結
論
を
確
認
す
る
た
め
に
、
持
ち
出
さ
れ
た

に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
や
カ
タ
ン
事
件
判
決
で
は
、
モ
ル
ド
バ
域
内
で
独
立
を
宣
言
す
る
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
お
い

て
権
利
侵
害
を
受
け
た
と
主
張
す
る
申
立
人
が
、ロ
シ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
同
様
に
、チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
域
内
で
独
立
を
宣
言
す
る
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
に
お
い
て
権
利
侵
害
を
受
け
た
と
主
張
す
る
申
立
人
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
論
拠
は
、
ロ
シ
ア
が
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
対
し
て
、
ま
た
ア
ル
メ
ニ
ア
が
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
軍
事
的
・
経
済
的
・
そ
の
他
の
支
援
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
支
援
が
、
支
援
を
う
け
た
団
体
が
そ
の
支
援
な
し
に
は
存
続
不
可
能
な
ほ
ど
多
大
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
モ
ル
ド
バ
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
内
に
あ
る
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
言
及
も
し
て

い
な
い（
312
）。

加
え
て
、前
述
の
と
お
り
、欧
州
人
権
裁
判
所
が
法
的
空
間
論
を
根
拠
に
、被
告
国
に
よ
る
人
ま
た
は
地
域
に
対
す
る
「
管
轄
」
行
使
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

欧
州
人
権
条
約
の
法
的
空
間
内
で
の
適
用
を
肯
定
し
た
事
例
は
存
在
し
な
い
。

こ
こ
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
法
的
空
間
外
だ
け
で
な
く
、
法
的
空
間
内
で
の
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
第
一
義
的
に
は
、
被
告
国
が
「
管
轄
」
を

行
使
し
た
か
と
い
う
問
題
の
検
討
に
よ
り
決
定
し
て
き
た
と
い
え
る
。
法
的
空
間
論
は
、
法
的
空
間
外
で
生
じ
た
事
件
と
法
的
空
間
内
で
生
じ
た
事
件
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
裁
判
所
の
結
論
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
、
補
助
的
な
役
割
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
法
的
空
間
論
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
は
、

人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
法
的
空
間
内
に
所
在
し
、
か
つ
、
領
域
国
以
外
の
当
事
国
が
そ
の
者
に
関
す
る
人
権
保
障
の
空
隙
ま
た
は
空
白
を
埋
め
る
能
力
を
実
質
的
に
有
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
が
、
こ
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
実
質
的
に
は
、
他
の
定
義
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
重
複
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
法
的
空
間
と
定
義
づ
け
る
こ
と
に
、
学
術
的
な
必
要
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

も
っ
と
も
、
前
述
の
と
お
り
、
法
的
空
間
論
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
「
管
轄
」
を
解
釈
す
る
場
合
の
「
管
轄
の
連
関
」

構
築
要
因
と
は
論
理
の
淵
源
が
異
な
っ
て
お
り
、法
的
空
間
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
「
管
轄
」
概
念
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

他
方
で
、
領
域
国
は
、
た
と
え
そ
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
て
い
た
と
し
て
も
、
自
国
領
域
内
で
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
い
続
け

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
領
域
内
で
の
適
用
に
お
い
て
、
法
的
空
間
論
が
独
自
の
意
義
を
有
す
る
と
も
い
い
難
い
。
む
し
ろ
、

法
的
空
間
論
は
、「
管
轄
の
推
定
」
が
覆
さ
れ
え
な
い
理
論
上
の
根
拠
と
し
て
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
包
含
さ
れ
る
理
念
で
あ
る
と
理
解
し
た
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方
が
適
切
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
領
域
外
で
の
適
用
が
問
題
と
な
る
場
合
、
法
的
空
間
論
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
当
事
国
に
よ

る
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
の
行
使
ま
た
は
、
当
事
国
に
よ
る
他
の
当
事
国
領
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
の
行
使
と
同
一
視
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
「
管
轄
」
行
使
と
は
異
な
る
、
独
自
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
に
基
づ
き
、
法
的
空
間
論
が
欧
州
人
権
条
約
の
当
事
国
領
域
外
で
の
適
用

を
肯
定
す
る
論
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
管
轄
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
、
人
に
対

す
る
権
力
及
び
支
配
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
い
う
三
つ
の
定
義
を
有
す
る
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
加
え
て
、
法
的
空
間
論
に
基
づ
く
新
し
い
「
管
轄
」
の
定
義

を
付
け
加
え
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
条
約
と
は
本
質
的
に
は
、
国
が
実
現
の
必
要
を
認
め
る
利
益
・
公
益
を
国
際
的
に
確
保
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
必
ず
し
も
常
に
国

際
人
権
保
障
の
実
現
が
最
優
先
さ
れ
る
仕
組
み
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
仕
組
み
の
な
か
で
も
、
国
際
公
益
実
現
の
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
権
の
普
遍
性
が
す
べ
て
の
結
果
を
決
定
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
純
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る（
313
）。

そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条

の
「
管
轄
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
際
に
は
、
国
家
事
情
に
対
す
る
国
際
人
権
保
障
の
優
位
性
へ
の
希
求
を
、
い
か
に
し
て
既
存
の
国
家
間
合

意
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
精
緻
に
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
お
わ
り
に
で
は
、
一
で
各
章
の
結
論
を
振
り
返
っ
た
後
、
二
で
は
欧
州

人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
い
か
な
る
点
で
ど
の
よ
う
に
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
を
分
析
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、

三
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
お
い
て
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
が
原
則
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
領
域
外
適
用
の
文
脈
で
は
国
際
人

権
保
障
の
積
極
的
な
実
現
の
た
め
に
、
一
定
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

一　

各
章
の
結
論

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
は
、
国
際
人
権
保
障
と
い
う
主
題
を
扱
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
通
常
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
は
異
な
る
分
析
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視
角
に
基
づ
き
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
国
際
人
権
保
障
の
実
現
へ
の
希
求
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
独
自
の
意
味

を
与
え
る
と
い
っ
た
簡
潔
な
論
理
構
成
を
と
る
こ
と
を
、
必
然
的
に
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念

と
で
は
互
い
の
分
析
視
角
が
異
な
る
こ
と
は
、
両
概
念
の
定
義
が
異
な
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
両
概
念
が
完
全
に
断
絶
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管
轄
」
概
念
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
は
異
な
る
独
自
の
定
義
を
有
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の

独
自
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
検
討
を
行
う
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
確
立
す
る
た
め
に
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
と
、
国
家
管
轄
権
概
念

と
の
間
の
関
係
性
を
整
理
し
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
第
一
章

で
は
、
議
論
の
前
提
と
し
て
「
管
轄
」
概
念
を
「
敷
居
」
概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
意
味
を
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
を
分
析
し

つ
つ
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
に
対
す
る
分
析
視
角
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
の
関
わ
り
合
い
を
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
第
二
章
で
は
、ju

risdiction
観
念
に
は
複
数
の
分
析
視
角
を
設
定
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管

轄
」
概
念
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
を
設
定
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
他

方
、
国
家
管
轄
権
概
念
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
が
設
定
で
き
る

こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
が
不
明
瞭
で
あ
り
、そ
れ
ゆ
え
に
学
説
上
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
理
由
が
、第
一
に
、第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
管

轄
」
の
定
義
回
避
に
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
の

併
用
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
他
方
で
、
こ
れ
ら
の
分
析
視
角
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
説
上
で
は
、
分
析
視
角
の
設
定
が
明
示
的
に
な
さ
れ
て
い

る
学
説
に
お
い
て
す
ら
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
が
何
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
絞
っ
た
分
析
が
な
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

つ
い
で
、
第
三
章
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
い
く
つ
も
の
意
味
を
有
し
て
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
上
、
三
つ
の
定

義
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
、
領
域
国

の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
あ
る
。
他
方
、
法
的
空
間
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
独
自
の
意
味
を
第
一
条
の
「
管
轄
」
に
与
え
る
論
理
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
当
事
国
と
人
と
の
間
に「
管
轄
の
連
関
」を
構
築
す
る
要
因
は
、こ
れ
ら
の
定
義
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の「
管



欧州人権条約の適用範囲を定める「管轄」概念

149

轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
含
め
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
の
間
で
整
合
性
を
取
ろ
う
と
努
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
事
国
が
特
定

の
者
に
対
し
て
権
力
及
び
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
、
例
外
的
な
状
況
を
除
き
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
「
管

轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
は
満
た
さ
れ
る
必
要
が
な
い
。
当
事
国
が
自
国
領

域
外
の
地
域
に
対
し
て
物
理
的
支
配
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
が
立
証
で
き
れ
ば
、
当
該
国
と
当
該
地
域
に
所
在
す
る
者
・
財
産
と
の
間
に
は
「
管
轄
の
連
関
」
が
一
般
的

に
構
築
さ
れ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
属
地
主
義
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」

を
構
築
す
る
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
事
国
の
領
域
に
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
所
在
す
る
こ
と
が
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
。

二　

国
家
管
轄
権
概
念
の
反
映

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
を
い
か
な
る
点
で
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
は
反
映
し
て
い
な
い
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
に
対
す
る

権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
生
じ
る
と
い

え
る
。
こ
の
特
定
性
の
要
件
の
充
足
は
、
国
家
管
轄
権
の
二
分
類
論（
314
）に

お
け
る
執
行
管
轄
権
の
行
使
と
近
似
す
る
。
も
っ
と
も
、
執
行
管
轄
権
の
行
使
と
は
異
な
り
、
法

に
基
づ
く
規
律
だ
け
で
な
く
、
事
実
上
の
規
律
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
人
に
対
す
る
「
管
轄
」
行
使
が
あ
る
と
い
え
る
点
で
、
執
行
管
轄
権
の
行
使
と
人
に
対
す
る
権
力

及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
と
は
異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
と
執
行
管
轄
権
行
使
と
の
間
の
近
似
性
は
、
偶
然
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
規
律
対

象
の
特
定
性
の
要
件
充
足
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
に
求
め
ら
れ
る
理
論
的
根
拠
が
、
執
行
管
轄
権
行
使
と
の
間
の
近
似
性
に
あ
る
と
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。「
管

轄
」
行
使
と
執
行
管
轄
権
行
使
と
の
間
の
近
似
性
を
偶
然
の
産
物
と
理
解
す
る
の
な
ら
ば
、
両
者
が
近
似
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判

例
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
当
事
国
の
行
為
と
人
が
被
る
害
と
の
間
の
因
果
関
係
を
「
管
轄

の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
。
他
方
、
両
者
の
近
似
性
が
国
際
人
権
法
体
系
と
国
際
法
体
系
一
般
と
の
間
の
連
続
性
に
よ
り
必
然
的
に

導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
理
論
的
根
拠
は
、
ま
さ
に
執
行
管
轄
権
と
の
近
似
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
理
解
に
立
つ
べ
き
か
は
、
国
際
法
体
系
お
よ
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び
国
際
人
権
法
体
系
の
捉
え
方
に
関
す
る
論
者
の
立
ち
位
置
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
一
概
に
い
ず
れ
か
を
妥
当
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
欧
州
人
権
条
約

に
基
づ
く
国
際
人
権
保
障
体
制
が
、
国
際
法
体
系
の
な
か
に
な
る
べ
く
矛
盾
な
く
包
摂
さ
れ
る
べ
き
制
度
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
執
行
管
轄
権
と
の
近
似
性

こ
そ
が
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
に
お
い
て
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
の
充
足
が
求
め
ら
れ
る
理
論
的
根
拠
と
捉
え
る
こ
と
は
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
こ
の
限
り
で
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
地
域
に
対
す
る
物
理
的
支
配
が
な
さ
れ
る
場
合
に
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
解

除
さ
れ
る
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
も
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
解
除
さ
れ
、
物
理
的
支
配
に
基
づ
く
不
特
定
多
数
の
者
へ
の
規
律
の
み
で
「
管
轄
の
連
関
」
が
構

築
さ
れ
る
こ
と
が
、
規
律
管
轄
権
行
使
と
近
似
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
偶
然
と
み
る
か
必
然
と
み
る
か
二
つ
の
捉
え
方
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
規
律
管
轄
権
に
近

似
す
る
状
況
を
非
常
に
広
く
捉
え
、
か
つ
、
欧
州
人
権
条
約
に
基
づ
く
国
際
人
権
保
障
体
制
が
、
や
は
り
国
際
法
体
系
の
な
か
に
な
る
べ
く
矛
盾
な
く
包
摂
さ
れ
る
べ
き

制
度
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
律
管
轄
権
と
の
近
似
性
こ
そ
が
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
に
お
い
て
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
な
い
理
論
的
根
拠
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
は
肯
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

概
念
も
ま
た
、
こ
の
限
り
で
国
家
管
轄
権
概
念
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
属
地
主
義
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠
と
い
え
る
。
属
地
主
義
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の

正
当
化
根
拠
の
一
つ
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
属
地
主
義
は
、
こ
れ
ら
を
導
き
出
す
分
析
視
角
が
互
い
に
異
な
る
た
め
、
同
一
の
意
味
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
本
稿
の
は
じ
め
に
で
述
べ
た
と
お
り
、「
国
家
主
権
が
排
他
的
に
作
用
す
る
領
域
を
相
互
に
空
間
的
に
区
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
権
の
衝
突
を
回
避
す
る
」
と
い

う
領
域
性
原
理
が
国
際
法
学
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と（
315
）、

こ
れ
ら
二
つ
の
属
地
主
義
と
は
い
ず
れ
も
ま
さ
に
、
こ
の
領
域
性
原
理
の
帰
結
、

す
な
わ
ち
、
国
が
主
権
を
有
す
る
こ
と
の
帰
結
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
国
家
管
轄
権
概
念

が
領
域
性
原
理
に
基
づ
く
側
面
を
有
す
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
か
ら
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定

め
る
「
管
轄
」
概
念
が
そ
の
三
つ
の
定
義
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
国
家
管
轄
権
概
念
と
は
完
全
に
断
絶
し
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
国
家
管
轄
権
概
念
を
一
定
程
度
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
際
人
権
法
体
系
が
国
際
法
体
系
に
な
る
べ
く
矛
盾
な
く
包
摂
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
、
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
間
に
必
然
的
な
近
似
性
を
見
い
出
そ
う

と
す
る
立
場
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
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そ
れ
ら
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠
が
そ
れ
ぞ
れ
執
行
管
轄
権
・
規
律
管
轄
権
と
の
近
似
性
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管

轄
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
属
地
主
義
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
理
論
的
根
拠
と
な
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
整
理
は
、
規
律
・
執
行
管
轄
権
と
属
地
主
義
と

を
並
列
に
並
べ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
違
和
感
を
生
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
第
一
章
第
三
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
家
管
轄
権
概
念
は
、
立
法
・
執
行
・
司
法
管
轄

権
の
よ
う
に
三
つ
に
分
類
さ
れ
う
る
。
規
律
・
執
行
管
轄
権
の
二
分
類
は
、
こ
の
三
分
類
と
同
様
、
国
が
有
す
る
一
定
の
権
能
な
い
し
権
限
と
い
っ
た
国
家
管
轄
権
の
定

義
を
、
さ
ら
に
具
体
化
・
詳
細
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
他
方
、
属
地
主
義
・
属
人
主
義
と
い
っ
た
分
類
か
ら
は
、
国
家
管
轄
権
の
権
能
な
い
し
権
限

の
内
容
が
こ
れ
以
上
、
具
体
化
・
詳
細
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
こ
う
し
た
分
類
は
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
別
の
観
点
か
ら
、

国
家
管
轄
権
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
規
律
・
執
行
管
轄
権
と
属
地
主
義
は
、
国
家
管
轄
権
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と
い
う
分

析
視
角
と
、
国
家
管
轄
権
行
使
の
正
当
化
根
拠
は
何
か
と
い
う
分
析
視
角
と
い
う
、
互
い
に
異
な
る
分
析
視
角
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

分
析
視
角
が
異
な
る
以
上
、
そ
の
帰
結
を
並
列
に
並
べ
て
比
較
す
る
こ
と
は
妥
当
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
律
・
執
行
管
轄
権
と
の
近
似
と
属
地

主
義
と
を
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
有
す
る
三
つ
の
意
味
に
お
い
て
、
と
も
に
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
の
論
理
的
根
拠
と
み
な
す
の
で

あ
れ
ば
、
規
律
・
執
行
管
轄
権
と
属
地
主
義
を
包
含
す
る
、
よ
り
メ
タ
な
レ
ベ
ル
で
の
理
論
的
根
拠
が
想
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
属
地
主
義
の
場
合
、「
国
家
主
権
が
排

他
的
に
作
用
す
る
領
域
を
相
互
に
空
間
的
に
区
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
権
の
衝
突
を
回
避
す
る
」
と
い
う
領
域
性
原
理
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
家
主
権
こ
そ
が
属
地
主
義
の
淵
源
と
い
え
る
。
ま
た
、
国
家
管
轄
権
と
は
、
権
利
（
ま
た
は
請
求
）、
自
由
、
権
限
（pow

ers

）
と
い
っ
た
主
権
の
特
定
の
側
面
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る（
316
）。

こ
こ
か
ら
、
国
家
管
轄
権
の
定
義
を
さ
ら
に
具
体
化
・
詳
細
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
規
律
・
執
行
管
轄
権
も
ま
た
、

主
権
の
一
側
面
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と

し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
三
つ
は
、
い
ず
れ
も
国
家
主
権
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管

轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
概
念
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
家
主
権
の
う
ち
、
対
内
主
権
に
は
、
暴
力
手
段
の
独
占
的
支
配
に
よ
り
可
能
と
な
る
、
市
民
に
対
す
る
物
理
的
支
配
（ph

ysical con
trol

）
と
い
う
側
面
と
、
正
当

性
を
有
す
る
絶
対
的
な
法
的
権
威
（legal au

th
ority

）
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
主
権
が
有
す
る
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
は
、
対
外
主
権
に
も
み
ら

れ
る
と
さ
れ
る（
317
）。

領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
条
約
当
事
国
が
国
際
法
上
、
自
国
領
域
全
体
を
統
治
す
る
正
当
な
権
能
を
有
す
る
こ
と
を
根
拠

と
し
て
、
属
地
主
義
に
基
づ
き
、
当
該
国
と
そ
の
領
域
内
に
所
在
す
る
者
ま
た
は
財
産
を
所
有
す
る
者
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
概
念
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で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
国
家
主
権
が
有
す
る
二
つ
の
側
面
の
う
ち
、
法
的
権
威
の
側
面
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
概

念
と
い
え
る
。

他
方
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
の
場
合
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
と
は
、
国
の
権
力
及
び
支
配
の
行
使
が
特
定
の
対
象
に
向
か
っ

て
い
る
と
い
う
形
式
的
要
件
の
充
足
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
物
理
的
な
行
為
が
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
質
的
要
件
の
充
足
を
も
要
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
が
物
理
的
支
配
を
伴
っ
て
充
足
さ
れ
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
当
事
国
と
そ
の
規
律
対
象
と
な
る
者
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
地
域
に
対
す

る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
条
約
当
事
国
が
自
国
領
域
外
の
土
地
に
対
し
て
物
理
的
支
配
を
確
立
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
土
地
に
所
在

す
る
住
民
に
対
し
て
一
般
的
・
間
接
的
に
物
理
的
支
配
を
確
立
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、当
該
国
と
そ
の
地
域
に
所
在
す
る
者
ま
た
は
財
産
を
所
有
す
る
者
と
の
間
に「
管

轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し

て
の
「
管
轄
」
概
念
は
と
も
に
、
主
権
が
有
す
る
二
つ
の
側
面
の
う
ち
、
物
理
的
支
配
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
概
念
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
管

轄
」
概
念
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
法
的
な
支
配
で
は
な
く
事
実
上
の
支
配
で
あ
っ
て
も
、「
管
轄
」
行
使
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る（
318
）。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州

人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
は
、
三
つ
の
い
ず
れ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
国
家
管
轄
権
と
同
様
、
国
家
主
権
が
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
、
欧
州
人

権
裁
判
所
の
判
例
法
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

三　

条
約
適
用
の
領
域
性
原
理

―
原
則
と
修
正

―

以
上
を
踏
ま
え
、
最
後
に
、
条
約
は
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
あ
た
っ

て
ど
の
よ
う
に
依
拠
さ
れ
、
あ
る
い
は
修
正
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
は
、
領
域

国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
で
あ
る
と
原
則
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
属
地
主
義
に
基
づ
き
、
領
域
国
と
そ
の
領
域
に
所
在
す
る
者
ま
た
は
財
産

を
所
有
す
る
者
と
の
間
に
は
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
の
場
合
は
、
規
律
対
象
の
特
定
性

の
要
件
充
足
に
基
づ
き
、
当
事
国
と
当
該
国
が
規
律
対
象
と
す
る
者
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と

し
て
の
「
管
轄
」
概
念
を
補
完
す
る
形
で
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
当
事
国
が
自
国
領
域
外
の
地
域
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を
物
理
的
支
配
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
基
づ
き
、当
該
国
と
そ
の
物
理
的
支
配
下
に
あ
る
地
域
に
所
在
す
る
者
ま
た
は
財
産
を
所
有
す
る
者
と
の
間
に
は「
管
轄
の
連
関
」

が
構
築
さ
れ
る
と
い
え
る
。

こ
こ
か
ら
、
条
約
は
当
事
国
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
に
お
い
て
は
、
原
則
と

し
て
依
拠
さ
れ
つ
つ
も
、一
定
の
場
合
に
は
別
の
根
拠
に
基
づ
く
適
用
も
許
容
す
る
よ
う
に
、柔
軟
に
依
拠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、第
一
条
の
「
管
轄
」

は
、
原
則
と
し
て
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
条
約
は
第
一
義
的
に
は
属
地
主
義
、
す
な
わ
ち
、

条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
を
構
築
す
る
要
因
と
は
、
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
当
事
国
領

域
内
に
所
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
、
当
事
国
領
域
外
で
生
じ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
は
例
外
的
に
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管

轄
」
概
念
か
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
も
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
も
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
と
対
立

す
る
関
係
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
や
カ
タ
ン
事
件
、
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
で
の
モ
ル
ド
バ
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
域
内
で
の
適
用
の

よ
う
に（
319
）、条

約
適
用
の
領
域
性
原
理
に
基
づ
け
ば
、当
事
国
領
域
内
で
欧
州
人
権
条
約
が
適
用
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管

轄
」
概
念
や
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
基
づ
い
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
が
適
用
可
能
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
場
合
、
条
約
の
適
用
が
否

定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
当
事
国
の
活
動
が
国
境
の
外
に
も
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
考
慮
し
て
、

一
定
の
場
合
に
は
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
許
容
す
る
と
い
う
積
極
的
な
意
義
が
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
地
域
に
対
す
る
実

効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
は
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
に
基
づ
い
て
は
欧
州
人
権
条
約
を
適
用
で
き
な
い
場
合
、例
外
的
に
、第
一
条
の
「
管
轄
」
は
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

概
念
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が
、当
事
国
と
人
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
構
築
さ
れ
る
要
因
と
な
る
。
も
っ

と
も
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
当
事
国
の
行
為
と
人
に
生
じ
た
害
と
の
間
の
因
果
関
係
こ
そ
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要

因
で
あ
る
べ
き
だ
と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る（
320
）。

こ
の
立
場
は
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
与
え
ら
れ
た
積
極
的
な
意
義
を
さ
ら
に
高
め

る
も
の
と
い
え
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
で
は
、
現
状
で
は
こ
こ
ま
で
広
く
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
た
だ
、
事
件
発
生
地
に

お
い
て
当
事
国
が
治
安
維
持
活
動
を
行
っ
て
お
り
、か
つ
事
件
の
発
生
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
は
、人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の「
管
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轄
」
概
念
に
お
い
て
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
解
除
す
る
こ
と
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
よ
り
柔
軟
に
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
を
認
め
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
が
実
効
的
支
配
下
に
お
く
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の
行
政
を
担
う
非
国
家
主
体
の
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
国
と
そ
の
非
国
家
主
体
と
の
間
に
行
為
帰
属
関
係
の
証
明
が
な
く
と
も
、
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
当

事
国
と
人
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
が
、
当
該
地
域
に
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
所
在
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、
領
域
国
の
統

治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
も
、
当
事
国
と
人
と
の
間
の
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
は
、
そ
の
国
の
領
域
内
に
人
ま
た
は
そ
の
財
産
が
所
在
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
と
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
と
い
う
文
脈
に
限
っ
て
は
、
当
事
国
が
実
効
的
支
配
下
に

お
い
た
地
域
が
あ
た
か
も
当
該
国
の
領
域
で
あ
る
か
の
よ
う
に
擬
制
す
る
法
的
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
と
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念

に
お
け
る
「
管
轄
の
連
関
」
と
が
、
と
も
に
同
一
の
根
拠
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
キ
ン
グ
は
、
国
が
合
法
的
に
行
動
す
る
権
能
と
は
国
が
領
域
に

対
し
て
有
す
る
事
実
上
の
支
配
か
ら
生
じ
る
と
説
明
す
る（
321
）。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
な
ら
ば
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
も
、
地
域
に
対
す
る
実

効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
も
、
と
も
に
土
地
に
対
す
る
事
実
上
の
支
配
と
い
う
同
一
の
根
拠
に
基
づ
き
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
法
に
お
い
て
は
、
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
土
地
に
対
す
る
事
実
上
の
支
配
を
根
拠
と
し
て
、

欧
州
人
権
条
約
の
適
用
を
認
め
る
概
念
で
は
な
い
。
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
、
カ
タ
ン
事
件
判
決
、
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
と
お
り
、
欧
州
人
権
条
約
当

事
国
は
、
た
と
え
自
国
領
域
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
実
効
的
支
配
を
喪
失
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
該
地
域
を
統
治
す
る
権
能
を
有
す
る
領
域
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、当
該
地
域
に
つ
い
て
も
他
の
自
国
領
域
と
同
様
、欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
保
障
義
務
を
負
う（
322
）。

こ
の
よ
う
に
、領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
は
、

土
地
に
対
す
る
事
実
上
の
支
配
を
根
拠
と
し
て
「
管
轄
の
連
関
」
の
構
築
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」

概
念
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
と
い
う
文
脈
に
限
っ
て
は
、
当
事
国
が
実
効
的
支
配
下
に
お
い
た
地
域
が
あ
た
か
も
当
該
国
の
領
域
で
あ
る
か
の
よ
う
に
擬
制
す
る
法

的
効
果
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
異
な
る
根
拠
に
基
づ
き
導
か
れ
る
帰
結
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
に
則
り
つ
つ
も
、
そ
の
例
外
を
許
容
す
る
論
理
を
複
数
構
築
す
る
こ
と
で
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域

外
適
用
を
認
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
条
約
法
条
約
第
三
一
条
以
下
に
定
め
ら
れ
る
条
約
解
釈
規
則
に
依
拠
し
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
が
国
家
管
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轄
権
概
念
を
反
映
す
る
と
い
う
基
本
的
な
立
場
を
崩
さ
な
い
ま
ま（
323
）、

規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
を
解
除
し
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
を
認
め
て
き
た
。
こ
の
裁
判
所
の

努
力
は
、国
家
事
情
に
対
す
る
国
際
人
権
保
障
の
優
位
性
へ
の
希
求
を
、国
際
法
の
既
存
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
た
め
の
努
力
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
の
裁
判
所
の
態
度
は
、
国
家
間
の
合
意
に
基
づ
き
締
結
さ
れ
る
条
約
を
用
い
、
時
に
政
府
側
の
利
益
と
相
反
す
る
場
合
も
あ
る
人
の
権
利
保
障
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す

る
の
か
と
い
う
、
現
代
国
際
法
上
の
課
題
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
れ
で
も
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
の
よ
う
に
空
爆
に
よ
り
死
傷
し
た
者
は
、
付
随
的
損
害
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
し
て
欧
州
人
権
条
約
当
事
国
が
地
上
軍
に
よ
り
そ
の

地
域
を
占
領
し
て
は
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
し
て
解
釈
し
て
も
、
地
域
に
対
す

る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
と
し
て
解
釈
し
て
も
、
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
付
随
的
損
害
は
国
際
人
道
法
上
一
定
の
条
件
の

下
で
許
容
さ
れ
る
が
、こ
の
国
際
人
権
保
障
の
空
白（
324
）は

、欧
州
人
権
条
約
に
よ
っ
て
も
塞
が
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
状
況
を
変
革
し
た
い
と
願
う
の
で
あ
れ
ば
、ミ
ラ
ノ
ビ
ッ

チ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
国
際
人
権
条
約
の
当
事
国
は
条
約
上
の
権
利
を
尊
重
す
る
責
務
を
い
か
な
る
領
域
的
制
限
も
な
く
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
当
事
国
の
行
為
と
人
が
被
っ
た
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は
当
事

国
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
か
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る（
325
）。

だ
が
、
こ
う
し
た
立
場
は
、
欧
州
人
権
条
約
に
基
づ
く
国
際
人
権
保
障
体
制
と
は
、
国
際
法
体
系
の
な
か
に
な
る
べ
く
矛
盾
な
く
包
摂
さ
れ
る
べ
き
制
度
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
執
行
管
轄
権
と
の
近
似
に
よ
り
、
規
律
対
象
の
特
定
性
の
要
件
の
充
足
こ
そ
が
「
管

轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
と
い
う
国
際
法
観
と
は
両
立
し
な
い
。
ま
た
、
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
概
念
に
お
い
て
は
、
規
律
管

轄
権
と
の
近
似
に
よ
り
、
占
領
、
す
な
わ
ち
土
地
に
対
す
る
物
理
的
支
配
の
確
立
こ
そ
が
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
と
い
う
国
際
法
観
と
も
両
立
し

な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
国
が
そ
の
領
域
外
で
空
爆
に
よ
り
人
を
殺
傷
し
た
場
合
に
は
、
自
ら
が
締
結
す
る
人
権
条
約
違
反
を
問
わ
れ
な
い
と
い
う
不
合
理
な
結
論
に
対

す
る
素
朴
な
憤
り
は
、
国
際
人
権
条
約
に
基
づ
く
人
権
保
障
制
度
を
、
国
際
法
体
系
に
な
る
べ
く
矛
盾
な
く
包
摂
さ
れ
る
べ
き
国
際
人
権
法
体
系
で
は
な
く
、
国
際
人
権

保
障
の
優
位
性
を
基
軸
と
す
る
新
た
な
法
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
直
そ
う
と
い
う
試
み
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お

い
て
申
立
の
受
理
可
能
性
を
否
定
し
、
今
な
お
当
該
決
定
を
踏
襲
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
い
る（
326
）。

し
た
が
っ
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
第
一
条
の
「
管
轄
」

解
釈
の
文
脈
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
こ
の
試
み
か
ら
は
距
離
を
置
く
と
い
え
る
。

欧
州
人
権
条
約
以
外
の
国
際
人
権
条
約
に
つ
い
て
、
条
約
適
用
の
領
域
性
原
理
が
い
か
に
維
持
さ
れ
、
あ
る
い
は
修
正
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
国
際
法
学
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上
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
科
学
研
究
費
補
助
金
（
１
７
Ｈ
０
７
３
４
３
）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）V

ien
n

a C
on

ven
tion

 on
 th

e L
aw

 of T
reaties, adopted at V

ien
n

a on
 23 M

ay 1969, U
n

ited N
ation

s, T
reaty S

eries

（h
erein

after, U
N

T
S

）, vol. 1155, p. 331ff.

（
2
）
奥
脇
直
也
「
日
本
の
国
際
法
学
に
お
け
る
領
域
性
原
理
の
展
開

―
領
域
支
配
の
実
効
性
と
正
当
性

―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
第
九
六
巻
四
・
五
合
併
号
（
一
九
九
七
年
）
八
六
頁
。

（
3
）C

h
arles R

ou
sseau

, P
rin

cipes gén
érau

x d
u

 d
roit in

tern
ation

al pu
blic

（P
edon

e, 1944

）, p. 379. 

国
連
国
際
法
委
員
会
に
お
い
て
条
約
法
に
関
す
る
特
別
報
告
者
を
務
め
た
ウ
ォ
ル

ド
ッ
ク
は
、
当
時
の
第
五
八
条
（
当
事
国
領
域
へ
の
条
約
適
用
）
を
条
約
法
条
約
に
設
け
る
趣
旨
を
説
明
す
る
際
、
上
記
の
ル
ソ
ー
を
引
用
す
る
。T

h
ird report on

 th
e law

 of treaties by 

S
ir H

u
m

ph
rey W

aldock

（A
/C

N
.4/167 an

d A
dd. 1-3

）in
 Yearbook of th

e In
tern

ation
al L

aw
 C

om
m

ission
, 1964, vol.II, pp. 12-15, esp. p.13.

（
4
）D

raft articles on
 th

e law
 of treaties w

ith
 com

m
en

taries, in
 Yearbook of th

e In
tern

ation
al L

aw
 C

om
m

ission
, 1966, vol. II, pp. 213-214.

（
5
）C

on
séqu

en
ces ju

rid
iqu

es d
e l’ed

ification
 d’u

n
 m

u
r d

an
s le territoire palestin

ien
 occu

pé, avis con
su

ltative du
 9 ju

illet 2004, C
.I.J. R

ecu
eil 2004, p. 136, par. 107-113. 

A
rm

ed
 A

ctivities on
 th

e T
erritory of th

e C
on

go

（D
em

ocratic R
epu

blic of th
e C

on
go v. U

gan
d

a

）, In
tern

ation
al C

ou
rt of Ju

stice, Ju
dgm

en
t of 19 D

ecem
ber 2005, I.C

.J. 

R
eports 2005, pp. 243-244, para. 217

も
参
照
。

（
6
）
後
述
す
る
二
〇
〇
一
年
の
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
ほ
か
対
ベ
ル
ギ
ー
ほ
か
事
件
決
定
以
前
は
特
に
、
国
際
人
権
条
約
が
当
事
国
の
領
域
内
で
は
な
く
、
領
域
外
に
お
い
て
も
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
に
対
す

る
期
待
が
高
か
っ
た
。T

h
eodor M

eron
, "E

xtraterritoriality of H
u

m
an

 R
igh

ts T
reaties", A

m
erican

 Jou
rn

al of In
tern

ation
al L

aw
, vol. 89, 1995, pp.80-81; C

h
ristoph

er 

L
u

sh
, "T

h
e T

erritorial A
pplication

 of th
e E

u
ropean

 C
on

ven
tion

 on
 H

u
m

an
 R

igh
ts: R

ecen
t C

ase L
aw

", In
tern

ation
al an

d
 C

om
parative L

aw
 Q

u
arterly, vol. 42, 1993, 

p. 904. 

申
惠
丰
「
人
権
条
約
の
人
的
・
領
域
的
適
用
範
囲
」
青
山
法
学
論
集
第
三
八
巻
三
・
四
合
併
号
（
一
九
九
七
年
）
一
四
一－

一
四
三
頁
。
今
日
、
国
際
人
権
条
約
が
当
事
国
領
域
外
で
も
適

用
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
著
作
は
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、M

arko M
ilan

ovic, E
xtraterritorial A

pplication
 of H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties: L
aw

, 

P
rin

ciples, an
d

 P
olicy, （O

xford U
n

iversity P
ress [h

erein
after, O

U
P

], 2011

）. 

邦
語
の
近
著
で
こ
の
問
題
を
扱
う
も
の
と
し
て
、
高
嶋
陽
子
『
武
力
紛
争
に
お
け
る
国
際
人
権
法
と
国
際

人
道
法
の
交
錯
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
）。

（
7
）In

tern
ation

al C
oven

an
t on

 C
ivil an

d P
olitical R

igh
ts, adopted by th

e G
en

eral A
ssem

bly of th
e U

n
ited N

ation
s on

 16 D
ecem

ber 1966, U
N

T
S

, vol. 999, p. 171ff.

（
8
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、G

en
eral C

om
m

en
t N

o. 31 on
 th

e n
atu

re of th
e gen

eral legal obligation
 im

posed on
 S

tates P
arties to th

e C
oven

an
t, C

C
P

R
/C

/21/R
ev.1/A

dd. 

13, adopted at 2187th
 m

eetin
g on

 29 M
arch

 2004, para. 10 an
d 12.

（
9
）C

on
ven

tion
 for th

e P
rotection

 of H
u

m
an

 R
igh

ts an
d F

u
n

dam
en

tal F
reedom

s, sign
ed at R

om
e on

 4 N
ovem

ber 1950, U
N

T
S

, vol. 213, p. 221ff. 

当
該
条
約
の
議
定
書
も
併

せ
て
参
照
。

（
10
）
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る‟w

ith
in

 th
eir ju

risdiction”

は
、
一
般
的
に
「
管
轄
内
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
日
本
語
の
公
定
訳
の
あ
る
児
童
の
権
利
条
約
第
二
条
や
人
種

差
別
撤
廃
条
約
第
六
条
、
第
一
四
条
で
は
、
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
る‟w

ith
in

 its/th
eir ju

risdiction”

が
、
一
貫
し
て
「
管
轄
の
下
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
公
定
訳
を
考
慮
し
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の‟w

ith
in

 th
eir ju

risdiction”

を
「
管
轄
の
下
」
と
訳
出
す
る
が
、
意
味
内
容
は
「
管
轄
内
」
と
い
う
和
訳
と
な
ん
ら
相

違
は
な
い
。
な
お
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
三
条
で
は
、
同
じ
文
脈
で‟u

n
der th

eir ju
risdiction”

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
も
「
管
轄
の
下
」
と
の
公
定
訳
が
つ
い
て
い
る
。
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（
11
）
例
え
ば
、A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, A
pplication

 n
o. 55721/07, Ju

dgm
en

t [G
ran

d C
am

ber,

（h
erein

after, G
C

）], E
u

ropean
 C

ou
rt of H

u
m

an
 R

igh
ts

（h
erein

after, E
C

tH
R

）, 7 Ju
ly 2011, paras. 130-142

を
参
照
。

（
12
）
欧
州
人
権
条
約
の
起
草
過
程
で
は
領
域
外
適
用
が
否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
理
解
す
る
立
場
と
し
て
、
例
え
ば
、L

ou
kis G

. L
ou

caides, “D
eterm

in
in

g th
e E

xtra-territorial E
ffect of th

e 

E
u

ropean
 C

on
ven

tion
: Facts, Ju

rispru
den

ce an
d th

e B
an

kovi
 C

ase”, T
h

e E
u

ropean
 C

on
ven

tion
 on

 H
u

m
an

 R
igh

ts

（M
artin

u
s N

ijh
off P

u
blish

ers, 2007

）, pp. 80-82.

（
13
）
我
が
国
で
は
、
自
由
権
規
約
第
二
条
の
起
草
過
程
で
は
、
そ
の
領
域
外
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
た
と
の
見
方
が
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
安
藤
仁
介
「
自
由
権
規
約
お
よ
び
選
択
議
定
書
と
規
約

人
権
委
員
会

―
同
委
員
会
委
員
20
年
の
体
験
か
ら

―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
第
一
〇
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
〇－

一
一
頁
。
坂
元
茂
樹
「
条
約
実
施
機
関
の
解
釈
権
能

―
自
由
権
規
約

2
条
1
項
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
藤
田
久
一
先
生
古
稀
記
念
『
国
際
立
法
の
最
前
線
』（
有
信
堂
、二
〇
〇
九
年
）
一
四
〇－

一
四
五
頁
。
薬
師
寺
公
夫
「
国
際
人
権
法
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
の
時
間
的
・

場
所
的
・
人
的
適
用
範
囲
の
重
複
と
そ
の
問
題
点
」
村
瀬
信
也
・
真
山
全
編
『
武
力
紛
争
の
国
際
法
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
二
四
四－

二
四
五
頁
、
二
八
九
頁
。
高
嶋
陽
子
・
前
掲
注
（
6
）、

九
九－

一
〇
一
頁
。

 

　

他
方
で
、
申
は
自
由
権
規
約
起
草
過
程
に
お
け
る
米
国
修
正
案
の
射
程
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
。
申
・
前
掲
注
（
6
）
一
三
〇－

一
三
三
頁
。
同
様
に
、
ダ
・
コ
ス
タ
は
、
起
草
過
程
で
は
規
約

上
の
権
利
の
確
保
義
務
に
関
す
る
議
論
は
頻
繁
に
な
さ
れ
た
が
、
尊
重
義
務
に
つ
い
て
は
議
論
が
な
い
こ
と
や
、
規
約
上
の
権
利
が
、
権
利
の
性
質
を
考
慮
す
る
と
、
当
事
国
領
域
に
お
い
て
の
み

保
障
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
政
府
代
表
の
幾
人
か
が
領
域
へ
の
言
及
を
最
終
的
に
認
め
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
準
備
作
業
か
ら
は
、
当
事
国
が
規
約
の
基
準
か
ら
逸
脱
し

て
国
外
で
活
動
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
示
唆
は
み
い
だ
せ
な
い
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
米
国
が
起
草
過
程
に
お
い
て
領
域
に
言
及
し
た
際
に
も
、
主
と
し
て
軍
事
占
領
や
租
借
地
と
い
っ
た
、
米
国

が
管
轄
権
を
行
使
す
る
地
域
を
排
除
す
る
意
図
を
表
明
し
た
の
で
あ
り
、
人
に
対
す
る
支
配
の
そ
の
他
の
形
態
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
米
国
の
憂
慮
が
こ
う
し
た
地

域
の
住
民
に
つ
い
て
立
法
を
行
う
義
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
規
律
管
轄
権
の
行
使
に
は
関
係
す
る
が
、
執
行
管
轄
権
と
は
お
そ
ら
く
関
係
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。K

aren
 da C

osta, T
h

e 

E
xtraterritorial A

pplication
 of S

elected
 H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties

（M
artin

u
s N

ijh
off P

u
blish

ers, 2013

）, pp. 40-41. 

ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
も
同
旨
。M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, pp. 

222-227. 

申
、
ダ
・
コ
ス
タ
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
の
よ
う
に
、
起
草
過
程
で
の
政
府
代
表
の
発
言
を
反
対
解
釈
し
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
か
ら
許
容
さ
れ
る
余
地
が
あ
っ

た
と
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
政
府
間
交
渉
の
複
雑
さ
ゆ
え
に
、
条
約
起
草
過
程
は
、
論
者
の
意
向
に
沿
う
よ
う
に
分
析
、
評
価
さ
れ
る
余
地
が
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
起
草
過
程
の

分
析
の
み
か
ら
は
、
自
由
権
規
約
起
草
過
程
に
お
け
る
規
約
の
領
域
外
適
用
許
容
説
・
除
外
説
の
い
ず
れ
が
適
当
か
の
結
論
は
導
き
出
せ
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
他
の
人
権
条
約
に
つ
い
て
も
い
え
、

本
稿
で
は
欧
州
人
権
条
約
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
特
段
の
分
析
を
行
わ
な
い
。

（
14
）
例
え
ば
、
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
第
三
六
条
を
参
照
。

（
15
）
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
国
際
法
に
お
い
て
管
轄
（ju

risdiction

）
と
い
う
用
語
が
複
数
の
意
味
を
有
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
な
か
に
は
、pow

er

と
し
て
の
管
轄
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
主
張

す
る
。
そ
し
て
、
国
際
人
権
条
約
に
お
け
る
管
轄
観
念
と
は
事
実
、
す
な
わ
ち
実
際
の
権
力
及
び
支
配
の
問
題
に
本
質
的
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 21ff., 

esp. pp. 39-41 an
d 53. 

ゴ
ン
デ
ク
も
国
際
人
権
条
約
上
の
管
轄
概
念
は
国
際
法
上
の
管
轄
概
念
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
際
人
権
条
約
上
の
意
味
で
人
を
国
の
管
轄
の
下
に
置

く
も
の
は
国
家
権
力
行
使
の
試
み
で
あ
り
、
人
に
対
す
る
支
配
の
事
実
で
あ
る
と
主
張
す
る
。M

ich
ał G

on
dek, T

h
e R

each
 of H

u
m

an
 R

igh
ts in

 a G
lobalisin

g W
orld

: 

E
xtraterritorial A

pplication
 of H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties

（in
tersen

tia, 2009

）, pp. 56-57.

さ
ら
に
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
か
ら
こ
の
結
論
に
至
る
も
の
と
し
てO

livier 

de S
ch

u
tter, “G

lobalization
 an

d Ju
risdiction

: L
esson

s from
 th

e E
u

ropean
 C

on
ven

tion
 on

 H
u

m
an

 R
igh

ts”, B
altic Yearbook of In

tern
ation

al L
aw

, vol. 6

（2006

）, pp. 
193-198; L

ou
k

is G
. L

ou
caides, su

p
ra n

ote 12, pp. 76-78; A
lexan

der O
rak

h
elash

vili, “R
estrictive In

terpretation
 of H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties in
 th

e R
ecen

t 

Ju
rispru

den
ce of th

e E
u

ropean
 C

ou
rt of H

u
m

an
 R

igh
ts”, E

u
ropean

 Jou
rn

al of In
tern

ation
al L

aw
, vol. 14

（2003

）, pp.539-542.

（
16
）
例
え
ば
、L

ou
kis G

. L
ou

caides, ibid
., pp. 84-86.

（
17
）A

lexan
der O

rakh
elash

vili, su
pra n

ote 15, pp. 548, 566 an
d 567-568.
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（
18
）
条
約
法
条
約
第
2
条
（
a
）
を
参
照
。

（
19
）
国
家
間
合
意
を
基
本
と
し
た
観
点
か
ら
国
際
法
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
筆
者
が
国
際
法
学
に
対
す
る
伝
統
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。A

n
drea B

ian
ch

i, 

In
tern

ation
al L

aw
 T

h
eories

（O
xford U

n
iversity P

ress, 2016

）, p. 21ff.

（
20
）
こ
の
点
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
国
際
人
権
保
障
の
希
求
と
、
過
度
に
広
範
な
保
障
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
裁
判
所
が
有
す
る
「
恐
れ
」
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
自
説
を
展
開
し
て
お
り
、

国
際
人
権
保
障
の
広
範
な
保
障
の
み
を
念
頭
に
お
い
た
主
張
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
結
論
の
妥
当
性
を
主
た
る
根
拠
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
結
論
の
先
取
り
に
よ
り
、
自
説

の
「
第
三
モ
デ
ル
」
を
提
唱
す
る
と
い
う
論
理
構
成
自
体
は
、ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
も
採
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、そ
の
説
得
性
に
つ
い
て
は
慎
重
に
留
保
を
し
て
い
る
。

M
ilan

ovic, su
pra n

ote 6, pp. 54-117, p. 209ff. 

特
に
、「
第
三
モ
デ
ル
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
と
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
二
一
〇
頁
、
二
一
九－

二
二
一
頁
、
自
ら
の
立
場
が
欧
州
人
権
裁

判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
革
新
的
な
再
考
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
第
三
モ
デ
ル
の
魅
力
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
断
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
二
一
一
頁
を
参
照
。

（
21
）
例
え
ば
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、ju

risdiction

に
関
す
る
国
際
人
権
法
と
国
際
法
と
の
間
の
関
係
性
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
慎
重
に
、
両
者
が
関
連
す
る
可
能
性
を
留
保
し
て
い
る
。

M
ilan

ovic, ibid
., p. 33. 

だ
が
、
そ
の
留
保
が
、
後
の
論
理
構
成
、
と
り
わ
け
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
の
自
説
で
あ
る
「
第
三
モ
デ
ル
」
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
は
ま
っ
た
く
説
明
さ
れ

て
お
ら
ず
、
上
記
の
留
保
に
は
論
理
的
な
帰
結
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。Ibid

., p. 209ff.

（
22
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

, th
e C

zech
 R

epu
blic, D

en
m

ark, F
ran

ce, G
erm

an
y, G

reece, H
u

n
gary, Icelan

d
, Italy, L

u
xem

bou
rg, th

e N
eth

erlan
d

s, N
orw

ay, P
olan

d
, 

P
ortu

gal, S
pain

, T
u

rkey an
d

 th
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, A
pplication

 n
o. 52207/99, D

ecision
 [G

C
], E

C
tH

R
, 12 D

ecem
ber 2001.

（
23
）
こ
の
和
訳
に
つ
い
て
、
本
稿
注
（
10
）
を
参
照
。

（
24
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 130.

（
25
）
こ
れ
は
、
条
約
法
条
約
第
2
条
g
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
当
事
国
（P

arty

）」、
す
な
わ
ち
「
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
、
か
つ
自
国
に
つ
い
て
条
約
の
効
力
が
生
じ
て
い
る
国
」
を
意
味

す
る
。
な
お
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
人
権
諸
条
約
で
は
、
条
約
法
条
約
に
い
う
「
当
事
国
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
、States P

arties

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
、

我
が
国
の
公
定
訳
で
は
「
締
約
国
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
倣
い
、
欧
州
人
権
条
約
に
お
い
て
「
当
事
国
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
るH

igh
 C

on
tractin

g P
arties

も
ま

た
「
締
約
国
」
と
訳
出
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
、
条
約
法
条
約
第
2
条
f
で
は
「
締
約
国
（C

on
tractin

g S
tate

）」
と
は
、
効
力
を
生
じ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
問
わ
ず
、
条
約

に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
国
を
い
う
。
本
稿
で
は
、
条
約
文
を
抜
粋
し
て
訳
出
す
る
際
に
は
「
締
約
国
」
の
訳
を
用
い
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
学
術
的
な
厳
密
さ
を
優
先
し
て
、「
当
事
国
」

と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
26
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 130.

（
27
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 30-33 an

d 83. 

拙
稿「
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用

―
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
受
理
可
能
性
決
定
の
再
検
討

―
」

研
究
紀
要
（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
二
〇
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
三
―
三
四
頁
も
参
照
。

（
28
）A

gim
 B

E
H

R
A

M
I an

d
 B

ekir B
E

H
R

A
M

I v. F
ran

ce, A
pplication

 n
o. 71412/01, an

d R
u

zh
d

i S
A

R
A

M
A

T
I v. F

ran
ce, G

erm
an

y an
d

 N
orw

ay, A
pplication

 n
o. 78166/01, 

D
ecision

 [G
C

], E
C

tH
R

, 2 M
ay 2007, paras. 70-71 an

d paras. 144-151. 

拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
四
一
―
四
二
頁
も
参
照
。

（
29
）D

rozd
 an

d
 Jan

ou
sek v. F

ran
ce an

d
 S

pain
, A

pplication
 n

o. 12747/87, Ju
dgm

en
t

（P
len

ary

）, 26 Ju
n

e 1992, paras. 91-97.

（
30
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 51.

（
31
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, A

pplication
 n

o. 46221/99, Ju
dgm

en
t [G

C
], E

C
tH

R
, 12 M

ay 2005, para. 91.

（
32
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 135.

（
33
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、A

n
ton

io C
assese, “T

h
e N

icaragu
a an

d T
ad

i
 T

ests R
evisited in

 L
igh

t of th
e IC

J Ju
dgm

en
t on

 G
en

ocide in
 B

osn
ia ”, E

u
ropean

 Jou
rn

al of 
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In
tern

ation
al L

aw
, V

ol. 18 n
o. 4

（2007

）, pp. 655-663.
（
34
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 46. 

な
お
、決
定
原
文
で
は
、申
立
人
の
主
張
が
当
事
国
の
積
極
的
義
務
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
る
が
、

申
立
人
自
身
は
積
極
的
義
務
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
側
法
律
顧
問
の
ロ
ー
ソ
ン
は
、
空
爆
を
行
わ
な
い
義
務
は
積
極
的
義
務
で
は
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
裁
判
所
が
積
極
的
義
務
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
か
不
明
確
で
あ
る
と
批
判
す
る
。R

ick L
aw

son
, “L

ife A
fter B

an
kovic : on

 th
e E

xtraterritorial A
pplication

 

of th
e E

u
ropean

 C
on

ven
tion

 on
 H

u
m

an
 R

igh
ts” in

 F
on

s C
oom

an
s an

d M
en

n
o T. K

am
m

in
ga

（eds.

）E
xtraterritorial A

pplication
 of H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties

（in
tersen

tia, 2004

）, p. 107, n
. 57. 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
九
五
頁
注
二
三
を
参
照
。

（
35
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 57; R

（A
l-S

kein
i

）v S
ecu

rity of S
tate for D

efen
ce [2007] U

K
H

L
 26, 13 Ju

n
e 2007, para. 79

（L
ord R

odger

）.

（
36
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, A

pplication
 n

o. 52207/99, E
C

tH
R

, “R
eplies of th

e A
pplican

ts to th
e O

bservation
s of th

e U
n

ited K
in

gdom
 R

egardin
g 

th
e A

dm
issibility of th

e A
pplication

（h
erein

after, R
eplies of th

e A
pplican

ts

）”, para. 100. 

当
該
資
料
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
入
手
可
能
で

あ
る
。

（
37
）C

ypru
s v. T

u
rkey, A

pplication
s n

os. 6780/74 an
d 6950/75, D

ecision
, E

u
ropean

 C
om

m
ission

 of H
u

m
an

 R
igh

ts

（h
erein

after, E
C

om
m

H
R

）, 26 M
ay 1975, D

ecision
s 

an
d

 R
eports

（h
erein

after, D
R

）, vol.2, p. 136, para. 8.

（
38
）B

an
kovic an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, “R
eplies of th

e A
pplican

ts”, su
pra n

ote 36, para. 100.

（
39
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 52. 

積
極
的
義
務
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
本
稿
注
（
34
）
を
参
照
。

（
40
）L

aw
son

, su
pra n

ote 34, p. 84ff.

（
41
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 75.

（
42
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 137.

（
43
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
五
三－

五
九
頁
、
七
〇－
八
二
頁
を
参
照
。
他
方
で
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
が
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
か
ら
乖
離
す
る
と
評
価
す
る
も
の
と
し
て Ian

 

P
ark, T

h
e R

igh
t to L

ife in
 A

rm
ed

 C
on

flict

（O
U

P, 2018
）p. 69ff. 

パ
ー
ク
は
、
イ
ラ
シ
ュ
ク
事
件
判
決
を
挙
げ
つ
つ
、
当
事
国
が
問
題
と
な
る
領
域
に
お
い
て
決
定
的
影
響
を
有
す
る
場

合
と
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
と
を
比
較
検
討
し
、「
管
轄
」
の
範
囲
と
当
事
国
義
務
の
範
囲
が
相
関
関
係
に
あ
る
と
説
明
す
る
。Ibid

., pp. 72-73. 

だ
が
、
彼
の
整
理
で
は
、
問
題
と
な
る
地
域
に

お
い
て
決
定
的
影
響
を
有
す
る
ロ
シ
ア
が
負
う
義
務
と
、
問
題
の
地
域
に
お
い
て
決
定
的
影
響
を
有
さ
な
い
が
、
そ
の
領
域
国
で
あ
る
モ
ル
ド
バ
の
義
務
と
を
単
純
に
比
較
検
討
し
て
い
る
。
領
域

国
が
負
う
義
務
と
、
領
域
国
で
は
な
い
国
が
負
う
義
務
と
を
単
純
に
比
較
し
て
よ
い
理
由
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
の
議
論
は
適
切
と
は
い
え
な
い
。

（
44
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 130.

（
45
）S

elected D
ecision

s of th
e H

u
m

an
 R

igh
ts C

om
m

ittee u
n

der th
e O

ption
al P

rotocol, C
C

P
R

/C
/O

P
/2, V

ol. 2, S
even

teen
th

 to th
irty-secon

d session
s

（O
ctober 

1982-A
pril 1988

）, 1990

を
参
照
。

（
46
）S

am
u

el L
ich

ten
sztejn

 v. U
rgu

ay, C
C

P
R

/C
/18/D

/77/1980, com
m

u
n

ication
 n

o. 77/1980, 31 M
arch

 1983, C
C

P
R

/C
/O

P
/2, su

pra n
ote 45, pp. 102-105, para. 4.1.

（
47
）Ibid

., para. 6.1.

（
48
）M

abel P
ereira M

on
tero v. U

ru
gu

ay, C
C

P
R

/C
/18/D

/106/1981, com
m

u
n

ication
 n

o. 106/1981, 31 M
arch

 1983, C
C

P
R

/C
/O

P
/2, pp. 136-138, su

pra n
ote 45, paras. 5 an

d 9.3-
9.4.

（
49
）M

eron
, su

pra n
ote 6, pp.80-81.

（
50
）G

u
illau

m
e G

risel, A
pplication

 extraterritoriale d
u

 d
roit in

tern
ation

al d
es d

roits d
e l’h

om
m

e

（L
.G

.D
.J, 2010

）, p. 279ff.
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（
51
）Ibid

., pp. 282-289.
（
52
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, pp. 209-215.

（
53
）Ibid

., pp. 212-215.

（
54
）G

risel, su
pra n

ote 50, p. 289.

（
55
）
欧
州
人
権
裁
判
所
は
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
立
場
に
つ
い
て
、
当
事
国
の
行
為
に
よ
り
悪
い
影
響
を
受
け
た
（affected

）
者
が
誰
で
も
、
当
事
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
議
論

で
あ
る
と
批
判
す
る
。
だ
が
、
申
立
人
の
主
張
は
、
こ
こ
ま
で
の
極
論
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
申
立
人
が
主
張
す
る
「
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
」
と
は
、
空
爆
に
よ
る
人
の
殺
傷
と
い
っ
た
当

事
国
の
行
為
と
人
が
被
っ
た
害
と
の
間
に
直
接
の
因
果
関
係
が
あ
る
場
合
と
、
当
事
国
の
行
為
が
単
に
人
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
の
状
況
と
を
区
別
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 75; B

an
kovic an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, “R
eplies of th

e A
pplican

ts”, su
pra n

ote 36, 
para. 100; L

aw
son

, su
pra n

ote 34, p. 95.

（
56
）G

on
dek, su

pra n
ote 15, pp. 135-136.

（
57
）
欧
州
人
権
条
約
上
の
当
事
国
義
務
が
「
分
割
及
び
調
整
さ
れ
」
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
本
節
二
に
お
け
る
上
述
の
説
明
を
参
照
。
ま
た
、
本
稿
脚
注
（
41
）〜（
44
）
を
参
照
。

（
58
）da C

osta, su
pra n

ote 13, pp. 46-49.

（
59
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 137.

（
60
）
こ
の
疑
問
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
、
申
惠
丰
『
人
権
条
約
上
の
国
家
の
義
務
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
九
年
）。
も
っ
と
も
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
自
身
も
、
消
極
的
義
務
と
積
極
的
義
務
の
厳
格
な

二
分
論
を
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
弁
明
し
て
い
る
。M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 215.

（
61
）
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
モ
ル
ド
バ
が
自
国
領
域
内
で
独
立
を
宣
言
す
る
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
お
い
て
生
じ
た
権
利
侵
害
に
つ
い
て
、
モ
ル
ド
バ
が
こ
う
し
た
権
利
侵
害
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
積
極
的
義
務
に
違
反
し
て
い
る
と
認
定
し
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
モ
ル
ド
バ
が
こ
う
し
た
事
件
に
お
い
て
、
消
極
的
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。Ila

cu
 

an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, A

pplication
 n

o. 48787/99, Ju
dgm

en
t [G

C
], E

C
tH

R
, 8 Ju

ly 2004, paras. 330-331. 

ま
た
、
例
え
ば
ジ
ャ
ロ
ー
ド
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
判
決
で
は
、

占
領
下
の
イ
ラ
ク
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
検
問
所
に
お
い
て
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
を
射
殺
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
第
二
条
に
基
づ
く
調
査
義
務
の
違
反
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
欧
州
人

権
裁
判
所
は
オ
ラ
ン
ダ
が
第
二
条
に
お
け
る
手
続
的
義
務
違
反
を
認
め
た
一
方
で
、
ジ
ャ
ロ
ー
ド
氏
を
殺
害
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
が
第
二
条
違
反
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
検
討
を

行
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
生
命
に
対
す
る
権
利
か
ら
生
ず
る
消
極
的
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
申
立
人
と
被
告
国

の
間
で
争
点
と
し
て
争
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, A

pplication
 n

o. 47708/08, Ju
dgm

en
t [G

C
], E

C
tH

R
, 20 

N
ovem

ber 2014, paras. 152-153, 157ff.

（
62
）
ベ
ッ
ソ
ン
も
同
様
の
前
提
を
採
用
す
る
。S

am
an

th
a B

esson
, «L

'application
 extra-territoriale des droits de l'h

om
m

e in
tern

ation
au

x en
 pratiqu

e : ju
ridiction

s 

con
cu

rren
tes, obligation

s con
join

tes et respon
sabilité s partagé es», in

 S
ociété F

ran
çaise pou

r le D
roit In

tern
ation

al, D
roit d

es fron
tières in

tern
ation

als

（P
edon

e, 

2016

）, pp. 245-246.

（
63
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 1ff., esp. para. 28. 

邦
語
の
判
例
評
釈
と
し
て
、
例
え
ば
、
奥
脇
直
也
「
管
轄
の
属
地
性
と
地
域
性　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

コ
ソ
ボ
空
爆
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
上
の
権
利
侵
害
に
関
す
る
訴
訟
の
受
理
可
能
性

―
バ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
事
件
決
定

―
」
戸
波
江
二
ほ
か
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
』（
信

山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
八
六
頁
以
下
、
富
田
麻
理
「
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
他
対
ベ
ル
ギ
ー
他
一
六
ヵ
国
」
国
際
人
権
第
一
五
号
一
一
一
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
三
三
―
三
四
頁
。

（
64
）
条
約
法
条
約
の
発
効
前
か
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
条
約
法
条
約
第
三
一
条
か
ら
第
三
三
条
は
本
質
的
に
は
、
裁
判
所
が
折
に
触
れ
言
及
し
て
き
た
、
一
般
的
に
受
容
さ
れ
た
国
際
法
の
諸
原
則

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
、（
中
略
）
こ
れ
ら
の
条
文
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
条
約
法
条
約
に
規
定
さ
れ
る
条
約
解
釈
規
則
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に
準
拠
す
る
立
場
を
と
っ
て
き
た
。G

old
er v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, A
pplication

 n
o. 4451/70, Ju

dgm
en

t, E
C

tH
R

, 21 F
ebru

ary 1975, para. 29.
（
65
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 55, 59-60.

（
66
）Ibid

., paras. 61-65.

（
67
）Ibid

., paras. 67-73.

（
68
）Ibid

., para. 75.

（
69
）Ibid

., paras. 80 an
d 82.

（
70
）de S

ch
u

tter, su
pra n

ote 15, pp. 194-198.

（
71
）O

rakh
elash

vili, su
pra n

ote 15, pp. 539-542. 

ウ
ィ
ル
ド
は
、
人
権
義
務
が
適
用
可
能
と
な
る
「
管
轄
」
を
構
成
す
る
た
め
に
、
あ
る
活
動
が
、
一
般
国
際
法
上
の
用
語
の
「
管
轄
権
」
の
有

効
な
行
使
を
構
成
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
人
権
法
に
お
け
る
「
管
轄
」
の
意
味
を
、
国
際
法
の
他
の
分
野
に
お
け
る
同
様
の
呼
称
の
異
な
っ
た
概
念
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
主
張
す
る
。R

alph
 W

ilde, “T
riggerin

g S
tate O

bligation
s E

xtraterritorially: T
h

e S
patial T

est in
 C

ertain
 H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties”, in
 R

oberta A
rn

old an
d 

N
oëlle Q

u
én

ivet

（eds.

）, In
tern

ation
al H

u
m

an
itarian

 L
aw

 an
d

 H
u

m
an

 R
igh

ts L
aw

 : T
ow

ard
s a N

ew
 M

erger in
 In

tern
ation

al L
aw

（M
artin

u
s N

ijh
off P

u
blish

ers, 

2008

）, pp. 142-143 ; M
atth

ew
 H

appold, “B
an

kovic v B
elgiu

m
 an

d th
e T

erritorial S
cope of th

e E
u

ropean
 C

on
ven

tion
 on

 H
u

m
an

 R
igh

ts”, H
u

m
an

 R
igh

ts L
aw

 R
eview

, 

vol. 3

（2003

）, pp. 80-82. 

コ
ス
タ
や
ハ
ン
プ
ソ
ン
も
ウ
ィ
ル
ド
と
同
旨
。da C

osta, su
pra n

ote 13, pp. 139-140; F
ran

çoise H
am

pson
, “T

h
e S

cope of th
e E

xtra-territorial 

A
pplicability of In

tern
ation

al H
u

m
an

 R
igh

ts L
aw
” in

 G
eoff G

ilbert an
d oth

ers

（eds.

）T
h

e D
elivery of H

u
m

an
 R

igh
ts: E

ssays in
 H

on
ou

r of P
rofessor S

ir N
igel 

R
od

ley

（R
ou

tledge, 2011

）, p. 176. 

同
様
に
、グ
リ
ス
ル
は
、バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
よ
る
「
管
轄
」
概
念
と
は
「
事
実
上
の
権
力
（pou

voir de fait

）」
で
は
な
く
「
法
的
権
限
（pou

voir 

de droit

）」
で
あ
り
、
個
人
が
人
権
保
障
上
の
利
益
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
被
告
国
が
領
域
外
で
行
っ
た
行
為
の
国
際
法
上
の
合
法
性
に
つ
い
て
主
と
し
て
判
断
が
な
さ
れ
て

い
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
後
続
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
事
件
判
決
で
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
よ
り
事
実
上
の
基
準
、
す
な
わ
ち
、
権
力
及
び
支
配
観
念
を
参
照
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。G

risel, 

su
pra n

ote 50, pp. 93-96. 

ラ
ヴ
ェ
ル
も
ま
た
、
二
〇
一
一
年
の
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
の
一
部
が
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
踏
襲
す
る
と
し
て
、
同
様
の
評
価
と
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

P
ierre-F

ran
çois L

avel, «A
 propos de la ju

ridiction
 extraterritoriale de l’E

tat : observation
s su

r l’arrêt A
l-S

kein
i de la C

ou
r E

u
ropéen

n
e des D

roits de l’H
om

m
e du

 

7 ju
illet 2011», R

evu
e G

én
én

ale d
e D

roit In
tern

ation
al P

u
blic, tom

e 116

（2012

）, pp. 66-69.

（
72
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 59 an

d 61

を
参
照
。

（
73
）
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
四
六－

四
七
頁
も
同
旨
。

（
74
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 55ff., paras. 59ff., paras. 67ff., paras. 74ff.

（
75
）Ibid

., paras. 75 an
d 80.

（
76
）
詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
六
五－

七
〇
頁
を
参
照
。

（
77
）de S

ch
u

tter, su
pra n

ote 15, pp. 194-198.

（
78
）Ibid

.

（
79
）
ゴ
ン
デ
ク
は
、
特
に
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
国
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
な
い
国
家
管
轄
権
を
行
使
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
権
侵
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。G

on
dek, su

pra n
ote 15, pp. 55-56.

（
80
）
欧
州
人
権
裁
判
所
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
国
際
公
法
の
観
点
か
ら
」
の
管
轄
権
概
念
に
は
、
国
家
管
轄
権
概
念
だ
け
で
な
く
、
裁
判
所
が
有
す
る
裁
判
管
轄
権
も
包
含
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
た
だ
、
第
二
章
第
一
節
二
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
裁
判
管
轄
権
と
の
混
同
は
想
定
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
も
っ
ぱ
ら
、
国
家
管
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轄
権
概
念
と
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
と
の
間
の
相
違
に
検
討
の
焦
点
を
絞
る
。

（
81
）
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
批
判
論
は
、
国
際
人
権
条
約
の
「
管
轄
」
概
念
を
解
釈
す
る
多
く
の
学
説
に
お
い
て
、
今
日
に
お
い
て
も
考
察
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、G

u
y S. G

oodw
in

-

G
ill, “T

h
e E

xtra-T
erritorial R

each
 of H

u
m

an
 R

igh
ts O

bligation
s: A

 B
rief P

erspective on
 th

e L
in

k to Ju
risdiction” in

 L
au

ren
ce B

oisson
 de C

h
azou

rn
es an

d M
arcelo 

K
oh

en
（eds.

）In
tern

ation
al L

aw
 an

d
 th

e Q
u

est for its Im
plem

en
tation

 : L
iber A

m
icoru

m
 V

era G
ow

llan
d

-D
ebbas

（M
artin

u
s N

ijh
off, 2010

）, p. 307.

（
82
）R

obert Jen
n

in
gs an

d A
rth

u
r W

atts

（eds.

）, O
ppen

h
eim

's In
tern

ation
al L

aw
, （O

U
P, 9

th ed., 2008

）, p. 456ff.

（
83
）Jam

es C
raw

ford, B
row

n
lie’s P

rin
ciples of P

u
blic In

tern
ation

al L
aw

, （O
U

P, 8
th ed., 2012

）, p. 456ff.

（
84
）
山
本
草
二
『
国
際
法
』（
有
斐
閣
、
新
版
、
一
九
九
四
年
）
二
三
一－

二
四
〇
頁

（
85
）
杉
原
高
嶺
『
国
際
法
学
講
義
』（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
一
三
年
）
二
四
七－

二
四
九
頁
。

（
86
）O

ppen
h

eim
's In

tern
ation

al L
aw

, su
pra n

ote 82, pp. 458 an
d 462.

（
87
）
山
本
・
前
掲
注
（
84
）
二
三
二
頁
。

（
88
）
寺
谷
広
司
「
主
権
・
国
家
管
轄
権
」
酒
井
啓
亘
ほ
か
『
国
際
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
八
四－

八
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
89
）
山
本
・
前
掲
注
（
84
）
二
三
四
頁
、
杉
原
・
前
掲
注
（
85
）
二
四
八
頁
、
寺
谷
・
前
掲
注
（
88
）
八
四－

八
五
頁
を
参
照
。

（
90
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91.

（
91
）Ibid

., paras. 1 an
d 93-98.

（
92
）
欧
州
人
権
委
員
会
が
一
例
の
み
、
そ
の
最
初
期
に
お
い
て
、「
い
く
つ
か
の
点
で
、
締
約
国
の
自
国
民
は
、
た
と
え
国
外
に
ド
ミ
サ
イ
ル
ま
た
は
居
所
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
『
管
轄
』

の
下
に
あ
る
」
こ
と
、「
と
り
わ
け
、
彼
ら
の
本
国
の
外
交
ま
た
は
領
事
機
関
の
代
表
が
、
そ
の
国
民
対
し
て
行
使
す
る
一
連
の
職
務
の
遂
行
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
条
約
に
つ
い
て
の
当
該
国
の

責
任
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
判
断
し
た
決
定
が
あ
る
。X

. c. R
épu

bliqu
e F

éd
érale d

'A
llem

agn
e, R

equ
ête n

o 

1611/62, D
écision

, C
om

m
ission

 E
u

ropéen
n

e des D
roits de L

'h
om

m
e, 25 septem

bre 1965.

（
93
）
例
え
ば
、Ban

kovi
 an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, su
pra n

ote 22, para. 82; A
l-S

kein
i an

d
 oth

ers v. T
h

e U
n

ited
 K

in
gd

om
, su

pra n
ote 11, paras. 149-150. 

バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
二
節
一
の
末
尾
も
参
照
。

（
94
）
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
「
管
轄
」
概
念
が
、
国
と
人
と
の
間
の
関
係
性
で
あ
る
と
捉
え
る
学
説
は
多
い
。M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 33; S

arah
 M

iller, “R
evisitin

g 

E
xtraterritorial Ju

risdiction
: A

 T
erritorial Ju

stification
 for E

xtraterritorial Ju
risdiction

 u
n

der th
e E

u
ropean

 C
on

ven
tion”, E

u
ropean

 Jou
rn

al of In
tern

ation
al 

L
aw

, vol. 20, p. 1226. 

ま
た
、
キ
ン
グ
は
、
人
権
法
の
趣
旨
で
の
「
管
轄
」
と
は
、
保
護
に
関
す
る
不
合
理
と
欠
陥
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
時
に
は
国
と
個
人
と
の
間
の
法
的
関
係
性
で
あ
り
、
時

に
は
特
定
の
事
実
上
の
関
係
性
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。H

u
gh

 K
in

g, "T
h

e E
xtraterritorial H

u
m

an
 R

igh
ts O

bligation
s of S

tates", H
u

m
an

 R
igh

ts L
aw

 

R
eview

, vol. 9

（2009

）, p. 538. 

ベ
ッ
ソ
ン
も
ま
た
、
人
権
が
権
利
保
有
者
と
義
務
保
有
者
と
の
間
の
規
範
的
な
関
係
性
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
管
轄
」
と
は
従
属
す
る
者
（su

bject

）
と
権
威

保
有
者
（au
th

ority

）
と
の
間
の
関
係
性
で
あ
る
と
理
解
す
る
。S

am
an

th
a B

esson
, “T

h
e E

xtraterritoriality of th
e E

u
ropean

 C
on

ven
tion

 on
 H

u
m

an
 R

igh
ts: W

h
y H

u
m

an
 

R
igh

ts D
epen

d on
 Ju

risdiction
 an

d w
h

at Ju
risdiction

 A
m

ou
n

ts to”, L
eid

en
 Jou

rn
al of In

tern
ation

al L
aw

, vol. 25, 2012, pp. 862-863; M
ich

ael D
u

ttw
iler, “A

u
th

ority, 

C
on

trol an
d Ju

risdiction
 in

 th
e E

xtraterritorial A
pplication

 of th
e E

u
ropean

 C
on

ven
tion

 on
 H

u
m

an
 R

igh
ts”, N

eth
erlan

d
s Q

u
arterly of H

u
m

an
 R

igh
ts, vol. 30, 

2012, p. 157.

（
95
）
寺
谷
・
前
掲
注
（
88
）
八
四－

八
五
頁
。
山
本
・
前
掲
注
（
84
）
二
三
二
頁
。

（
96
）G

on
dek, su

pra n
ote 15, pp. 54-55.
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（
97
）“prin

ciple”, O
xford

 E
n

glish
 D

iction
ary, retrieved 9 M

ay 2018 from
 h

ttp://w
w

w
.oed.com

.
（
98
）F

rederick A
lexan

der M
an

n
, S

tu
d

ies in
 In

tern
ation

al L
aw

（O
U

P, 1973

）, pp. 2-8. 

山
本
・
前
掲
注
（
84
）
二
四
〇
頁
以
下
。

（
99
）O

ppen
h

eim
's In

tern
ation

al L
aw

, su
pra n

ote 82, pp. 457-458.

（
100
）
山
本
草
二
『
国
際
法
』（
有
斐
閣
、
新
版
、
一
九
九
四
年
）
二
三
一
頁
。

（
101
）B

row
n

lie’s P
rin

ciples of P
u

blic In
tern

ation
al L

aw
, su

pra n
ote 83, p. 456. 

な
お
、
主
権
（
特
に
対
内
主
権
）
と
国
家
管
轄
権
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、F. A

. M
an

n
, su

pra n
ote 

98, p. 3
を
参
照
。

（
102
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、Oppen

h
eim

's In
tern

ation
al L

aw
, su

pra n
ote 82, pp. 457-458. 

山
本
草
二
「
国
際
紛
争
要
因
と
し
て
の
対
抗
力
と
そ
の
変
質
」『
国
際
行
政
法
の
存
立
基
盤
』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
六
年
）
二
〇
三－
二
〇
四
頁
を
参
照
。

（
103
）L

egal C
on

sequ
en

ces for S
tates of th

e C
on

tin
u

ed
 P

resen
ce of S

ou
th

 A
frica in

 N
am

ibia

（S
ou

th
 W

est A
frica

）Notw
ith

stan
d

in
g S

ecu
rity C

ou
n

cil R
esolu

tion
 276

（1970

）, 
A

dvisory O
pin

ion
, In

tern
ation

al C
ou

rt of Ju
stice, 21 Ju

n
e 1971, I.C

.J. R
eports 1971, p. 54, para. 118; O

livier de S
ch

u
tter, su

pra n
ote 15, pp. 196-197

を
参
照
。
国
の
自

国
領
域
外
で
の
人
権
保
障
義
務
の
観
点
か
ら
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
勧
告
的
意
見
を
再
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、R

alph
 W

ilde, “H
u

m
an

 R
igh

ts beyon
d B

orders at th
e W

orld C
ou

rt”, in
 

C
h

ristin
e C

h
in

kin
 an

d F
reya B

aeten
s

（eds.

）S
overeign

ty, S
tateh

ood
 an

d
 S

tate R
espon

sibility: E
ssays in

 H
on

or of Jam
es C

raw
ford

（C
am

bridge U
n

iversity P
ress, 

2015

）, pp. 57-60.

（
104
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 98.

（
105
）
実
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
モ
ル
ド
バ
と
、
モ
ル
ド
バ
領
内
で
独
立
を
宣
言
す
る
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
を
支
援
す
る
ロ
シ
ア
と
が
と
も
に
、「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
」
に
お
い
て

権
利
侵
害
を
受
け
た
と
主
張
す
る
申
立
人
を
そ
の
「
管
轄
」
の
下
に
お
く
と
の
立
場
を
と
る
。Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, paras. 109-123.

（
106
）
オ
ラ
ケ
ラ
シ
ュ
ビ
リ
は
「
基
本
的
人
権
の
主
題
は
、
単
に
、
国
の
み
が
持
ち
う
る
様
々
な
権
利
（prerogatives

）
が
及
ぶ
範
囲
の
外
に
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
の
背
景
に
は
、
欧
州
人

権
条
約
が
客
観
的
か
つ
公
的
秩
序
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
義
務
を
具
体
化
し
て
い
る
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
こ
の
客
観
的
義
務
が
、
よ
り
実
効
的
な
人
間
の
尊
厳
の
保
護
を
導
き
う

る
と
主
張
す
る
。O

rakh
elash

vili, su
pra n

ote 15, pp. 541ff. esp. 567-568.

（
107
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91.

（
108
）
例
え
ば
、C

ypru
s v. T

u
rkey, A

pplication
 n

o. 25781/94, Ju
dgm

en
t, E

C
tH

R
, 10 M

ay 2001, paras. 69-81; C
ypru

s v. T
u

rkey, E
C

om
m

H
R

, 26 M
ay 1975, su

pra n
ote 37, pp. 

136-137, paras. 8-10; L
oizid

ou
 v. T

u
rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, A
pplication

 n
o. 15318/89, Ju

dgm
en

t, E
C

tH
R

, 23 M
arch

 1995, paras. 59-64; L
oizid

ou
 v. T

u
rkey

（M
erits

）, A
pplication

 n
o. 15318/89, Ju

dgm
en

t [G
C

], E
C

tH
R

, 18 D
ecem

ber 1996, paras. 52-57

を
参
照
。

（
109
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 59-61.

（
110
）Ibid

., paras. 67-73.

（
111
）F

red
a c. Italie, R

equ
ête n

° 8916/80, D
écision

, C
om

m
ission

 eu
ropéen

n
e des D

roits de l'H
om

m
e, 7 octobre 1980; Illich

 S
an

ch
ez R

am
irez v. F

ran
ce, A

pplication
 n

o. 

28780/95, D
ecision

, E
C

om
m

H
R

, 24 Ju
n

e 1996; Ö
calan

 v. T
u

rkey, su
pra n

ote 31; A
l-S

aad
oon

 an
d

 M
u

fd
h

i v. T
h

e U
n

ited
 K

in
gd

om
, A

pplication
 n

o. 61498/08, D
ecision

, 

E
C

tH
R

, 30 Ju
n

e 2009.

（
112
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 75.

（
113
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 131-142.

（
114
）
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
を
題
材
と
し
て
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
が
完
全
に
覆
さ
れ
て
は
い
な
い
と
評
価
す
る
。M

arko M
ilan

ovic, “A
l-S

kein
i an

d A
l-Jed

d
a in
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S
trasbou

rg”, E
u

ropean
 Jou

rn
al of In

tern
ation

al L
aw

, vol. 23 n
o.1, 2012, pp. 131-133. 

こ
の
評
価
に
従
え
ば
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
依
然
と
し
て
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
踏
襲
し

て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
踏
襲
の
態
様
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。

（
115
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 55-61.

（
116
）Ibid

., para. 61.

（
117
）
ミ
ラ
ー
も
同
旨
。M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1232-1233.

（
118
）G

old
er v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 64, para. 29; B
an

kovi
 an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, su
pra n

ote 22, paras. 55-58.

（
119
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
六
五－

七
〇
頁
。

（
120
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, pp. 106-116 an

d p. 209ff.

（
121
）Ibid

., pp. 19-41.

（
122
）Ibid

., p. 207ff. 

特
に
、
二
〇
七－

二
〇
九
頁
で
の
考
察
は
人
的
モ
デ
ル
の
限
界
を
提
示
し
て
お
り
、
彼
の
立
場
は
「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
な
る
当
事
国
と
人
と
の
間
の
関
係
性
を
よ
り
広

範
に
捉
え
る
べ
き
だ
と
の
主
張
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

（
123
）B

esson
, su

pra n
ote 94, p. 862 an

d pp. 864-865.

（
124
）Ibid

., p. 865, p. 872ff. 

な
お
、
ベ
ッ
ソ
ン
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
議
論
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
が
用
い
る
「
権
威
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
濱
真
一
郎
「
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ

ズ
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
」
同
志
社
法
学
第
四
七
巻
二
号
一
二
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
125
）Ibid

., pp. 862-863. 

な
お
、
こ
こ
で
の
権
威
保
有
者
と
は
、
権
威
を
有
す
る
権
威
、
す
な
わ
ち
国
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
126
）Ibid

., pp. 865-866 an
d p. 872.

（
127
）K

in
g, su

pra n
ote 94, pp. 542ff.

（
128
）G

en
tilh

om
m

e, S
ch

aff-B
en

h
ad

ji et Z
erou

ki c. F
ran

ce, R
equ

êtes n
os 48205/99, 48207/99 et 48209/99, A

rrêt, C
ou

r eu
ropéen

n
e des droits de l'h

om
m

e, 14 m
ai 2002, para. 

20. K
in

g, ibid
., pp. 550-551.

（
129
）
ロ
ー
ソ
ン
の
立
場
に
つ
い
て
は
、L

aw
son

, su
pra n

ote 34, p.83ff
を
参
照
。

（
130
）M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1233ff. an
d pp. 1236ff., esp. p. 1244.

（
131
）
ゴ
ン
デ
ク
や
グ
リ
ス
ル
、
ダ
・
コ
ス
タ
は
、
中
立
的
か
つ
詳
細
な
事
例
分
析
を
行
お
う
と
努
め
て
お
り
評
価
で
き
る
が
、
他
方
で
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
な
る
当
事
国
と
人
と
の
間
の
関

係
性
が
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
焦
点
を
絞
っ
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。G

on
dek, su

pra n
ote 15; G

risel, su
pra n

ote 50; da C
osta, su

pra n
ote 13.

（
132
）
例
え
ば
、
ロ
ー
ソ
ン
は
分
析
視
角
を
明
示
的
に
提
示
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
当
事
国
の
自
国
領
域
外
で
の
行
為
と
申
し
立
て
ら
れ
た
権
利
侵
害
と
の
間
に
「
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
」
が
あ
る
場

合
、
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
者
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
意
味
で
の
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
彼
の
主
張
は
ま
さ
に
、「
管
轄
の
連
関
」
構
築
要
因
と
な

る
当
事
国
と
人
と
の
間
の
関
係
性
が
何
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。L

aw
son

, su
pra n

ote 34, pp. 103-105. 

拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
七
三－

七
六
頁
も
参
照
。

（
133
）L

ou
caides, su

pra n
ote 12, p. 76 an

d p. 84ff. 

な
お
、
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
の
こ
の
立
場
は
、
二
〇
一
五
年
の
サ
ル
キ
シ
ャ
ン
事
件
判
決
の
個
別
意
見
に
お
い
て
、
ユ
ド
ゥ
キ
ブ
ス
カ
裁
判
官
が
踏

襲
し
て
い
る
。S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, A

pplication
 n

o. 40167/06, Ju
dgm

en
t

（M
erits

）[G
C

], E
C

tH
R

, 16 Ju
n

e 2015, C
on

cu
rrin

g opin
ion

 of Ju
dge Y

u
dkivska,（2

）“E
ffective 

con
trol”.

（
134
）L

ou
caides, ibid

., pp. 85 an
d 94.

（
135
）M

ich
ael O

’B
oyle, “T

h
e E

u
ropean

 C
on

ven
tion

 on
 H

u
m

an
 R

igh
ts an

d E
xtraterritorial Ju

risdiction
: a C

om
m

en
t on

 ‘L
ife A

fter B
an

kovic’”, in
 F

on
s C

oom
an

s an
d 



欧州人権条約の適用範囲を定める「管轄」概念

165

M
en

n
o T. K

am
m

in
ga

（eds.

）, E
xtraterritorial A

pplication
 of H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties

（in
tersen

tia, 2004

）, p. 128.
（
136
）D

u
ttw

iler, su
pra n

ote 94, p. 158.
（
137
）
例
え
ば
、M

arko M
iran

ovic, su
pra n

ote 6, p. 39ff; M
ich

al G
on

dek, su
pra n

ote 15, pp. 56-57.

（
138
）M

ilan
ovic, ibid

., p. 33.

（
139
）Ibid

., p. 209ff.

（
140
）
本
章
で
示
す
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
や
欧
州
人
権
委
員
会
の
判
決
及
び
決
定
で
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
に
は
複
数
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
説
上
で
は
そ
の
限
り
で

は
な
い
。
元
欧
州
人
権
裁
判
所
判
事
の
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
批
判
し
つ
つ
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
概
念
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
可
能
な
例
外
的
状
況
に

あ
わ
せ
た
複
数
の
意
味
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
容
認
可
能
な
一
つ
の
意
味
し
か
有
さ
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
立
場
は
、
一
つ
の
「
管
轄
」
概
念
の
定
義
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
管
轄
の
連
関
」

構
築
要
因
に
よ
り
、
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
。L

ou
caides, su

pra n
ote 12, p. 78.

（
141
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91.

（
142
）A

l-S
aad

oon
 an

d
 M

u
fd

h
i v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 111, paras. 87-88; A
l-S

kein
i an

d
 oth

ers v. T
h

e U
n

ited
 K

in
gd

om
, su

pra n
ote 11, para. 136.

（
143
）“ju

risdiction”

に
は
、
空
間
的
範
囲
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。"3. T

h
e exten

t or ran
ge of ju

dicial or adm
in

istrative pow
er; th

e territory over w
h

ich
 su

ch
 pow

er exten
ds.", 

see “ju
risdiction”, O

xford
 E

n
glish

 D
iction

ary, su
pra n

ote 60. 

ま
た
、邦
語
の
「
管
轄
」
と
い
う
用
語
に
も
、「
支
配
の
及
ぶ
範
囲
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
管
轄
」
新
村
出
編
『
広
辞
苑
』

（
岩
波
書
店
、
第
七
版
、
二
〇
一
八
年
）。
領
域
国
の
統
治
権
能
と
し
て
の
「
管
轄
」
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
三
節
を
参
照
。

（
144
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 149; B
an

kovi
 an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, su
pra n

ote 22, para. 82.

（
145
）「
管
轄
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 39. 

ま
た
、
オ
ゥ
ボ
イ
ル
と
ル
ー
ケ
イ
デ
ス
と
の
間
で
、au

th
ority

の
意
味
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第

二
章
第
二
節
二
を
参
照
。

（
146
）B

an
kovic an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, su
pra n

ote 22, para. 75.

（
147
）B

an
kovic an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, “R
eplies of th

e A
pplican

ts”, su
pra n

ote 36, para. 100.

（
148
）L

aw
son

, su
pra n

ote 34, p. 84 an
d pp. 103-107. 

バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
や
ロ
ー
ソ
ン
の
主
張
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
七
三－

七
六
頁
を
参
照
。

（
149
）B

an
kovic an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, “R
eplies of th

e A
pplican

ts”, su
pra n

ote 36, para. 93.

（
150
）
ル
ー
カ
イ
デ
ス
も
ま
た
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
被
害
者
を
空
爆
作
戦
の
下
に
お
き
、「
彼
ら
の
死
を
引
き
起
こ
し
た
（cau

sed

）」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、欧
州
人
権
裁
判
所
は
被
害
者
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
「
管

轄
」
の
下
に
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
。L

ou
caides, su

pra n
ote 12, p. 74. 

さ
ら
に
、
オ
ラ
ケ
ラ
シ
ュ
ビ
リ
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
よ
う
な
、
人
権
条
約
に
規
定
さ
れ
る
条

項
の
目
的
は
、（
条
約
を
）
国
の
行
為
に
適
用
し
、
こ
れ
を
違
法
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
帰
属
と
因
果
関
係
の
問
題
こ
そ
が
関
係
す
る
と
主
張
す
る
。

O
rakh

elash
vili, su

pra n
ote 15, p. 542. 

キ
ン
グ
も
ま
た
、「
事
実
上
の
関
係
性
に
基
づ
く
『
管
轄
』」
に
つ
い
て
は
、
因
果
関
係
説
を
採
用
す
る
。
キ
ン
グ
の
主
張
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
第
二

章
第
二
節
二
を
参
照
。H

u
gh

 K
in

g, su
pra n

ote 94, pp. 551-555.
 

　

な
お
、
因
果
関
係
説
は
、
不
法
行
為
の
考
え
方
を
国
際
人
権
保
障
に
導
入
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
主
権
免
除
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
拷
問
や
隷
属
化
と
い
っ
た
人
権
侵
害
が
、
契
約
違
反
と

同
様
、
国
の
み
が
持
ち
う
る
様
々
な
権
利
（prerogatives

）
の
外
に
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、O

rakh
elash

vili, su
pra n

ote 15, p. 559.

（
151
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, pp. 209-215. 

キ
ン
グ
も
ま
た
、「
管
轄
」
の
定
義
ご
と
に
、
当
事
国
が
負
う
義
務
の
程
度
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
お
り
、
ロ
ー
ソ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
の
漸
進

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。K

in
g, su

pra n
ote 94, pp. 536ff., esp. p. 542 an

d p. 551ff. 
本
稿
第
一
章
第
一
節
二
も
参
照
。

（
152
）H

irsi Jam
aa an

d
 oth

ers v. Italy, A
pplication

 n
o. 27765/09, Ju

dgm
en

t [G
C

], E
C

tH
R

, 23 F
ebru

ary 2012, para. 73; M
ilan

ovic, “A
l-S

kein
i an

d A
l-Jed

d
a in

 S
trasbou

rg”, 
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su
pra n

ote 114, pp. 131-133.
（
153
）D

u
ttw

iler, su
pra n

ote 94, p. 156ff., esp. p. 156 an
d pp. 158-159.

（
154
）M

an
su

r P
ad

 an
d

 oth
ers v. T

u
rkey, A

pplication
 n

o. 60167/00, D
ecision

, E
C

tH
R

, 28 Ju
n

e 2007, paras. 54-55.

（
155
）
そ
の
た
め
、
キ
ン
グ
は
パ
ッ
ド
事
件
決
定
が
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
を
覆
し
た
と
評
価
す
る
。K

in
g, su

pra n
ote 94, p. 555.

（
156
）G

risel, su
pra n

ote 50, p. 278.

（
157
）L

ou
caides, su

pra n
ote 12, pp. 84-86.

（
158
）M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1242-1245.

（
159
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91; F

red
a c. Italie, su

pra n
ote 111, para. 3; Illich

 S
an

ch
ez R

am
irez v. F

ran
ce, su

pra n
ote 111, para. 2.

（
160
）M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1238-1240. 

な
お
、
大
使
館
・
領
事
館
が
関
与
す
る
事
例
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
ミ
ラ
ー
は
ヘ
ス
対
英
国
事
件
決
定
を
検
討
す
る
。H

ess v. U
n

ited
 

K
in

gd
om

, A
pplication

 n
o. 6231/73, D

ecision
, E

C
om

m
H

R
, 28 M

ay 1975, D
R

, vol. 2, p. 72ff.

（
161
）
ミ
ラ
ー
が
参
照
す
る
判
決
お
よ
び
決
定
で
は
、
多
く
の
場
合
、
人
・
財
産
に
対
す
る
権
力
や
支
配
の
行
使
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
た
上
で
、
申
立
人
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91; Illich

 S
an

ch
ez R

am
irez v. F

ran
ce, su

pra n
ote 111, para. 2; X

. v. th
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, 

A
pplication

 n
o. 7546/76, D

ecision
, E

C
om

m
H

R
, 15 D

ecem
ber 1977, para. 1.

（
162
）
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
九
八
頁
の
脚
注
六
二
（
二
段
落
目
）
に
関
連
す
る
論
者
を
挙
げ
て
い
る
。

（
163
）
例
え
ば
、
当
事
国
領
域
外
で
逮
捕
さ
れ
た
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91; F

red
a c. Italie, su

pra n
ote 

111, para. 3; Illich
 S

an
ch

ez R
am

irez v. F
ran

ce, su
pra n

ote 111, para. 2. 

当
事
国
領
域
外
に
所
在
す
る
拘
禁
施
設
に
収
容
さ
れ
た
者
が
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

事
例
と
し
て
、H

assan
 v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, A
pplication

 n
o. 29750/09, Ju

dgm
en

t[G
C

], E
C

tH
R

, 16 S
eptem

ber 2014, paras. 76-80; A
l-Jed

d
a v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, 

A
pplication

 n
o. 27021/08, Ju

dgm
en

t [G
C

], E
C

tH
R

, 7 Ju
ly 2011, paras. 85-86; A

l-S
aad

oon
 an

d
 M

u
fd

h
i v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 111, paras. 86-89; C
ypru

s 

v. T
u

rkey, A
pplication

s 6780/74 an
d 6950/75, R

eport of T
h

e E
C

om
m

H
R

, 10 Ju
ly 1976, E

u
ropean

 H
u

m
an

 R
igh

ts R
eports, vol.4, 1982, para. 282, 307 an

d 494. 

被
告
国
が

航
行
阻
止
を
し
た
船
舶
の
乗
員
・
乗
客
が
、
被
告
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、H

irsi Jam
aa an

d
 oth

ers v. Italy, su
pra n

ote 152, paras. 76-82; 
M

ed
ved

yev an
d

 oth
ers v. F

ran
ce, A

pplication
 n

o. 3394/03, Ju
dgm

en
t [G

C
], 29 M

arch
 2010, paras. 62-67. 

ヒ
ル
シ
事
件
に
つ
い
て
は
、
徳
川
信
治
「
海
洋
に
お
け
る
欧
州
人
権
条

約
の
適
用
・
覚
書

―H
irsi

事
件
を
手
が
か
り
に

―
」
研
究
紀
要
（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
二
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
―
一
八
頁
を
参
照
。

（
164
）
例
え
ば
、C

ypru
s v. T

u
rkey, ibid

., R
eport of T

h
e E

C
om

m
H

R
, 10 Ju

ly 1976, p. 482ff. 

当
該
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
七
六－

八
〇
頁
。

（
165
）H

irsi Jam
aa an

d
 oth

ers v. Italy, su
pra n

ote 152, paras. 9-12; M
ed

ved
yev an

d
 oth

ers v. F
ran

ce, su
pra n

ote 163, paras. 9-18.

（
166
）H

irsi Jam
aa an

d
 oth

ers v. Italy, ibid
., paras. 18 an

d 76-78.

（
167
）Ibid

., paras. 79-82.

（
168
）Ibid

., paras. 80-81.

（
169
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 136.

（
170
）M

ed
ved

yev an
d

 oth
ers v. F

ran
ce, su

pra n
ote 163, paras. 3, 13, 15, 18ff.

（
171
）H

irsi Jam
aa an

d
 oth

ers v. Italy, su
pra n

ote 152, paras. 9, 11-12.

（
172
）Ibid

., paras. 80-81.
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（
173
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 46-49. 

な
お
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
パ
ラ
グ
ラ
フ
四
六
に
お
け
る
積
極
的
義
務
へ
の
言
及
に
関
す
る
疑
問
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
前
掲
注
（
27
）
の
九
五
頁
、
脚
注
（
23
）
を
参
照
。

（
174
）
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
ら
は
、
当
事
国
の
行
為
と
人
権
侵
害
と
の
間
の
直
接
か
つ
即
時
の
連
関
、
す
な
わ
ち
因
果
関
係
の
存
在
こ
そ
が
第
一
条
の
「
管
轄
」
が
行
使
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
主

張
す
る
。B

an
kovic an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, “R
eplies of th

e A
pplican

ts”, su
pra n

ote 36, para. 19ff. an
d para. 28ff., para. 100. 

詳
し
く
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）

七
三－
七
六
頁
。
こ
の
場
合
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
と
は
、
当
事
国
が
人
権
侵
害
を
発
生
さ
せ
る
行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
行
為
に
よ
り
、
被
害
者
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
の
行
使

が
な
さ
れ
た
と
整
理
で
き
る
。

（
175
）
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
の
被
告
国
政
府
は
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
と
は
法
的
権
力
の
表
明
ま
た
は
行
使
を
伴
っ
て
お
り
、
当
該
国
へ
の
忠
誠
の
義
務
を
何
ら
か
の
形
態
で
負
っ
て
い
る

者
ま
た
は
当
該
国
の
支
配
内
に
お
か
れ
た
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 37.

（
176
）In

tern
ation

al C
om

m
ittee of th

e R
ed C

ross, In
terpretive G

u
id

an
ce on

 th
e N

otion
 of D

irect P
articipation

 in
 H

ostilities u
n

d
er In

tern
ation

al H
u

m
an

itarian
 L

aw

（M
ay 2009

）（prepared by N
ils M

elzer

）, pp. 56-57, retrieved 17 A
pril 2018, available at h

ttps://w
w

w
.icrc.org/en

/pu
blication

/0990-in
terpretive-gu

idan
ce-n

otion
-

direct-participation
-h

ostilities-u
n

der-in
tern

ation
al

（
177
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para. 393; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, A

pplication
s n

os. 43370/04, 8252/05 an
d 18454/06, 

Ju
dgm

en
t [G

C
], E

C
tH

R
, 19 O

ctober 2012, para. 111.

（
178
）R

alph
 W

ilde, “L
egal ‘B

lack H
ole’? : E

xtraterritorial S
tate A

ction
 an

d In
tern

ation
al T

reaty L
aw

 on
 C

ivil A
n

d P
olitical R

igh
ts”, M

ich
igan

 Jou
rn

al of In
tern

ation
al 

L
aw

, V
ol. 26, Issu

e 3

（2005

）, p. 775ff.

（
179
）
ミ
ラ
ー
も
ま
た
学
説
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
同
様
の
認
識
を
持
つ
。M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1226-1230. 

こ
う
し
た
議
論
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
は
、
バ
ン
コ
ビ
ッ

チ
事
件
決
定
が
、
こ
れ
以
外
の
欧
州
人
権
裁
判
所
お
よ
び
欧
州
人
権
委
員
会
の
判
決
及
び
決
定
と
整
合
的
に
理
解
で
き
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

（
180
）
も
っ
と
も
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
国
境
を
越
え
た
通
信
の
傍
受
等
に
よ
る
サ
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
の
な
か
で
、
個
人
は
単
に
そ
の
国
の
国
民
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
、
当
該
国
の
「
管

轄
」
の
下
に
は
な
い
と
説
明
す
る
。M
arko M

ilan
ovic, “H

u
m

an
 R

igh
ts T

reaties an
d F

oreign
 S

u
rveillan

ce: P
rivacy in

 th
e D

igital A
ge”, H

arvard
 In

tern
ation

al L
aw

 

Jou
rn

al, vol. 56

（2015

）, p. 99ff.

（
181
）X

. c. R
épu

bliqu
e F

éd
érale d

'A
llem

agn
e, su

pra n
ote 92.

（
182
）G

en
tilh

om
m

e, S
ch

aff-B
en

h
ad

ji et Z
erou

ki c. F
ran

ce, su
pra n

ote 128, paras. 9-10, an
d 20.

（
183
）H

ess v. U
n

ited
 K

in
gd

om
, su

pra n
ote 160, pp. 72-74.

（
184
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para. 393; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, para. 111; K

in
g, su

pra n
ote 94, pp. 

550-551.

（
185
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 149-150.

（
186
）M

arek S
zydło, “E

xtra-T
erritorial A

pplication
 of th

e E
u

ropean
 C

on
ven

tion
 on

 H
u

m
an

 R
igh

ts after A
l-S

kein
i an

d A
l-Jed

d
a”, In

tern
ation

al C
rim

in
al L

aw
 R

eview
, 

vol. 12

（2012

）, p. 286-288.

（
187
）
こ
の
点
、
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
で
は
、
人
的
モ
デ
ル
と
空
間
的
モ
デ
ル
が
融
合
さ
れ
た
と
評
価
す
る
。M

arko M
ilan

ovic, “A
l-S

kein
i an

d A
l-Jed

d
a in

 

S
trasbou

rg”, su
pra n

ote 114, pp. 130-131.

（
188
）S

ecu
rity C

ou
n

cil R
esolu

tion
 1483, S

/R
E

S
/1483, 22 M

ay 2003.
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（
189
）
な
お
、
イ
ラ
ク
平
和
安
定
化
部
隊
へ
の
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
英
国
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
の
了
解
覚
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
イ
ラ
ク
に
お
け

る
す
べ
て
の
作
戦
は
、
米
国
中
央
軍
の
指
揮
下
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
二
〇
〇
三
年
六
月
六
日
付
の
オ
ラ
ン
ダ
の
外
務
大
臣
・
防
衛
大
臣
か
ら
下
院
へ
の
書
簡
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
隊

は
独
立
し
た
部
隊
と
し
て
英
国
部
門
の
作
戦
統
制
（operation

al con
trol

）
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
い
か
な
る
と
き
も
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
人
に
対
し
て
「
完
全
な
指
揮
（fu

ll 

com
m

an
d

）」
を
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
連
合
暫
定
施
政
当
局
命
令
二
八
号
第
四
節
一
項
に
よ
れ
ば
、
イ
ラ
ク
民
間
防
衛
隊
は
、
連
合
暫
定
施
政
当
局
長
官
の
権

限
の
下
で
作
戦
を
行
い
、連
合
軍
の
監
督
に
服
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, paras. 53-59 an

d 99. 

当
該
判
決
の
詳
細
は
、藤
井
京
子「Jalou

d

対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
に
関
す
る
欧
州
人
権
裁
判
所
判
決
（
２
０
１
４
年
11
月
20
日
）
〜
イ
ラ
ク
平
和
安
定
化
部
隊
（
Ｓ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
）
オ
ラ
ン
ダ
部
隊
の
行
為
へ
の
欧
州
人
権
条
約
の
適
用
」N

U
C

B
 

jou
rn

al of econ
om

ics an
d

 in
form

ation
 scien

ce

第
六
一
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
一－

二
四
頁
を
参
照
。

（
190
）Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, ibid

., paras. 141-153.

（
191
）D

u
ttw

iler, su
pra n

ote 94, p. 157ff.

（
192
）Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, paras. 16 an

d 150-154.

（
193
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para. 393; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, para. 111; K

in
g, su

pra n
ote 94, pp. 

550-551.

（
194
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91.

（
195
）Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, paras. 140-142.

（
196
）
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
法
的
帰
結
と
は
、
実
効
的
支
配
下
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
欧
州
人
権
条
約
の
完
全
な
適
用
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
八
七－

八
八
頁
。

（
197
）R

（A
l-S

kein
i

）v S
ecretary of S

tate for D
efen

ce, su
pra n

ote 35, para. 78

（L
ord R

odger

）.

（
198
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 141.

（
199
）Issa an

d
 oth

ers v. T
u

rkey, A
pplication

 n
o. 31821/96, Ju

dgm
en

t, E
C

tH
R

, 16 N
ovem

ber 2004, paras. 72-81.

（
200
）T

h
e A

m
erican

 L
aw

 In
stitu

te, R
estatem

en
t of th

e L
aw

 S
econ

d
: F

oreign
 R

elation
s L

aw
 of th

e U
n

ited
 S

tates

（A
m

erican
 L

aw
 In

stitu
te P

u
blish

ers, 1962

）pp. 19-20. 

小
寺
彰
「
国
家
管
轄
権
の
域
外
適
用
の
概
念
分
類
」
山
本
草
二
先
生
古
稀
記
念
『
国
家
管
轄
権
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
八
年
）
三
四
五－

三
四
六
頁
。

（
201
）
法
的
な
支
配
と
事
実
上
の
支
配
と
の
区
別
に
言
及
す
る
決
定
と
し
て
、A

l-S
aad

oon
 an

d
 M

u
fd

h
i v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 111, para. 88.

（
202
）C

ypru
s v. T

u
rkey, su

pra n
ote 37, p. 136, para. 8; Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91; A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 133-
137.

（
203
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62.

（
204
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 56; C
ypru

s v. T
u

rkey, E
C

tH
R

, 10 M
ay 2001, su

pra n
ote 108, para. 77.

（
205
）
和
仁
健
太
郎
「
ア
ル
・
ス
ケ
イ
ニ
対
英
国
事
件
（
欧
州
人
権
裁
判
所
（
大
法
廷
）
判
決
、
二
〇
一
一
年
七
月
七
日
）」
阪
大
法
学
第
六
二
巻
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
七
四－

三
七
五
頁
を
参
照
。

（
206
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 64; L
oizid

ou
 v. T

u
rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 49ff., esp. para. 56; C
ypru

s v. T
u

rkey, 

E
C

tH
R

, 10 M
ay 2001, su

pra n
ote 108, para. 69ff., esp. para. 77.

（
207
）
例
え
ば
、Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91; C

ypru
s v. T

u
rkey, D

ecition
, E

C
om

m
H

R
, 26 M

ay 1975, su
pra n

ote 37, pp. 136-137, paras. 8-10; F
red

a c. Italie, 

su
pra n

ote 111, para. 3

を
参
照
。
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（
208
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62; L
oizid

ou
 v. T

u
rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 56; C
ypru

s v. T
u

rkey, E
C

tH
R

, 10 M
ay 

2001, su
pra n

ote 108, para. 77. 

た
だ
し
、
イ
サ
ー
ク
ほ
か
対
ト
ル
コ
事
件
決
定
で
は
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
と
南
部
の
間
に
設
け
ら
れ
た
緩
衝
地
帯
に
お
い
て
発
生
し
た
衝
突
に
よ
り
死
亡
し
た
デ

モ
参
加
者
の
イ
サ
ー
ク
氏
が
、
ト
ル
コ
の
「
権
力
お
よ
び
／
ま
た
は
実
効
的
支
配
に
あ
っ
た
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
サ
ー
ク
事
件
決
定
で
は
、
実
効
的
支
配
と
い
う
用
語
は
、

人
に
対
す
る
支
配
の
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。M

aria Isaak an
d

 oth
ers v. T

u
rkey, A

pplication
 n

o. 44587/98, D
ecision

, E
C

tH
R

, 28 S
eptem

ber 2006.

（
209
）M

alcom
 N

. S
h

aw
, In

tern
ation

al L
aw

（C
am

bridge U
n

iversity P
ress, 8

th E
dition

, 2017

）p. 372ff. an
d p. 386.

（
210
）
た
だ
し
、
ロ
ー
デ
シ
ア
の
場
合
、
自
決
権
の
原
則
に
反
す
る
た
め
、
国
家
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。Jam

es C
raw

ford, “T
h

e C
riteria for S

tateh
ood in

 In
tern

ation
al L

aw
”, B

ritish
 

Yearbook of In
tern

ation
al L

aw
 vol. 48

（1978

）, p. 162-163.

（
211
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, A

pplication
 n

o. 13216/05, Ju
dgm

en
t [G

C
]

（M
erits

）, E
C

tH
R

, 16 Ju
n

e 2015, para. 96. 

な
お
、
実
効
的
支
配
の
要
件
に
関
す
る
最
近
の
研
究

と
し
て
、
新
井
京
「
占
領
の
定
義
に
つ
い
て
」
同
志
社
法
学
第
六
九
巻
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
八
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
212
）M

ilitary an
d

 P
aram

ilitary A
ctivities in

 an
d

 again
st N

icaragu
a

（N
icaragu

a v. U
n

ited S
tates of A

m
erica

）, M
erits, Ju

dgm
en

t, I.C
.J. R

eports 1986, p. 64, para. 115.

（
213
）In

tern
ation

al L
aw

 C
om

m
ission

（h
erein

after, IL
C

）, "D
raft articles on

 respon
sibility of S

tates for in
tern

ation
ally w

ron
gfu

l acts" in
 Yearbook of th

e IL
C

, 2001, V
ol. 

II

（P
art T

w
o

）, p. 26. 

薬
師
寺
公
夫
ほ
か
編
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
八
年
）
一
五
九
頁
を
参
考
に
訳
出
し
た
。

（
214
）IL

C
, "R

espon
sibility of S

tates for In
tern

ation
al W

ron
gfu

l A
cts, G

en
eral com

m
en

tary”, in
 Yearbook of th

e IL
C

, 2001, V
ol. II

（P
art T

w
o

）, pp. 47-49.

（
215
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62.

（
216
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 108; C
ypru

s v. T
u

rkey, E
C

tH
R

, 10 M
ay 2001, su

pra n
ote 108, para. 77.

（
217
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, paras. 169-187.

（
218
）S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, su

pra n
ote 133, D

issen
tin

g opin
ion

 of Ju
dge H

ajiyev; Ibid
., C

on
cu

rrin
g opin

ion
 of Ju

dge Y
u

dkivska.

（
219
）de S

ch
u

tter, su
pra n

ote 15, pp. 196-197; L
egal C

on
sequ

en
ces for S

tates of th
e C

on
tin

u
ed

 P
resen

ce of S
ou

th
 A

frica in
 N

am
ibia, A

dvisory O
pin

ion
 of IC

J

（1971

）, 
su

pra n
ote 103, p. 54, para. 118.

（
220
）M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1236-1237. 

な
お
、
ミ
ラ
ー
は
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
に
つ
い
て
、
実
効
的
支
配
が
確
立
し
て
い
る
事
例
と
し
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
領
域
外
で
の

効
果
が
生
じ
て
い
る
事
例
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。Ibid

., p. 1236-1238 an
d p. 1241 n

. 65.

（
221
）
欧
州
人
権
条
約
第
一
条
の
「
管
轄
」
行
使
と
行
為
帰
属
の
関
係
に
関
す
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
四
二－

四
四
頁
、
特
に
脚
注
五
二
・
五
三
を
参
照
。

（
222
）C

ypru
s v. T

u
rkey, E

C
tH

R
, 10 M

ay 2001, su
pra n

ote 108, para.77.

（
223
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para. 392.

（
224
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 177, paras. 122-123 an
d 150.

（
225
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, paras. 169-187.

（
226
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 177, paras. 115 an
d 122-123.

（
227
）Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, para. 154; M

ozer v. T
h

e R
epu

blic of M
old

ova an
d

 R
u

ssia, A
pplication

 n
o. 11138/10, Ju

dgm
en

t [G
C

], E
C

tH
R

, 23 F
ebru

ary 

2016, para. 102.

（
228
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, D

issen
tin

g O
pin

ion
 of Ju

dge G
yu

lu
m

yan
, esp. para. 52ff.

（
229
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62; C
h

iragov an
d

 oth
ers v. A

rm
en

ia, ibid
., para. 169ff. esp. para. 186
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（
230
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 56; C
ypru

s v. T
u

rkey, E
C

tH
R

, 10 M
ay 2001, su

pra n
ote 108, para.77.

（
231
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, paras. 392-394; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, para. 116ff. esp. paras. 122-123; 

M
ozer v. T

h
e R

epu
blic of M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 227, paras. 110-111.

（
232
）
国
連
総
会
決
議
三
七
／
二
五
三
で
は
、
キ
プ
ロ
ス
領
域
の
一
部
が
依
然
と
し
て
「
外
国
軍
に
よ
り
占
領
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
遺
憾
で
あ
る
と
さ
れ
る
。"Q

u
estion

 of C
ypru

s", G
en

eral 

A
ssem

bly resolu
tion

 37/253

（A
/R

E
S

/37/253

）, 16 M
ay 1983. 

ま
た
、英
連
邦
首
脳
会
議
で
は
、キ
プ
ロ
ス
北
部
に
つ
い
て
「
外
国
の
占
領
下
に
あ
る
地
域
」
と
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

C
om

m
on

w
ealth

 H
eads of G

overn
m

en
t M

eetin
g, 1983

（N
ew

 D
elh

i, 23-29 N
ovem

ber

）, T
h

e C
om

m
on

w
ealth

 at th
e S

u
m

m
it: C

om
m

u
n

iqu
és of C

om
m

on
w

ealth
 H

ead
s 

of G
overn

m
en

t M
eetin

gs 1944-1986

（C
om

m
on

w
ealth

 S
ecretariat, 1987

）, p. 249. 

加
え
て
、
ロ
イ
ジ
ド
ウ
事
件
先
決
的
抗
弁
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
が
自
ら

の
財
産
に
対
す
る
支
配
を
喪
失
し
た
こ
と
が
「
ト
ル
コ
軍
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
北
部
の
占
領
と
『
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
』
の
樹
立
か
ら
生
じ
て
い
る
」
こ
と
を
キ
プ
ロ
ス
政
府
は
認
め
て
い

る
の
だ
と
評
価
す
る
。L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, 23 M
arch

 1995, su
pra n

ote 108, para. 63. 

ま
た
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
や
国
連
総
会
は
、
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ

ラ
バ
フ
紛
争
に
伴
い
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
一
部
領
域
が
占
領
状
態
に
あ
る
と
す
る
。
例
え
ば
、S

ecu
rity C

ou
n

cil R
esolu

tion
 822

（S
/R

E
S

/822

）, 30 A
pril 1993, para. 1; ‟T

h
e 

situ
ation

 in
 th

e occu
pied territories of A

zerbaijan”, G
en

eral A
ssem

bly resolu
tion

 60/285

（A
/R

E
S

/60/285

）, 7 S
eptem

ber 2006

を
参
照
。

（
233
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 71.

（
234
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 63. 

ま
た
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
紛

争
へ
軍
事
的
関
与
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
」
が
ア
ル
メ
ニ
ア
に
よ
る
軍
事
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
そ
の
他
の
支
援
に
よ
り
存
続
し
て
い
る
こ
と
根

拠
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
と
そ
の
周
辺
地
域
を
実
効
的
支
配
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
。C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, paras. 169-186.

（
235
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s
）, ibid

., paras. 59-64; C
h

iragov an
d

 oth
ers v. A

rm
en

ia, ibid
., paras. 167-187.

（
236
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 133-140.

（
237
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, D

issen
tin

g opin
ion

 of Ju
dge G

yu
lu

m
yan

, para. 52ff. esp. paras. 66-79.

（
238
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para.192 an
d paras.196ff.

（
239
）M

ozer v. T
h

e R
epu

blic of M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 227, paras. 101 an
d 110; C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 177, para. 43ff. an
d para. 

122.

（
240
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, ibid
., paras. 115 an

d 122-123; Jalou
d

 v. T
h

e N
eth

erlan
d

s, su
pra n

ote 61, para. 154; M
ozer v. T

h
e R

epu
blic of M

old
ova an

d
 

R
u

ssia, su
pra n

ote 227, para. 102.

（
241
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, D

issen
tin

g opin
ion

 of Ju
dge G

yu
lu

m
yan

, para. 79.

（
242
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, ibid

., para. 152.

（
243
）M

ilitary an
d

 P
aram

ilitary A
ctivities in

 an
d

 again
st N

icaragu
a, su

pra n
ote 212, p. 41, para. 64.

（
244
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, paras. 177-178.

（
245
）M

ilitary an
d

 P
aram

ilitary A
ctivities in

 an
d

 again
st N

icaragu
a, su

pra n
ote 212, p. 41, para. 65; C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, ibid

., P
artly C

on
cu

rrin
g, P

artly 

D
issen

tin
g O

pin
ion

 of Ju
dge Z

iem
ele, para. 8.

（
246
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, ibid

., para. 72.

（
247
）Ibid

., P
artly C

on
cu

rrin
g, P

artly D
issen

tin
g O

pin
ion

 of Ju
dge Z

iem
ele, para. 8.
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（
248
）M

ilitary an
d

 P
aram

ilitary A
ctivities in

 an
d

 again
st N

icaragu
a, su

pra n
ote 212, p. 41, para. 65.

（
249
）
例
え
ば
、
チ
ラ
ゴ
フ
事
件
判
決
に
お
け
る
「
申
立
人
の
被
害
者
の
地
位
」
に
関
す
る
検
討
を
参
照
。C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, para. 121ff.

（
250
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para.56; Ila
cu

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 61, para.315; C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, 

su
pra n

ote 177, para.106; M
ozer v. T

h
e R

epu
blic of M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 227, para. 101 an

d paras. 110-111.

（
251
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, ibid
., paras. 115; Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, para. 154.

（
252
）M

ilitary an
d

 P
aram

ilitary A
ctivities in

 an
d

 again
st N

icaragu
a, su

pra n
ote 212, p. 41, paras. 64-65.

（
253
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, paras. 177-178.

（
254
）
薬
師
寺
公
夫
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
Ｉ
Ｃ
Ｊ
本
案
判
決

―
行
為
の
帰
属
と
国
の
防
止
義
務
再
論
」
藤
田
久
一
先
生
古
希
記
念
『
国
際
立
法
の
最
前
線
』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
九
年
）

三
三
七－

三
三
八
頁
。

（
255
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para. 392.

（
256
）
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
申
立
人
の
主
張
に
つ
い
て
、B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 76. 

こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
空
域
支
配
が
地
域
に

対
す
る
実
効
的
支
配
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
明
示
的
に
は
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
事
件
の
受
理
可
能
性
を
否
定
し
た
。Ibid

., paras. 80-82.

（
257
）C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, para. 96.

（
258
）
本
稿
注
（
255
）
を
参
照
。

（
259
）Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, paras. 142 an

d 152.

（
260
）H

assan
 v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 163, paras. 75-80.

（
261
）Issa an

d
 oth

ers v. T
u

rkey, su
pra n

ote 199, para. 74.

（
262
）Ibid

., paras. 75-82.

（
263
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 138-139; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, paras. 106-107; Ila

cu
 an

d
 

oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 61, paras. 388-394.

（
264
）
本
稿
で
は
、
土
地
を
対
象
と
し
た
「
管
轄
」
行
使
と
い
う
用
語
を
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
示
す
地
域
に
対
す
る
実
効
的
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
行
使
と
、
米
州
人
権
委
員
会
が
示
す
場
所
に
対
す

る
「
管
轄
」
行
使
と
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
265
）F

ran
klin

 G
u

illerm
o A

isalla M
olin

a, E
cu

ad
or v. C

olom
bia, C

ase IP
-02, R

eport n
o. 112/10, In

ter-S
tate P

etition
, In

ter-A
m

erican
 C

om
m

ission
 on

 H
u

m
an

 R
igh

ts, 21 
O

ctober 2010, para. 27ff., 79ff. an
d para. 102. 

当
該
事
件
の
詳
細
と
評
価
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米
州
人
権
保
障
制
度
に
お
け
る
国
の
人
権
保
障
義
務
の
範
囲

―
領
域
外
適
用
を
基
礎
づ
け

る
管
轄
の
連
関

―
」
研
究
紀
要
（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
一
九
号
（
二
〇
一
四
年
）
五
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
266
）F

ran
klin

 G
u

illerm
o A

isalla M
olin

a, E
cu

ad
or v. C

olom
bia, ibid

., paras. 102-103.

（
267
）
当
事
国
が
他
国
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
実
効
的
全
般
的
支
配
を
行
使
す
る
場
合
は
、
そ
の
「
管
轄
」
は
、
欧
州
人
権
条
約
と
自
国
が
批
准
す
る
追
加
議
定
書
に
規
定
さ
れ
る
「
実
体
的
権
利
の
す
べ

て
の
範
囲
を
保
障
す
る
こ
と
に
ま
で
及
ぶ
」
と
さ
れ
る
。C

ypru
s v. T

u
rkey, E

C
tH

R
, 10 M

ay 2001, su
pra n

ote 108, para. 77.

（
268
）
例
え
ば
、
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
で
は
、
英
国
が
治
安
維
持
に
つ
い
て
権
力
お
よ
び
責
任
を
引
き
受
け
て
い
た
と
い
う
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
、
英
国
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
際
に

第
三
申
立
人
が
被
弾
し
た
こ
と
か
ら
、
英
国
と
第
三
申
立
人
と
の
間
に
は
「
管
轄
の
連
関
」
が
あ
る
と
さ
れ
た
。A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 
149-150.
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（
269
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62.
（
270
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, ibid
., paras. 115; Jalou

d
 v. T

h
e N

eth
erlan

d
s, su

pra n
ote 61, para. 154.

（
271
）H

assan
 v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 163, para. 76.

（
272
）de S

ch
u

tter, su
pra n

ote 15, pp. 196-197; L
egal C

on
sequ

en
ces for S

tates of th
e C

on
tin

u
ed

 P
resen

ce of S
ou

th
 A

frica in
 N

am
ibia, A

dvisory O
pin

ion
 of IC

J

（1971

）, 
su

pra n
ote 103, p. 54, para. 118.

（
273
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 138-139; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, paras. 106-107; Ila

cu
 an

d
 

oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 61, paras. 388-394.

（
274
）S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, su

pra n
ote 133, D

issen
tin

g O
pin

ion
 of Ju

dge H
ajiyev.

（
275
）
本
稿
は
じ
め
に
を
参
照
。

（
276
）A

ssan
id

ze v. G
eorgia, A

pplication
 n

o. 71503/01, Ju
dgm

en
t [G

C
], E

C
tH

R
, 8 A

pril 2004, paras. 134 an
d 139-143.

（
277
）B

row
n

lie’s P
rin

ciples of P
u

blic In
tern

ation
al L

aw
, su

pra n
ote 83, p. 456. 

杉
原
・
前
掲
注
（
85
）
二
四
七
頁
。

（
278
）A

n
 an

d
 oth

ers v. C
ypru

s, A
pplication

 n
o. 18270/91, D

ecision
, E

C
om

m
H

R
, 8 O

ctober 1991.

（
279
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 131.

（
280
）L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62; L
oizid

ou
 v. T

u
rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 56.

（
281
）
山
本
・
前
掲
注
（
84
）
二
三
一－

二
四
〇
頁
。
杉
原
・
前
掲
注
（
85
）
二
四
八－

二
四
九
頁
。

（
282
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 131

の
小
見
出
し
を
参
照
。

（
283
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, para. 312.

（
284
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 177, para. 104; S
argsyan

 v. A
zerbaijan

, su
pra n

ote 133, paras. 126-130. 

ユ
ド
ゥ
キ
ブ
ス
カ
裁
判
官
は
サ
ル
キ
シ
ャ
ン

事
件
判
決
個
別
意
見
に
お
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
グ
リ
ス
タ
ン
村
を
含
む
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
領
域
に
対
し
て
「
管
轄
」
を
有
す
る
こ
と
と
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
完
全
か
つ
運
用
可

能
な
「
管
轄
」
を
こ
の
領
域
に
対
し
て
有
す
る
こ
と
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
判
事
の
立
場
は
ま
さ
に
、「
管
轄
」
を
権
能
と
し
て
捉
え
る
こ
と
と
、「
管
轄
」
を
地
域
に
対
す
る
実
効

的
支
配
と
し
て
捉
え
る
こ
と
と
の
間
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
と
い
え
る
。Ibid

., C
on

cu
rrin

g opin
ion

 of Ju
dge Y

u
dkivska,

（2

）“E
ffective con

trol”.

（
285
）A

ffaire d
u

 L
ac L

an
ou

x

（E
spagn

e c. F
ran

ce

）, T
ribu

n
al arbitral, 16 n

ovem
bre 1957, R

ecu
eil d

es sen
ten

ces arbitral, tom
e X

II. p. 301. 

属
地
的
管
轄
権
の
文
脈
で
ラ
ヌ
ー
湖

事
件
を
参
照
す
る
も
の
と
し
て
、P

ierre-M
arie D

u
pu

y et Yan
n

 K
erbrat, D

roit in
tern

ation
al pu

blic

（D
alloz, 13

e édition
, 2016

）, p. 87.

（
286
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, paras. 330-331.

（
287
）C

atan
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 177, para. 109.

（
288
）S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, su

pra n
ote 133, para. 130.

（
289
）Ibid

., D
issen

tin
g O

pin
ion

 of Ju
dge H

ajiyev.

（
290
）S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, su

pra n
ote 133, paras. 134 an

d 139.

（
291
）Ibid

., para. 127.

（
292
）Isayeva v. R

u
ssia, A

pplication
 n

o. 57950/00, Ju
dgm

en
t, E

C
tH

R
, 24 F

ebru
ary 2005. Isayeva, Yu

su
pova an

d
 B

azayeva v. R
u

ssia, A
pplication

s n
os. 57947/00,57948/00 

an
d 57949/00, Ju

dgm
en

t, E
C

tH
R

, 24 F
ebru

ary 2005

も
同
旨
。
詳
し
く
は
、
樋
口
一
彦
「
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
国
際
人
権
法
上
の
生
命
権 －

『Isayeva, Y
u

su
pova an

d 
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B
azayeva

対
ロ
シ
ア
事
件
』
お
よ
び
『Isayeva

対
ロ
シ
ア
事
件
』（
欧
州
人
権
裁
判
所
、
２
０
０
５
年
2
月
24
日
判
決
）
を
中
心
に－

」
琉
大
法
学
第
八
二
巻
一
〇
七
―
一
二
四
頁
を
参
照
。

（
293
）
和
訳
は
、『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
』・
前
掲
注
（
213
）
二
六
二
頁
を
参
照
。

（
294
）C

h
agos Islan

d
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, A
pplication

 n
o. 35622/04, D

ecision
, E

C
tH

R
, 11 D

ecem
ber 2012, paras. 38-42, 70-76. 

も
っ
と
も
、
当
該
決
定
は
、
最
終
的
に
申
立

が
明
白
に
根
拠
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
、
申
立
を
却
下
す
る
。Ibid

., para. 77ff. 

当
該
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
大
城
尚
子
「
基
地
政
治
に
み
る
現
代
植
民
地
主
義
の
一
考
察
―
チ
ャ
ゴ
ス
人

の
帰
還
要
求
運
動
を
事
例
に
―
」
国
際
公
共
政
策
研
究
第
一
八
巻
二
号
一
二
三
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
周
辺
に
設
定
さ
れ
た
全
面
禁
漁
の
海
洋
保
護
区
を
め
ぐ
っ
て
、
モ
ー
リ
シ
ャ

ス
と
英
国
と
の
間
で
は
仲
裁
手
続
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、坂
元
茂
樹「
地
域
漁
業
管
理
機
関
の
機
能
拡
大
が
映
す
国
際
法
の
発
展

―
漁
業
規
制
か
ら
海
洋
の
管
理
へ

―
」

小
松
一
郎
大
使
追
悼
『
国
際
法
の
実
践
』（
信
山
社
、
二
〇
一
五
年
）
四
八
二
頁
を
参
照
。

（
295
）C

h
agos Islan

d
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, ibid
., para. 73.

（
296
）B

row
n

lie’s P
rin

ciples of P
u

blic In
tern

ation
al L

aw
 su

pra n
ote 83, p. 456. 

な
お
、
主
権
（
特
に
対
内
主
権
）
と
国
家
管
轄
権
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、M

an
n

, su
pra n

ote 98, p. 3

を
参
照
。

（
297
）
ア
ル
ス
ケ
イ
ニ
事
件
判
決
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
を
整
理
し
、
法
的
空
間
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, pp. 141-142.

（
298
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 80. 

ま
た
、
第
一
章
第
二
節
一
を
参
照
。

（
299
）
本
稿
注
（
143
）
を
参
照
。

（
300
）M

iller, su
pra n

ote 94, pp. 1227-1229; D
e S

ch
u

tter, su
pra n

ote 15, pp. 206-209; N
oam

 L
u

bell, E
xtraterritorial U

se of F
orce A

gain
st N

on
-S

tate A
ctors

（O
U

P, 2010

）, p. 
231. 

詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
六
一－
六
二
頁
を
参
照
。

（
301
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 142.

（
302
）
例
え
ば
、Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31; F

red
a c. Italie, su

pra n
ote 111. 

た
だ
し
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
法
的
空
間
外
で
は
、
当
事
国
が
他
国
領
域
に
対
し
て
実
効
的
支
配
を
行
使
し

た
と
認
め
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、R

（A
l-S

kein
i

）v S
ecretary of S

tate for D
efen

ce, su
pra n

ote 35, para. 78

（L
ord R

odger

）
を
参
照
。

（
303
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, pp. 130-142; B
an

kovi
 an

d
 oth

ers v. B
elgiu

m
 an

d
 oth

ers, su
pra n

ote 22, paras. 74-80. 

ま
た
、
欧
州
人
権
裁

判
所
は
二
〇
〇
一
年
の
キ
プ
ロ
ス
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
に
お
い
て
、
キ
プ
ロ
ス
北
部
で
は
「
人
権
保
障
制
度
の
遺
憾
な
空
白
（vacu

u
m

）」
が
生
じ
な
い
よ
う
に
欧
州
人
権
条
約
を
解
釈
す
べ
き
で

あ
る
と
の
態
度
を
示
す
。「
人
権
保
障
制
度
の
遺
憾
な
空
白
」
へ
の
言
及
は
、
後
に
法
的
空
間
論
に
繋
が
る
論
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
裁
判
所
は
こ
の
「
遺
憾
な
空
白
」
が
生
じ
る
に
言
及
す

る
前
に
、
ト
ル
コ
が
キ
プ
ロ
ス
北
部
に
対
し
て
実
効
的
全
般
的
支
配
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。C

ypru
s v. T

u
rkey, E

C
tH

R
, 10 M

ay 2001, su
pra n

ote 108, paras. 77-78.

（
304
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 80.

（
305
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, para. 142.

（
306
）B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 80.

（
307
）
法
的
空
間
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
27
）
六
一－

六
二
頁
、
八
三－

八
九
頁
も
参
照
。

（
308
）S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, su

pra n
ote 133, para. 148.

（
309
）C

ypru
s v. T

u
rkey, E

C
tH

R
, 10 M

ay 2001, su
pra n

ote 108, paras. 78 an
d 80.

（
310
）
欧
州
人
権
裁
判
所
は
バ
ン
コ
ビ
ッ
チ
事
件
決
定
に
お
い
て
、
第
一
条
の
「
管
轄
」
を
「
因
果
関
係
」
観
念
で
捉
え
る
に
等
し
い
申
立
人
の
主
張
と
は
、
当
事
国
に
帰
属
す
る
行
為
に
よ
り
「
悪
影
響

を
被
っ
た
者
は
誰
で
も
（an

yon
e adversely affected

）」
そ
の
行
為
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
場
所
、ま
た
は
そ
の
行
為
の
結
果
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
な
ら
ば
世
界
中
ど
こ
で
あ
れ
、当
該
国
の
「
管

轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
主
張
に
相
当
す
る
と
評
価
す
る
。
当
事
国
が
人
に
対
す
る
権
力
及
び
支
配
と
し
て
の
「
管
轄
」
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
領
域
外
適
用
が
認
め
ら
れ
て
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き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
が
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
（affect

）
こ
と
と
、
当
事
国
が
人
を
支
配
す
る
こ
と
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
他
方
で
、

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
当
事
国
が
自
国
領
域
外
の
地
域
に
対
す
る
実
効
的
全
般
的
支
配
を
行
使
す
る
場
合
に
は
例
外
的
に
、
当
該
地
域
に
お
い
て
独
立
を
宣
言
す
る
非
国
家
主
体
の
政
策
や
活
動
に

よ
り
影
響
を
受
け
た
者
（th

ose affected

）
が
、
確
か
に
被
害
者
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
国
の
「
管
轄
」
の
下
に
あ
る
と
い
え
る
と
の
立
場
を
と
る
と
い
え
る
。B

an
kovi

 

an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, paras. 70 an

d 75; L
oizid

ou
 v. T

u
rkey

（M
erits

）, su
pra n

ote 108, para. 56. 

キ
プ
ロ
ス
紛
争
の
発
生
後
に
、
寄
付
に
よ
っ
て
キ

プ
ロ
ス
北
部
の
財
産
を
取
得
し
た
者
が
、
被
害
者
の
地
位
に
は
な
い
と
さ
れ
た
決
定
に
つ
い
て
、S

teph
en

s v. C
ypru

s, A
pplication

 n
o. 45267/06, D

ecision
, E

C
tH

R
, 11 D

ecem
ber 2008.

（
311
）
本
稿
注
（
299
）
を
参
照
。

（
312
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, paras. 376-394; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, paras. 102-108 an

d paras. 111-
123; C

h
iragov an

d
 oth

ers v. A
rm

en
ia, su

pra n
ote 211, paras. 167-187.

（
313
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 56.

（
314
）
本
稿
第
三
章
第
一
節
二
の
4
を
参
照
。

（
315
）
奥
脇
・
前
掲
注
（
2
）
八
六
頁
。

（
316
）B

row
n

lie’s P
rin

ciples of P
u

blic In
tern

ation
al L

aw
, su

pra n
ote 83, p. 204 an

d p. 456.

（
317
）G

erard E
lfstrom

, N
ew

 C
h

allen
ges for P

olitical P
h

ilosoph
y

（M
acm

illan
 P

ress, 1997

）p. 42ff.

（
318
）Ö

calan
 v. T

u
rkey, su

pra n
ote 31, para. 91; L

oizid
ou

 v. T
u

rkey

（P
relim

in
ary O

bjection
s

）, su
pra n

ote 108, para. 62.

（
319
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177; S

argsyan
 v. A

zerbaijan
, su

pra n
ote 133.

（
320
）
第
三
章
第
一
節
二
の
1
（
1
）
を
参
照
。

（
321
）K

in
g, su

pra n
ote 94, pp. 509-510.

（
322
）Ila

cu
 an

d
 oth

ers v. M
old

ova an
d

 R
u

ssia, su
pra n

ote 61, paras. 330-331; C
atan

 an
d

 oth
ers v. M

old
ova an

d
 R

u
ssia, su

pra n
ote 177, para. 110, S

argsyan
 

v. A
zerbaijan

, su
pra n

ote 133, paras. 139-151.

（
323
）A

l-S
kein

i an
d

 oth
ers v. T

h
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, su
pra n

ote 11, paras. 131-132.

（
324
）W

ilde, su
pra n

ote 178, p. 775ff.

（
325
）M

ilan
ovic, su

pra n
ote 6, p. 215; B

an
kovi

 an
d

 oth
ers v. B

elgiu
m

 an
d

 oth
ers, su

pra n
ote 22, para. 75.

（
326
）H

irsi Jam
aa an

d
 oth

ers v. Italy, su
pra n

ote 152, para. 73.
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